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牙狼王子の純真


一　王子様の求愛







「毎日、君の笑顔を見ていられたら、きっと幸せに暮らせると思うんだ。もちろん、君がいつでも笑顔でいられるよう、私は君を大切にするよ。だからノエリオ。私と結婚して下さい」

　わけが分からない。

　ノエリオは呆然としたまま、目の前に跪ひざまずき情熱的に求愛する男を見つめる。

　まばゆいばかりの金髪にみどりの瞳を持つ、この優美な王子様のような男は、実際にプラナハ王国の第三王子だ。御年おんとし二十七歳、背も高く足も長く、美貌で頭もよく温厚で、何一つ欠点がないように見える。

　わけが分からないのは、何故かこの絵に描いたような王子様に、出会って五分でプロポーズされているこの状況だ。

「……ええと……僕は男ですよ……」

　ノエリオはかろうじてこの言葉を絞り出すのが精一杯だった。何故こんな事になっているのか、心の底から困惑していた。

「妻になってくれなんて言わない。君が望むなら夫になってもらってもいいし、むしろ夫と夫でもいいんじゃないかと思うんだ」

　ノエリオは昔、姉のディートリントが『真剣だからといって正気だとは限らない』と言っていた事を思い出していた。あの時、姉は一体何を言っているんだと思っていたが、今なら分かる。これはまさにその状況ではないだろうか。とても真面目に話しているが、どう考えても正気とは思えない。

「法律なら、私が父上に頼めばきっと変えてもらえる。同性でも結婚できるようにしてもらえるよ。だから何も心配しないでいいんだよ」

「父上はクラエスに甘いからなあ。ノエリオくん、すまないね。私が言うのもなんだけれど、クラエスはこう見えてとても真面目で、決して悪ふざけをするようなタイプではないんだよ……。色々申し訳ないけれど、どうか前向きに考えてもらえないかな」

　クラエスとは、今ノエリオに正気を疑われている第三王子の名前だ。そして今、その正気か疑わしい第三王子をフォローしている男は、クラエスの兄で第二王子のヘルムートだ。

　少々額ひたいの広い第二王子ヘルムートは、初対面でディートリントに『王子様なのにチビデブ若ハゲなんて終わってる』と酷ひどい罵倒ばとうを受けていたが、何故かディートリントにベタ惚れし、とうとう婚約にまでこぎ着けていた。

　そうだ。

　クラエスに右手をとられたまま、ノエリオは我に返る。

　今日は姉ディートリントとヘルムート第二王子の婚約式のはずだった。

　事実上もう婚約状態だが、昔からのしきたりとして妻になる女性の家で指輪を渡す式を行うのだ。由緒正しい正当な式なので、王家からも従者と立会人がやってきて、盛大なパーティになるはずだった。


が、何故か今、ノエリオがクラエス王子にプロポーズされている。



　クラエスは兄ヘルムートの付き添い兼、立会人だったはずだが、何がどうしてこうなったのか、十歳も年下の、しかも同性であるノエリオの前に跪き求婚している。

「いや、今日は姉とヘルムート殿下の婚約式ですし、まずはそちらを」

　なんとか常識的な言葉を絞り出すと、クラエスも周りで息を詰め成り行きを見守っていた両親や王家からやってきた従者達も、我に返ったようだった。

「ああ、そうだった。失礼をした。今日の主役は兄上とディートリント嬢じょうだったのに、すまなかった。……ディートリント嬢、兄上、無礼をお許し下さい」

　クラエスは慌てて立ち上がり、ヘルムートとディートリントに非礼を詫びる。

「あ、え。い、いえ……。で、では、ヘルムート様、クラエス様。あちらでお話を……」

　ディートリントも激しく動揺している。それはそうだろう。自分の婚約式で弟が王子にプロポーズをされるとは、普通、思いも寄らない。

　固唾をのんでこの突然の求婚シーンを傍観していた招待客たちも、我に返った。式を進める為に大広間へと移動し始めた人波に紛れ、ノエリオはこっそりとその場から逃げ出した。

　いくらなんでもこの状況は理解しがたい。一体何がどうなって、こんな事になったのか。だいたい、ノエリオもクラエスも男同士な上、こんな突然、一目惚れされるような要素があるとはとても思えない。何かの間違いではないのか。

　ノエリオは不細工ではないが、目の覚めるような美形というわけでもない。姉のディートリントは誰もが認める絶世の美人だが、ノエリオは平凡そのものだ。まあ年相応に可愛い顔をしているが、だからといって王子に一目惚れされるほど突出とっしゅつした容貌ようぼうではない。そもそもクラエス自身が考えられないような美貌の持ち主だ。これだけ美しければ自分の顔で審美眼も厳しく磨かれているだろうに、むしろ自分の美貌を見慣れているせいで、さっぱりした顔に興味を持ったのだろうか。

　一体何がどうなって、クラエス王子は僕にプロポーズをしたのか。

　もしかして婚約式の前祝いでひと盛り上がりして、酔っ払っていたんだろうか。

　真剣に考えるが、酔っているようには見えなかった上に酒の匂いもしなかった。言っている事は正気を疑う内容だが、見た目も話し方も、爽やかに礼儀正しかった。

　好青年すぎて余計に怖い。

　そもそもクラエスには、まことしやかに囁かれている不穏な噂があった。

　そんな悪い噂のある王子で、同性で、出会ったばかりで、何故こんな事になったのか。こんな事になって、これが冗談ではないとしたら、どう答えればいいのか。ノエリオは途方に暮れるしかなかった。

　そもそも、悪い噂は届いていても、それが真実かすら、定かではない。

　その以前から囁かれている悪い噂とは、王子の身に降りかかるおぞましい呪いの話だ。

　クラエス王子は呪われている。だからあんなに美しく聡明でも、王の後継者候補から外されている。呪われた者を王位に就ける事はできないからだ。

　人々が囁く噂を伝え聞くだけでも、それはそれは禍々しい噂だった。




　プラナハの第三王子は、魔女の呪いを受けている。




　現国王が即位して間もない若かりし頃、プラナハ王国は隣国と激しい国境争いをしていた。

　隣接するレメ王国は大国で、プラナハは軍事力で圧倒され、劣勢だった。このままレメに破れ、滅んでいくしかないのか。そんな苦境の戦場に、ひとりの魔女が現れた。

　魔女はプラナハの深い森に棲んでいた。時折金品と引き換えにまじないや呪じゅ符ふを作る事で生計を立てていたが、この魔女には恐ろしいほどの魔力があると噂があった。

　突如戦場に現れた魔女は王に力を貸す代わりに、取り引きを持ちかけた。魔女の望む物が得られるなら、この戦争を絶対に勝たせるとまで彼女は言い切った。

　苦しい状況に置かれていた若き青年王は、藁わらにもすがる思いで、そんな妖しげな魔女との取り引きに応じてしまった。

　魔女は言葉通りに圧倒的な力で不利な戦況を巻き返し、プラナハに勝利をもたらした。

　王は約束通りに、魔女に褒賞ほうしょうを与えるはずだった。

　だが、何か手違いか、過ちがあった。魔女に約束の褒賞が支払われなかったのだ。

　裏切られ怒った魔女は、王に呪いをかけた。




『王がこれから作り出す最も美しいものに、忌まわしい呪いを与えてやる』




『これから作り出す最も美しいもの』

　それが何なのか、王は分からなかった。

　これから王が作り出すであろう美しい国土か、街並みか、美術品か。

　王は知らなかった。

　それがいつか生まれるであろう我が子に向けられた禍々まがまがしい呪いだったとは、この時、思いもしなかったのだ。







　そういう噂は何度も聞いていたが、具体的にどんな内容の呪いなのかは全く聞こえてこなかった。

　傍目はためにはおかしいところは見当たらない。言動は正気を疑うレベルだが、魔女の呪いがどんなものなのか、さっぱり分からない。このおかしな言動が魔女の呪いだとしたら、たいした呪いではない気がする。はた迷惑ではあるが、それほど禍々しいとは言えないのではないだろうか。

　屋敷の裏庭に潜んでいるうちに無事、婚約式は終わったようで、ノエリオは夕暮れになってようやく屋敷に帰ってきた。

「……ノエリオ！　どこ行ってたの！」

　帰宅したノエリオに気付いたディートリントが、大慌てで駆け寄ってきた。まだ婚約式用のドレスに派手な髪飾りのままだ。

「姉上、ごめんなさい。せっかくの式に出られなくて。でもなんだかあのクラエス殿下がちょっと」

「いいのよ。気にしないで。……それより、大変よ。いい？　落ち着いて、気を確かにね」

　ディートリントはしっかりと両手でノエリオの右手を握りしめ、一呼吸置き、口を開いた。

「クラエス殿下が、お父様とお母様に、正式に、ノエリオとの結婚を申し込んだわ」


二　求婚を受け入れる







「……困った事になったな」

「困った事になりましたわね……」

　父母と姉、ノエリオの四人は、いつもの質素なテーブルにつき、頭を抱えていた。

　ノエリオはシュトラウス子爵の長男だ。子爵というと聞こえがいいが、正直に言えば没落した貴族だ。名ばかりの貴族で、このように屋敷も質素で古く、満足に従者も雇えないような、零落れいらくにもほどがある落ちぶれ貴族だ。

　だから姉のディートリントがヘルムート第二王子を射止めた時、シュトラウス家は活気づいた。夢のような玉の輿である。結納金だけではない。王家と姻戚いんせき関係になれば、当然、父にもノエリオにも恩恵がある。姉のコネでいい役職を与えられる可能性だってあるのだ。

　そもそもあまりの貧しさ故に、姉は子供の頃から全力で玉の輿に乗る努力をしていた。持って生まれた美しい顔だけでは玉の輿に乗るには足りない。姉は努力を惜しまない人だった。貧しくとも気高く美しく、寝る間も惜しんで勉学に励み、音楽も芸術も学び、教養を深め、そして持って生まれた美貌を更に高め磨く努力も怠らなかった。そんな血の滲むような努力の果てに手に入れたのが、第二王子の婚約者という立場だ。

「ノエリオがクラエス殿下の求婚を断ったなら、ディートリントの婚約にも影響があるだろうか」

　がっくりとうなだれながら父は呟く。ディートリントの鬼気きき迫る努力を考えれば、両親も安易に破談を選べない。かといって、金に目が眩くらんだつもりはない。家計は常に火の車で逼迫ひっぱくしているが、だからといって娘を売ってそれをよしとしているわけではない。

　ディートリントが今まで玉の輿に乗る為に、全身全霊をかけ努力してきた事をよく知っているだけに、両親も簡単に答えを出せないわけだ。

「いいのよ」

　ディートリントはきっぱりと言い放つ。

「ノエリオを犠牲にしてまで、ヘルムート殿下と結婚したいわけじゃないわ。あんなチビで小デブの若ハゲ、別に惜しくなんかないわよ。それに私のこの美貌と知性なら、破談になってもまだまだ他の殿方と出会えるし、また玉の輿に乗れるはずよ」

　これだけ聞くとディートリントが強欲で高慢でどす黒い女に見えるが、実際は違う。

『チビデブ若ハゲ』と罵倒しているが、ディートリントは心からヘルムートを愛しているのだ。ノエリオや両親はよく知っている。

　見た目は王子様というキラキラした雰囲気からかけ離れてはいるが、ヘルムートは思い遣り深く優しく、何よりディートリントを心から愛し、彼女の強がりなうわべだけではなく、優しい内面にも気付き大切にしていた。

　そしてディートリントもヘルムートの穏やかで思慮深く、奥ゆかしいところを深く愛していると、よく知っている。ディートリントは少々口が悪いが、心根は誰よりも優しい娘だと家族全員、分かっていた。

　ヘルムート王子を愛していてもディートリントは、自分の幸せよりもノエリオの幸せを求める。

　それに。

　ノエリオは胸元を押さえ、服の上からでも分かるその感触に、唇を噛みしめる。

　ディートリントが必死で玉の輿に乗ろうとしているのも、ノエリオの為だ。何もかも、ノエリオの為にやっている事だ。それをノエリオに悟られまいと強欲で高慢な女を装っていても、そんな姉の気持ちなぞ、手に取るように分かっていた。

「とにかく、ノエリオが無理にクラエス王子の求婚を受け入れる必要はないの。私は別にヘルムート殿下と結婚できなくたって、まだまだ求婚者はたくさんいるんだから。男の価値は総資産。資産がある求婚者をこれからまた吟味するわよ。お父様、お母様、それでよろしくて？」

「いや、待って、姉上」

　ノエリオは服の上からでも分かる深い傷跡を手で押さえながら、ディートリントの言葉を遮る。

　そもそも、シュトラウス子爵家がここまで没落したのは、ノエリオのこの怪我のせいだ。ノエリオがこの大怪我を負う前は、貴族の体面を保てるくらいの資産はあった。

　この傷を治すために、両親は先祖代々受け継がれた資産を次々と手放したのだ。そしてノエリオが生死の境をさまようほどの大怪我を負ったのは自分のせいだと、ディートリントはずっと自分を責めていた。

　今でもノエリオの身体に深く残る傷を消す手術費用の為に、ディートリントが玉の輿に乗る事に必死になっている。

　こんな大きな生々しい傷がある醜い身体を見て、妻になってくれるような女性はいないだろう。ノエリオはそう思っていた。

　これ以上、傷の事で姉や両親に負担を強いたくはなかった。それに結婚できずに一生ひとりぼっちで生きていくよりは、ちょっと魔女に呪われているらしいが人柄も良さそうなクラエス王子と生きていく方が、寂しくないのではないだろうか。

　これから先、家族に負い目を感じさせながらずっとひとりで生きていくよりは、これだけ恋われているならクラエスの求婚を受け入れた方がいいのではないか。

　ノエリオは迷いながらも思い切って口を開いた。

「僕はクラエス王子の求婚を受けようと思う」







　十年前の晩夏ばんかの朝、『お父様とお母様の結婚記念日のお祝いに、花冠はなかんむりを作りましょう』と言い出したのは三歳年上の姉ディートリントだった。

　当時七歳だったノエリオは、姉の提案を喜んで受け入れ、花冠の材料を取りに森へ行く事になった。子供だけで森に入るのを禁じられていたが、森の中を自由に探検できると思うと、ノエリオは嬉しくて仕方なかった。

　彼らはまだ幼く知らなかったが、大人たちが子供たちに森へ入るのを禁じている理由があった。

　レメ王国との国境争いで、森や山、草原が荒らされ焼き払われた。そこに生きる動物たちが追われ、棲すみ処かと餌場を失い、人が住む街に近い森にも流れてきていた。熊や狼、猪などの危険な獣も、新たな棲み処に移り住んでいた。

　動物たちは棲み処を追われ餌に飢え、気が立っていた。新たな棲み処は逃げてきた獣たちで溢あふれ、到底餌えさは足りず、どの獣たちもひどく腹を空かせていた。

　幼い姉弟が花を摘みにやってきた首都郊外の森も例外ではなかった。そんな飢えた獣たちが潜む森の中に子供が入り込めば、どうなるか。あっという間に狼の群れに見つかり、ディートリントとノエリオは取り囲まれてしまった。

　狼の大群に囲まれたノエリオは、幼いながらも男として姉を守らなければならないと思った。大木の根元の洞うろに姉を押し込め、自分はその洞の前に立ちはだかった。

　狼たちは容赦なくノエリオに襲いかかった。飢えて気が立っている狼たちは躊躇ちゅうちょなく小さな手足や身体に牙を突き立て、引き裂いた。幼く小さなノエリオに、為す術はない。ディートリントの泣き叫ぶ声を聞きながら、ノエリオのかすむ視界に映ったのは、血まみれの巨大な牙を持つ、大狼だった。

　鋭く大きな爪を持つ前脚でノエリオを押さえつけ、大狼は咆哮ほうこうした。

　もうこのままこの狼に食い殺されるんだ。骨も残らないくらいに、食べ尽くされてしまうんだ。

　目の前の血まみれの大狼おおおおかみに、ノエリオは声にならない声で願った。

　どうか、姉上だけは助けて下さい。とっても綺麗で優しくて、大好きな姉上なんです。姉上だけは、どうか。







　あれ以来、狼だけでなく犬も大嫌いだ。特に鳴き声とあの牙を持つ口が、今でも恐ろしい。

　馬車に揺られながら、ノエリオは窓の外を流れる森を見つめる。

　クラエス王子が正気かどうかはさておき、求愛されたのだからそれに応じて文句を言われる事はないだろうが、身体の傷に言及されるだろうか。

　配偶者が違う意味で物理的に傷物なのは気に入らないかもしれないが、別に返品されても困らない。元々誰かと結婚できるような身体ではないし、傷の事で罵ののしられようがそれくらいで今更傷つかない。

　いや、多少は傷つくかもしれない。やはりこんな醜く、恐ろしい傷跡のある身体では、誰からも愛されないと思うと、悲しい。

　それでもこれは姉を守り切った代償だ。後悔はしていなかった。

「クラエス王子の屋敷は、この森の向こうになります」

　ノエリオを迎えに来た従者は、年配の女性だった。初老といってもいいだろう。エノーラと名乗る少々痩せすぎで長身の彼女は、あまり親しみやすいタイプではなかった。雰囲気的には『厳格な家庭教師』のような、近寄りがたさを感じる。

　ヘルムートや第一王子で次期国王候補のマティアスは、首都の王宮に暮らしている。クラエスもそうだとばかり思っていた。

「他の王子様方のように、王宮に住んでいらっしゃらないんですか？」

　素直に質問すると、エノーラは変わらず無表情のまま、頷いた。

「あなたも噂をお聞きになった事がおありでしょう。クラエス様は『魔女の呪い』の為に、人の多い環境では暮らせないのです」

　思えばその噂の『魔女の呪い』がどんな物なのか、結婚しようというのにノエリオは知らなかった。

「その『魔女の呪い』ってどんなものなのですか」

　無表情なエノーラの眉が、ぴくり、と動いた。

「……クラエス様からお聞きになっておりませんか」

「プロポーズ以外の言葉を聞いていないので」

　思えばそんなものの五分しか会った事がない、しかも同性と結婚しようとは、無茶をしたものだとノエリオも今になって思っていた。身元だけは『プラナハ王国の第三王子』としっかりしているから、問題ないだろうと雑に考えていた。

　エノーラも呆れたのか、なんともいえない表情をしている。

「すぐにお分かりになりますよ。隠しようのない呪いですから。……つきましたよ」

　首都郊外の森を通り抜け、目の前に現れた屋敷は、思いの他質素だった。

　いや、華やかさからは遠いだけで、深い森に守られた、立派な作りの屋敷だ。ただ規模はそれほど大きくはないし、装飾もほとんどない。これが第三王子の屋敷というには、いささか質素すぎるだけだ。

　馬車から降りようとして、ノエリオは慌てて馬車の扉を閉める。

「どうしました、ノエリオ様」

　先に馬車から降りていたエノーラは、怪訝そうに扉の向こうのノエリオを見上げた。

「き、聞いてない。こんなの、聞いてない……！」

　ぶるぶる震えながら扉を必死に押さえつけ、ノエリオは叫ぶ。

「こんなに大きい犬がたくさんいるなんて、聞いてない……！」

　ノエリオを出迎えたのは、大きな犬だった。それも一頭ではない。三頭の大型犬が、尻尾をちぎれんばかりに振りつつ、嬉しそうに歓迎の声を上げながら馬車の周りを飛び跳ね、出迎えていた。

　恐怖のあまり、ノエリオは馬車の扉を押さえつけたまま、ガタガタと音がしそうなくらいに震えていた。

　エノーラは相変わらず無表情なままだ。はしゃぎ回って吠え立てる三頭の犬たちに向かって、冷静に話しかけている。

「お客様を驚かせてはいけませんよ。お行儀よくなさい」

　犬にそんな事言い聞かせて通じるのか。

　ノエリオは窓の外も見るのが怖かった。扉を押さえたまま、視界に犬を入れないよう、必死に俯く。

「ディーター、ヨハン、テオ。だめだよ。そんなにはしゃいでお出迎えしたら、びっくりするだろう。君たちは大きいからね。子犬みたいに跳ね回ったら、知らない人は怖がるかもしれないよ。彼は私の大切な婚約者なんだ。行儀よく歓迎してくれるかい？」

　のんびり大らかなこの声は、クラエスだ。だがノエリオは馬車の扉にしがみついたまま、震えるだけで、満足に挨拶すらできなかった。

「ようこそ、私の屋敷へ。ノエリオ、怖がらないで大丈夫だよ。彼ら……この犬たちは、私の友達なんだ。長い付き合いだから、気心は知れている。君に危害を加える事は一切ないと断言できるから、安心して降りてくるといい」

　誰もが美しいと褒めそやす美貌の王子は、笑顔で馬車の扉に手をかけようとした。

　ノエリオはその時、扉をしっかりと押さえつけたまま、がばっと顔を上げ、叫んだ。

「だめです！　僕は犬が大嫌いなんです！　犬がいる限り、絶対に！　絶対に馬車から降りません！」







　これは破談だろうか。

　ノエリオとクラエスは差し向かいにティーテーブルにつき、お茶を飲んでいるが、どちらも無言のままだ。

　エノーラはお茶の給仕を済ませると、さっさと部屋から出て行ってしまった。気まずい沈黙だけが流れていて、ノエリオも途方に暮れていた。

　クラエス王子は大の愛犬家なんだろうか。だとしたら、犬嫌いの僕と結婚なんて無理だろう。

　破談になったら、姉上とヘルムート王子の婚約にも影響があるだろうか。それだけは困る。でも、犬となんか暮らせない。いつどこで犬に遭遇するか分からないような屋敷になんか、いられない。ノエリオは泣きたくなっていた。

「……すまないね、怖がらせてしまって」

　クラエスはようやく口を開いた。黙り込んでいたのは不機嫌なわけではなく、何か考え込んでいたようだった。

「彼ら……犬たちは、私の婚約者が来ると聞いて、嬉しくて仕方なかったんだ。どうか許してやって欲しい。歓迎のつもりだったんだよ」

　そうかもしれない。あの犬たちは吠えてはいたが、恐ろしい唸り声などはあげていなかった。

「君がそんなに犬嫌いだったなんて、思いもしなかったんだ。申し訳ない事をしたね」

　テーブルの端はしに揃えて置かれていたノエリオの右手に、クラエスはそっと触れる。

「私は訳あって、あまり屋敷の外には出られないんだ。だから君に私を知ってもらう為に、暫く滞在してもらおうと思った。よく知らない相手と結婚なんて、君も不安だろう？」

　むしろ男同士で突然求愛された事の方が不安だ。さも当たり前のような顔でクラエスは語っているが、まずそこがおかしい。

　他国はどうか知らないが、この国では普通、結婚は男女がするものだ。同性同士でするなんて、聞いた事がない。更に、出会って五分で求婚するようなものでもない。突っ込むべきところは多々あったが、ノエリオは今、犬の事で頭がいっぱいだった。

「彼らには、不用意に君に近寄らないよう、よく言い聞かせてある。もちろん、吠えかかるのは絶対にだめだとも言い聞かせてあるから、どうか暫く滞在して欲しい」

　犬が嫌いだというくらいで、クラエスは破談にしようとは思わないようだ。なんとかノエリオを引き留めようとしている。

「クラエス殿下、申し訳ございません。どうしても犬が苦手で……」

　ノエリオはそこで言葉に詰まった。

　これからどうすればいいのか。どうしたいのか。

　あの大型犬三頭と仲良く暮らせる自信はない。暮らしたいとも思わない。だが、後から来た自分が、クラエスと長い付き合いだという犬たちを追い出そうとも思わない。

　それにクラエスとの結婚も、安易に考えていた。冷静に考えてみれば、結婚するという事は、夫婦になるという事だ。どちらが妻なのか、両方とも夫なのか、その辺りはよく分からないが、結婚したとなれば通常する事がある。

　夜の営いとなみだ。

　夜だけでなく昼や朝もあるかもしれないが、世間一般では夜の営み、夫婦の営みとも言う。夫婦なのか夫夫なのかそこはややこしいので、この際夫婦という呼称で統一しておこうとノエリオは律儀に考える。

　そんな事、全く考えないで求婚を受けてしまった。本当に安易すぎた。そこも前もって真剣に考えておくべきではなかったのか。

　ぐるぐる逡巡しながら、目の前にいる第三王子の顔を見上げる。

　陽に輝く金色の髪に、深く澄んだみどりの瞳。確かに整った、穏やかで美しい顔立ちだ。魔女が『王がこれから作り出す最も美しいものに呪いをかける』と言った通り、クラエスより美しいものなぞ、この国に存在しないように思えた。

　犬たちと、うまくやれるだろうか。

　いつの間にかそんな事を考えていた。あれほど犬が怖かったのに、家に逃げ帰ろうとは思えなくなっていた。

　綺麗なみどりの瞳が、目の前で数度瞬まばたく。

「……断られると思ったんだ」

　人形だってこんな綺麗に整った唇をしていない。そんななめらかな唇が、目の前で囁いた。

「魔女の呪いを受けていて、しかも同性の私の求婚を受け入れてもらえるなんて、思ってもみなかった。断られてもいいから、どうしても、君に伝えたかったんだ。……君に会えて、私がどれだけ嬉しかったか、きっと君は知らない。君がこうして目の前に現れてくれた事は、まるで奇跡のように思えた。だから、もうこの手を離したくなかったんだ」

　どう考えても、そこまで想ってもらえる理由が分からない。

　ノエリオは呆然としたまま、クラエスを見つめるしかなかった。

　ノエリオの前では少々正気が疑われるが、クラエスは世間一般では聡明で思い遣り深く、素晴らしい王子だと噂されている。美しいのは容姿だけではなく、心もだと言われている。呪いさえなければ、この国の次の王はクラエス王子だっただろうと誰もが口を揃えて言うほどだ。

　いくら魔女の呪いを受けているとはいえ、クラエスに嫁ぎたい女性はたくさんいるのではないか。

　それなりに可愛い顔立ちはしているが、別段美貌というほどでもなく、そして没落した貴族で、更に同性のノエリオを、こんな情熱的に愛する理由が分からない。仮に同性にしか興味がないとしても、もっと美しく家柄もよく、社交的で賢い男性はたくさんいるだろう。

　とにかく色々腑に落ちないが、クラエスが深く愛してくれているのは間違いなさそうだった。

「君が私を愛してくれるなら、私は魔女の呪いだって愛せる気がするんだ」

「そうでした。クラエス王子、失礼ながらその、魔女の呪いって、一体、どんな」

　そこまで言いかけて、ノエリオは気付いた。

　ノエリオの右手に触れていたクラエスのしなやかな指先の、綺麗に形が整った優美な爪。それがぐっ、と伸びた。

　まるで獣の爪のように、湾曲わんきょくしするりと伸びた鋭い爪。一体何が、と思うまもなく、優美な指先から手の甲、手首、袖口から見える腕を、突然生まれ出た白い獣じゅう毛もうが、這い上がるように覆おおい尽くしていく。

「……すまない、ノエリオ。説明する前にこんな」

　ノエリオは右手に重ねられた、クラエスの手をじっと見つめ続ける。信じられないくらいに、心臓が激しく脈打ち、背中に冷たい汗が流れ落ちた。

　確かにクラエスの手だった。つい先ほどまでは、穏やかで美しい手が触れていた。

　これは、何だ。

　ノエリオは目を逸らす事ができなかった。

　ノエリオの広げた手よりも大きく、真っ白な獣毛に覆われ、鋭い爪を持ち、冷たい肉球にくきゅうでノエリオの右手に触れている。

　今、ノエリオの右手に重ねられているのは、獣の前脚だ。

　恐ろしさのあまり、声が出なかった。それどころか、息が詰まり、呼吸すらままならなかった。

「ノエリオ、驚かせてすまない。犬が嫌いな君に、ちゃんと説明したかった」

　俯いたまま顔を上げられないノエリオの視界にある真っ白なテーブルクロスに、陽光に照らされたクラエスの影が映り込んだ。

　大きな耳と、長い鼻面はなづらと、ふさふさしたシルエット。

　これが魔女の呪いなのか。

　美しく聡明な王子が王位につけないのは、魔女に呪われて、大きな犬になってしまうからなのか。

　ふっと意識が遠のくのを、ノエリオは感じていた。意識を暗闇に吸い込まれながら、ぼんやりと考える。

　どうして犬なんだろう。どうしてそんな呪いなんだろう。

　もしも醜みにくい獣に変わってしまう呪いだったなら、同じように醜い傷跡を持つノエリオは、醜さ故の苦しみをよく知っている。それなら愛せたかもしれない。

　何故、犬に変わってしまうのか。こんな大きな、あの時の血まみれの大狼のような、恐ろしい姿に変わってしまうのか。

　そんな呪いでなければ、愛せたかもしれないのに。


三　魔女の呪い







　冷たくて心地よい手が、額や頬に触れている。

　ノエリオはそのなめらかで優しい指先の感触で、大好きな姉を思い出していた。

　飢えた狼たちに食いちぎられ瀕死の重傷を負い、高熱にうなされるノエリオを、ディートリントはつきっきりで看病してくれた。膿うんで熱を持ち腫はれ上がり、ひどい痛みの傷口や頬、額を、姉は氷水で冷やした手で撫で、さすってくれていた。

　あの優しい手にとてもよく似ていて、切なく、恋しくなっていた。眦に涙が滲む。ゆるゆると目を開くと、視界に金色の雨のような髪が映り込んだ。

「ノエリオ、目が覚めたかい？　怖い思いをさせてしまって、本当にすまない」

　ノエリオは一瞬で目が覚めた。がばっと勢いよく跳ね起き、寝かされていた寝台の端まで飛び退く。

「……もう、狼の姿ではないよ。人の姿に戻っているから、どうか安心して欲しい」

　寝台の端に張り付いたまま、ノエリオは固まっていた。

　確かに、クラエスは人の姿だった。あの大きな前脚と冷たい肉球と、ふさふさの耳、長い鼻面のシルエットは、幻覚だったのではないか。白昼夢だったのではないか。ノエリオはそう思いたかった。

「私にかけられた魔女の呪いは、それなんだ。……時々、狼に姿を変えてしまう」

　大きい犬ではなかった。犬よりもっとよくないものだった。

　よりによって、狼だ。ノエリオと姉を襲った、あの血に飢えた獣と同じ、狼。ノエリオにとって、犬より怖い狼。

「その、こう、気分が高ぶった時や、興奮した時に、狼になってしまう……。平静なら人の姿でいられるんだ。ちょっとこう、高揚こうようすると」

　クラエスはほんのりと頬を染めて、目を逸らしている。なんだか照れくさそうな、恥ずかしそうな、そんな仕草だ。

「君がとても可愛くて、それから、私と婚約してくれたんだと思うと嬉しくて、つい気持ちが」

　これが、魔女の呪いか。ノエリオは呆然としながらも、必死に考える。

　気分の高揚で狼に変じてしまうから、王宮で暮らせないのか。各国の大使や使者がいる前で、こんな獣の姿に変わった王子を見せるわけにいかないから、こうしてひっそりと郊外の屋敷で暮らしているのか。

「犬が大嫌いな君にとって、狼の私はとても恐ろしいものだと思う。でも、それでも。……できるだけ、君の前では平静でいるよう努力をするから、どうか、私の傍にいて欲しい」

　そんな事ができるのか。いくらなんでも、常に平常心を保つなんて、難しいのではないか。

　ノエリオは泣きたくなっていた。

　クラエスはとてもいい人だと思う。そして、とても可哀想な人だとも思う。

　生まれた時から呪われていて、こんな恵まれた容姿と知性、人柄を持ちながら、王宮でも暮らせず、王にもなれない。

　父親が受けるべきだった報いを、何の罪もないクラエスが生まれた時から背負っている。

　分かっていても、犬となんか暮らせない。狼なら、もっと無理だ。

　そう言いたかった。そんな事ができるはずがない。

「生まれた時から呪われていて、普通の生活すらできないけれど……君がいてくれたら、君が毎日笑顔を見せてくれたら、幸せになれるような気がするんだ」

　クラエスは飛び退いたノエリオに、無理に近寄ろうとはしなかった。距離を持ったまま、穏やかに語り続けている。

　クラエスが正気なのか、ノエリオは何度も疑っていたが、いつでも彼は誠実に、真剣に、ノエリオに語りかけていた。

　初めて会った時、同じ事をクラエスは言っていた。




『毎日、君の笑顔を見ていられたら、きっと幸せに暮らせると思うんだ。もちろん、君がいつでも笑顔でいられるよう、私は君を大切にするよ。だからノエリオ。私と結婚して下さい』


　こういうのを、ほだされてしまった、と言うのではないだろうか。

　ノエリオは持ち込んだ自分の荷物を整頓しながら考える。

　数週間滞在する割には、ノエリオの持ち物は少ない。元々没落しきった貧しい貴族なので、そんなに衣装も小物も持っていないからだ。着回すしかない。

　狼になってしまうのは、クラエスのせいではない。

　クラエスも被害者なのだ。望んでそんな呪いにかかっているわけではない。父親の因果いんがを、生まれた時から理不尽りふじんに背負わされているだけだ。

「君がいてくれたら、君が毎日笑顔を見せてくれたら、幸せになれるような気がするんだ」

　そう言ったクラエスが、あまりにも真剣で、悲しげで、まるで捨てられた子犬のような頼りなさで、ノエリオまで切なくなってしまった。

『質素な屋敷ですまないね。少しさみしい部屋かもしれないけれど』と言いながらクラエスが与えてくれた、東向きの日当たりのいい部屋は、はっきり言って実家の自室の数十倍は綺麗で高価そうな調度品ばかりの、贅沢ぜいたくな部屋だった。確かに派手ではない。だがシックで落ち着いた、優雅な部屋だ。

　あまりに洗練された高貴な雰囲気で、名ばかりの貴族で貧しかったノエリオはなんだか落ち着かない。

『なにしろ私がこんな呪いを受けているせいで、この屋敷も事情をよく知る口の堅い従者を数名おいているくらいで、人手が足りていない。……身の回りの事も行き届かないかもしれないけれど、許して欲しい。不自由をさせて、すまない』

　そうクラエスは申し訳なさそうに言っていたが、シュトラウス家はもっと人手が足りていない。身の回りの事を自分でするのは慣れている。それどころか食事も時々自分で作っている。

　荷物を整頓しつつ着替えながら、あまりに勢いばかりで色々決めてしまった事を、ノエリオは若干後悔していた。

　よく知らない同性の王子と安易に婚約した上に、狼に変身する王子と安易に同居する事にしてしまった。何もかも安易すぎる。

　そう分かっていても、何故か突き放す気にはなれなかった。

　理不尽に呪われているクラエスも、醜い傷跡を持つノエリオも、普通なら得られるであろう『幸せ』を得るのが難しい。仲間のような身近さを感じてしまっていた。

　それに、クラエスは努力をすると言ってくれていた。

　できるだけ『平静』でいられるよう、努力をすると言っていた。それを信じたかった。

　ノエリオは外出用の服から着替える為にブーツを脱ぎ、数枚しか持っていない貴重な絹の靴下を脱ぎ、ズボンを脱いで、ブラシをかけようとテーブルの上に手を伸ばし、気付いた。

　ドアの隙間から、ちらちらと濃いクリーム色の何かが見える。

　絹のシャツ一枚羽織はおっただけのノエリオは、その何かを見つめながら、考える。

　なんだか、とても嫌な予感がする。

　よくよく耳を澄ませると、何かの息づかいが聞こえる。

「……ああ！　テオ、何をしているんだ！　だめだろう、そこはノエリオの部屋……！」

　廊下からクラエスの大声が聞こえた瞬間、クリーム色の何かはドアの隙間から、部屋の中に転がり込んできた。

　わん！　と元気のいい鳴き声だった。

「テオ！　だめだ！　すぐに出るんだ！」

　廊下を駆ける足音が聞こえる。

　テオとは、この、クリーム色の、毛の長い、何かの事だろうか。

　ノエリオは認めたくなかった。

　目の前で千切れそうなくらい、ふさふさの尻尾を振りながらノエリオを見上げて、わん！　と元気に挨拶をしているのが、犬だと、認めたくなかった。

　これは羊。クリーム色の羊。わんって鳴く羊。

　涙ぐましい自己暗示を必死にかけるが、そんなの無駄だとノエリオ自身がよく分かっている。

「テオ！　ノエリオに近寄ってはだめだと言っただろう！　すぐに部屋から」

　部屋に飛び込んできたクラエスは慌ててテオに飛びつき、部屋から引きだそうとしつつ、ノエリオに目を向けた。

「怖い思いをさせて、すまない。テオにはよく言い聞かせて……」

　ノエリオは着替えの途中だった。ズボンにブラシをかける為に、脱いだばかりだった。絹のシャツ一枚纏っただけで、つま先から太腿までむき出しだった。太ふと腿ももとふくらはぎに残る、醜く攣つれた傷跡も、クラエスに見えたはずだ。

　テオを押さえつけていたクラエスの指先から、ふわりと白い獣毛が生まれ、這い上がっていく。クラエスの身体は不思議なくらい、自然に、穏やかに、純白の被ひ毛もうを持つ巨大な狼へと変わっていく。

　ああ、そうなのか。こんな醜い足でも、興奮を覚えてくれるのか。

　再び意識が遠のくのを感じながら、ノエリオは思った。

　性的な興奮も、興奮だ。むしろそれが一番の高揚と興奮かもしれない。

　だから、クラエス王子はこれほど美しく聡明でも、結婚できなかったんだ。

　そうか。夫婦の営みをしようと思うなら、この狼と、という事なのか。

　同性だとかどっちが妻だとか、些細ささいな問題だった。この狼と、いつかベッドを共にしなければならないという事か。

「ノエリオ、すまない！　あんまり突然、君の素足があったから……！」

　狼になっても、人の言葉を話せるのか。すごいな。魔女の呪いって、すごい。

　変なところで感心しながら、ノエリオは本日二回目の気絶をしていた。







「言っている傍から狼になってしまって、申し訳なかった……」

　夕食のテーブルについたクラエスは、しょんぼりと俯いている。

　あまりにもしおしおにへこんでいて、とても二十七歳の成人男性には見えない。ノエリオには失敗して落ち込んでいる子供のように見えていた。

「君の部屋に入り込んだクリーム色の彼は、テオと言うんだ。甘えたがりで、君が来るのをとても楽しみにしていたんだよ。一緒に遊べると思って、はしゃいでいたんだ」

　あのふさふさの犬は、テオというのか。

　今、ノエリオは放心状態だった。事件以来、犬を避けて生きてきたのに、ここにきて大量の犬と狼に接する機会が来るとは思っていなかった。今までのツケといわんばかりの犬と狼の大歓迎だ。

「決して君に意地悪したわけではないんだ。彼は君が大好きなようで、歓迎の挨拶をしたかっただけなんだ。どうか許してやって欲しい。嫌わないでやってくれないかな」

　嫌わないでくれというのは、難しい話だ。

　テオが悪い犬だろうといい犬だろうと、犬だ。犬という時点で仲良くするのは大変に難しい。ややこしいが、テオが嫌いというより犬が嫌いなのだ。どう振る舞えばいいというのか。ノエリオは真剣に悩む。

　目の前に、スープの皿がすっと差し出され、置かれた。

　糊の利いた真っ白なエプロンをつけ、スープを給仕しているのはエノーラだ。この女性、一体何者なのだろうか。どういう立ち位置の従者なのか、分からない。ノエリオを迎えに来ただけでなく、こうして夕食の給仕までしている。

「それから、私の事も嫌いにならないでいてくれると……。今度こそ、不用意に狼になったりしないよう、気をつけるから。……ああ、エノーラ。ありがとう」

　エノーラを労いながら、クラエスはノエリオに食事を勧める。

「今日は君も色々あって疲れているだろうし、とりあえずは、おいしいものでも食べてゆっくり休んで、また、明日にでも。エノーラの料理はとてもおいしいんだ。料理長も驚くくらいで、特に牛フィレのパイ包みは絶品なんだよ」

　牛フィレのパイ包み。聞いた事もない料理だ。その響きだけで、ものすごくおいしそうに聞こえる。没落するにもほどがある、というくらいに没落したシュトラウス家の食卓に、そんなものが出てきた事があるはずがない。大抵毎日鶏肉だ。

「今日はエノーラが、君の為に張り切って料理をしていたんだ。そのスープもエノーラの手作りなんだよ」

　クラエスに勧められるままに、ノエリオはスープを口に運ぶ。

　食卓に着くまでは、あまり食欲がなかった。これから三頭の大型犬と暮らし、狼に変身するような王子を愛せるのかと、深刻に悩んでもいた。

　エノーラの手作りスープは、根菜こんさいと茸きのこと、たっぷりベーコンのスープだった。よく煮込まれた根菜は甘みを感じるくらいにほこほこして、ベーコンの旨みが豊かにしみ出した、滋味豊かなスープだ。

　薄くない。

　少しの鶏肉と野菜の切れ端が入った薄いスープが、シュトラウス家のスープだった。とにかく質素倹約だったので、シンプルといえば聞こえがいいが、食事は粗末だった。

　薄くないスープを食べたのは、家がここまで傾く前、うんと子供の頃が最後だった。それでもそんな贅沢なものではなかった。ノエリオは何年かぶりに口にする濃厚なスープに、心の底から感動していた。

　薄くないだけではない。こんな具だくさんの豪華なスープを食べた事がなかった。間違いなく、生まれて初めて食べる、薄くないおいしいスープだ。

「……口に合うかな？　エノーラが張り切ってたくさん作ったんだ。若い男の子ならたくさん食べるだろうからって。よかったら遠慮せず、どんどん食べて欲しい。エノーラも私も喜ぶよ」

　クラエスはにこにこしながら、一心不乱にスープを貪るノエリオを見つめている。ものすごく幸せそうに情熱的に見つめているが、文字通りスープに夢中のノエリオは全く気付いていない。

「クラエス様、ほどほどにお勧めした方がよろしいかと思います。まだメインの肉料理を召し上がって頂いておりませんし、食後には木苺のケーキもございます」

　エノーラはワゴンから次々に料理を並べ、給仕をしている。

「ノエリオ様、パンはお召し上がりになりますか？　お口にあうとよろしいのですが」

　ほこほこと湯気を立てる籠かごいっぱいの焼きたてパンをエノーラに差し出され、ノエリオは思わず笑顔になる。

「あ、ありがとうございます。いただきます！」

　ノエリオはこの屋敷に来て初めて、元気よく大声で言葉を発した。

　この時、ノエリオは素直に思った。ディートリントが時々口にする、あの言葉だ。

『殿方の価値は総資産で決まるのよ』

　あながち間違っていない。

　今の今まで、犬と暮らせるのか、狼王子を愛せるのかと悩み、思い詰めていたのに、ノエリオはものすごく前向きになっていた。

　ノエリオは今、目の前の料理に完全に目が眩んでいた。

　もう少しくらい、頑張ってみてもいいんじゃないかな。

　犬はできるだけ近寄らせないようにすると言っているし、頑張ればそれほど怖くなくなるかもしれないし、クラエス王子も慣れてくれば、もうちょっと予告なしに狼になったりしなくなるのではないかな。

　ノエリオをさもしいと言ってはいけない。それくらい、シュトラウス家は貧しかったのだ……。

　ノエリオの怪我のせいで、元々あまり景気がいいとは言えなかった家がますます傾き、家計が苦しくなっていた。故にノエリオはいつでも小食のふりをしていた。もう食べられない、といえば、両親も姉も、食事に手をつけてくれる。そんな風に家族全員が貧しいながらも肩を寄せ合い、思い合って生きてきた。

　そんな理由で常に食べ足りない、食べ盛りのノエリオにとって、犬嫌いを忘れるほど魅惑的な料理の数々だった。

　おいしい。そしてお腹いっぱい食べても、誰も困らない。むしろとても喜ばれる。

　おいしいものは、人を前向きにさせる。幸せにもしてくれる。

　ディートリントが是ぜが非ひでも玉の輿に乗ろうとした気持ちが、よく分かった。ノエリオの治療費だけではない。きっと家族に、おいしいものをたくさん食べさせたいと思っていただろう。

　それには自分が玉の輿に乗るのが一番手っ取り早い。ディートリントはそう考えていたに違いない。

　ディートリントとノエリオが王族と姻戚関係になれば、シュトラウス家はもうゆるぎようがないくらいに安泰なのではないだろうか。

　それなら犬くらい。配偶者が同性で狼になるくらい。きっとたいした事ではない。なんとか頑張れるのではないだろうか。

　食後のデザートを食べる頃には、夕食前からは考えられないくらい、ノエリオは前向きになっていた。

　犬くらい、耐えてみせる。姉上だって血の滲むような努力をしてきたんだ。姉上にできて僕にできないはずがない。

　おいしいものは、偉大だ。すっかりノエリオを前向きにし、手懐てなずけてしまった。エノーラの手料理によって、クラエスに完全に胃袋を掴つかまれてしまった。

　もちろん、クラエスにそんなつもりはなかった。エノーラにも料理長にもなかった。

　彼らは純粋に『魔女に呪われている』ような、多々問題のある王子の求婚を受け入れてくれたノエリオを歓迎したかっただけだ。

　大変和やかに夕食を終えて、おいしいものでお腹を満たされて幸せな気持ちに浸っていたノエリオは、足取りも軽く自室へと向かっていた。

　ものすごく前向きに頑張ろう、と思っていたが、廊下の曲がり角に、見てはいけない影を見つけてしまった。

　クリーム色の彼だ。テオだ。

　クラエスにたくさん叱られたので、そこから近寄ろうとはしていないが、ノエリオの様子を窺っているようだった。

『テオは甘えたがりで、君と一緒に遊べると思って、はしゃいでいたんだ』

　クラエスはそう言っていた。

　これは羊。クリーム色の羊。声に出して呟きながら、ノエリオは真剣に考える。

　きっと、悪い犬ではない。ノエリオを気に入って、一緒に遊びたいと思ってくれている。身体は大きいけれど、子犬みたいに甘えたで、可愛い犬だとクラエスも言っていた。

　だがそれがノエリオにはものすごく恐ろしい事なのだ。いい犬だろうが悪い犬だろうが、ノエリオにとって、鳴き声も牙もあの鼻面も、魔物のように恐ろしく思えてしまう。

　羊だと思い込もうとしても、手足は恐怖のあまり、小さく震え始めていた。

　どうしたらいいのか。テオがあのまま近寄ってこないとしても、この廊下を歩く勇気が出てこない。

　廊下で固まったままのノエリオの耳に、キャン！　というテオの悲鳴が聞こえた。

　ぶるぶる震えながら見ると、真っ黒で大きな犬が、テオの首に噛みつき、引っ張りながら去って行くところだった。

　あの犬も今日、馬車まで出迎えに来た犬だ。確か、クリーム色のテオの他に、この真っ黒な犬と、真っ白な犬がいた。確かクラエスはあの時、『ディーター、ヨハン、テオ』と呼んでいた。クリーム色はテオだから、あの黒い犬は、ヨハンかディーターという事になる。

　もしかしてあの黒い犬は、助けてくれたのか？　犬が怖いノエリオの為に、テオを連れて行ってくれたのか？

　二頭の犬が去って行くのを、ノエリオは立ち竦すくんだまま見送る。


四　理不尽な運命







　意外にも、ノエリオはあれから気絶する事なく、無事にクラエスの屋敷で暮らせていた。

　まだ数日しか経っていないが、あの黒い犬のおかげで、テオの待ち伏せが回避できるようになっていた。

　あの後、何度かテオが廊下の端で『もしかしたら今日はノエリオが遊んでくれるかも！』という期待に満ちあふれた表情で待機している事があったが、ノエリオが立ち竦んでいると、どこからともなく黒い犬がすっと現れてテオを連れて行ってくれていた。

「その黒い犬はディーターだよ。彼は生真面目だから、テオやヨハンが大騒ぎしていると諫めてくれるんだ。彼らの中ではリーダーというか、兄みたいな立場だよ」

　青空の下、心地よい風が吹き抜ける午後のポーチは、とても過ごしやすい。ノエリオと一緒にお茶の時間を楽しみながら、クラエスは笑顔で教えてくれた。ノエリオが犬たちに歩み寄りを見せたように思えたのだろう。とても嬉しそうだ。

「彼らは兄弟ではないけれど、とても仲がいいんだ。昔からそうだったなあ」

　そしてクラエスは、王子という立場にしては、とても地味な生活をしていた。ほぼ、外出する事はない。

　ノエリオは怪我を口実に社交界に出入りしていないので詳しくは知らないが、普通、王族は多忙だ。

　外国へ使者として赴いたり、他国からやってくる貴賓の接待をしたり、地方都市への視察に出掛けたりと、王族にしかできない仕事はたくさんある。それくらいはノエリオも、両親や姉の話で知っている。

　言うまでもないが、いつどこで、突然狼になってしまうか分からないクラエスには、できない仕事でもある。

　ゆっくり知り合おうにも、クラエスもノエリオもほぼ外出しないし、日夜あちこちの有力貴族の屋敷で行われるパーティにもお茶会にも行くことはない。そうなると、交流を深めようがない。それでこうして一緒に暮らしてお互いをよく知り、歩み寄ろうという事にもなった。

　ノエリオはお茶に添えられた焼き菓子を遠慮なく食べつつ考える。

　何故、同性のノエリオにそこまで惚れ込んでいるのか、そこがとても謎だが、クラエスはそこと狼に変わってしまう事以外は文句のつけようがない貴公子ではないだろうか。

　こうしてほぼ屋敷の中だけの生活でも、クラエスは僻む事も堕落する事もなく律して生活している。

　最初は朝から晩まで何もやる事がなさそうで、暇そうだ。とノエリオは思っていたが、そんな事はなかった。

　昼食と午後のお茶の時間をノエリオと一緒に過ごしつつ休憩を取るだけで、クラエスは朝から夕方まで書斎に篭もりっぱなしだ。

　一日に一回、語学と経済学の教師二人が交代でやってくる。午前はその教師達と過ごし、午後はひとり書斎机に向かっている。エノーラの話によると、外国語の本の翻訳や、手紙や書類を作っているという。

「……ああ、そうだ。いつもひとりで退屈させてしまって、申し訳ないね。週末は休む事にしているから、よかったら散歩にでも行こう。この屋敷の裏の森はとても広いから、のんびりピクニックも悪くないよ。エノーラにお弁当を頼んでおくから」

　クラエスは王子様とは思えない、慣れた手つきでノエリオのカップにお茶を注ぎ足し、ケーキのおかわりも皿に載せてくれた。

「退屈はしていないので、大丈夫です。このお屋敷の書庫には見た事もない本がたくさんあって、とても楽しいですよ」

　引きこもっている事に関しては、ノエリオも負けていない。元々社交界に興味がないのもあったが、例によってシュトラウス家は非常に貧しい。娘と息子ふたりを社交界に送り込めるような金銭的余裕がなかった。そしてノエリオは身体の傷跡の事もあり、結婚も考えていなかった。故に出会いを求めて開かれるお茶会にもパーティにも行かない。更にシュトラウス家は、管理をしなければならないような領地もなかった。赴くパーティも領地もないので、ノエリオは勉強と読書ばかりしていた。

　そういう意味でも、クラエスとノエリオは似た環境にいると思える。ノエリオはクラエスに親近感を持ち始めていた。

「勿論、ピクニックも好きです。週末も楽しみにしていますね」

　まだまだぎこちないが、こうしてそれなりに距離も近付いてきている。穏やかにお茶を楽しんでいると、コンコン、と扉を叩く音が響いた。

「失礼いたします、クラエス様。陛下から親書が届きました」

　ノックの後に部屋に入ってきたのはお茶の給仕の後下がっていた、エノーラだった。銀色のトレイに載せた一通の手紙とペーパーナイフをクラエスにすっと差し出す。

「ありがとう、エノーラ」

　綺麗にペーパーナイフで手紙を開封し、その場でクラエスは読み始めた。クラエスのみどりの瞳は丁寧に便箋の最初から最後までを辿り、もう一度冒頭に戻りゆっくり辿ってから、手紙を丁寧にたたみ、ノエリオに向き直った。

「……とても言いにくいのだけれど、今週末に、兄上たちが父の名代として挨拶にくる事になった」

『兄上たち』というと、第一王子のマティアスと、第二王子のヘルムートか。

　ヘルムートは姉ディートリントの婚約者なので面識はあるが、マティアスとは初めて会う。マティアスは世継ぎの君、いわゆる王太子で、クラエスには劣るがこれもまた美貌と才知に溢れた王子だという噂だ。

「父上が、同性との結婚を合法化して下さると言っているのだけれど、まず、兄たちに君を紹介して欲しいそうなんだ。ヘルムートとは君も付き合いがあるかと思うけれど、マティアスが……」

　同性との結婚を合法化。

　本当に息子の為に法律を変えるとは、ノエリオも思っていなかった。特例で内縁状態を認めるくらいだろうと高をくくっていた。もしくは、いくら可愛い息子の頼みでも、むしろ可愛い息子だからこそ、同性との結婚を認めないのではないかとも思っていた。

　ヘルムートが『父上はクラエスに甘いから』と言っていたが、法律まで変えるとは、甘いなんて生やさしいものではない。いや、自分のせいで魔女の呪いを一身に受ける息子の願いなら、なんでも叶えてやりたくなるのかもしれない。

「ヘルムートはあの通りとても穏やかでのんびり屋だけれど、マティアスは世継ぎの君という立場のせいか、他人にも自分にも厳しい人なんだ。もしかしたらノエリオにも厳しい事を言うかもしれないけれど、どうか悪く思わないで欲しい」

　普通、自分の弟が出会って五分の同性と結婚しようとしていたら、全力で止めるだろう。おまけにノエリオは子爵家の子息とは名ばかりの、貧乏貴族だ。財産目当てで世間知らずの王子を誑かしたと思われても仕方ない。

「もし厳しい事を口になさるなら、それはクラエス様を心配しての事でしょう。僕は気にしませんよ。マティアス殿下はきっと弟思いの方なのでしょうね」

　ノエリオも、もしよく分からない輩がディートリントに近付いたなら、同じように心配する。だから弟を心配するマティアスの気持ちもよく分かる。

　ノエリオの返答にほっとしたのか、クラエスはいつものように優美な笑みを見せた。

「ありがとう、ノエリオ。君はやっぱり、とても優しい人だね」

　優しいのはクラエスではないだろうか。そうノエリオは思う。

　生まれた時から理不尽に呪われ、こんな屋敷に引きこもって暮らさなければならない境遇でも、誰かを憎みも恨みもしていないように見える。

「そんな事はありません。クラエス様の方が……」

　そこまでノエリオが言いかけた時、にこにこ嬉しそうにノエリオを見つめていたクラエスが、さっと青ざめた。

「危ない！」

　クラエスが身を乗り出し、ノエリオを守ろうと手を伸ばしたが、間に合わなかった。クリーム色の何かと真っ白な何か、大きく柔らかくふさっとしていながら弾力と手応えのある何かが、ノエリオに激突し、ノエリオは椅子ごと勢いよく転がった。手にしていたカップが宙を舞い、石造りのポーチに叩き付けられ、砕け散る派手な音が響いた。

「いたた……な、なにが」

　少々頭と尻を打ち付け、小さく呻きながら起き上がろうとしたノエリオの顔に、びたん、と音を立てて何かがぶつかった。

　生暖かいその何かを、両手で掴んで顔から引き剥がす。

　鴨だ。しかも死んでいる。喉笛を咬みちぎられ、絶命している鴨。まだ生暖かい鴨。

「ヨハン、テオ！　すぐノエリオから離れるんだ！」

　ノエリオにのし掛かっているクリーム色の何かと白い何かが、クラエスに引き剥がされながら『キャン』とも『キュゥン』ともつかない、情けない声を上げている。

「すまない、ノエリオ。テオとヨハンは、君にプレゼントを持ってきたつもりなんだ……。本当にすまない！」

　うん。確かに肉料理は大好きだ。牛も好きだけれど、鴨もおいしいと思う。エノーラさんの鴨料理はとてもおいしかった。

　ノエリオはすーっと意識が遠のくのを感じながら、小さく頷く。

　テオにもヨハンにも、悪気はないんだ。きっととても好いてくれて、歓迎してくれているんだ。

　そして、ノエリオにも、悪意も悪気もない。ただ、どうしても犬が怖くて仕方ないだけだ。どうしても、犬たちの気持ちに応えられないだけだ。







　こう頻繁に、かよわいご婦人のように気を失うのはなんとかしたい。

　神妙な面持ちで椅子に座るノエリオはそんな事を考えながら、そわそわしていた。

　いくら犬が怖いからと、事あるごとに気を失うのは、あまりに情けない。もっと男らしく気丈であるべきではないか。

　そもそもこの屋敷の犬たちは友好的だ。そこまで恐れる理由はない。なのに少し飛びかかられたくらいであっさり気絶するのは、あまりにも情けなく、根性なしだと言えるのではないか。もう少し、踏み留まる勇気を持つべきではないか。

　さすがにノエリオも情けない自分を恥じていた。

　仮に破談になったとしても、ここで犬に慣れておけば、後々の人生で困る事が格段に減る。一生引きこもるわけにはいかない。いつかは外に出なければならないが、犬を避けて生きるよりは生活しやすいはずだ。努力する価値はある。

　無言のまま真剣に考え込んでいるノエリオを見て、クラエスは誤解をしているようだった。

「今日は彼らを馬小屋に閉じ込めているから、突然飛びかかったりしない。約束するよ。……この間は本当にすまなかった。私が彼らに、ノエリオは肉料理が好きなんだって話をしたから……」

　クラエスのこの話からも、彼が犬たちを友達のように大切にしているのがよく分かる。そして犬たちも、クラエスが大好きだ。魔女の呪いのせいで他人との交流を極端に控えた生活をしているクラエスにとって、犬たちは人間の友達同様、いや、それ以上に大切な友達なのかもしれない。

　それがよく分かるだけに、ノエリオはますます申し訳ない気持ちになっていた。

「テオはあの通り、落ち着きがない子供みたいな奴だから狩りが苦手なんだ。ヨハンは活発でちょっとお調子者だけれど、狩りが得意なんだよ。だから、テオとヨハンで森の湖に鴨を獲りに行って、君にプレゼントするつもりだったんだ。で、君に鴨を届けるのに競争して走って、熱くなって、つい……という事らしいんだ」

「も、勿論彼らに悪気があったなんて、思っていません……！　鴨もおいしかったです！」

　そう、あの鴨はしっかり食べた。テオとヨハンのプレゼントだ。絶対に食べないといけないとノエリオは思った。少々あの血まみれの鴨の姿が頭に浮かんだものの、エノーラの料理はおいしかった。残さず綺麗に、しっかり食べた。テオとヨハンの為にも鴨の供養の為にも、残さずおいしく頂くのが正しいはずだ。

「だから、馬小屋に閉じ込めるなんて可哀想な事はしなくても。ぼ、僕も慣れてきましたし、い、犬、に……！」

　後半語尾が震えたが言い切った。まずは犬に慣れる第一歩を踏み出した。以前『犬がいる限り絶対馬車から降りない！』と叫んだあの時に比べれば、格段の進歩だ。些細な一歩でも自分を褒め、鼓舞させなければならない。まずはそうやって己を騙していく事が大事だ。

「あ、いや……君の為だけでなく、兄上……マティアスの為でもあるんだ。マティアスも犬が大嫌いだから……」

　狼に変身してしまう弟がいるのに、犬が嫌いな兄。

　これだけでノエリオは察した。もしかしたら、クラエスとヘルムートのような、穏やかな兄弟関係ではないかもしれない。

　今日は国王陛下の名代として、マティアス第一王子とヘルムート第二王子がクラエス第三王子の婚約者であるノエリオに挨拶に来る事になっているが、朝からクラエスはいつものような笑顔ではなかった。ノエリオほどではないが、緊張しているような雰囲気だった。

　長兄マティアスとクラエスの仲があまりよくないなら、このクラエスの様子も納得できる。

　そうなるとノエリオも、多少厳しい事を言われる覚悟をしておかなければならない。いや、元々法律を変えさせるだの同性婚だの貧乏貴族だのと色々難のある婚約だ。世間知らずのクラエスを誑かしたと罵倒されてもおかしくないとは思っていた。

　ノエリオが口を開く前に、エノーラの声が扉越しに響いた。

「マティアス殿下とヘルムート殿下がお見えです」

　返事をする前に、乱暴に扉が開かれた。

　エノーラを押しのけ、無遠慮に挨拶すらなく扉を開け放って入ってきた男がマティアスだろう。

「相変わらず側仕えはエノーラだけか」

　確かにクラエスによく似ている。目が覚めるような金髪にみどりの瞳で、やはり整った美しい顔立ちだが、クラエスと比べてしまうと見劣りする。それくらいクラエスには華があった。

『王がこれから作り出す最も美しいもの』に呪いをかけるといった魔女は、本当に真っ直ぐに、『最も美しいもの』を呪った。

「自由気ままに生きて、まだわがままを通そうというのだから、いい気なものだ」

「兄上、クラエスは十分自分を律して生活していますよ。実際、クラエスの翻訳のおかげで助かっているではありませんか」

　後を追って部屋に入ってきたヘルムートが口を挟むが、マティアスは聞く耳を持たない様子だ。

「自分の為だけに法律を変えさせて、満足したか、クラエス。父上の負い目につけ込んでやりたい放題だな」

　マティアスは革張りの椅子に乱暴に腰掛け、足を組む。

　聞いているだけでノエリオはむかむかと腹が立ってくる。

　まだ数日しかクラエスと過ごしていないが、クラエスがそんな尊大でわがままで、自由気ままに生きている男だとは思えなかった。理不尽に呪われても、明るく穏やかに、何を恨む事なく真っ直ぐに生きている。それでこの言われようはあんまりだと思えた。

「……そう兄上が思われるのなら、私の不徳と致すところでしょう。ですが、婚約に関してはわがままを貫かせて頂きました。父上の負い目につけ込んだと言われればそれまでですが、私は呪いと生きていく為にも、ノエリオに傍にいて欲しいのです。それにはノエリオの為にも身分の保障が必要でした」

　これだけ言われても、クラエスはいつものように穏やかな口調のままだ。むしろ傍で聞いているノエリオの方が、腹を立てていた。

　クラエスは小さな声でノエリオに囁く。

「不愉快な思いをさせてしまって、申し訳ないね」

　ノエリオは小さく横に首を振り、それからマティアスの目の前に歩み出て、片膝をついた。

「マティアス殿下。初めてお目にかかります。ノエリオ・シュトラウスと申します。ヘルムート殿下の婚約者であるディートリント・シュトラウスは私の姉です。どうぞよろしくお見知りおきを……」

「挨拶なぞそれで十分だ」

　マティアスに遮られ、ノエリオは口を噤む。尊大でわがままで無礼なのはお前の方だ！　と叫びたくなるのをぐっと堪え、クラエスの後ろに下がった。

「ディートリントといいお前といい、貧乏貴族が姉弟揃って綺麗な顔だけで王族を誑かして取り入って、卑しいな。浅ましい限りだ」

　姉はさておき自分に関してなら、それはない。何故クラエスに熱愛されているのかさっぱり分からないが、顔に関しては並だろう。美貌で誑かしたのだけは絶対にない。

　これくらい蔑まれるかもしれないと予想できていたノエリオは、冷静にそう考えていた。

「……ノエリオ、あの衝立の向こうに」

　小声でそう囁きノエリオを追いやるクラエスの手は、あの時のように爪が鋭く伸びていた。

　ああ、変化してしまうんだ。

　衝立の陰に身を寄せながら、ノエリオは呆然と白い獣毛に覆われ始めたクラエスの指先を見つめる。

「……お前はいつもそうだ。そうやって、自分の感情をコントロールできない。簡単に獣へと身を落とす」

　冷たく突き放すような声だった。

「兄上！　兄上は……何故そうクラエスに辛く当たるのですか！　こんな……こんな、婚約者を貶められて怒りを抑えられるはずがありません！」

　ヘルムートの声が聞こえる。ヘルムートはきっと、この兄と弟の間に挟まれ、いつもこんな風に辛い思いをしていたのだろう。だから、あんなに控えめで、優しいのか。

　ノエリオは無性に泣き出したくなっていた。悲しかった。

　クラエスは、自分の事では怒り出さなかった。自分の事は許せても、ノエリオを侮辱された事が許せなかった。

　怒りも感情の高ぶりだ。それで狼へと変じてしまう事を責められるなら、あまりに惨い。

　衝立の向こうに、大きな耳と大きな尾、鋭い爪を持った大きな前脚の影が見えた。

「そうだ。それでも抑えなければならないんだ。魔女の呪いに屈せずに、父上の負い目に甘えていると言われない為にも、クラエスは誰よりも自分を律しなければならない」

　嘘だ。そんな事は方便だ。

　誰からも愛され、才知と美貌に恵まれ、優しく穏やかな気性を持つ弟を、妬み、憎んでいるんだろう！

　そうノエリオは怒鳴りたかった。

　それなのに、狼に変じたクラエスが怖くて、震えずにいられなかった。声は言葉にならず、喉は強張ったままだった。

「……その通りです、兄上。私は……自分の感情をコントロールできない、呪いに振り回される未熟者です……。申し訳ございません……」

　クラエスに駆け寄って、そんな事はないと叫びたかった。慰めたかった。狼に変わり果てるのは、クラエスのせいではない。

　マティアスは、その身に呪いが降りかからなかった事を感謝するべきだ。

　兄弟のうちの誰かが呪われたはずだ。その呪いを自分が受けなかった事に、その理不尽な呪いをクラエスが背負った事に、感謝しろと叫びたかった。

　それなのに、クラエスが怖かった。

　どうしても狼が恐ろしい。衝立越しにその影を見ただけで震えずにいられなかった。

　今きっと、誰より泣き出したいのはクラエスのはずだ。それなのに駆け寄って慰める事すらできない。励ます言葉さえ、口にできない。

　クラエスは、きっと生まれてからずっと今まで、こんな風に、あらゆる事に耐えて生きてきたのだ。

　そのクラエスの力にもなれない。何もできない自分が、情けなく惨めに思えた。







　どれくらいの時間が過ぎただろうか。

　ノエリオは膝を抱え、座り込んでいた。衝立を挟んだ向こう側にいるクラエスは、陰り始めた陽を受け、影を落としているが、その影はもう狼ではなくなっていた。

　マティアスとヘルムートはとっくに帰った。それでもふたりは衝立で隔てられたままだった。

「……みっともないところを見せてしまった上に、不愉快な思いをさせてしまって、すまない」

　あれから押し黙ったままだったクラエスが、呟くように口を開いた。

「狼にならないよう努力すると言っておきながら、こんな何度も失態ばかりを見せてしまって、言い訳のしようがないね」

　いつもの明るい口調ではなかった。いつものように話そうとしているのに、それができていない。そんなクラエスに、ノエリオは泣きたくなっていた。

「いいえ、いいえ……。クラエス様は何も悪くないです。僕こそ何もできなくて、何も言えなくて、ごめんなさい」

　本当に情けない。婚約者を守れなかったのはノエリオだ。あの時声を上げられなかった。責められるクラエスを庇う事も守る事もできなかった。

「僕こそ、クラエス様を守れませんでした。……恥ずかしいです。ただ震えるだけで、何もできなかった……」

　これほど自分を恥じた事はなかった。犬が、狼が怖いくらいで、声も出せない。震えるばかりでマティアスに言い返す事すらできない。しかもその狼は、婚約者であるクラエスだ。あの時ノエリオとディートリントを襲った獣とは違う。何も恐れる必要はない。

　それでも竦んで声さえ出せなくなる臆病者の自分が、恥ずかしかった。

「ごめんなさい。何もできませんでした。……クラエス様が傷つくのを、黙ってみているだけでした」

　床についていたノエリオの右の指先に、そっとクラエスの指が触れた。

「やっぱり君は、とても優しい人だね」

　クラエスがそう口にするのは何度目だろう。ノエリオはふと思う。

　クラエスはまるで、ノエリオをよく知っていたかのように話す。

　ディートリントやヘルムートから色々と話を聞いて、ノエリオをよく知っているような気持ちになって、そうクラエスは言っているだけかもしれないが、ノエリオの事をよく知っているような口ぶりに感じられた。

「クラエス様。もしかして僕と以前、どこかで会った事がありますか？」

　クラエスもノエリオも、ほとんど外に出ない生活だ。それでどこかで会うのは難しい。

「いや、会った事はないよ。ヘルムートとディートリント嬢からよく君の話を聞いているから、君をとてもよく知っているような気がしていて」

　クラエスの指が、ノエリオの指先におずおずと触れ、握りしめた。その温もりが、ノエリオは妙に気恥ずかしく感じられていた。

「小さかった君がディートリント嬢を守る為に、狼の群れに立ちはだかった事も知っているよ。それで大怪我を負った事も、その時の傷跡が残っている事も、知っている。……君はいつでも誰かを思い遣れる、優しい人なんだと思っているよ」

　そんな立派な人間ではない。

　狼や犬が怖くて、身体に残った醜い傷跡を誰かに見られる事を恐れ、怖い事に背を向けて逃げ出して引きこもっているような、臆病者だ。

「……そんな事はないです。僕は……臆病な弱虫です」

　けれど今、変われるかもしれないと思えていた。

　クラエスと一緒にいられるなら、変われるような気がしていた。

「大好きな姉上の為に、狼に立ち向かったじゃないか。君は臆病者なんかではないよ。優しくて、勇気がある人だ」

　クラエスがそう言うなら、そうなれる気がしていた。

　とても不思議だった。まだ出会ったばかりなのに、何故かとても、分かり合えているような気がしていた。

「そうなれるよう、頑張ります。まずは……犬も狼も、怖がらないでいられるようになりたいです」

　クラエスの小さな笑い声が聞こえた。相変わらず衝立越しで表情は分からないが、いつものように穏やかな笑顔になっているに違いない。

「そうなってくれたら、嬉しいな。私も兄上に言われるまでもなく、律する努力をしているけれど」

　ノエリオの指先を握りしめていたしなやかな指が、離れた。

「……嬉しいという感情は、抑えようがないんだ。それから、愛しいと思う気持ちも」

　ノエリオは、テオの事を思い出していた。

　廊下で待ち伏せしているテオと目が合うと、ふさふさしたクリーム色の長い尻尾をそれはそれは嬉しそうに、ちぎれそうなくらいに振っていた。

　きっと、あれと同じなんだ。抑えようがないんだ。

「君の為ならどんな事でも耐えられると思っていたけれど……だめだった。君をこんなにも愛しいと思う気持ちを、抑えるなんてできないよ」

　緩やかに変化していくクラエスの影から目をそらしながら、ノエリオは眦から溢れる涙を拭う。

　魔女は恐ろしい呪いをかけた。

　誰かを愛したなら、人の姿をとどめていられない呪いだ。誰かと愛し合いたくとも、獣にならずにいられない、禍々しくも悲しい呪いだ。

　何故、クラエスがこんなに深く愛してくれるのか、やはり今でも分からない。

　けれどノエリオも同じように、気持ちが変化していた。

　クラエスと過ごした時間は、ほんのわずかだ。それなのに、彼の力になりたいと心から思えていた。

「……魔女はどうして、クラエス様にこんなひどい呪いをかけたんだろう」

　ふと思い浮かんだ疑問だった。

　呪いをかけるなら他にもあったはずだ。もっと禍々しい魔物に姿を変え、暴れ回るような呪いの方が、王やこの国をもっと傷付けられたはずだ。

「クラエス様。国王陛下はどんな褒賞を約束して、破ってしまったんですか？　確かに陛下に呪いをかけるよりは、身近な大切な人が呪われた方が陛下をより苦しめられるけれど、何故、こんな変わった呪いをかけたんだろう。理性をなくして国を荒らし回る化け物に姿を変えた方が、もっと陛下を苦しめられますよね」

「……考えた事がなかったな。ただ、父上が魔女に約束したものを与えられなかったせいだったと」

　狼に変化しても、声も口調も変わらない。穏やかで優しいいつものクラエスだ。姿さえ目に入らなければ、普通に話せる。

「父上は約束したものの、どうしても都合がつかなかったと言っていた。それが何だったのかは分からないけれど、財宝の類いだと言っていたよ」

「とりあえず他のもので支払っておいて、魔女の欲しいものを手に入れるまで、待ってもらう事はできなかったんでしょうか」

「代わりになるものがなかったのかもしれないよ。何か貴重なものだったのではないかな。それが何だったのか、父上も口にできないくらいの秘宝とか」

「そもそもその魔女はどこにいるんですか？　なんとかその約束の褒賞を用意して、呪いを解いてもらえないでしょうか」

　暫くの沈黙があった。クラエスは考え込んでいるようだった。

「それが……父上も分からないと。生きているのか死んでいるのかさえ、分からないと言っていた。私が生まれ呪いが発現した時も、兵士たちを動員して探したけれど、見つからなかったと……」

　予想はできていたが、魔女が行方をくらましてしまったなら、探し出すのは難しいかもしれない。そもそも、生死すら不明だった。

「魔女が死んでも、呪いは残るんですか？」

「おそらくは。父上がこの大陸中の魔法使いを招いて私の呪いを解こうとしたけれど、皆お手上げだと言っていた。それくらい、純白の魔女は能力の高い魔法使いなんだ」

「純白の魔女……魔女なのに、白なんですね。それも、純白なんだ」

　大抵の魔法使いが黒ずくめの怪しい姿だ。もっとも引きこもってばかりのノエリオは実物を見た事がない。家族の話と本で読んだくらいの、机上の知識だ。

「純白の魔女はうら若い乙女の姿だったらしいよ。白のマントをまとった、可愛らしい乙女だったと聞いている」

「魔女って……そんな若いんですか？　てっきりおばあさんだとばかり」

「魔女というくらいだから、魔法で若返っていたのかなあ。それとも本当に乙女だったのか。そのあたりは父上から聞き出すしかないかな」

　ますます謎めいてきた。

　乙女のような純白の魔女は、一体どんな財宝を願ったのか。そして王は約束をしておきながら、何故、それを魔女に支払えなかったのか。

　衝立の向こうから、クラエスがひょっこりと顔を出した。もう狼の姿ではなかった。話をしているうちに落ち着いたのだろう。

「私は、この呪いと一緒に生きていくつもりだったんだ。君がいてくれるなら、この呪いも愛せると、そう思っていた」

　座り込んだままのノエリオの手を取り、クラエスは続ける。

「それは大きな間違いだった。君が犬や狼が大嫌いだとは、誤算だった。……今にして思えばヘルムートは、私が狼に変じるから、傷付けないように黙っていたんだね……」

　これだけノエリオの話を聞いていながら、最も重要な『犬・狼嫌い』を知らなかったのは、そういう事情だったからか。ノエリオは思わず納得する。

　立ち上がったノエリオの両手を取り握りしめ、クラエスはじっとノエリオの青い瞳を見つめる。あまりに真剣で、ノエリオは気圧されていた。

　目の前でみどりの瞳が瞬き、囁く。

「君の為に、呪いを解こう。もうとっくに諦めていたけれど、考えが変わった。……君と生きていく為に、魔女と戦おう」


五　立ち向かう決意







　呪いの元凶である純白の魔女と戦うと断言したクラエスは、言葉通りに翌日、父である国王に会う為に、滅多めったに寄りつかない王宮へと出掛けていった。

　クラエスが戦うなら、ノエリオも微力ながら共に戦う覚悟はある。あるが、まずは犬・狼への恐怖心をもう少し克服しない事には、色々不都合が多すぎる。

「そうですね。ノエリオ様が仰せの通り、適任はディーターだと私も思います」

　いつものように表情に乏しい顔で、エノーラは革のリードで繋いだ真っ黒な大型犬を連れ、頷く。

「……ディーター、すまないね……。ひ、紐ひもで、繋いだりして……」

　エノーラに頼んでディーターをノエリオの部屋まで連れてきてもらったが、ノエリオは完全に腰が引けているというか抜けているというか。よろよろと椅子の背もたれにしがみつきながら、ディーターに声をかける。

　ディーターはクラエスからよく言い聞かされているのか、鳴きも吠えもしない。そうノエリオに声をかけられると、まるで頷くように数度瞬きをするだけだ。

「まず、いきなり部屋に犬とふたりきりは難しいでしょう。……ディーター、こちらへ」

　エノーラはテラスへディーターを連れて行き、繋いでいた革紐をテラスの手すりに結びつけた。

「ディーター、ノエリオ様に吠えてはいけません。少しの間で構わないので、ここでお昼寝をしていて下さい」

　エノーラがそう言い聞かせると、ディーターは素直にテラスの床に伏し、目を閉じた。

「ご、ごめんね、ディーター。迷惑をかけるね……」

　相変わらず間合いは遠いが、ノエリオは必死で声を絞り出し、ディーターに詫びる。そう言いながら握りしめた拳はぶるぶる震えている。自分でも情けないが、震えずにいられなかった。

「ご安心下さい。大きい動物は心優しいものです。特にディーターは、ヨハンやテオのように羽目を外す事がございません」

　見た目の恐ろしさでいえば、真っ黒な被毛で最も身体が大きく、短毛で筋肉質なディーターが一番だが、落ち着きは比べようがないくらいだ。そしてディーターは、小さな子供に力一杯尻尾を引っ張られても、鳴きも吠えもせず、冷静に耐えたというくらい、忍耐強い。

　見た目だけなら真っ白でふさふさ尻尾の陽気なヨハンや、クリーム色でふわふわ長毛の甘えたなテオだが、ヨハンはお調子者すぎて、テオは隙あらばノエリオに甘えようとする。まだ犬に慣れる入門編のノエリオにとって、あまりに難易度が高い。

　ディーターは今も『我、関せず』という態度でテラスに寝そべり、まるで空気のように大人しい。うっかりするといる事を忘れそうなくらい、静かだ。

「ではお茶のご用意を」

　エノーラは水差しで手を清め、お茶の準備を始める。今日のミッションは『犬と同室で午後のお茶を楽しむ』。普通の人なら、飼い犬と過ごす優雅で楽しいティータイムだが、ノエリオには緊張感みなぎる試練のティータイムだ。

「エノーラさんは、クラエス様にお仕えして長いんですか」

　できるだけテラスのディーターから目をそらしながら、話しかける。何か気を紛らわしていないと、黒い影に怯えずにいられない。

「私は元々、兄上様方の養育係でした。私の息子とマティアス殿下は乳兄弟でもあります」

　王子の乳母、養育係は、この国ではとても身分が高い。女性の官職かんしょくで言えばトップクラスのエリートだ。そのエリートが、今は第三王子のメイド頭のような幅広い仕事を行っている。世間知らずのノエリオでも、エノーラが優秀な女性だというのはよく分かった。

「クラエス様に呪いが発現した時、国王陛下と王妃様より、直々にクラエス様をお守りするよう命じられ、今に至ります」

　これだけ聞くと『命令に従っているだけだ』と言っているように聞こえるが、クラエスとエノーラの関係を見ていると、もっと親密だ。エノーラはあまりに表情に乏しく寡黙かもくであるが、いつでもクラエスを見つめる眼差しは優しい。そして、クラエスもまるで母親のように、エノーラを慕っている。ふたりの間に言い尽くせない絆があるのはよく分かる。

「色々質問をしてもよろしいでしょうか」

「クラエス様より、ノエリオ様からのご質問は差し障さわりがない限り、お答えするように承っております。どうぞご遠慮なく」

　聞きたい事は山ほどあるが、どこから手をつけたらいいのか分からない。ノエリオは考え込む。まずは純白の魔女と王の関係か。

「知っている限りで構いません。レメ王国との戦争の時に現れた純白の魔女は、一体どんな人だったんですか？」

「当時はまだ国王陛下が即位なさったばかりの時でした。前国王陛下はレメの暗殺者に負わされた傷が元でお亡くなりになり、まだ成人したての現国王アルブレヒト様が即位なさってから……そうですね、一年ほどでしょうか。当時私はまだ王宮に仕え始めたばかりで、伝え聞いた話ばかりで恐縮です」

　社交に疎いノエリオも、現国王が結婚したのは終戦後だったという話を聞いた事があった。それくらい若くして即位した。

「お若い時だったから、純白の魔女の取り引きに応じてしまったんでしょうか」

　エノーラは少し考えるような素振りをみせた。考え、それから口を開く。

「むしろ、応じるしかありませんでした。それくらいに戦況は不利な状態で、勝つ為に、国民を守る為には、魔女に魂を売り渡すくらいしか、道がありませんでした」

　まだ年若い王が、そんな重い責任を負わされたなら、魔女の甘言に乗ってしまうのも仕方ないかもしれない。

　通常、負けた国の国民は奴隷として使役されるか他国に売られるかだ。国民を守る為には、仕方なかったのかもしれない。

「クラエス様から、純白の魔女は乙女の姿をしていたと聞きました。魔女もまだ若かったのでしょうか」

「それは誰にも分かりません。私も純白の魔女の話は、伝え聞いただけで姿を見た事はありません。……兵士達は、可憐な乙女だったと言っていました。とても魔女には見えない、可愛らしい乙女だったと」

　そんな乙女のような魔女が望んだ褒賞。それが一体何だったのか。それほどまでに手に入れがたい財宝の正体が、まるで想像できない。

「その魔女は森でまじないの店をやっていたというけれど……今もその店は残っているのかな」

「その店は現在、国王陛下の管理下にあります。もう何度も調べましたが、魔女の行方や呪いを解く方法の手がかりは、なにひとつ見つかっておりません」

　当たり前だが、できる手は全て打って、今の状態だ。

　本当にクラエスの呪いを解く事ができるのだろうか。手がかりなんて何もない。純白の魔女の痕跡は彼女の店舗兼自宅しかないが、それももう探し尽くされている。

　あとは、王が隠している財宝だ。

　一体、魔女は何を要求したのか。王はそれが何だったのか口を割らないが、それにこそ解呪の鍵が隠されているのではないだろうか。

　では、何故、王は隠し続けるのか。愛する我が子を救う唯一の手がかりであるのに、それを何故、明かさないのか。

「お茶がすっかり冷めてしまいました。お湯をご用意しなおしましょう」

　真剣に考え込むあまり、お茶の事をすっかり忘れていた。

「あ、すみません、エノーラさん。冷めたお茶も好きです、構いませんよ」

「いえ。すぐにご用意致しますから、少々お待ち下さい」

　話に夢中になり、すっかりディーターの存在をノエリオは忘れていた。ふとテラスを見て、思い出した。

　ディーターは変わらずテラスに伏したまま、日だまりで気持ちよさそうに眠っているようだった。

　なんだ、大して怖くないじゃないか。大人しいディーターなら、一緒の部屋にいても大丈夫だ。

　これだけでノエリオはすっかり気が大きくなっていた。だがこういう小さな自信が大事だ。こうして自信をつけ、慣れていくのが一番だ。

　エノーラがティーポットを持って部屋の扉を開けた時まで、ノエリオは油断したままだった。

「……これ！　テオ、ヨハン！　だめです、何をして」

　エノーラはティーポットのせいで、片手が塞がっていた。片手では犬二頭の侵入を防げなかった。

　素早く部屋に入り込んだテオとヨハンは、椅子に座ったまま硬直しているノエリオに真っ直ぐに駆け寄った。

　多分、彼らは『ディーターばかりずるい！　僕らもノエリオと一緒に遊びたい！』そう率直に素直に、思ったのだろう。二頭の侵入に気付いたディーターが、止める為に立ち上がり駆け出そうとするが、彼を繋ぐ革紐はテラスの手すりに繋がれたままだ。無情にも食い込む首輪に引き倒され、ディーターは小さな悲鳴を上げた。

　二頭の唐突な出現に、頭が真っ白になったノエリオはほぼ無抵抗のまま、飛びつかれ椅子から引きずり下ろされ、顔中を二頭にべろべろと舐め回される。

　長い鼻面に、大きな口に、鋭い牙。よだれでべたべたになるまで舐め倒されながら、ノエリオは目の前の真っ赤な口と牙に、完全に竦んでいた。

　油断していた。

　久しぶりにすーっと辺りが暗くなるのを感じながら、必死に歯を食いしばる。

　せめて、気絶だけは。彼らは凶暴な狼ではない、人懐こい、ノエリオを慕う犬だ。大きいだけで、子供のように無邪気で可愛い犬だ。

　ここで気絶するのは、あまりに情けない。いい加減、男らしく恐怖に立ち向かうべきだ。

　クラエスが呪いと戦うように、ノエリオも自分の弱さ、恐怖心に立ち向かわなければならない。

　ノエリオは震える手を伸ばし、犬たちに掴み掛かった。

　闇雲に手を伸ばし掴んだのは、テオの頭だった。柔らかなベルベットのような耳と、ふっさりとなめらかな獣毛が触れる。

　犬に触れた！　掴めた！　これだけでも大進歩だ。気を失わずに犬に触れた。事件以来、ノエリオが自分から犬に触れたのはこれが初めてだ。

　がっしりと頭を両側から掴まれたテオは、怒り出す事はなかった。それどころか、更にテンションがあがった。『ノエリオが構ってくれた！』と思ったのかもしれない。ぶんぶん尻尾を振り回しながら、床に転がったままのノエリオの顔を、更に容赦なくべろべろ舐める。

　ヨハンも何か勘違いをしたようだ。『なんでテオばっかり！　俺も！』とでも思ったのか、長い鼻面をぐいぐいノエリオに押しつけ、どけ！　と言わんばかりにテオを押している。

「よ、よーし……い、いい子……いい子だね……」

　声が完全に震えて掠れているが、ちゃんとテオに話しかける事ができた。今、ノエリオは考えられないくらい必死だった。端から見れば犬と戯れる和やかな風情だが、ノエリオはまさに戦場に立っているような心境だ。臆せず引かず戦わなければ、と己を励ましながら、震える両手でテオを撫でる。

　テオはますますはしゃぎ、ヨハンはますますテオにヤキモチを焼き、テオを押しのけ自分を撫でてもらおうと押し合いへし合い状態だ。

「これ、テオ！　ヨハン！　いけません、離れなさい！」

　ティーポットを放り出し、エノーラは二頭を引き剥がそうとするが、痩身そうしんの彼女ではこんな大型犬を、しかもはしゃぎ回っているのをどうこうできるはずがなかった。

　これはなんとか耐えられるかもしれない！　そうノエリオが思った時、もみ合う二頭に押され、床に引き倒された。ヨハンに悪気はなかった。ただ、自分もノエリオに撫でてほしかっただけだ。テオを押しのけ、ノエリオに覆い被さった。

　大きな口が目の前にあった。興奮した息と、赤い口の中、長い舌と鋭い牙。

　一瞬でノエリオは過去に引き戻される。

「あ、あ……」

　あの時、幼かったノエリオに襲いかかった狼たちは、容赦なくノエリオの腕に、足に、腹に、牙を突き立てた。あの時の激痛が、苦痛が、恐怖が、鮮明に蘇った。

　ノエリオの唇から、獣じみた叫び声が洩れた。

　叫びは言葉にならなかった。ノエリオは泣き叫び、狂ったようにあがく。

　泣きながらディートリントがノエリオの名前を叫ぶ悲鳴が、獣たちの吠え猛る声が、ノエリオの頭の中に響き渡る。







　ノエリオが目を覚ました時は、もう夕暮れに近かった。

　また、気を失ってしまったんだ。

　もうあれから十年も経っているのに、どうして忘れられないのだろう。テオにもヨハンにも、悪気はなかった。ただノエリオと一緒に遊びたかっただけだ。

　きちんと自分の部屋の寝台に寝かされていた。ノエリオはもそもそと起き上がり、靴を履はこうと足を下ろす。身体のどこにも傷はない。当然だ。テオやヨハンは、あの飢えた狼たちではない。分かっているのに、どうしてあんな風に取り乱さずにいられなかったのか。

　悲しかった。泣きたくなるくらいに、情けなく、悲しく思えていた。

　靴を履き、数歩歩いたところで、部屋の外、扉越しに、クラエスの呼びかける声が聞こえた。

「ノエリオ、目が覚めたのかい？」

「クラエス様、おかえりなさい。……ごめんなさい、大丈夫です」

　扉を開けようと手をかけると、素早くクラエスは扉を押さえた。開けられない。

「……そのままで聞いて欲しいんだ。すまない。君にそんな怖い思いをさせたのに、私は……また、獣の姿になっているんだ。どうしても、人の姿に戻れない」

　クラエスの声に、いつもの明るさはない。これは、悲しんでいる。悲しむあまりに、狼に姿を変えてしまった。ノエリオは胸が痛くなる。

「テオにもヨハンにも、悪気はなかった。彼らは君が大好きなんだ。だからあんな風にはしゃいでしまった。……彼らを許してやってくれ、とはもう言わない。君が好きだからといって、君に怖い思いをさせていいはずがない」

　扉を押さえたまま、クラエスは続ける。

「すまなかった。君には我慢ばかりをさせてしまった。……婚約は解消しよう。私は君に、笑っていて欲しいんだ。こんな風に苦しませて、怖がらせておきながら、君に笑顔でいて欲しいなんて、私のわがままだった。だから、婚約はなかった事にしよう。少しの間だったけれど、君が傍にいてくれて、とても嬉しかったよ。ありがとう、ノエリオ」

　耐えられなかった。眦から溢れ、ぽろぽろと零れ落ちる涙をノエリオは片手で拭いながら、小さくしゃくり上げる。

「……クラエス様、ほんの少しでいいので、扉を開けて下さい」

　自分でも情けない。涙声だった。堪えたくとも溢れる涙を止められなかった。

「でも」

「少しで構いません。ほんの少しで」

　小さく軋む音を立てて、扉が開いた。細い隙間から、廊下のオイルランプの明かりが部屋の中へと差し込んでいた。

「……手を隙間にお願いします」

「今は人になれないよ。狼のままだ」

「いいんです。見せて下さい」

　少しの沈黙の後、隙間から、真っ白な獣毛に覆われた前足がおずおずと差し入れられた。

　テオやヨハン、ディーターも大型だが、それよりも更に大きい。つま先は白くなめらかな毛皮に包まれているが、その毛並みから鋭い爪も覗いている。

　とても綺麗だった。雪のように白い獣毛と、黒くつややかな爪だ。

「触ってもいいですか？」

「……無理はしないでいいんだよ、ノエリオ。怖がらせたくないんだ」

　ノエリオは扉の前に座り込み、クラエスの前足にそっと指先で触れてみる。

　ふさふさの獣毛は、見た目よりもしっかりしている。なめらかだが硬い。テオたちのような柔らかさではなかった。そこが犬と狼との違いなのだろうか。

「クラエス様。婚約を破棄しないで下さい」

　自然にそう言葉が出た。ノエリオの素直な気持ちだった。

「……手を握ってもいいですか？」

　前足だよ、とクラエスが小さく笑う声が聞こえた。ノエリオも涙を拭い、片手で前足を握る。

　ひんやりした肉球だ。猫のように柔らかではなかった。大地を踏みしめ、駆ける、しっかりした感触だった。

　怖いとは思わなかった。クラエスだと思うと、なんとなく安心できるような気がしていた。

「婚約を破棄しないで下さい」

　もう一度、同じ言葉を口にする。

「……多分、僕は……あなたが好きなんです。クラエス様の傍にいたいと思っているし、力になりたいとも思っているんです」

　クラエスが傍にいてくれるなら、変われると思えていたのだ。

　弱虫で臆病で、逃げてばかりだった自分を、変えられると思えた。それは本心だ。今も変わらない。

「だから、婚約を破棄しないで下さい。クラエス様と一緒にいたいんです」

　くぅ、と小さく鳴く声が聞こえた。

　クラエス様も、テオやヨハンみたいな、可愛い声を出すんだ。

　そう思うと、とても愛しく可愛く思える。

「そんな風に君がいってくれると、私はますます人の姿になれないよ。……こんなに嬉しくて幸せでは、獣のままだ」

　悲しそうだった声は、またいつものように、穏やかで明るい声に戻っていた。クラエスが幸せそうなら、ノエリオも嬉しく思える。

「いいんですよ。僕が慣れればいいんです。きっとそのうち、怖くなくな……」

　そこでノエリオは、ようやく気付いた。

　最初から、狼のクラエスで慣れるよう練習すればよかったのでは？

　クラエスならテオやヨハンのように、ハイテンションではしゃぎ回る事はない。こうして理性的に話もできる。

　見た目こそ彼らより遙かに大きく獣感たっぷりだが、中身はクラエスだ。大人で、穏やかで、落ち着いている。

　こうして扉や衝立越しに話しながら、前足や尻尾を触らせてもらって、慣れ親しめばよかったのでは？







「……それはいいアイデアだと思うよ。思うけど」

　馬車の座席に向かい合って座るクラエスは、ひたすら窓の外を眺めながら、言い淀よどんでいた。

「確かに私なら、狼になってもヨハンやテオのようにはしゃぎ回る事はない。けれど、常に狼にならないようにしているから」

　思いついた『狼のクラエスで犬や狼に慣れよう』作戦は、早速却下されそうになっていた。

　いい考えだと思っていたが、考えてみればクラエスは『狼に変化しないように』常に己の感情を抑えるようにしていた。

「そうですか……。クラエス様なら安心できるから、いい案だと思ったんですが」

　しょんぼりとノエリオが俯くと、窓の外ばかり眺めていたクラエスが慌てて振り返る。

「そういう嬉しくなるような事を、今は言わないで欲しい！　い、いや嬉しいんだ、嬉しいけれど、馬車の中で狼になるわけにはいかない。こんな狭い場所で変化したら、ノエリオが」

　だからクラエスは馬車に乗った時から『できるだけ離れて座るようお願いする。それから、あんまりじっと見つめないで欲しい……』と言っていたのか。

　そんな些細な事でもクラエスが喜んでくれると思うと嬉しいが、クラエスの感情を揺さぶるのは非常によろしくない。

　王宮へ向かう馬車の中という、誰かに見咎められる可能性が高い場所な上、ノエリオもこの狭い密室で、いくらクラエスだと分かっていても狼と向かい合って冷静でいられる自信はない。

「君がそう言ってくれるのは、とても嬉しいんだ」

　窓の外に再び目を向けながら、クラエスはぽつんと呟く。

「とても嬉しいのに、私は自分の感情を殺さなければならないんだ……」

　純白の魔女は、本当に残酷な呪いをかけた。

　感情を制御しなければならないなんて、これほどつらく悲しい呪いはないのではないか。クラエスだけではない。ノエリオもこの呪いが悲しく、つらい。

「父上が君に会ってみたいと言ってくれて本当によかった。私も君を父上に紹介したかったんだよ。……やっと一生を共にしたいと思える君に出会えた」

「王宮に上がるのは初めてなので、とても緊張しています……」

　文字通りの一張羅いっちょうらを着てノエリオは行儀良く座っているが、この一張羅が実は少々小さく、きつい。

　クラエスの屋敷でごちそう三昧、毎日お腹いっぱい食べていたせいか、今まで頭打ちで伸びなかった背がめきめきと伸び、骨っぽかった身体も肉付きが良くなってしまった。

　たくさん食べると喜ばれるので、ついつい心ゆくまで食べてしまっていたが『手持ちの服がサイズアウトしそうだ』という非常にゆゆしき事態になっていた。

　ディートリントの輿入れがもうすぐだ。肩身の狭い思いをさせない程度の輿入れ道具を、なんとしてでも用意しなければならないシュトラウス家に、ノエリオの服を新調するような、そんな財政の余裕があるはずがない。服の為にダイエットしようとノエリオは真剣に考えつつ、これから王に謁見する段取りを考える。

　今まで怪我を理由に社交界にも王宮にもあがっていなかった。家族以外とは滅多に関わらない完全な引きこもりだったノエリオだが、王との謁見に意欲的だった。

　多忙な王に、自分のような平民と大差ない没落貴族が頻繁に謁見えっけんできるはずがない。いくらクラエスの婚約者だとしても、そこまで食い込めるはずがない。

　ここでなんとか、純白の魔女の情報を少しでも得たい。

　ノエリオがこんなに前向きで意欲的なのは、これが初めてかもしれない。七歳の時にあんな事件さえなければ違ったかもしれないが、今までの人生は限りなく消極的だった。

「父上はとてもおおらかな人だよ。だからそんなに緊張しないで大丈夫だ。それに君の事は色々話してあるんだ。父上も母上も、君を決して無碍むげにはしない。私の婚約者として、親愛を込めて接してくれるよ」

　そこも心配なところだ。

　いくらなんでも、溺愛している息子の婚約者が子供も作れない同性、というのをそんなたやすく受け入れてもらえるだろうか。

　クラエスが大きく構えていても、ノエリオは内心どきどきしていた。マティアスのように悪意むき出しはなくとも、歓迎はされないのではないか。

「父上も母上も、君に会えるのをとても楽しみにしていてくれてるんだ。……私が選んだ大切な人だからね」

　そこも疑問だ。

　何故そこまで、クラエスがノエリオに夢中なのか、さっぱり分からない。

　一目惚れだとしても、なんだか色々とおかしいような気もする。一目惚れされるような容姿はしていない上に、そもそもあの婚約式の日、引きこもりのノエリオは緊張のあまり、ろくに口も聞いていなかった。

　ノエリオもクラエスと同じように外の町並みに目を移す。

　それもおいおい、何故なのか分かるのだろうか。







「今日は王としてではない。父親として、だ。息子の選んだ人に会う、父親だ。どうか気を楽にして欲しい」

　そうおおらかにノエリオに接するアルブレヒト王は、クラエスによく似た美貌だった。初老の今でこの美貌だ。若い頃は女性が放っては置かなかっただろう。

「そうですわ。どうかお気を楽になさってね。私たち、あなたにお会いするのがとても楽しみでしたの。さあ、こちらでお茶をご一緒しましょう」

　王妃ブリギッテは微笑みながらノエリオの手を取る。

　意外な事に、ヘルムートは王妃似だった。ぽっちゃりと優しい手も、親しみやすい穏やかな笑顔も、よく似ている。正直に言ってしまえば、美しいとは言えない人だ。けれど、とても癒やされる笑顔で、安らげる雰囲気だ。

「君の為にブリギッテが張り切ってケーキを焼いたんだよ。ノエリオ、たくさん食べてやってくれ。ブリギッテの栗のケーキは最高だよ」

「ふふ。このケーキは陛下もクラエスも大好物で、子供たちが小さな頃からよく作っていましたのよ」

　この美貌の王と親しみやすい王妃は、とても仲睦まじい。王の結婚はほぼ政略結婚だ。王が選ぶのではなく、重臣たちが選ぶ。それでもこのふたりは、信頼し合い、愛し合っているように見えた。

「こ、光栄です……」

　社交性はないに等しいノエリオだ。意気込みはあってもいざとなると気後れしてしまう。けれど王も王妃も、そんな緊張したノエリオを気遣って、あれこれと気配りしてくれていた。

「大丈夫だよ、ノエリオ。私に接するように、両親にも接してくれ」

　クラエスはノエリオの隣に座りながら、ノエリオの握りしめた拳に触れる。

　そうだ、今日はなんとしてでも純白の魔女の情報を得なければ。こんな緊張して固まっている場合ではない。

「まずは、私からも息子の事をよくお願いしなければね」

　そうにこやかに口を開くアルブレヒト王の隣で、王妃は手ずからお茶を注いでいる。

　確かに謁見ではない。謁見の間ではなく、こうして王妃のティールームでのお茶会だ。

　本当にこの王と王妃は、『王としてではなく、親として』ノエリオと会うつもりなのだ。人払いをし、王、王妃、クラエス、ノエリオの四人だけ。完全に私的なお茶会だ。

「知っての通り、私が受けるべきだった魔女の呪いを、クラエス一人に背負わせてしまった。私が受けるべき呪いと因果を、何の罪もないこの子に押しつけてしまった。……こんな呪いを持つ息子を受け入れてくれて、ありがとう。心から感謝する」

「私からも、感謝致します。この子は……クラエスはこんな呪われた身でも、私たちを恨まずに、こんなにも素直で真っ直ぐに育ちました。母親の私が言うのもおかしいかもしれないけれど……とてもいい子なのですよ」

　一国の王と王妃にそう頭を下げられ、ノエリオはどうしたらいいのか戸惑い、完全にうろたえていた。まさかそんなに丁重に迎えられるとは思っていなかった。

　マティアスの罵倒まではいかなくとも、決して諸手を挙げて祝福されるような身ではないと思っていた。

「クラエス様はとても優しく、尊敬できる方だと思っております」

　震える声でなんとかそうノエリオは応える。緊張しすぎて声だけでなく、手足も震えるくらいだ。これが精一杯だった。

　アルブレヒト王は少々、気恥ずかしそうに微笑む。そう微笑むと、クラエスにとてもよく似ている。クラエスもこんな風に年を重ねるのだろうと容易に想像できた。

「親馬鹿かもしれないが、不甲斐ない私にはもったいないくらいの器量の息子だ。……迷惑をかけるとは思う。苦労をさせてしまうとも思う。それでもどうか、息子を支えてやって欲しい。……息子をよろしくお願いします」

　アルブレヒト王の言葉に、ノエリオは泣き出したくなっていた。

　親の因果を子に背負わせてしまった苦悩と、クラエスへの深い愛情に、ノエリオは自分の両親と姉を重ねていた。

　きっと、王も貴族も平民も、変わらない。

　どんな我が子でも、愛しく大切な事は変わらないのだ。

　そう考えると、泣きたくなるくらいに両親が、王と王妃が、クラエスが愛しく大切に思えた。







　お茶会は非常に和やかに穏やかに滞りなく、進んだ。

　ノエリオは国王陛下夫妻に勧められるままに、食べ過ぎた。ダイエットを誓ったばかりだったのに、食べ過ぎた。社交性の乏しいノエリオがこんなに食べられるくらい、国王陛下夫妻は心を砕いてくれていた。それくらい、居心地のいいお茶会だった。

　むしろこんなに和やかなせいで、『純白の魔女』の話を切り出しにくい。

「お茶のお代わりはいかがかしら。若い男の子はたくさん食べてくれるので、とても気持ちがいいわ。そんなにおいしそうに食べて頂けると、何度でもお茶にお誘いしたくなってしまうわね」

「あ、ありがとうございます……」

　正直もうお腹がいっぱいだが、ブリギッテの嬉しそうな顔を見ていると断り切れない。

　明日から屋敷の庭を朝夕走ろう。そうノエリオは決意する。

「そのお茶を飲んだら帰ろうか、ノエリオ。あまり遅くなるとエノーラが心配するからね」

　クラエスは帰り支度を始めようとしている。そう何度もこんな機会に恵まれるわけではない。ノエリオは焦る。

「あ、あの……！」

　勇気を出し、ノエリオは口を開いた。純白の魔女に関しては、尽くせる手は尽くしたと言われている。それでも、呪いを解くには他に道がない。何か少しでも新しい話を聞き出せないか、ノエリオは必死だった。

「あの、僕は、クラエス様の呪いを解きたいんです。……陛下がお手を尽くされたとは伺っております。でも、諦められないんです。なんとかクラエス様の呪いを解きたいんです。僕にもお手伝いさせて頂けませんか！」

　なんとか言い切った。他にいい言い方を思いつかず、ひどく拙つたなく未熟で、失礼な言動だったかもしれない。それでもノエリオは黙って帰るわけにはいかなかった。

　マティアスの言葉を思い出す。

『お前はいつもそうだ。そうやって、自分の感情をコントロールできない。簡単に狼へと身を落とす』

　クラエスを不当に貶める、こんな残酷な言葉を許せなかった。理不尽な呪いを解きたい。クラエスを傷付けるものから、守りたい。それしか考えられなかった。

　和やかだったお茶会が、水を打ったように静まりかえる。

　国王夫妻もクラエスも、暫くの間、無言だった。

　ノエリオも息を詰め、なりゆきに任せるしかなかったが、自分の非礼かもしれない発言を詫びようとは思わなかった。

　どうしても、なんとしてでも、何か手がかりが欲しかった。

　その沈黙を破ったのは、アルブレヒト王だった。

「……あらゆる手段を尽くした。他に何ができるか、今も常に考えているよ。私もこの子の呪いを諦めるわけにはいかない。私のせいでクラエスがこんな目に遭うのは、申し訳なく不甲斐なく感じている」

　アルブレヒト王は手許てもとの呼び鈴を取り上げ、数度鳴らす。

　すぐに部屋に入ってきた侍従じじゅうに耳打ちすると、侍従はすぐに部屋から出て行った。

「君がクラエスを大切に思ってくれているのは、よく分かった。調べられるところは全て調べ上げたが、もしよければ、君も調べてみてくれ」

　先ほど出て行った侍従は、小さな小箱を持ち、戻ってきた。

　アルブレヒト王に恭うやうやしく捧げると、王はその小箱を開け、中を確認してからノエリオの目の前に差し出した。

「純白の魔女の店は、昏くらき楡にれの森にあった。これはその店の鍵かぎだ。もう調べ尽くしたので警備兵が時折巡回するだけになっている。だが彼女の足跡は、他にどこにもない。……この鍵は複製だが、君に預けよう。……これくらいしか手がかりがなく、本当に不甲斐ないな。申し訳ないが、どうかよろしく頼む……」







　さすがに『純白の魔女』と約束し渡せなかった『褒賞』が何だったのか、までは聞けなかった。

　それはクラエスが何度王に問いただしても、詳細を教えてもらえなかったものだ。ノエリオごときに教えてくれるはずがないとも思う。

　ノエリオは帰りの馬車の中で、掌に載せた鍵の小箱をじっと見つめる。

　まずは昏き楡の森の、純白の魔女がかつて住んでいた『店』を自分の手で調べる事から始めよう。

「昏き楡の森は、首都からそう遠くはないよ。だから彼女の店には、首都に住む人達も時々訪れていたようだ」

　相変わらず目を合わせずに、クラエスはノエリオに話しかける。

「ああ、そうだ。言い忘れていたけれど、純白の魔女の年齢は分からないと父上が言っていた。もしかしたら魔法で若返っていたかもしれなけれど、父上が接した感じでは、見た目とそう変わらない幼さがあって、当時の父より少し年下くらいに感じられたそうだよ」

「だとしたら、とても若いのに凄腕すごうでの魔女だったんですね。ひとりで劣勢だった戦局を覆したんでしょう？」

　クラエスは窓の外を眺めたまま、頷く。

「そう。それなのに、父上は魔女に約束の褒賞を支払わなかった。詳しくは分からないが、魔女も何か代償を捧げないと大きな魔法は使えないと聞く。そこまでして国を救ったのに、父上は彼女にひどい仕打ちをしてしまったわけだ……。この呪いも仕方ない事なのかもしれない」

　だからと言って、子であるクラエスを呪うのは間違っている。約束を破った王を呪うべきだろう。

　子を呪って王を苦しませる、という方法をあえて選んだなら、とんでもなく意地の悪い、恐ろしい魔女だ。

「恐ろしい魔女だという印象ですが、都の人たちも魔女の店をよく利用していたなら、そんなに悪い魔女ではなかったんでしょうか……」

「まじないや薬を商あきなっていたようだよ。とてもよく効く薬を、安価で分けてくれたという話だ。父上は払えないような報酬を要求されたけれど、市井しせいの貧しい人々には無理をさせず、富を持つ人からはしっかり支払ってもらうという考えだったのではないかと思うんだ。だから人々に安く薬を分け与えていた彼女が、そう悪い人だと私は思えないんだよ」

　こんな残酷な呪いをかけられているのに、クラエスは優しい。魔女をあしざまに罵りたいとは思わないのかと、ノエリオは小箱を見つめながら考える。

「……もう調べ尽くされたと言っていましたが、魔女の家に行ってみたいです。無駄かもしれないけれど、何もせずにただ打つ手もなく立ち止まっているのは、いやなんです。明日、昏き楡の森に行ってみてもいいでしょうか」

「もちろんだよ。ずっと以前に一度だけ、店の中を見せてもらったけれど、ほんの少しだけで、すぐに外に出されてしまった。だからゆっくり見た事はないんだ。一緒に明日、行ってみようか」

「はい！　昏き楡の森は、行った事がありません。どんな森なんだろう。魔女の店にも、もちろん興味があります。それも見た事がないものです」

　窓の外ばかり眺めていたクラエスが、ようやくノエリオを振り返った。振り返って、笑みを見せる。

「何も発見がなくとも、君とふたりで出掛けられるのは、とても嬉しいよ。せっかくだから、エノーラにお弁当を用意してもらおう。ピクニックだと思えば、気軽に遊びに行く気分で行けるね」

　そこでノエリオも気付いた。

　ふたりきり。もしかしたら、護衛もいないのか？

　だとしたら、これはデート、というやつではないだろうか。

　思えば誰かとふたりきりでどこかに出掛けるなんて、ノエリオは初めてだ。引きこもりだったノエリオに、誰かとデートするような機会があったはずがない。

　今こうして王宮にはふたりで行ってきたが、ふたりきりにはなっていない。馬車は御者と従者がいて、降りてからは王宮の中だった。誰かの目が必ずあった。

　ふたりきりで、出掛ける。

　そう思うと、急に気恥ずかしくなってしまう。かあっと頬が赤くなるのが自分でもよく分かった。慌ててノエリオは顔を隠すように、俯く。

「ああ、もう屋敷に着くよ、ノエリオ。今日は付き合ってくれて、ありがとう。両親もとても喜んでくれたし、私もとても嬉しかったよ」

　こんな真っ赤な顔をクラエスに見られるのは恥ずかしい。俯いたまま必死で、早く静まれ、と思っているうちに、馬車は静かに屋敷の前に横付けされ、止まった。従者達は素早く馬車の扉を開ける。

「あ、あの、もしかして護衛の方は、一緒に行かないんですか……？」

　先に降りたクラエスは、ノエリオに片手を差し出しながら、少しはにかんだ笑みを見せた。

「元々、護衛はいないんだ。……私はいざとなれば、狼になれるからね。戦うにしろ逃げるにしろ、狼の状態なら、護衛がおらずとも問題がないんだよ」

　以前に見た狼になったクラエスの影は、とても大きかった。そして昨日触れた狼のクラエスの前脚は、犬とは比べものにならないくらい、立派で大きなものだった。

　確かにあんな大きさの狼なら、牙も相当なものだろう……。

　複雑な気持ちでクラエスの手を取り、馬車を降りる。

「それに今まで命を狙われるような事もなかった。マティアスのような世継ぎの君なら、護衛も必要だと思うけれど、私は隠居しているようなもので、いないも同然だよ」

　その言葉は、自然に出てきた言葉だ。投げやりでも、卑屈でもない。諦めでもない。

　そういうものだ、と思って生きている。

　クラエスの、最初から何も持てない絶望を、こんな時に強く感じずにいられなかった。


六　昏き楡の森へ







「いい天気に恵まれて、絶好のピクニック日和になったね」

　クラエスはエノーラの特製ピクニックランチが詰め込まれたバスケットも持って、足取りも軽やかに森の小道を歩いているが、いや、今日はピクニックではない。れっきとした『調査』だ。純白の魔女の店舗兼住居を捜索する為に来たのだ。

　そう自分に言い聞かせておかないと、ノエリオは妙にどきどきしてクラエスを意識してしまう。

　出会った時は『男同士なのになんで婚約？』と思っていたのに、今ではクラエスの笑顔を見ていると、ノエリオまで嬉しくなってしまうようになっていた。

「子供の頃は、エノーラがお弁当を作って私をピクニックに連れて行ってくれたんだよ。とは言っても、行き先は屋敷を囲む森だけれどね。それでも楽しかったなあ。……考えてみたら、エノーラ以外の人とピクニックに行くのはこれが初めてだよ」

　少し遅れて歩くノエリオに左手を差し伸べながら、クラエスは屈託くったくなく笑う。

「初めてが君で嬉しいな。……初めてだけでなく、また一緒にどこかへ出掛けられたら、とても嬉しい」

　この美貌に、この口説き文句だ。しかも遊び慣れた巧妙な手口ではない。純真にさえ感じる素直さだ。きっと呪いさえなければ、クラエスは男女問わずモッテモテだったに違いない。そう思いつつノエリオは差し出された手を取り、おずおずと繋ぐ。

「疲れていない？」

「……だ、大丈夫です！」

　むしろこの動悸は、クラエスの無自覚な口説き言葉のせいだ。こんな甘い言葉を囁かれ続けたら、意識せずにいられない。

　魔女の店がある『昏き楡の森』までは馬車で来たが、森の入り口付近までしか馬車は入れない。あとは小道や木こりの林道を歩いて店まで向かわなければならなかった。

『昏き楡の森』などという、なんとも仄暗ほのぐらい陰鬱いんうつな雰囲気の名前だが、実際はそんな重々しい森ではなかった。楡を主体にあまりに樹木がはびこりすぎて、薄暗い。そのせいで『昏き』などという、いかにも魔女の棲み処がありそうな名前で呼ばれているそうだ。

　だが小道には木漏れ日が差し、草花や苔も豊かに茂っていて、とても綺麗な場所だ。クラエスが『これはピクニックだから』と言い張る気持ちも分かる。小鳥たちが囀さえずる小道を歩いているだけで楽しくなってくる。

「危ない野生動物は、今はあまりいないと思うよ。……以前ここを見回った事があるけれど、戦乱で避難していた動物たちも皆、故郷の森や草原に帰ったんだろうね。人も獣も、やはり生まれ育った場所に帰りたいのは一緒だ」

　もしかしたら、狼の姿で森の中を見回ったのだろうか。ノエリオは想像してみる。あんな大きな身体だ。のびのびと走りたければ、こんな深い森に来るしかなかったかもしれない。

「もう少しで魔女の店に着くと思う。……ほら、看板が」

　クラエスは分かれ道で立ち止まり、蔓草つるくさと下草したくさに埋もれ、ひどく汚れた木の看板を指し示した。片手で覆い尽くす蔦を払うと、消えかかった文字が現れる。

『楡の森のまじない屋は、こちら』

　この部分だけは読めた。他にも何か書かれているが、もう読めないくらいに変色し朽くちていた。

「楡の森のまじない屋……。そのままですね！」

　なんのひねりもない。魔女の名前すら書いていない。それとも、魔女はうかつに本名を名乗らないのだろうか。だから、『純白の魔女』などという通り名で呼ばれていたのか。

「純白の魔女は、名前で呼ばれなかったのかな……」

「そういえば聞いた事がないね。……誰も知らないのかもしれない。魔術師は魔力を失わないように、呪いをかけられないように、本当の名を知らせないとも聞くね」

　誰からも名前を呼ばれないなんて、なんだかとても寂しい気がする。

　ノエリオは消えた文字を指先でなぞりながら考える。

　純白の魔女はこんな森の奥深くで、ひとりぼっちで、誰からも名を呼ばれる事もなく暮らしていた。

　ひとりぼっちで、寂しくなかったんだろうか。







　ようやく辿たどり着いた魔女の店は、あの分かれ道の看板ほどは朽ち果てていなかった。

　これがたったひとつの手がかりなので、おそらく王が手入れや見回りをさせていたと思われる。思ったよりは傷みの少ない、小綺麗な小屋だった。

「今でも兵士が時々見回りに来ているからね」

　窓という窓と鎧戸よろいどは、釘と板で打ち付けて塞がれているが、痛んではいない。ノエリオはポケットから鍵を取り出し、扉を固く塞ふさぐ鎖くさりを守る錠前じょうまえに差し込む。

　錠前も錆さびていない。なめらかに解錠かいじょうした。重い樫かしの扉も、軋きしみを上げる事なく、すんなりと開いた。

「窓を全て塞いであるから、ランプをつけないと。ノエリオ、危ないからまだ入ってはだめだよ」

　クラエスは店の前の小道の隅にある、小さな石のかまどのような所に歩み寄る。バスケットからランタンを二つと、ポケットから火打ち石を取り出し、手近な茂みに積まれた枯かれ草を一握り、かまどに投げ込んだ。

「見回りに来る兵士もこのかまどで火をおこして、ランタンを付けるんだ」

　だから枯れ草が用意されているのか。感心しながらノエリオはクラエスからランタンを受け取る。

　店の中はまるでつい昨日まで店をやっていたかのように、綺麗だ。ただし、棚に品物はほとんどない。全て調べる為に持ち出されたか、魔女がこの森を去る時に処分したのかもしれない。

「店の中はほぼ何も残ってないよ。大半がまじないや薬を作る道具で、それは皆、父上が回収し国内外から呼び寄せた魔術師に調べさせた」

　店はあまり広くはない。カウンターと、質素な椅子と、商品用の棚。それからこれは来客用であろう、小さな丸テーブルと椅子。

　魔女の店なんて、ノエリオは禍々しい雰囲気を想像していたが、街にある小さな雑貨屋のようだった。それとも、まじないの道具や薬くすり瓶びんが並べばまた違うのだろうか。

「店の奥に、住居があるよ。魔女はひとりで住んでいたんだ。ささやかなキッチンと寝室がある」

　店から住居への扉を開けると、意外な事に明るい。

　どうやら鎧戸が壊れて外れたようで、開け放たれた窓から明るい日差しが部屋の中を照らしていた。

　小さな部屋だ。食器棚と丸いキッチンストーブ、小さなテーブルと小さな椅子がふたつがある、ささやかな台所。台所から間仕切りのような衝立に分けられて、本棚と粗末な寝台。

　劣勢を覆すような大魔法を使う魔女は、こんな質素な暮らしをしていた。なんだか不思議な気がする。

　もっと贅沢な暮らしをしていると思っていた。それがこんなにも慎つつましい暮らしぶりだ。

「……女の子の部屋なのに、とても質素ですね……」

　可愛らしいものなんて、何もない。いや、ひとつだけ、あった。

　繊細な飾り枠にはめ込まれた鏡が、壁にかけられていた。

　この鏡だけは、この慎ましい部屋に不釣り合いなくらいに華やかだ。蔓草とバラを模した金属の飾り枠に、色とりどりの小さな貴石がちりばめられている。

「この鏡だけ、贅沢で華やかですね。……誰かにもらった物とかなのかな」

「年頃の女の子だったようだし、やっぱり身だしなみに気を遣って、これだけは贅沢したのかもしれないね」

　クラエスはポケットからハンカチを取り出して、鏡の埃ほこりを拭う。鏡自体も映る姿に歪ゆがみがない、分厚い枠に支えられた高価なものだ。

　ノエリオは食器棚を開けて眺めながら、気付く。

　ティーセットがあった。これも他の質素な食器に比べて、可愛らしいものだった。華奢きゃしゃなカップと皿だ。それも、二組。

「このティーセット、来客用にしては中途半端ですね。……二人分しかない」

　ノエリオは棚の隅々までを観察する。

　二組あるのはティーセットのティーカップと揃いの菓子用の皿だけか。

「……魔女にも、恋人とかいたのかな」

　ノエリオはぽつんと呟く。

「尋ねてくる恋人の為に、このティーセットを用意していたのかな」

「……本当に、この鏡とティーセットだけだね。贅沢なものは。あとは本当に慎ましい。ノエリオの言う通り、恋人の為に用意していたのかな。そんな恋人がいたかもしれないのに、魔女はどこに行ってしまったんだろう」

　散々調べ尽くされたと言っていたが、調べようがないくらいに、狭く、物もなく、質素だ。

　ノエリオはランタンを掲げて再び店へ戻る。

　しゃがみ込んで棚やカウンターを隅々まで探すが、空の瓶や使い古された乳鉢にゅうばち、秤はかりくらいしかない。

　カウンターの床に膝をついて座り込んで、棚を覗き込みながら考える。

　次に来る時は、工具を持ってこよう。鎧戸を塞いでいる板を剥はがして、明るいところで見てみたい。何か発見があるかもしれない。

「ノエリオ、そろそろお昼にしよう。ずいぶん歩いたし、喉も渇かわいているんじゃないかな」

　夢中で探っていて、すっかり喉の渇きなんか忘れていた。言われてみればとても渇いている。

「ピクニック用の小さな鍋を用意してきたんだ。外のかまどで湯を沸かして、熱いお茶を淹れよう」

　エノーラとよくピクニックに行った、と言っていたが、クラエスは手慣れている。準備してきたのかと、ノエリオは感心していた。

「あ、でもクラエス様。水がありませんよ」

　ノエリオも小さなバスケットを運んできたが、この中にあるのはミルクと果汁の瓶だけだ。クラエスはなんだか得意げににこにこしている。

「この店の裏の小道を下ると、湧わき水がある岩場があるんだ。以前に来た時に教えてもらったんだよ」

　クラエスはバスケットを草むらに置き、更に小さな包みを取り出す。

「もちろん茶葉も用意してある。鍋で煮て漉こして飲もう」

　クラエスはきっと、ノエリオを喜ばせようと色々考えてきたのだろう。いそいそとランチの準備を始めた。クラエスの慣れた手際を見ていると、ノエリオもわくわくしてくる。

「じゃあクラエス様、僕が水を汲んできます。その鍋に入れてくればいいですか？」

「ひとりで大丈夫かい？　もし分からなかったら、すぐに戻ってくるんだよ。そこの小道を道沿いに真っ直ぐ下ると、水音が聞こえてくるからね」

　クラエスから鍋を受け取り、ノエリオは示された小道を歩いて岩場に向かった。

　食器棚にティーセットがあったが、あれを使おうとはクラエスも思わなかったようだ。ノエリオもそうだが、これは禍々しい魔女の持ち物だから、などという思いからではない。

　あの部屋を見てしまうと、こんなひどい呪いをかけた悪い魔女だというのに、なんだか普通の女の子のように思えてしまっていた。

　誰かの為に可愛らしいティーセットを用意して、たったひとつの贅沢な持ち物である鏡で身支度を整える、女の子。

　思えば、純白の魔女は貧しい人々には安価で薬を分け与えていたと聞く。

『だから人々に安く薬を分け与えていた彼女が、そう悪い人だと私は思えないんだよ』

　クラエスがそう言っていたのを思い返しながら、緩やかな坂の小道を下っていく。

　もっと悪い魔女らしい、禍々しく呪わしい部屋や店なら、ノエリオも惑わされない。

　あんな慎ましい質素な暮らしをしている女の子だったと知ってしまうと、狼狽せずにいられなかった。

　クラエスにあんな残酷な呪いをかけた、悪しき魔女だ。

　禍々しい魔女なのに、貧しい人々には安価で薬を分け、質素に暮らし、そして国を守る為に、戦場にも駆けつけた。

　そんな魔女に、何故、アルブレヒト王は約束の褒賞を与えられなかったのか。

　木立の向こうに水音が聞こえる。ノエリオははびこる下草を踏み分けながら、湧き水を探す。

　湧き水の岩場はすぐ見つかった。苔こけに覆われた岩肌の裂け目から、小さな滝のように清水が流れ落ちていた。

　小鍋に水を注ぎながら、ノエリオは考える。




　王は何を隠しているのだろう。




　アルブレヒト王が純白の魔女に約束した『財宝』が何だったのか。頑かたくなに隠しているのは、何故なのか。

　呪いを受けている張本人のクラエスにも言えない、隠し通さなければならない『財宝』は、一体何だったのか。

　あまりに不自然だ。その『財宝』が何だったか、言えない理由なんてないはずだ。

　考え込んでいるうちに、小鍋いっぱいになった清水は溢れ、零れ落ちた。その鍋の水面が、不意に翳かげった。

　陽が翳ったのかな、と考えた瞬間、突然大きな手と布で口を塞がれ、羽交い締めに押さえつけられた。握っていた小鍋はノエリオの手から離れ、岩肌に叩き付けられ、汲くまれた清水は辺りに飛び散った。

「…………！」

　悲鳴を上げる隙さえなかった。背後から伸びる手は、いくつもある。あっという間に両手をまとめて掴まれた。

「おい、早く縛れ」

　全く聞き覚えがない声だ。誰が、何の為にこんな事を。

　一体何が。混乱するノエリオは必死であがくが、いくつもの手で簡単に押さえ込まれてしまう。

「口は塞いでおけ。悲鳴を上げられたら気付かれる」

　ノエリオの口を塞いでいた男は手早くノエリオに猿轡さるぐつわを噛ませる。あまりに素早く手慣れていて、ノエリオはうめき声すらあげられなかった。あがいているうちに、目隠しまでされてしまう。

「ずいぶん綺麗な顔をしてるな」

「貴族の息子って話だからな。まあ身元はどうでもいい。金さえもらえれば、誰でも始末してやるさ」

　男たちはノエリオの両手足を縛り上げ、毛布に包み担かつぎ上げた。必死で暴れるが、そんなノエリオの抵抗をものともしない。叫びたくとも声は猿轡に阻まれた。

「殺さなくていいのか？」

「この国に戻れないようにしろとは言われたが、殺せとは言われてない。売り飛ばした方が俺たちには得だな」

「殺したところで死体の始末が面倒だしな。売って金にした方が断然楽だ」

　その言葉に、ノエリオは全身からすっと血の気が引く。売り飛ばす？　二度とこの国に戻れないように？

　誰かがノエリオの存在を消し去ろうとしている。

　誰が？　何の為に？　いや、それよりも逃げなければ。このままこの男たちに連れ去られたら、どうなってしまうのか。

「まだこんな若くて可愛い顔してるのになあ。可哀相に。どこか遠い国の変態に買われるのか、死ぬまで鉱山で働かされるのか。……何にしてもろくな死に方できないんだろうな」

「こいつがどうなろうが知ったこっちゃねえよ。金さえもらえれば、なんだってやってやるさ」

　ノエリオを担ぎ上げたまま、男たちは歩き出した。どんなに暴れようとしても、身体を締め上げる縄と毛布は自由を許さない。

「奴隷商に売るまでは俺たちのものだ。せいぜい楽しませてもらうか。どうせどこに売られても長くは生きられないだろうし、俺たちがちょっと遊んでやるくらい、たいした事じゃないだろ」

　男たちの下卑げびた笑い声に、鳥肌が立つ。

　なんとか逃げ出さなければ。このままでは恐ろしい事になる。だが焦あせるばかりで、何も思いつかない。

　まさかもう二度と、クラエス様に会えなくなるのか。姉にも、両親にも、二度と会えなくなってしまうのか。

　絶対に嫌だ。なんとしてでも、逃げ出さなければ。諦めたらだめだ。でも、どうしたら逃げ出せる？　このまま馬車にでも押し込まれたら……。

　必死に思い巡らせるノエリオの耳に、低く唸うなる獣の声が聞こえたような気がした。

「……なんだ？」

　男たちの足が止まる。瞬間、激しく吠え立てる犬の声が響いた。

　それも一頭ではない。複数だ。激しい威嚇いかくの鳴き声をあげ、吠え狂っている。

「なんだこの犬、どこから……うわあああああ！」

　男たちの悲鳴と同時に、ノエリオの身体は地面に放り出された。背中を強く打ち付けたが、ノエリオはなんとか起き上がろうともがく。

「やめろ、あ、ぎゃあああ！」

　激しく吠える犬たちは、男たちに噛み付いているようだ。目隠しをされたままのノエリオからは何も見えないが、激しい怒りに満ちた鳴き声とうなり声、男たちの悲鳴で何が起きているのかは分かる。

　もぞもぞともがいていると、キュン、と耳元で鳴き声がした。その鳴き声の主は、毛布に噛み付き、引き剥がそうとしているようだった。

　この甘えたような声は、テオではないだろうか。

　毛布から覗のぞいた頬に、濡れた鼻先が押しつけられ、なめらかな舌先にぺろぺろと舐められた。

　間違いない。これはテオだ。何故、テオがここに？

「ひっ……！」

　男の引きつった声が聞こえた。

　そして聞いた事もないような、獰猛どうもうな何かの咆哮が辺りに響き渡った。

　これは、狼の鳴き声だ。

　忘れもしない。あの、晩夏の森で聞いた、猛々たけだけしい狼の咆哮だ。

　何か大きな生き物が、ノエリオのすぐ傍に降り立った。気配で分かる。狼は再び咆哮し、地面を蹴り上げる爪の音が聞こえた。激しく争う物音と、逃げ惑う男たちの絶叫が響き渡った。

　目眩めまいがしそうなくらいに、頭が痛んでいた。心臓は爆発しそうなくらいに、脈動みゃくどうする。吠ほえ猛たける犬達の鳴き声と、狼のうなり声と、何かが地面に叩き付けられる音と、振動が伝わる。

　血の匂いと、獣の息づかいと、吠え猛る声と、男たちの叫び声。

　まるであの時に時間が戻ったかのように思えていた。

　違う。違う。

　これはクラエスだ。ノエリオを助け出す為に、獣に姿を変えたクラエスだ。

　あの時の血に飢えた獣たちとは違う。

　そう分かっていても、身体の震えは止まらなかった。落ち着こうとしても、息が詰まる。目眩は激しくなるばかりだった。

　再びテオが、ノエリオの耳元でキュン、と小さく鳴いた。それが最後にノエリオの耳に残ったものだった。







　目が覚めた時、真っ先に視界に入ったのは、久しぶりに見る姉ディートリントの泣きそうな顔だった。

「……姉上……？」

　覗き込むディートリントの、赤くなった眦まなじりへ無意識に手を伸ばすと、大粒の涙が指先に触れた。

　あの晩夏の夏、重傷を負いベッドで目覚めた時も、こうして青い瞳いっぱいに涙を溜めたディートリントが覗き込んでいたのを思い出す。

「あなたが無事で、よかった……。今、クラエス殿下が犯人を捜していらっしゃるから。安心して休んで。大丈夫。殿下が守って下さるし、私も傍にいるから」

　ベッドに横たわったまま、ノエリオはディートリントの肩越しに天井を見上げる。

　ここはクラエスの屋敷だ。今はもう『自分の部屋だ』と思えるくらい馴染なじんだ、いつもの部屋の、いつもの天井だった。

　そうだ。

　昏き楡の森で、何者かに襲われたんだ。

　すっと背筋が冷たくなる。

　テオたちがどこからか現れて、吠え立ててくれなかったら、今頃どこへ連れて行かれたのか。どんな目に遭わされていたか。

　そして思い出すのは、獣の咆哮だ。

　目隠しをされたままでも分かった。大きな獣が、地面を蹴り、飛び、男たちに襲いかかった。

『元々、護衛はいないんだ。……私はいざとなれば、狼になれるからね。戦うにしろ逃げるにしろ、狼の状態なら、護衛がおらずとも問題がないんだよ』

　以前にそうクラエスは言っていた。その言葉通りに、大狼へと変貌したクラエスは男たちを次々と倒していった。

　恐ろしかった。

　あの大狼がクラエスだと分かっていても、恐ろしかった。

　どうしても、あの晩夏の森で見た血まみれの大狼を思い出さずにいられなかった。あんな野獣とクラエスは違うと分かっていても、それでも怯えずにいられない。

　クラエスを傷付ける物から守りたいと願う気持ちに、嘘はない。それなのに何故、恐れずにいられないのか。

　蒼白なまま黙り込んでいるノエリオに気付いたディートリントは、慌ててノエリオの手を取り、握りしめた。

「賊は一人残らず捕らえたそうよ。クラエス殿下も、殿下の犬たちもあなたを守ろうと、必死で戦って下さったわ」

　ディートリントはノエリオの手をきゅっと握り、続けた。

「でも……でも、ノエリオ。もしも帰りたければ、言ってちょうだい。嘘なんて言わないで。我慢なんてしないで。……こんな怖い目にあって、それに……クラエス殿下は普通の殿方ではないわ。魔女に呪われていて、何か悪しきものに取り憑つかれているんでしょう？　ノエリオが耐える必要はないのよ。うちに帰りたくなったら、耐えきれなくなったら、帰ってきて……お願い。私も、お父様もお母様も、あなたにつらい思いをさせたくないの。あなたが大好きだから、笑顔でいて欲しいの……」

　ディートリントは、クラエスにかけられた禍々しくも残酷な呪いの正体を知らない。もしも知ったなら、どう思うだろう。

　ディートリントの言葉に、胸が激しく痛む。

　同じ言葉を、クラエスも言っていた。

『私は君に、笑っていて欲しいんだ』

　いつから大切なものが家族だけでなくなったのだろう。

　大狼のクラエスを恐れずにいられないのに、クラエスの傍にいたいと思わずにいられない。

　初めて出会ったあの日、クラエスがノエリオに最初に語りかけた言葉を忘れてはいない。




『毎日、君の笑顔を見ていられたら、きっと幸せに暮らせると思うんだ。もちろん、君がいつでも笑顔でいられるよう、私は君を大切にするよ。だからノエリオ。私と結婚して下さい』




　クラエスは言葉通りに、ノエリオを大切にしてくれていた。守ってくれた。ノエリオを守る為に狼へと姿を変えたのに、何故、それを恐れるのか。

　ただただ、自分が情けなかった。臆病で弱虫な自分が、憎かった。何故、十年前の事を忘れられないのか。







「クラエス殿下に元々護衛がいらっしゃらないのは、ノエリオも知っているわね」

　ディートリントはお茶の準備をしながら、今の状況を説明してくれた。

「殿下の三頭の犬は、殿下の愛犬でもあるけれど、護衛犬も兼ねているのよ。だからあなたとふたりで昏き楡の森に行った時も、彼らは離れて追跡していたそうよ」

　打った背中が少し痛むが、起き上がれないほどではない。ノエリオはティーテーブルについて、久しぶりに姉が入れてくれたお茶を飲む。

「殿下はご自分の身は自分で守れるけれど、あなたに何かあったら大変だからと仰っていたわ。あなたが大の犬嫌いなのもご存じで、怖がらせないよう距離を持って護衛させていたそうよ。だからあなたが襲われた時、犬たちがすぐ駆けつけられたの」

　テオたちが傍にいるなんて、ノエリオは全く気付いていなかった。気配すらも感じなかった。屋敷でははしゃいで騒ぎ回っているテオやヨハンも、『任務』となればディーターのように、職務に徹して行動できるのか。

「それから……賊ぞくの事だけれど、誰に雇われたのかさっぱり分かっていないの。身元の分からない何者かにお金で雇われて、成功すれば残りの報酬をもらえる約束をして、お互い詮索をしない契約だったって。……こういう犯罪に手を染める人たちは、そうやって取り引きをしているものなんですって」

　誰がノエリオを狙ったのか、全く分からない。

　カップから立ちのぼる湯気を見つめながら、ノエリオは考える。

　今まで実家に引きこもりで、社交界にも顔すら出していなかった。重傷を負った七歳の夏からずっと屋敷に引きこもっていて、友人らしい友人もいない。ノエリオに恨みを持つような人間は、まずいない。考えられるのは、ノエリオ側ではなく、クラエス側の人間だ。

　ノエリオがクラエスの傍にいると不都合だと思う人間は、限られる。

　クラエスの周りにいる人間以外、考えられない。

　考えたくはないが、真っ先に思いついた人物がいた。

　クラエスの呪いを解くには、純白の魔女について調べるしかない。その純白の魔女を探って欲しくない、そう思っている可能性がある人物が、ひとり、いる。

　どんなにクラエスに尋ねられても、それが何だったのか、答える事を拒否していた。

　アルブレヒト王は、魔女に約束しておきながら支払えなかった『財宝』が何だったのか、知られたくないのではないか。

　知られるわけにいかない理由があるのではないか。

　クラエスが自分の呪いと戦う決意をしたのは、ノエリオの為だ。

　誰かを愛したなら獣にならずにいられないこの残酷な呪いと、ノエリオと一緒に生きていく為に向き合い、戦おうとしている。




　ノエリオを消してしまえば、クラエスは呪いを解く理由も魔女を探す事も諦めてしまうかもしれない。




　アルブレヒト王は、秘密を暴あばかれる前にノエリオを始末しようとしたのではないか。




　ふと、国王夫妻のお茶会での、王の言葉を思い出す。

『親馬鹿かもしれないが、不甲斐ない私にはもったいないくらいの器量の息子だ。……迷惑をかけるとは思う。苦労をさせてしまうとも思う。それでもどうか、息子を支えてやって欲しい。……息子をよろしくお願いします』

　この言葉に嘘はないと思いたかった。

　親の因果を子に背負わせてしまった苦悩と、クラエスへの深い愛情は、本物だったはずだ。

『財宝』に関して口を割らないのは不自然ではあるが、暴かれるのを恐れてノエリオを始末しようとしたとは思えないし、思いたくもなかった。

　では、他に誰がノエリオを消そうとしているのか。

「……リオ。ノエリオ。どうしたの？　具合が悪いの？」

「あ、ご、ごめんなさい。ぼんやりしてた」

　ディートリントは席を立ち、ノエリオに歩み寄ると、なめらかな白い手でノエリオの額に触れた。

「……熱はないようだけれど、無理をしてはだめ。今日はもう休むといいわ。私はもう帰るけれど……帰りたいなら、一緒に帰ってもいいのよ」

　姉の優しい手は、子供の頃から変わらない。ディートリントも両親も、いつもノエリオがこれ以上傷付かないように、苦しまないように、ずっと見守り続けてくれていた。

　もう家には帰らない。

　ノエリオは固く決意する。

　これから先にどんな苦難があったとしても、もう逃げない。もしかしたら、殺されるかもしれない。それでもこんな、逃げてばかりの、怯えてばかりの人生で終わらせたくなかった。

「大丈夫です、姉上。僕はもう子供ではありませんよ」

　そうだ。もう子供ではない。立派に戦える大人の、男だ。

「それに……クラエス様のお傍にいたいんです。もしかしたら、こんな僕でもクラエス様のお役に立てるかもしれない」

　その時ふと、気付いた。

　今までノエリオは、いつもディートリントを見上げていた。

　姉が年上だったのもある。女児の方が成長が早いのもある。それに怪我の後遺症であまり身体が丈夫ではないノエリオは、標準よりも痩せて小さかった。

　今まで見上げていた姉が、今、ノエリオを見上げていた。

　ディートリントも気付いたようだった。目覚めてからずっと表情を曇くもらせていた姉は、やっと笑みを見せてくれた。

「クラエス殿下と一緒に暮らすようになって、ノエリオは立派になったわ。いつの間にか見上げるくらい背も伸びたし、身体も男の子らしく、ちょっぴり立派になった。……もうこの寝間着も小さいわね。……新しいのを用意しなくちゃ」

　ディートリントは両手を伸ばし、ノエリオの背中を抱きしめる。

　いつの間にか、姉が小さくなっていた。以前は姉に抱きしめられていたのに、今は姉を抱きかかえている。

　今まで守られるだけだった。こんな華奢で小さな姉にまで、守ってもらっていた。

「クラエス殿下は、ノエリオを大事にして下さっているのね……」

　どんなにたくさんの問題を抱えていても、やはりクラエスが好きだ。ノエリオは改めてそう思う。

　ディートリントはノエリオを離して、うん、と頷く。

「安心したわ。ノエリオは立派な男の子だものね。……でも、無理はいけないわ。何かあったら、必ず、連絡してね。……お父様もお母様も、私も、いつでもあなたを愛しているわ」

　そう言い終えるとノエリオの頬に口付け、ディートリントは手早く帰り支度をする。

「また来るわ。クラエス殿下も、事前に連絡さえしてもらえればいつでも来て構わないと言って下さったの。たまにはお父様とお母様もあなたに……」

　言いながらドアを開けたディートリントは、慌ててドアを閉めようとする。

「……だめ！　あなたたち、だめよ！　ノエリオの部屋には入ってはだめ！　ノエリオは犬が苦手って、知ってるでしょ！」

　きゅん、と甘えたテオの鳴き声が聞こえた。無理に入ろうとしたのではなく、ほんの少しでいいから、ノエリオの様子を見たかったのだろう。大人しく引き下がっている。

　だがディートリントは必死で追い払おうとしていた。

「今、犬を追い払うから！　ノエリオはあっちにいってて！　大丈夫、犬くらい私が」

「いいんだ、姉上」

　ノエリオはドアを開け放つ。

　ドアの外にいたのは、三頭の犬だった。テオとヨハン、ディーターまで。

　いつもならディーターが二頭をノエリオに近づけないように、連れて行ったはずだ。ここに揃って三頭がいたのは、ノエリオを護衛するつもりだったのかもしれない。

「おいで、テオ、ヨハン、ディーター」

　両手を広げ、ノエリオは三頭を包むように抱く。

「ありがとう。君たちが助けてくれたんだね。守ってくれたんだね。……ありがとう。怖がってごめん。いつだって君たちは、僕の友達になろうとしてくれていたのにね」

　怖いとは思わなかった。こうして抱きしめて伝わる温もりに、安堵さえ覚えた。

　どうしてあれほど怖かったのだろう。今は素直に彼らが愛しく、大切だと思える。

　彼らを抱きしめられたように、いつか大狼のクラエスも抱きしめたい。心からそう願う。いつか恐れずに抱き合えるはずだと、信じている。







「クラエス様は当分お帰りにはなりません」

　両手でメジャーを持ち、ノエリオが服を脱ぐのを待ち構えているエノーラは淡々と説明していた。

「王宮にご宿泊なさっています。この屋敷を構えて以来、王宮へお泊まりになった事はないのですが、今回ばかりは我慢がならないとお感じになったのでしょう。調査を終えるまでお帰りならないと仰っています」

　言外に『早く脱げ』という圧力を感じながら、まだノエリオはもじもじしていた。

　エノーラはノエリオの身体に残る深い傷跡を見ても、何も言わないとは思う。常に平静を保つエノーラの事だ。何を見ても動揺を見せないだろう。だが、この生々しい醜い傷が、ノエリオが引きこもった原因でもある。

　狼に食いちぎられ、抉えぐれ、爛ただれたように攣れた傷跡になっているものがいくつもあった。幸いなのは顔にはない事だ。背中、脇腹、両足、二の腕といくつもある。それを誰かに見られる事が恐ろしかった。自分でも直視したくないほど、醜く生々しい傷だ。

　なかなか脱ごうとしないノエリオに、エノーラは何か思う事があったようだ。女性としてはこの国で最高峰のエリートコースにいた彼女だ。察する能力も尋常じんじょうではないし、クラエスからノエリオの身に起こった事を聞いているだろう。

「ノエリオ様、肌着はそのままお召しになっていて下さい。採寸さいすんだけですから」

　それを聞き、ノエリオは思わず安堵のため息を洩らす。安心して着ていた厚手のチュニックを脱ぎ始めるが、これも大分小さくなっていた。丈も足りなければ胸回りもきつかった。

　エノーラはメジャーを当てながら更に続ける。

「身体を締め付ける服のせいで、気を失いやすいのもあったと思います。貧血を起こしたら衣服を緩めるのと同じ理屈です」

　最初は貧血もあったと思う。とにかく食べていなかった。この屋敷に来てから毎日のようにご馳走ちそう責めで急激に栄養状態が良くなった結果、今までの服が下着から上着から何から何まできつくなり、服に身体を締め付けられていたのも事実だ。

　それで食べるのを減らしていた矢先だったが、当たり前だがクラエスにもエノーラにも気付かれていた。

「採寸は私ですが、仕立てはクラエス様のご愛用なさっている仕立屋に任せます。仕上がりはクラエス様とノエリオ様のお好みに合わせましょう」

　第三王子愛用の仕立屋。王族御用達ごようたしの仕立屋。

　さーっとノエリオは青ざめる。一体幾らかかるのか。そんな金なぞシュトラウス家にあるはずがない。そもそも姉の輿入れの準備資金だって足りないくらいだ。

　この世の終わりのように蒼白になったノエリオに気付いたのか、珍しく饒舌じょうぜつにエノーラは話し続ける。

「クラエス様が王族の勤めを果たしていらしたのはご存じだと思います。この屋敷だけが居場所であるクラエス様にとって、資産は死蔵しぞうされているも同然でした」

　クラエスが堕落する事なくこの屋敷でできる限りの政務をこなし、質素に暮らしていたのはノエリオもよく知っている。決して華やかな生活ではなかった。

「婚約者であるノエリオ様の身の回りの物を揃えるのは、クラエス様の楽しみでもあるのです。……どうか、謝絶しゃぜつなぞお考えにならないで下さい。クラエス様のささやかな幸せなのです」

　普段あまり感情をあらわにしないエノーラが、初めて真情を吐露とろしたようにノエリオには思えた。

「お小さい頃から、クラエス様はこの屋敷でひとりぼっちでした。お寂しい思いをなさっていたはずです。それでもいつも我々従者の前では、笑顔を見せて下さいました。無理に笑って下さっているのだと、誰もが分かっていました」

　目に浮かぶようだ。小さなクラエスは、きっとあらゆる感情を制御しようと必死だったろう。両親や兄弟からも離れ、たったひとりでこの屋敷で、それでも従者たちに心配させまいと、笑顔でいた。

　クラエスはそういう人だ。そういう優しい人だ。

「ノエリオ様と過ごされるようになって、クラエス様は変わりました。……あんな心からの笑顔を、私達は初めて見たかもしれません」







　採寸を終えたノエリオが庭への階段を下りようとすると、どこにいたのかディーターが飛んできて、ぴったりと真横に並んだ。

　おそらく三頭の犬の誰かしらが、必ずノエリオを守る為に見張っているのだろう。ノエリオが彼らを怖がらなくなったので、一緒の部屋で寛ぐようにもなった。彼らの姿が見えない時でも、部屋から部屋、屋敷の外へと移動しようとすると、すぐに彼らは飛んでくる。多い時は三頭全員が飛んできて、全員でノエリオに張り付いて歩く事もあった。

　ノエリオが気付かなかっただけで、今までもずっとそうだったのかもしれない。今、ノエリオが犬を恐れなくなったから、こうして真横に並んで歩くようになったが、それまでも気付かれないよう見守っていたのかもしれない。

　そう考えるとますます彼らが愛しくなる。どんなにノエリオに恐れられ拒まれていても、守り続けていてくれたのだ。

「僕は体力が全くないんだ。あんな事があったし、これからはもう少し自分で身を守れるよう、鍛えようかと思って。今から走りに行こうと思うんだけど、ディーター。付き合ってくれるかい？」

　そう話しかけると、ディーターは真っ黒でなめらかな耳を後ろに倒し、ノエリオを見上げ、小さく尾を振っていた。ディーターは控えめすぎて分かりにくいが、こうしてひっそりと嬉しそうな態度を見せてくれる。

　今となっては何故あんなに恐れていたのだろう、というくらいに、ディーターもヨハンもテオも、可愛くて仕方がなかった。

「君たちにばかり頼っていられないからね。せめて自分の身を守れるくらいにはなりたいけど……何しろ今まで引きこもって本ばかり読んでたから」

　社交界にも出ない、見回りするような領地もない。身体を鍛えるような事も、護身術が必要になる事も全くなかった。

　今にして思えば引きこもっている間に、屋敷の周りでも走っておけばよかったと思っていた。何をするにも体力が必要だ。引きこもっているだけでは、それさえ気づけなかった。







　本当に、鍛えておけばよかった。

　池の周りを数周走っただけだというのに、上がった息がなかなか整わない。座り込んだノエリオの周りを、ディーターが心配そうにうろうろしている。

「だ、大丈夫、慣れない事したから息が」

　ディーターの首の辺りを撫でながら、ノエリオは息も絶え絶えに返す。

　自分の体力のなさに驚いたが、気持ちのいい疲労感だった。身体を動かすのがこんなに楽しいとは思いもしなかった。

「毎日コツコツやっていれば、もっと体力つくかな。しばらく付き合ってくれるかい？　ディーター」

　ディーターと並んで休んでいると、馬車の音とヨハンとテオの鳴き声が響いた。門の方からだ。はしゃいだ鳴き声が段々近付いてくる。背の高いバラの生け垣の向こうに、とろけるような金色の髪が見えた。

「ただいま、ノエリ……」

　バラの葉陰はかげから顔を出したクラエスは一瞬、息が詰まったような声を上げた。

「ディーター！　だめだ、ノエリオからすぐ離れ……！」

「大丈夫です、クラエス様。仲良しになったんです」

　やっと息が整ったノエリオは、ディーターを抱いて撫で、それから立ち上がる。門からクラエスについてきたヨハンとテオも、尻尾を振ってノエリオに駆け寄った。

　何が起こったのか分からないクラエスは、生け垣の曲がり角で立ち止まったままだった。

「おかえりなさい、クラエス様」

　久しぶりに会うクラエスは、ひどくやつれた顔をしていた。あまり眠っていないのだろう。目の下にはくままであった。

「クラエス様、助けて下さってありがとうございます。あの時クラエス様がいらっしゃらなければ、どうなっていたか……」

「いや、あれは……あれは、私のせいだ。君が私の婚約者にならなければ、あんな危ない目に遭う事はなかったはずだ」

　顔色もあまりよくない。クラエスを見上げ、ノエリオはじっと見つめる。数日顔を合わせなかっただけなのに、もうずっと会えなかったような気がしていた。

「父上にも会ってきた。……私でさえ父上を疑わずにいられないんだ。ノエリオ、君もそうだと思う。君にそう思われても仕方がない。他に考えられるような人が……」

「いいえ。陛下ではないと僕は信じています。陛下がクラエス様を大切に思っていらっしゃると、だからこそこんな事をするはずがないと、信じます」

　目の前のクラエスのみどりの瞳が、滲んだように思えた。クラエスは言葉を詰まらせる。

「……自分の事なら耐えられる。どうしても、君の事となると、獣にならずにいられない。感情を押し殺す事ができない。……君の前で獣にならないと約束したいのに、あの時、君が攫さらわれそうになった時、君の目の前なのに、自分を抑えられなかった」

「狼のクラエス様を見ていません。目隠しをされていました。……それに、クラエス様は狼になって、僕を守って下さった。感謝しています」

　獣にならずにいられないクラエスを、どうして責められるだろう。

　ノエリオを大切に思ってくれているからこそ、獣にならずにいられないのだ。

「クラエス様。……狼が怖くない、とは言えません。ごめんなさい」

　ノエリオは両手を伸ばし、クラエスのやつれた頬に触れる。数日で痩せてしまった頬に、胸が痛くなる。

「……でも、あなたが好きです。いつか狼のあなたも怖がらずに、抱きしめられたらと思っています」

　バラの生け垣に添えられたクラエスの手は、まだ人のままだ。もし、白い獣毛と鋭い爪に変化を始めていたとしても、同じ事をしただろう。

「あなたが好きです」

　両手で包んだクラエスの頬を引き寄せ、つま先立ちで背伸びをする。

　いつも穏やかに微笑んでいる唇が、目の前にあった。

　他に伝え方なんか、分からなかった。

　薄く開いた唇に、自分の唇を押し当てる。

　あなたが僕を大切に思ってくれているように、僕もあなたを大切に思っています。


七　願いの代償







「……本当に申し訳ない。すぐにでも君を連れて行きたかったのに、こんな事になってしまって……」

　豪奢ごうしゃな椅子に座るクラエスは、王子様というよりは叱られた子供のように、頼りなげにしょんぼりと落ち込んで見えた。

「あ、いえ、僕がその、勝手に、あ、あんな、事をした、から……」

　思わずノエリオも赤面しながら俯く。

　バラの生け垣越しにキスしたあの日、ノエリオは恥ずかしさのあまり、固まったままのクラエスを置いて、走り去った。あの時クラエスは不意打ちのキスで、何が起きたのかすぐには理解できなかったようで、後も追えずに呆然と立ち竦んでいた。

　あれから三日ほど、クラエスは狼の姿のまま戻れず、それから数日の間も油断するとすぐ狼に変じてしまうくらい、不安定な状態になってしまっていた。

　今も王宮に向かうのに、別々の馬車に乗ってきたくらいだ。今こうして王宮でアルブレヒト王との謁見を待つ間も、クラエスは非常に難しい顔をして、ノエリオと目を合わさない。とにかく気が緩むとすぐ狼になってしまうので、気を張っているようだった。

「父上が純白の魔女について話があるとせっかく言ってくれたのに、本当にすまない。情けないけれど、どうしても、その……」

　クラエスは顔を背けたまま、もごもごと口ごもる。ノエリオも同じだ。思い出すと恥ずかしさのあまり、クラエスの顔を見られない。

　事件以来引きこもりだったノエリオは、当然これが初めてのキスだった。クラエスも魔女の呪いのせいで人付き合いが極端に少ない生活だったので、その可能性があったのだが、年齢が年齢だ。初めてでなくともおかしくないとノエリオは思っていた。

「は、初めてだったので……」

　クラエスは消え入りそうな声でそう呟く。

「君より年上で、その……いい歳をしているけれど、初めてだったんだ……」

　恥ずかしそうにそう打ち明けるクラエスが、ノエリオにはとても可愛く思えていた。思えばこんな魔女に呪われた身で、何もかも諦めていたクラエスが、誰かと恋をするはずがなかった。

　とても気恥ずかしいが、クラエスも初めてなら、ノエリオも嬉しい。大人なのに、なんて思わない。クラエスの照れたような、嬉しそうな声を聞いていると、ノエリオもとても幸せな気持ちに浸れる。

　油断すると狼になってしまうくらい、嬉しく思ってくれている。幸せだと思ってくれている。そう考えると、クラエスが愛しくてたまらなかった。

「僕も初めてです。一緒ですね」

　ノエリオもついつい、頬が緩んでしまう。

「こ、この話はもうやめよう。こんなところでまた狼になるわけにはいかない！」

　狼に変じる心配もなく抱き合えたら、どんなに幸せだろう。ノエリオとクラエスを隔てる見えない壁は、予想以上に厚く、高い。好きという気持ちだけではどうにもならないと、思い知らされる。

「父上が何を話してくれるのかは分からないけれど……私も疑問に思う事は色々あるんだ。昔からずっと引っかかっている事があって」

　相変わらずクラエスはノエリオと目を合わせない。誰に見られるか分からない王宮では、特に気を緩めるわけには行かなかった。

「どんな事ですか？　その、引っかかる事って」

「ひとことでは説明できないんだけれど……」

　クラエスは窓の外へと視線を移す。今日はよく晴れて、雲ひとつない、抜けるような青空だ。

「君は魔法使いが魔法を使うところを、見た事があるかい？」

　事件以来引きこもっていた上に、魔法使いはこの国でも希少だ。地方にひとりふたりいると聞いた事があるくらいで、当然魔法使いも魔法も見た事はない。

　もしかしたら魔法使いならば、ノエリオの身体に深く残った傷跡も消せるのだろうか。だとしても、きっとシュトラウス家が払えるような金額では治してもらえない。医者に払う金ですら精一杯だった。希少な魔法使いにそんな大きな治癒ちゆの魔法を頼むのなら、法外な費用がかかる。

「ありません。魔法使いなんて、本で読むか噂で聞くくらいです」

　クラエスは窓の外を眺めたまま、頷く。

「私は、私にかけられた呪いを解く為にやってきたたくさんの魔法使いたちに会った。この国からも、他国からも呼び寄せたんだ。何十人もの高名な魔法使いに会った。誰も魔女の呪いを解けなかったけれど……ある時、ひとりの魔法使いが私の為に、花を咲かせてくれたんだ。彼は持っていた珍しい花の種を植えて、一瞬で花畑を作ってくれた。呪いを解けなかったけれど、せめて私を慰めたいと言ってくれたんだよ」

　クラエスは窓辺に歩み寄り、庭を指し示す。

「ほら、あの噴水の庭。あの時、真冬だった。雑草すら生えていないあの庭に種をまいて、魔法使いは呪文を唱えたんだ。種は一瞬で芽吹き、育ち、蕾をつけ、花を咲かせた。……とても綺麗だったよ。色とりどりの、見た事もないような可憐な花だった。魔法使いは、庭中を埋め尽くすような花畑を、瞬時に作り出したんだ」

　ノエリオもクラエスの隣に立ち、庭を見下ろす。

　眼下に広がる噴水のある庭は、広い。大きな噴水の周りには今、手入れされた花壇があるが、貴族の花壇とは比べものにならないくらい、大きく広い。

　ここを埋め尽くすような花畑を、一瞬で作り出せるとは。戦争に使うような残酷なものや、誰かを呪う禍々しいものだけではなく、そんな夢のような、人々を幸せにできるような魔法もあるのかと、ノエリオは感嘆する。

「魔法って、そんな事もできるんですね……。素敵ですね。悪い事だけじゃなく、皆を喜ばせる使い道もあるんですね」

　クラエスはごく自然にノエリオを見て、笑みを浮かべた。

「ね。君にも見せたいくらいに、見事な花畑だったよ。……その魔法使いは、随分ずいぶんお年を召した方だったな。……あの時、掌に大きな翡翠ひすいの塊を……」

　クラエスが言いかけた言葉をかき消すように、荒々しく控えの間の扉が開かれた。ノックすらなく、無遠慮に踏み込んできた誰かに驚いたノエリオが振り返ると、クラエスの兄、第一王子のマティアスが入ってきたところだった。

「まだ図々しくクラエスの傍にいるのか」

　忌ま忌ましげにノエリオを一瞥するマティアスに、ノエリオは怒りを覚える前にあっけにとられていた。

　何故ここまで憎まれるのか、分からない。

　いや、憎まれる要素はたくさんある。マティアスから見れば、箱入りで世間知らずのクラエスを、貧乏貴族が誑かして、同性であるのに法律も変えさせて婚約者面をしている、厚顔無恥な男に見えるかもしれない。

　けれどここまであしざまに憎まれるほどだろうか。ヘルムートがおおらかすぎるのかもしれないが、マティアスとヘルムート、ふたりの態度があまりに落差がありすぎて、戸惑わずにいられなかった。

「兄上、お言葉ですがこの婚約は父上も母上も祝福して下さっています。兄上が私を心配して気遣って下さるのは重々承知しております。どうかご安心下さい。ノエリオは決して、ご心配なさるような人柄ではありませんよ」

　クラエスはさっと歩み寄り、ノエリオとマティアスの間に割って入る。

「申し訳ございません。ご挨拶が遅れました。兄上、お久しぶりです。お元気そうでとても嬉しく思います」

　マティアスはそのクラエスを無視するかのような態度でさっさと椅子に座り、足を組む。

　本当にこの尊大な男が次の国王なのか。どう考えても、クラエスの方がふさわしいとノエリオには思えて仕方ない。

「また父上の政務の邪魔をして、自分のわがままを通すのか。……多忙な父上を思いやる気持ちはないのか」

　ノエリオの拉致らち未遂事件があったからこそ、クラエスは今、頻繁に王宮にやって来ているが、普段は自分の屋敷に引きこもったままだ。それをこんな悪意のある取り方をして責め立てていて、ノエリオは腹が立って仕方なかった。

　それなのに、クラエスはいつものように、穏やかに笑顔で応じている。

「その事ですが、兄上。自分の事なら耐えられますが、今はノエリオの身に危険が及んでいます。私は自分の婚約者を守らなければならないのです。それこそ、どんな事をしてでも」

　クラエスはきっぱりと言い切る。マティアスの前でこんなはっきりと、クラエスが従わない発言をしたのをノエリオが見るのは、初めてだ。

「ノエリオを亡き者にしようとしているのは、私を快く思っていない者たちの仕業でしょう。私のせいでノエリオを不幸にするわけにはいかないのです」

「……ご立派な事だ」

　マティアスは窓の外に目をやりながら、投げやりに返す。

「父上がお呼びだ。さっさと行くがいい」

「はい。それでは兄上、ごきげんよう」

　クラエスは素早くノエリオの手を取り、足早に部屋を出る。ノエリオはマティアスに挨拶さえしなかったが、向こうもそれを期待してないだろう。なんとも後味の悪い時間だった。

「すまないね、ノエリオ。兄上は苛立っていらっしゃるんだ。……私が勝手な事ばかりしているからね」

　ノエリオは黙ってクラエスの横顔を見上げていた。

　マティアスとクラエスは、とてもよく似ている。だが、性格はこんなに違う。穏やかなクラエスが水なら、荒々しいマティアスは火だ。

「子供の頃はとても優しい兄だったんだ。私を可愛がってくれていたんだよ。……だから兄上は、私の事が心配なあまり、厳しい意見を言わずにいられないんだよ。不愉快な思いをさせてしまっていて、勝手なお願いだけれど……どうか兄上を嫌わないで欲しい。本当は優しい兄なんだ」

　ノエリオにそう言っているように見えて、クラエスはまるで、自分に言い聞かせているようにも見えた。

　兄が自分に悪意を持っていると、思いたくないのかもしれない。

　何故、誰も疑わないのか。

　ノエリオはクラエスの横顔をじっと見つめながら、考える。

　ノエリオの命を狙っているのは、マティアスではないかと、何故、誰も考えないのか。







　とはいえ、マティアスに動機があるだろうか。

　回廊を足早に歩くクラエスの背中を見つめながら、ノエリオは真剣に考え込む。

　ノエリオが気に入らないのは、よく分かっている。マティアスは顔を合わせる度に蔑むくらいだ。

　だからといって、消し去りたいほどノエリオが邪魔だろうか。ノエリオを始末したいほどの動機にはならない。ノエリオが姻戚関係になるのが気に入らないとしても、殺すほどの理由にはならない気がする。

　だが、よくよく考えればひとつ、考えられる理由はあった。

　ノエリオが現れて、クラエスが呪いを解く気になったという事だ。

　呪いを解いたクラエスは、マティアスの脅威きょういになるのではないか。

　今でこそ、呪いのせいでクラエスはほとんど公の場には現れない。だが、もしも呪いを解いて、王子として公務を執り行うようになったなら。

　優秀で、聡明で、思い遣り深く、穏やかで人望も厚い弟が、自分の脅威になると思っているのではないか。

　クラエスは目立つ。優秀なだけではない。魔女が『王が作りだす最も美しいもの』としてクラエスに呪いをかけたくらいの美貌を持つ。

　ほとんど公の場に現れていないにも関わらず、クラエスはたびたび社交界で話題になっているとディートリントが言っていた。

　気難しい世継よつぎの君と、魔女に呪われながらも聡明で美貌の王子。人々は今まで以上にふたりを比べるだろう。

　だが、世継ぎの君はマティアスで、次期国王もマティアスだ。一度定められた世継ぎの君が変わる事はない。

　たとえクラエスの呪いが解けても、マティアスを退けて国王になる事はない。いくら国王陛下夫妻がクラエスを溺愛していても、慣例は変えられない。

　クラエスの方がふさわしいと口さがない事を言う無責任な人々は、今も呪いが解けた後も変わらずいるだろう。

　もしかしたらマティアスを失脚させてクラエスを、という派閥が生まれるかもしれないが、そもそもクラエスにそんな野心がまるでない。

　マティアスがノエリオを殺さなければならないほどの動機は、やはりないような気もする。

　あまりにややこしい。ノエリオは痛み始めたこめかみを思わず指先で押さえる。

　限りなくマティアスは怪しいが、今ひとつこれだという動機が見つからない。だから誰もマティアスを怪しまないのか？

「……オ。ノエリオ、大丈夫かい？　顔色がひどく悪い」

　クラエスに声をかけられ、ノエリオは我に返った。

「あ、いえ！　大丈夫です。ちょっと考え事をしていて」

「それならいいけれど、もしも具合が悪いなら、無理をしてはだめだよ」

　クラエスが立ち止まった扉は、また見た事がないものだった。

　以前、国王夫妻のお茶会に招かれた時は、王妃のティールームだった。今日もまた、謁見の間ではない。

　クラエスは扉をノックしながら、声をかける。

「ごきげんよう、父上。クラエスです。ノエリオも一緒ですよ」

　扉は驚くほどの速さで開かれた。開いた扉から顔を出したのは、王妃ブリギッテだった。

「まあ！　今日来て下さるなんて、知らなかったわ！　ノエリオ、クラエス、ごきげんよう。大変、早くお茶の用意をしなくてはね」

　笑顔ではしゃぐブリギッテは、無邪気にノエリオの手を取り、部屋へと導く。

「さあさあ、入って。ここでお待ちになってね。すぐにお茶の用意を……」

「ブリギッテ！」

　鋭い声だった。

「ブリギッテ、今日は大事な話が合ってふたりを呼んだんだ。お茶はいい」

　部屋の中に引っ張り込まれたノエリオは、辺りを見渡す。

　壁一面が書架になっており、びっしりと本が並んでいる。書棚しょだなに入らない本が書架しょかの前に無造作に積まれ、本の塔になっていた。その奥に、大きな書斎机がある。聞くまでもなく、ここは王の書斎なのだろう。

「すまないが君は席を外してくれないか」

　その書斎机の前に立つ王は、はしゃぐブリギッテを諫めるような口調だ。ブリギッテは王を振り返り、少々不満げに口をとがらせ、それから残念そうにノエリオの手を離した。

「……分かりました。お話が終わったなら、お茶をご一緒できるかしら。……ふたりとも、私のティールームに寄ってちょうだい。お話の間に、おいしいお菓子とお茶を用意しておきますからね」

　子供のようにしょんぼりするブリギッテは、落ち込むクラエスにとてもよく似ている。クラエスは父親似だが、しっかりと母親にも似ている、と妙なところでノエリオは感心していた。

「必ず立ち寄ってね。……忘れないでね！」

　部屋から出て扉を閉めながら、必死に念を押すブリギッテが可愛く見えてしまった。ノエリオは思わず笑顔で手を振り、見送る。

　賑やかなブリギッテが去ると、書斎の中は重々しい空気に包まれた。アルブレヒト王の表情は重く硬い。その王に促され、クラエスとノエリオは、部屋の中央にある豪奢なティーテーブルについた。ノエリオが見た事もないくらい、大きく豪華なテーブルと、華やかな布張りの椅子だ。子爵家といえども名前だけの貧乏貴族のノエリオは、思わず恐る恐る座る。

「……父上」

　難しい顔のままの王と同じように、クラエスも重々しい表情だ。

「今日私たちを招いて下さったのは、きっと全てを話して下さるおつもりだと思っています。私はノエリオの為にも、自分の為にも、この呪いを解きたい。ノエリオの身辺が脅かされているのは父上もご存じでしょう。だからこそ、強くそう思います。呪いとも、ノエリオを狙う何者かとも、戦わなければなりません。……父上が今まで教えて下さらなかった事を、教えて頂きたい」

　ノエリオはただ黙って見守るしかない。息を潜め、静かに話を待つ。

「私はずっと疑問だった事があるのです。父上、覚えていらっしゃいますか。まだ私が小さかった頃、老魔術師が私の為に、真冬に庭中を埋め尽くす花畑を作ってくれた事がありましたね」

　その話は先ほどマティアスに遮られ、最後までは聴けなかった。あの時、クラエスは言いかけてやめてしまっていた。

「老魔術師は、大きな翡翠の塊かたまりを見せてくれました。今からこの翡翠を使って、花を咲かせると。翡翠は老魔術師の呪文の詠唱と共に、粉々に砕け、そして欠片かけらも残さずに消え去りました。……老魔術師は、教えてくれました。魔法は、無むから有ゆうを生み出す物ではない。何かを生み出すなら、何かを代償に支払わなければならないと」

　王はがっくりと肩を落とし、大きなため息をついた。張り詰めた何かが解けたような深いため息だった。

「父上。魔法を使うには、貴石や生贄いけにえの力が要ります。……その魔法が大きければ大きいほど、必要な貴石や生贄は増える。純白の魔女は、何を代償に願ったのですか。あの時、この国は度重なるレメとの争いで疲弊ひへいしていたはずです。そんな大魔法に使えるような大量の貴石が、国庫にあったとは思えません。……魔女は、何を生贄にしたのですか」

「何も犠牲にしていない」

　王ははっきりと言い切った。

「貴石も生贄もなしに、彼女は大魔法を使った。……何を使って祈ったのか、それは私にも分からない。何も要らないと彼女は言ったんだ。必要ないと」

　ノエリオは固唾かたずをのんでふたりのやりとりを聞き続ける。

　何が起きたのか、何が語られているのか。ただ息を潜め、聞き続けるしかなかった。

「どこから話せばいいのか」

　王は深いため息の後、口を開いた。

「純白の魔女とは、戦争が始まる前から面識があった。母上の……クラエス、お前の祖母だ。母上が重い病で、その薬が欲しかった。藁にもすがる思いで、噂になっていた昏き楡の森の店に行き、そこで彼女と知り合った」

　それは初めて聞く話だった。純白の魔女は突然、戦場に現れたという話だったが、彼女は元々この国で店を営んでいた。戦局を憂うれい、国を救う為に参戦しても少しもおかしくはない。何も不思議には思っていなかった。

　王と面識があったというなら、大きく印象は変わる。

　ただ、クラエスは意外ではなかったらしい。驚きもせず黙って話を聞いている。

「レメ王国との国境での長い小競り合いの末、争いが激化し開戦して間もなく、父上が暗殺者に重傷を負わされる事件が起きた。その時も彼女の店に薬を求めて行った。……彼女は親身に話を聞き、薬を作ってくれた」

　アルブレヒト王が即位する前、世継ぎの君だった頃というと、成人したばかりの頃のはずだ。エノーラが、王は成人して間もなく即位したと言っていた。今年二十七歳になったクラエスより、だいぶ若い。

「彼女も医者も最善を尽くしてくれたが、暗殺者に盛られた毒は消せなかった。長く患った末に亡くなった父上の代わりに私が王位を継ぎ、戦場へ赴いたが、君たちが知る通り、覆すのが困難なほどの劣勢だった。……レメは大国だ。元々勝てる要素はなかった」

「純白の魔女は、父上が王位に就くまでは参戦していなかったのですか。何故、彼女は急に戦場へ？」

　クラエスは淡々と尋ねる。聞いた事もないくらい、冷静な声だった。王は静かに頷く。

「彼女が戦場に現れるとは、思ってもみなかった。そんな強大な力を持つ魔女には見えなかったんだ。小さな魔法雑貨店を営む、駆け出しの魔女だとばかり」

　純白の魔女はうら若い乙女の姿をしていると聞いていた。戦場に現れた彼女も、聞いていた通り、少女の姿だ。

　ノエリオは、彼女の慎ましく質素な家にあった、華やかな鏡を思い出していた。彼女がたったひとつだけ持っていた、少女らしく可愛らしい、贅沢な持ち物。

　彼女はあの森を去る時、何故あの鏡を持って行かなかったのだろう。

「父上」

　乾いた声だった。後から考えれば、クラエスは答えを知っていて、尋ねたのかもしれない。

「父上。魔女は褒賞に何を願ったのですか。何と引き換えに、勝利を約束したのですか。……教えて下さい。魔女が望んだものは、本当はなんだったのかを」

　王は観念したかのように、目を閉じた。目を閉じ、深いため息の後、口を開いた。

「……魔女は、私の心が欲しいと言った。……彼女が私に好意を持っている事を、知っていた。店に通っている頃から、気付いていた」

　ノエリオは彼女の小さな家の、小さな食器棚にしまわれていた二組だけのティーセットを思い出していた。華奢な作りの、可愛らしいふたつのティーカップと、揃いの菓子皿。

『そんな恋人がいたかもしれないのに、魔女はどこに行ってしまったんだろう』

　そう言っていたクラエスの声を思い返す。

　今、クラエスもあのティーセットを思い出しているのではないだろうか。

「……父上は……彼女を裏切ったのですか。……彼女が、父上を愛していると知っていて、利用したという事ですか」

　胸が潰れそうだった。それはノエリオだけではなく、クラエスもかもしれない。今、詰るように責めるクラエスの声は、微かに震えているように思えた。

「彼女が貴石も要求せずに大魔法を使ったのは、父上の為でしょう！　彼女を利用したという事ですか！」

「あの大魔法を見て、恐れずにいられなかった！」

　そう怒鳴り返され、クラエスは一瞬怯んだようだった。王は荒々しい口調で続ける。

「たったひとりで森や草原ごと敵陣を焼き尽くし、雨雲を呼び、激しい落雷すら操る。あんな恐ろしい戦い方、考えられなかった！」

　そんな大魔法は、書物の世界だけのものだった。

　それはノエリオだけではなく、クラエスもだろう。歴史書や物語では、そんな大魔法を使う魔術師が活躍していた。だが、現実で見た事などあるはずがなかった。おそらくは、王もその時、初めてそんな光景を目にした。

　少女が一瞬で一軍を消し去る姿を、生まれて初めて、目の当たりにした。

「私も彼女に好意を持っていた。貧しい人々にも分け隔へだてなく、親身に話を聞き、薬を分け与える心優しい彼女に、惹かれずにはいられなかった。……それでも」

　王の声は震えていた。

「恐ろしかった。たったひとりで一軍を焼き尽くす彼女の力が、恐ろしくて仕方なかった……」







　愛する王の為に戦い、そして拒絶された彼女は、何を思い、どこへ消えてしまったのだろう。

　会った事もない彼女の気持ちを考えると、胸が潰れそうだった。脳裏に浮かぶのは、あの質素な部屋と、たったひとつの宝物であっただろう鏡と、そしてふたり分のティーセット。

　少しでも気を許すと、ノエリオは泣き出してしまいそうだった。クラエスも同じように、彼女の慎ましい部屋を思い出しているのかもしれない。

　帰りの馬車が用意されるまで、ふたり並んで、あの老魔術師が真冬に花を咲かせた噴水の庭を見つめるだけで、言葉は出てこなかった。

　クラエスに恐ろしい呪いをかけた悪しき魔女のはずだった。憎むべき相手だったはずだ。

「……父上が隠し通しているのは、私たちに言えないような秘密があるからだとは、察していたんだ」

　視線を庭へ向けたまま、ぽつんとクラエスが呟く。

「そして、もしかしたら純白の魔女と父上に、面識があったのではないかとも思っていた。けれど……」

　俯くクラエスの翡翠色の瞳を縁取る金色の睫は、陰りゆく日差しを受け、微かな影を作る。その横顔にノエリオは切なくなった。

「彼女はどんな気持ちで呪いをかけたんだろう。……父上自身に呪いをかけなかったのは、それでも父上を愛していたからなのかな」

　裏切られ、利用され捨てられても、愛した男は呪えなかったのか。クラエスもまた、彼を呪った憎むべき純白の魔女を、もう憎むことができずにいるのかもしれない。

　愛する人を守る為に使った力で、愛する人に拒まれるのは、あまりにやりきれない。プラナハ王国が破れれば、アルブレヒト王も無事ではすまされなかったはずだ。だからこそ彼女は、そんな恐ろしい大魔法を使った。どんな事をしてでも、愛する王を守りたいと願っていたはずだ。

　そうして純白の魔女が望んだものが、こんな悲しい結末になるのはやりきれなかった。

　ノエリオは、クラエスにかけるべき言葉が浮かばなかった。

　真実を知ったクラエスが、今一番、傷付き苦しんでいる。あまりに罪深い父の過ちが、クラエスの身を蝕んでいた。

　誰を憎めばいいのか、誰を恨めばいいのか。クラエスが今一番苦しんでいるだろうに、ノエリオは、どうすればクラエスを慰められるのか、癒やせるのか、分からなかった。







　往路おうろと同じように、復路ふくろもクラエスとは別々の馬車だった。

　クラエスは王宮を離れる前に、これ以上感情を抑えられないと言っていた。

　優しいクラエスには、耐えきれない苦しみだろう。王宮にいる間、狼に変じずに耐えられたのは、二十七年間、呪いと戦ってきた忍耐力のおかげだ。

　クラエスの屋敷への馬車に乗り屋敷への道を揺られながら、ノエリオは考え込んでいた。

　今はノエリオを脅かすものの正体よりも、消えた純白の魔女の事で頭がいっぱいだった。マティアスの事なぞ、すっかり忘れ去っていた。

　戦争が終わり、愛した王に拒まれた彼女は、呪いをかけた後、どこへ消えたのだろう。

　窓の外を流れゆく王都の華やかな町並みを眺めながら、考える。

　彼女の行方もだが、彼女が大魔法を使うにあたって、何を犠牲にしたのかも気がかりだった。

　大魔法を使い続けられるような貴石は、国庫になかった。それでは、彼女が営んでいた魔法雑貨店の収益から、捻出していたのだろうか。

　貧しい人々にも薬を分け与えていた彼女の慎ましい暮らしぶりを考えると、それほどの売り上げがあったとは思えない。

　一体何を代償に、彼女は願いを叶える魔力を生み出していたのか。

　全く思いつかない。クラエスは『貴石か生贄』と言っていた。そんな犠牲も使わず、彼女は大魔法を使っていたというが、老魔術師の言う『無から有は生み出せない』と言う理ことわりと矛盾している。

　真剣に考えるうちに、馬車は郊外へと差し掛かった。

　王都からクラエスの屋敷までは、若干距離がある。草原の街道を抜け、森に挟まれた道を抜けると、日はもう暮れ始めていた。

　ノエリオが王宮へ行ったのは、これで二回目だ。クラエスと婚約するまで引きこもって家から一歩も出ないような生活をしていたノエリオは、当然、街道にも詳しくない。

　窓の外を流れる景色に、見覚えがあるかどうか、分からなかった。もしも考え事をしていなかったとしても、きっと気付かなかった。

　馬車は往路とは違う街道へと進んでいたが、ノエリオに分かるはずがなかった。気付かないまま、ノエリオは考え続ける。

　クラエスの呪いを解きたいだけだった。

　アルブレヒト王が隠していた『純白の魔女に約束していた褒賞』の正体が分かれば、そこから何か分かるかもしれないと、甘く考えていた。

　戦争終結後、彼女がどこに行ったのかも分からない。

　彼女が欲しかった王の心でも、もう今更、彼女の受けた深い傷を癒やせるはずもない。

　それなら、このままクラエスは王が受けるべきだった禍々しい獣の呪いから解放される事なく、一生こんな生活を続けなければならないのか。

　少しも明るく前向きになんか、なれなかった。

　ノエリオでさえ、絶望せずにいられない。クラエスはもっと絶望しているかもしれない。

　思わず泣き出しそうになったその時、馬車は突然停まった。

　ノエリオは涙の滲む眦を擦りながら窓の外を見るが、屋敷に着いたわけではなかった。森の中の道だと気付いた時、すっと血の気が引くのを感じた。

　こんな森の中を通った覚えはない。

　自分が何者かに狙われている事を、今になってやっと、思い出していた。

「ノエリオ様、馬車が故障しました」

　御者ぎょしゃの声が聞こえる。行きの馬車の御者とは違うとは、乗り込んだ時から気付いていたが、王宮からの送迎の従者だ。往復が同じ従者でなくとも、不思議はなかった。

　王宮の従者なら安全だと、言い切れるのか？

　全身が総毛そうけ立つような恐怖だった。

　とっさに馬車の扉を押さえようとしたが、間に合わなかった。顔を隠すかのようにショールを巻いた男たちに無理矢理こじあけられ、押し入られた。

「な……っ……！」

　驚きと恐怖のあまり、声がでなかった。黒い革手袋に包まれた手に掴まれ、馬車から引きずり下ろされる。

　いつか昏き楡の森でノエリオを襲った男たちとは違う。男たちは一言も言葉を発さず、ノエリオを押さえつけ、縛り上げようとしていた。

「何者だ！　一体、何が目的で僕を狙う！」

　叫ぶノエリオを、男たちは一瞥もしない。まるで物を扱うように縛り上げ、用意されていた別の荷馬車に積み込もうとする。

　このまま連れて行かれるわけにはいかない。ノエリオは必死で抵抗するが、男たちはものともしない。あっという間に手足を縛られ、用意されていた帆布はんぷのようなものに包まれてしまう。

　以前のような、町のならずものではない。もっと手慣れて落ち着いた立ち回りだ。何も口にせず、男たちは目配めくばせだけで連携をとっているように見えた。

「……急げ。第三王子に気付かれる前に国境を越えなければ、嗅かぎつけられる」

『嗅ぎつけられる』そうはっきりと、男は言った。

　クラエスが狼に変じる事を知っているのでは？　焦る頭の片隅で、ノエリオは考える。

　では、やはりマティアスの差し金なのか。クラエスの呪いが狼に変じるものだと知っているのは、王族とごく一部の従者だけだ。

　もしもマティアスが黒幕だったなら、クラエスはどう思うだろう。

　父の罪深い行いと、実兄の企みを知ったクラエスは、どうなってしまうのだろう。優しい彼はどんなに傷付くだろう。苦しむだろう。

　あまりにも一度に色々な事が起こりすぎた。ノエリオの心は、もう限界だったのかもしれない。

　ノエリオを肩に担ぎ上げた男は、荷馬車へ向かって歩き出した。身をよじり、逃れようとあがくノエリオの視界の端を、白く大きな影が、音もなく横切った。

　白い影は、うなり声ひとつあげず、物音一つ立てずに、荷馬車の扉を開けようとした男に躍り掛かった。

　巨大な影は静かに男を引き倒し、食らいつく。ノエリオを担ぎ上げていた男は、ノエリオを投げだし、剣を鞘さやから引き抜き、白い影に斬りかかった。

　ノエリオは身体をよじり、見上げる。

　純白の獣毛に包まれた巨大な狼が、剣を持つ手に牙を突き立てていた。男の短い叫び声が聞こえる。骨の砕ける鈍い音が響いた。巨大な体躯たいくは風のように素早く身を翻し、次々と男たちに食らいつき、蹴り上げ、倒していく。

　大きな牙から、鮮血が滴り落ちた。

　ノエリオは声もなく、瞬きもせずに、純白の大狼を見上げる。

　何故、ここにあの狼がいるのだろう。

　頭の中に、十年前の晩夏の、あの森の中での出来事が鮮明に蘇っていた。

　男たちの間を風のように駆け抜ける巨大な身体を包む純白の獣毛は、滴る血に濡れ、染まっていく。

　血まみれの巨大な牙を持つ、大狼だ。鋭く大きな爪を持つ前脚でノエリオを押さえつけ、咆哮したあの大狼。

　忘れていなかった。血染めの牙を今でも覚えていた。

　瞬きを忘れた瞳から、大粒の涙が零れ落ちた。

　違う。そんなはずはない。あの大狼が、ここにいるはずがない。

　大狼のクラエスの姿をはっきりと見たのは、これが初めてのはずだ。初めて見たはずだ。

　何かの間違いだ。

　あれはクラエスだ。

　目の前の純白の獣は、あの大狼なんかじゃない。クラエスだ。ノエリオを守る為に、助ける為に、獣に姿を変え、戦っている。

　あの大狼がクラエスだったなんて、そんなはずはない。そんな事があるはずがない。

　信じたくなかった。信じられなかった。

　血に濡れた牙を持つ純白の大狼が、クラエスだなんて、信じたくなかった。


八　純白の大狼







　悪い夢を見ていた気がする。

　いや、夢だったならどんなによかったか。これが現実だというなら、どうしたらいいのかもう分からない。

　ノエリオは目を開き、ぼんやりと天井を見上げる。

　見慣れた懐かしい、古ぼけて漆喰の剥げた天井だ。晩夏の森で狼に襲われ重傷を負った時も、よくこんな風に、この古ぼけた天井を見上げていた。

「……ノエリオ、気がついて？」

　あの時と全く同じだ。氷水で冷やしたのであろう、たおやかな冷たい手が額に触れた。

「左腕が折れているの。それから息苦しいのは、肋骨ろっこつにもヒビが入っているせいよ。骨折のせいで熱が出ているけど、すぐに治るから、心配しないでゆっくり休んでね」

　ディートリントの声だ。ゆっくりと声の方に首を傾げると、泣きそうな姉の顔が覗き込んでいた。

「投げ出された時に、折れたみたい。……ここは、クラエス殿下のお屋敷じゃなくて、あなたのおうちよ。帰ってきたの。……だから、安心して眠りなさい。……今は、休むのが一番よ」

　姉はどこまで知っているのだろう。

　ディートリントはそれ以上、何も言わなかった。ただノエリオの熱を持った額や頬を撫で、震える手を握りしめてくれた。

　今は姉のこの優しい手にすがっていたかった。甘えていたかった。何も考えずに、幼い頃のように、この手に守られ、眠り続けたかった。







　大狼に変じて馬車を飛び出したクラエスを追って、従者を乗せた馬車が到着した時には、賊は逃亡した後だった。

　クラエスは深追いをしなかった。ノエリオを置いていくのは危険だと判断したのだろう。

　賊を追い払い、冷たい地面に倒れ込んだままのノエリオに歩み寄ろうとしたクラエスを見て、ノエリオは叫び声をあげた。

　悲鳴だった。

　ノエリオの悲鳴を聞いたクラエスはそれ以上、近寄らなかった。声すら上げずに、静かに地面に伏せた。

　この時、ノエリオはどうしようもなく混乱していた。

　どうしていいのか、何を信じたらいいのか、分からなかった。

　間違いなく、あの晩夏の森の大狼とクラエスは、同じ狼だ。見間違えるはずがなかった。死にかけた幼いノエリオの脳裏に、大狼の姿はしっかりと焼き付けられていた。

　優しく穏やかなクラエスが、何故あの時、ノエリオたち姉弟を襲ったのか。同じ大狼だと信じたくなかった。

　今まで一緒に過ごしたクラエスを信じられない自分が、情けなくも思えた。何故、信じられないのか。

　ただ、怖くて仕方なかった。それ以外、何も考えられなかった。あの晩夏の森での恐怖と苦痛が、白い大狼の姿を見て一瞬で蘇よみがえった。

　皮膚を引き裂かれ、肉を、骨を噛み砕かれる激痛と、逃げ場のない恐怖。今、またあの晩夏の森にいるような錯覚さえしていた。

　自分が情けなかった。

　クラエスに問いただす事もできず、ただ泣き叫ぶだけだった。

　子供のように家に帰りたいと泣きじゃくるだけだった。

　その間中、クラエスは大狼のままだった。傍に近寄る事なく、声を発する事もなく、ただじっと、ノエリオを見つめているだけだった。

　そのままクラエスの屋敷に帰る事なく、実家へ送り届けてもらった事は、覚えている。

　最後に見たクラエスの姿は、血まみれの大狼だった。

　どうしたらいいのか、どうしたいのか、もうノエリオは分からなかった。

　折れた腕や胸がもたらす熱のせいか、考えは少しもまとまらない。ちりぢりになった破片のように、ひとつもかみ合わずにノエリオをせき立てるだけだ。

　優しく穏やかなクラエスの笑顔と、血まみれの牙を剥く大狼と、今まで過ごした時間と、晩夏の森での出来事と、全てが混ざり合ってノエリオを混乱させる。

　熱に浮かされて何度か目を覚まし、そのたびにこれが全て夢だったなら、と願わずにいられなかった。

　何もかもが夢ならよかった。

　姉の婚約式でクラエスに出会った事も、夢だったなら。

　あんなに楽しくて幸せだった日々も全て夢だったなら、こんなに苦しくなかった。

　最初から全部ノエリオの夢だったなら、どんなによかっただろう。何もかも最初からなかったなら、失う悲しみさえ知らずにすんだ。

　うなされて真夜中に目が覚めた時、姉の姿はなかった。

　ひとりきりの今なら、子供のように泣きじゃくっても許されるだろうか。そう思い、痛む胸を庇いながら身体を起こそうとした時、扉の軋む音がした。

　古い屋敷なので、あちこち歪んで、この部屋の扉もきちんと閉められなかった。そのしっかり閉まらない扉がゆっくりと開いた。

「……誰……？」

　そう問いかけると、きゅん、と甘えた鳴き声が聞こえた。

　慌ててベッド脇のテーブルにあったランプに火を灯ともし、掲かかげると、見慣れた毛並みが照らし出された。

「テオ？」

　そう呼びかけると、クリーム色の塊は嬉しそうに、わん！　と鳴いた。

　扉の隙間から鼻面を突き出し、様子を窺っているのは、テオだけではなかった。

　ノエリオはベッドから裸足で降りて、扉に歩み寄る。ヒビの入った肋骨のせいで、素早くは歩けなかった。左手は折れて固定されてしまっている。片手だけでランプを掲げ、扉を開くと、黒いベルベットのような背中と、白いふわふわの頭が見えた。

「……ここにいてくれたんだ。……まだ、僕の事を守ってくれるの？」

　今、クラエスはどうしているだろう。どんな気持ちでいるだろう。

　王の純白の魔女への裏切り、王宮の誰かがノエリオを狙っている事実、そしてノエリオに拒絶されて、クラエスは今、どれほど絶望しているだろう。

　そんな時に、彼の傍に寄り添い続けていた大切な友達である三頭を、ノエリオの許に寄越してくれた。

　テオやディーター、ヨハンも、クラエスの傍にこそいたかったのではないのか。

　それなのに、今、ここにいてくれている。

　何者かに狙われているノエリオを守る為に、今、傷付き孤独でいるであろうクラエスを置いて、ここにいてくれている。

　クラエスは何を思いながら、三頭をノエリオの許に寄越しただろう。

　今まで一緒に過ごしたクラエスを信じられずに、あんなひどい拒絶をしたノエリオの為に。

　声を上げて、泣きたかった。

　自分の為ではなかった。

　今、クラエスがひとりでいる。傷付いたクラエスがたったひとりで孤独に耐えていると思うと、耐えられなかった。

　どうして信じられないのだろう。どうしてクラエスが怖いのだろう。

　獣であろうと、あの晩夏の森の大狼であろうと、今まで一緒に過ごしたクラエスは、嘘ではない。偽りではない。

　ノエリオが愛さずにいられなかった、誰も憎まずに、恨まずに、運命を受け入れた優しく穏やかなクラエスこそが、本当のクラエスに違いないのに。







　熱が下がるまでに三日ほどかかった。ノエリオが起き出せるようになった頃には、すっかり犬たちはシュトラウス家にも馴染んでいた。

　三頭の犬たちは、ノエリオが寝込んでいる間、代わる代わる寝室にやってきては、顎をベッドに載せてノエリオをじっと見つめていた。一頭がそうしてノエリオの傍に張り付き、他の二頭は交代でノエリオの部屋の前で見張り番、シュトラウス家の敷地内を巡回と、生真面目に警護をしていた。

「……ヨハン、クラエス様が心配で仕方がないんだろう？」

　真っ白な垂れ耳を撫でてやると、ベッドに顎と前脚を乗せてノエリオを覗き込んでいたヨハンは、クゥ、と小さく鳴いた。

　普段陽気でお調子者の彼も、まるで落ち込んでいるかのように、大人しい。

　犬たちに、いつものような陽気さはなかった。ノエリオとクラエスの間に生まれた溝に気付いているのか、はしゃぐこともなく、大人しく控え、静かだ。

　やっと熱が下がったおかげで、ノエリオは痛む胸を庇いながらも起き上がれるようになった。横になっていると、悪い事ばかり考えてしまう。起きて庭を眺めている方が、まだ前向きになれるような気がしていた。

　熱が下がる前も今も、ずっと晩夏の森の大狼と、クラエスの事を考えていた。

　たとえ彼らが同じ大狼だったとしても、もう一度、クラエスに会って確かめなければならない。

　今、自分がどうしたいのか、自分でも分からない。

　ただ、このままでは終われない。こんな別れ方で、納得ができるはずがなかった。

　クラエスは拐かどわかされそうになったノエリオを助けるために、大狼になって道を外れた馬車を追い、男たちに襲いかかった。

　どこから狼に変じていたのかは分からない。誰かに見られるかもしれない危険もあったのに、クラエスはそれでも追ってきた。

　ノエリオを守る為だ。それに嘘はない。偽いつわりはない。

「行こうか、クラエス様のお屋敷に。ヨハンたちも、クラエス様に会いたいよね、心配だよね。……僕もだよ」

　ベッドから出て、不自由な左手を庇いながら右手だけで着替えようとするが、ヒビの入った肋骨がひどく痛む。なかなか片手ではうまくいかなかった。

　ヨハンが手伝おうと袖に噛み付いて引っ張ってくれているが、やはりそう簡単には着替えられない。もたもたしているうちに、軽いノックの音と共に、水差しを持ったディートリントが部屋に入ってきた。

「ノエリオ、何をしているの……！　どこに行こうというの？　腕も折れているし、胸だって！」

　慌てて止めようとディートリントはノエリオに歩み寄り、両手を伸ばした。

「クラエス様のお屋敷に行ってくる。クラエス様に会わなきゃ」

「だめよ！　いいのよ、もういいの！　だって、クラエス様は……！」

　姉も、知ってしまったのか。ノエリオはそれも悲しく思えた。

　クラエスは誰にも知られたくなかったのではないだろうか。王子という立場だけではない。ノエリオが身体に残る醜い傷を誰かに見られるのを恐れるように、クラエスも誰かに獣に変じる事を知られるのを、恐れていたのではないだろうか。

　今、こうしてノエリオに拒絶されたように。誰にも愛されないと思い知らされるのは、辛く悲しい事だ。

　それなのに。

　ノエリオはこみ上げる涙をぐっと堪える。

「姉上、クラエス様の呪いの事を…… 」

　ディートリントは一瞬、詰まった。息を飲み、小さくため息をつき、口を開いた。

「あなたが帰ってきた後に、ヘルムート殿下がいらしたわ。……こんな事になって、申し訳なかったとお父様やお母様に……。本当はクラエス殿下が来るべきなのは重々承知しているけれど、クラエス殿下は呪いの為にここに来られないって。……クラエス殿下の呪いの事、初めて教えて下さったわ……」

　ディートリントは俯き、両手でスカートを握りしめていた。その握りしめた拳が、小さく震えている。小さい頃から、姉は泣き出しそうな時、こんな風にスカートを握りしめ、俯いていた。

「クラエス殿下は、狼になってしまうんでしょう……。人の姿で、いられないんでしょう」

　どれだけノエリオが狼を恐れているか、ディートリントが一番よく知っている。それもディートリントを守る為に、幼いノエリオが狼たちの前に立ち塞がった結果だ。

「それでもクラエス様が好きなんだ」

　驚くくらい、自然に言葉が出た。

「どうしたらいいか、どうしたいのかも分からないけど、でも、クラエス様が好きなんだ。……だから、行かなきゃ」

　大狼のクラエスを恐れずにいられないのも事実だが、クラエスを愛しく思うのも事実だ。

　彼が晩夏の森の大狼だったとしても、それはきっと変わらない。それくらいに、クラエスと過ごした時間は大切だと思えた。幸せだと思えた。

　ディートリントは顔を上げ、じっとノエリオを見つめる。

　何か言いたげに唇を動かして、それからきゅっと唇を結ぶと、さっと身を翻ひるがえして、クローゼットへと靴音を高く鳴らし歩み寄った。

　ディートリントはクローゼットを開き、服を探し始める。

「……姉上？」

「手伝うわ」

　どの服をノエリオに着せるか決めたのか、ハンガーごと服を引っ張り出し、椅子の背もたれにかける。

「着替え、手伝うわ。その手では難しいでしょう」

　てきぱきと用意し、ディートリントはノエリオの脱ぎかけの寝間着に手を伸ばした。

　しばらく無言のまま、服を着せつけていた。姉はきゅっと唇を引き結んで、何か考えているようだった。

「ノエリオは、すっかり大人になっちゃったわね。……お肉もついて、血色もよくなって、とっても元気そうで、とってもキュートで素敵な殿方になったわ。……別人みたいに生き生きしてる」

　袖口のボタンを留めながら、ディートリントはようやく口を開いた。

「あなたが私を守ってくれたように、私があなたを守らなければって、ずっと思っていたわ。……でも、そんなの間違ってた」

　姉の美しい青い瞳には、薄く涙が滲んでいた。

「最初にあなたが賊に襲われた時も言ったけれど……クラエス殿下はあなたを大事にして下さっていたのね。あなたをとても愛して下さったのね。……それに」

　姉のたおやかな美しい指先が、ノエリオの胸元のボタンを留める。

「あなたは最初から、私が守らなきゃいけないような、弱い子じゃなかったわ。……狼の群れの前に立ちはだかって守ってくれた時から、あなたはずっと変わってない。立ち向かう勇気を持っていて、勇敢で、優しい、私の自慢の弟だわ」

『守ってくれた』

　まるで雷に打たれたような衝撃だった。

　何故、今まで気付かなかったのか。

　狼の群れに襲われてあんな瀕死の重傷を負い、何故、今、生きてここにいるのか。




　あのおぞましい数の狼たちから、誰が、ノエリオたち幼い姉弟を救い出してくれたのか。どうやって救い出せたというのか。




　何故、ノエリオもディートリントも生き延びられたのか。何故、ディートリントが傷ひとつ負っていないのか。




　まさか。

　目眩がしそうなくらいに、心臓が早鐘を打っていた。

　まさか、そうだったのか。そういう事だったのか。







　姉上にそう言って頂けるような、そんな立派な人間ではないです。

　ノエリオは古めかしく狭い馬車の中で、犬たちと身を寄せ合って考える。

　犬たちとはこうして抱き合えるようになったけれど、変わらずに狼が怖くて、あの時、クラエス様を信じる事ができなかったくらい、心の弱い人間です。

　一言も言葉を発しないノエリオが心配なのか、珍しくディーターがノエリオの膝に前脚を置いた。

　ディーターは奥ゆかしすぎて、ノエリオに自分から触れる事はなかった。彼は初めて、自分からノエリオに触れてくれた。

「……ああ、ディーター。大丈夫だよ。考え事をしているだけだから。……もうすぐクラエス様にも会えるよ」

　ディーターの艶やかな黒い首筋を撫でてやると、ディーターもやはり撫でられるが好きなのだろう。ヨハンやテオのように、甘えた小さな鳴き声を洩らした。

　例によってシュトラウス家は色々人手が足りていない。ノエリオも最初は馬で出掛けようとしたが、それは両親と姉に全力で止められてしまった。

　腕も折れていて肋骨にヒビも入っているのに、乗馬は無謀すぎた。

　人手がないシュトラウス家なので、専属の御者なぞいない。古くから仕える老齢ろうれいの庭師が御者を兼ねてくれていた。

　庭師だがそんな事情で馬の扱いにも慣れていた。ノエリオの怪我に響かないよう、静かに馬車を走らせていてくれたが、それが突然、荒々しく停車した。

「おじいさん、大丈夫ですか！？　どうしました！」

　慌てて御者台に声をかける。

「坊ちゃん、お怪我はないですか！　急にあの馬車が目の前に割り込んで来たんでさあ！」

　ノエリオは馬車の窓から顔を出し、無遠慮に進路を塞いだ馬車を確かめる。

　あの馬車はよく見覚えがある。クラエスの屋敷に招かれた時も、王宮へ行く時も、あの紋章がついた馬車だった。

　ノエリオは躊躇なく馬車の扉を開け、街道の石畳に降り立った。

　ノエリオが石畳に片足をつく前に、するりとディーターが足元を抜け、先に降り立った。ノエリオが馬車から降りると、ディーターはノエリオを守る盾のように、進路を塞ぐ馬車との間に立ち塞がる。

　ノエリオは痛む胸を押さえながら、進路を阻はばむ馬車へと歩み寄った。臆することなく胸を張り、前を見据えて、歩く。そのノエリオの周りには、影のように付き従うヨハンとテオがいた。

　彼らは忠実に、ノエリオを守る為に傍を離れない。

「……こんなところでお目にかかるとは思いも寄りませんでした、マティアス殿下」

　左手は折れて首から吊ったままだ。右足を引き、軽く頭を下げると、目の前の黒塗りに金の縁取りを施された馬車の窓から、白い手袋に包まれた右手が見えた。

「賊の襲撃に遭ったそうだな」

　ノエリオは頭を下げたまま、冷静に返す。

「ええ。少々怪我をしましたが、たいした事はございません」

　暫くの沈黙の後、馬車の扉が開いた。だが降りてくる気配はない。マティアスはいつものように足を組んだまま、ノエリオを見下ろしていた。

「何度賊に襲われても、王族に取り入るのは諦めないという事か」

　これくらいの厭味なんか、聞き慣れた。今までクラエスが耐えてきた心ない残酷な言葉に比べれば、たいしたものではない。

「浅ましいな。身の程もわきまえず、姉弟揃って卑しい」

「恐れながら」

　ノエリオは顔を上げ、しっかりとマティアスを見上げる。

「クラエス殿下への親愛に嘘偽りはございません。私だけではなく、姉ディートリントのヘルムート殿下への深い愛情にも嘘はございません」

「ほう」

　マティアスは楽しげにくすくすと笑う。嫌な笑い方だった。ノエリオを頭から蔑さげすみ、見下す笑いだ。

「獣に犯されてでも、金と身分が欲しいか。聞けばお前は子供の頃、狼に襲われて大怪我を負って以来、犬や狼を恐れているそうじゃないか」

　マティアスは無遠慮にじろじろとノエリオを眺める。ノエリオに寄り添っていたテオが、普段の彼からは考えられないような、低く短いうなり声を上げた。

「金の為に恐れる狼にも身体を出し出すのか。哀れだな。……冷静になれ。これを断ったところで、ディートリントとヘルムートの婚約に影響はない。お前が逃げ出したところで、誰も責めはしない。……呪われた第三王子に嫁ぐものなぞいないと、誰もが思っている」

　それくらい、分かっている。

　今ノエリオが逃げ出しても、姉も、両親も、国王夫妻も、ヘルムートも……そして、クラエスでさえも、責めないだろう。

「このまま婚約を解消した方が、身のためだろう。賊に狙われてまで獣と婚姻を結んで、そこまで身分と金に執着するのか？　間違っても幸せになれない人生だ」

　ここで逃げ出す事を許せないのは、自分自身だけだ。ノエリオはマティアスを睨め付ける。無礼も非礼も考えなかった。

「誰がクラエス様の呪いは解けないと決め付けるのでしょう。幸せになれないと、言い切れるのでしょう。……いえ、仮に解けなかったとしても、僕がクラエス様をお慕いしているのは、変わりません……。それに」

　思わず口元が緩む。ノエリオは無意識のうちに、笑っていた。まるで勝ち誇るかのような笑みだった。

「マティアス殿下も、ご存じでしょう。クラエス様がどんなに素晴らしい方か。聡明で、穏やかで、誰よりも優しくて……魔女の呪いを一身に受けても、誰も憎まず、恨まずに、真っ直ぐに生きておられます。誰よりも、尊敬できる方だと思っております」

　言いながら笑って、泣き出したくなっていた。

「クラエス様に許して頂けるなら、ずっとお側にいます。ずっと」

　なのに、逃げ出してしまった。

　ノエリオを守る為に血に塗れ、戦ってくれたクラエスに、ひどい事をしてしまった。

　どんな事があっても逃げ出さないと、もう家には帰らないと誓っていたのに、何もかも台無しにしてしまった。

　アルブレヒト王を責められるだろうか。

　彼もこんな気持ちだったのだろうか。

　純白の魔女を愛していても、戦う彼女の恐ろしい無慈悲な姿を見て、恐れずにいられなかった王を、ノエリオが責められるだろうか。

　愛する人を信じ切れなかった王を、責められるだろうか。

　同じようにノエリオも、クラエスの前から逃げ出してしまった。

　クラエスも純白の魔女も、ただ愛する人を守りたかっただけだ。どんな事をしてでも、どんな恐ろしい姿になってでも、大切な人を守り抜きたかっただけだ。

　どんな恐ろしい姿に変わり果てても、彼らの真心だけは、真実だった。







　マティアスは何故、あんなところに居たのか。クラエスの屋敷から王宮への復路か、それともシュトラウス家まで乗り込んでくるつもりだったのか。

　そこを尋ねようとする前に、マティアスは無言で馬車の扉を閉め、去って行ってしまった。

　すっきりしたとは言いがたいが、今はそれよりもクラエスが気がかりだった。急ぎ、クラエスの屋敷に向かったが、到着は夕暮れになってしまった。

　たった数日、実家に帰っていただけなのに、クラエスの屋敷はまるで誰もいないかのようにひっそりと静かに、沈んで見えた。数日前にこの屋敷を出た時は、明るく穏やかで、居心地のいい空気に満ちあふれていたのに、今は同じ屋敷とは思えないくらいに、重く暗く、静かだ。

「ノエリオ様！」

　エントランスに馬車を横付けすると、見た事もないほど慌てたエノーラが飛び出してきた。

「ノエリオ様……！　もう、もうこちらには、いらっしゃらないと……」

　いつも冷静沈着なエノーラが、これほど動揺している姿を見た事がなかった。どんな時でも無表情だった彼女が、涙ぐんでいる。

「ただいま戻りました。……あの、クラエス様はどこに」

「クラエス様は……」

　動揺しきった彼女は、口籠もっていた。これも初めてみる姿だ。

「……狼の姿のままです。ノエリオ様がお怪我をなさって、実家にお帰りになってから……人の姿に戻れておりません」

　どんなに深く傷付けてしまったのだろう。

　クラエスは何度、ノエリオを救ってくれたのか。守ってくれたのか。こんな弱虫で臆病なノエリオの為に、何度傷付いた事か。

「ずっとお部屋に閉じこもられたままで……お食事すら取って下さいません」

　ノエリオは真っ直ぐにクラエスの部屋に向かって歩き出す。左腕も胸も痛むはずだが、今はその痛みも忘れ去っていた。

「ノエリオ様、クラエス様は狼のままです。お部屋に入っては……！」

　慌てて止めようとするのはエノーラだけではなかった。犬たちも困惑したようにノエリオの足元にまとわりつく。

「エノーラさん、それから、ディーター、テオ、ヨハン……。大丈夫だから。少しの間でいいんだ、クラエス様とふたりきりにして欲しい」

　エノーラも困惑していたが、犬たちもだ。キュン、と甘えたような、困ったような声を上げて、ノエリオを見上げている。

　きっとノエリオを怖がらせない為に、色々言いつけられているのだろう。

「大丈夫だよ。……待っていてくれるかな。皆もクラエス様に会いたいよね。会えるように、頑張ってくるから。……僕はクラエス様に会わなきゃ」

　ぎゅっと心臓が締め付けられるような気がしていた。

「会って、許してもらわなきゃ。……今までずっと気付かずにいた事を、とても傷付けてしまった事を……謝りたいんです」







「クラエス様。ノエリオです。どうしてもお会いしたくて、来ました」

　幾度かのノックの後に声をかけても、返事はなかった。

「こんなにクラエス様を傷付けて、今更って思われても、仕方ないです。でも、僕はどうしてもクラエス様に会わなければなりません」

　いざとなると、何をどう言えばいいのか、分からなかった。

　伝えたい事はたくさんあった。それなのに言葉は胸に、喉につまり、うまく出てこない。

「開けて下さい。クラエス様に会いたいんです」

　扉に手をかけると、やっと部屋の中から返事があった。

「……だめだ。人の姿になれないんだ。……どうしても、人の姿になれない。こんな姿で会ったら、ノエリオはますます私を嫌いになるだろう。……もうこれ以上、君に嫌われるのは嫌なんだ。嫌われるくらいなら、このまま別れた方がいい」

　こんなクラエスの声を聞いた事がなかった。落ち込むことはあっても、クラエスの声は明るく穏やかで、ノエリオの耳に優しく響いていた。

　こんなに傷付けて追い詰めてしまったのは、ノエリオだ。

　耐えきれなかった。

　ノエリオは溢れ出る涙を右手で拭う。きっと泣きたいのはノエリオよりも、クラエスの方だ。

「ごめんなさい。……クラエス様、ごめんなさい。どんなに謝っても、謝りきれません。クラエス様はいつでも僕を守って下さった。昏き楡の森でも、この間の賊の時も。……それから」

　扉に手をかけ、ドアノブを掴む。躊躇はなかった。

「あの時、狼の群れから救って下さったのも……クラエス様だったんですね。あの晩夏の森で、僕と姉上を守って下さったのは、クラエス様だったんですね……」

　ずっと誤解をしていた。

　血塗れの大狼は、ノエリオを襲ったのではない。ノエリオを守る為に覆い被さり、吠え猛り、戦い、狼の群れを追い払った。

　ディートリントはそれを一部始終見ていた。白い大狼が狼の群れを追い払い、自分と弟を守ってくれたのを、見ていた。

　だが、重傷を負ったノエリオが意識を取り戻した時には、犬の鳴き声にすら怯えるようになってしまった上、長い療養生活になり、その話どころではなくなっていた。

　それからは、あの事件は家族の間でも禁句になっていた。ノエリオが心と身体に負った傷を思い遣り、口にする事はなかった。

　あの大狼が人だったと、誰が思いついただろう。

「会った事がないなんて、嘘です。あの時に僕たち姉弟と、クラエス様は出会っていたんですね」

　扉に両手をついたまま、ノエリオは中のクラエスに語りかけ続ける。

　もどかしかった。どれだけクラエスを傷付けたかと思うと、胸が張り裂けそうなくらいに痛んでいた。

　いつか、クラエスが言っていた。

『小さかった君がディートリント嬢を守る為に、狼の群れに立ちはだかった事も知っているよ』

　知っている。

　そうだ。あの場にいたんだ。だから『知っている』と言ったんだ。ヘルムートから『聞いた』のではない。その場にいたから、『知って』いたんだ。

「あの時だけじゃない。……今回だって、クラエス様はご自分の身の危険を顧かえりみずに、僕を助けに来てくれました。誰かに変化した姿を見られるかもしれないのに、怪我をするかもしれないのに、ためらいなく助けに来て下さった」

　それなのに、ノエリオはクラエスを拒絶した。何度も助けてくれたクラエスを、恐ろしい狼だと思い込んでいた。

「ごめんなさい。……クラエス様を傷付けてしまった事、どんなに謝っても取り消せはしないと思っています。でも、他に僕は何も思いつかない。謝る事しか、できません。……ごめんなさい。ごめんなさい……」

　夢中でここまでやってきた。その間、クラエスにたくさん話したい事も伝えたい事もあったはずなのに、言葉はなかなか出てこない。

　ただ、謝りたかった。どんなに謝ってもクラエスの心を深く抉った罪は消えないし、傷も癒えないだろう。それでも謝る事しかできない。

　部屋の中は静まり返ったままだった。暫くの沈黙の後、クラエスの声が聞こえてきた。

「あの姉弟がどうしているのか、ずっと気がかりだった。あの時、本当は話しかけたかったんだ。その方が、君たち姉弟も安心できたかもしれない。……けれど、私は正体を隠さなければならなかった。狼のふりをするしかなかった」

　人の言葉を話す狼なぞ、噂になってしまう。何かの折にクラエスとの繋がりが知られてしまうとも限らない。本当なら、姿を見せるのも躊躇われただろう。

　それでもクラエスは、ノエリオたち姉弟を助けるために、狼の群れに立ちはだかった。

「狼の群れを追い払った後、君たち姉弟の事が心配だったけれど、あの場に留まるわけにはいかなかった。いなくなった君たちを探す大人たちに見つかる前に、立ち去らなければならかったんだ。……ヘルムートがディートリント嬢を連れて婚約の挨拶に来るまで、君たちが誰だったのか、無事だったのかも知らなかった」

　ディートリントから彼女たち姉弟の身に起こった悲劇を聞いたクラエスは、初めて自分が守った子供たちが無事だった事を知った。

　だが、そこで名乗れるはずもない。

「ヘルムートにだけは、君たち姉弟を守る為に狼の姿で戦った事を話した。……気がかりだったんだ。どこかで君たち姉弟がどうなったか、ヘルムートが聞きつけてくれるかと思って。だからヘルムートは、君が狼や犬を恐れている事を知っていても、私に話さなかったんだ。……話せなかったんだろう。私が君たち姉弟に救われた事を知っていたから」

「救われた……？」

　救われたのは、ノエリオとディートリントだ。思わず問い返すと、クラエスは扉の向こうで小さな鳴き声を上げた。

「あの時、私は死ぬつもりであの森にやってきたんだ。……生まれた時から隠れるように生きて、これから生きながらえても、誰にも愛されず、ひとりぼっちだと思っていた。ずっと息を潜めて隠れ住むだけなら、死んでいるのと同じだと思っていたんだ。何故自分だけが、こんな呪いに蝕むしばまれなければならないのか、生きている意味がないと思っていた」

　クラエスの苦しみを思うと、言葉がない。今の明るく穏やかなクラエスは、そんな苦痛の上で成り立っていたのだと、ノエリオは思い知らされたような気がしていた。

「死に場所を求めて森の中をさまよっている時に、君たち姉弟が狼に襲われているところに出くわした。……夢中だった。小さな子供たちを守らなければと、それだけだった。……ノエリオ、覚えているかい？　君が私に言った言葉を」

　瀕死だったノエリオは、確かに自分に覆い被さる狼に願った。覚えている。

『どうか、姉上だけは助けて下さい。とっても綺麗で優しくて、大好きな姉上なんです。姉上だけは、どうか』

　あの時は必死だった。姉を守りたい一心だった。それをクラエスは聞き届けてくれた。だから、ディートリントは傷一つ負っていない。だから、ノエリオは今、生きている。今生きて、ここにいる。

「獣に変わり果てるこの身を恨んだ事はあっても、喜んだ事はなかった。けれど、あの時、君たちを救えたのは、私が呪われた狼王子だったからだ。呪われていなければ、死に場所を求めてさまよう事はなかった。もしも人間だったなら、あの場に通りかかっても、あんな数の狼の群れに立ち向かえなかっただろう」

　ノエリオは閉ざされた扉にすがりつくように崩れ落ちる。涙が止まらなかった。クラエスのそれまでの孤独を、そんなクラエスを拒絶した自分の罪を考えると、心が砕け散りそうだった。

「……君たち姉弟が、私に救いを与えてくれたんだ。君たちを助ける事ができたのは、狼の身体があったからだと、感謝すら覚えたんだ。……誰かと愛し合う事もできず、必要ともされない呪われた獣の私が、人の命を救えたんだと思うと、生きていることが許されるような気がした」

　耐えきれず、ノエリオは扉のノブを掴む。鍵はかかっていなかった。扉を開け放つと、翳った日差しに照らされる、純白の大狼が窓辺に座っていた。

　その体躯は巨大だ。犬や普通の狼とは全く違う。分厚く大きな耳と、鋭い牙を持つ長い口と、毛足の長い獣毛に守られた太い脚と鋭い爪。

「最初から鍵はかかっていないよ。……この前脚では鍵なんかかけられないからね」

　いつものクラエスだった。いつもの優しくて穏やかな、クラエスの声だった。

　ノエリオはゆっくりと一歩ずつ踏み出し、歩み寄る。クラエスは微動だにしなかった。ただ黙って、ノエリオを見上げていた。

　ノエリオはクラエスの目の前に膝をついた。クラエスへと伸ばした手は、どうしても微かに震えてしまう。クラエスだと分かっていても、長い間恐れてきた狼に触れるのは、勇気がいった。

　そっとクラエスの前脚に触れ、それから自分の掌に取る。

　大きくて硬い肉球だ。テオたちとはそこも違う。テオたちの肉球はもう少し小さく、そしてもう少し、柔らかだった。

　黒く鋭い爪が白い獣毛から覗いているが、もう恐怖は感じなかった。

「……クラエス様。あなたが好きです。……ごめんなさい、たくさん傷付けました。許して下さいなんて、言えません」

　声が震える。

「でも……これだけは本当です。あなたが、好きです。あなたの傍にいたいです。……あ、あなたを」

　手に取っていた前脚をそっと置いて、ノエリオは跪いたまま、右手を差し伸べる。

　触れた獣毛は、思うよりも柔らかだった。全く怖くないとはまだ言えない。それでも、愛しさが勝った。

　大狼でも人でも、クラエスが愛しかった。今すぐ抱きしめたかった。

「あなたを、愛しています」

　左手は折れている。自由になる右手だけではもどかしく思えた。ノエリオは小さく震える右手を伸ばし、クラエスの背に触れる。

　ディーターのようになめらかではない。ヨハンのようにふわふわもしていない。テオのように柔らかくもない。毛足の長い、張りのある獣毛だ。ゆっくりと掌で撫で、恐る恐る、寄り添う。

　温かった。いつものクラエスの手のように、穏やかな温もりだ。

「こうしていつまで経っても狼のままだよ。人の姿に戻っても、いつまた狼に変じてしまうか分からないよ」

　大人しく撫でられながら、クラエスは戸惑っているように思えた。

「狼のクラエス様も、人間のクラエス様も、同じです。どちらも僕の好きなクラエス様です。……だから、どうか」

　真っ白な被毛に額を押し当て、ノエリオは祈るように呟く。

「また、お側においてください。……婚約者として」

　クラエスはノエリオの肩に顎を乗せて、小さく鳴いた。テオが甘える時の可愛らしい声に、とてもよく似ていた。

「ますます人の姿に戻れないじゃないか。……君の笑顔や一言で、こんなに魂を揺さぶられてしまう」

　ノエリオも同じ気持ちだ。クラエスの笑顔や言葉で、どれだけ励まされただろう。立ち向かう勇気を与えてもらっただろう。

　触れる獣毛が、ノエリオの頬をそっと撫でた。あれほど恐れていたのに、今はそれが心地よく優しく感じられていた。

　クラエスの鼻先が耳に触れ、囁く。

「ノエリオ。君が私を愛してくれているように、私も君を愛しているよ。……君が私に、生きていく勇気を与えてくれた」







　なんだかとても照れくさい。

　狼のままのクラエスと夕暮れの窓辺で暫く寄り添っていたが、一向に人に戻る気配がなかった。

　当たり前だと言えば当たり前だ。クラエスの感情が振り切れていれば戻るはずがない。

「本当に申し訳ない。……あまりに幸せで嬉しくて、戻れそうな気がしない」

　床に座ったノエリオの膝に顎と前脚を乗せて、面目なさそうに耳をへたりと倒しているクラエスは、とても可愛い。元気のない耳とは裏腹に、ふさふさの尻尾は小さく振られているが、テオやヨハンのように、千切れんばかりに振る事はないそうだ。犬とは構造が違うらしい。

　恐る恐るだったノエリオも、今は恐れを感じていなかった。テオたちに比べたら大きく屈強な身体をしているが、こうして触れ合ってみれば、そう変わりがないように思えた。

「ノエリオ、ヘルムートを怒らないで欲しい」

　唐突にヘルムートの話題になって、ノエリオは少々面食らっていた。

「怒る理由はありませんよ？」

　わけが分からない。ヘルムートに怒りを覚える理由なんか心当たりがなかった。

「私があの時の狼だという事は、口止めしていたんだ。それはいつか私が自分で伝えるからと。……それから、彼が私に君が狼や犬を恐れていると言えなかった事も。……私が君たち姉弟を守れた事で、狼である自分を受け入れられるようになったから、私を傷付けると思って言えなかったんだ」

　そこまで言うと、途端に口を噤んだ。そしてもじもじと恥ずかしそうに前脚で鼻先を押さえている。

「ヘルムートやディートリント嬢から話を聞いているうちに、君の事が気になるようになって。本当は婚約式も、こうして呪われている身だ。行かない方がいいとは思っていたんだけれど、君にどうしても会ってみたくて」

　聞いているノエリオも頬がかあっと熱くなってきていた。なんだか妙に気恥ずかしくなっている。

「君の姿をみて、元気になってよかったと、ほっとして、その……」

　もしも人の姿だったなら、きっとクラエスも真っ赤だったに違いない。それくらい、クラエスは表情豊かに、恥ずかしそうに見えた。

「……話に聞いて想像していたより、ずっと可愛かったから」

　クラエスは目を閉じて前脚でノエリオの膝をきゅっと押さえた。

「急に求婚なんかして、断られるかもしれないけれど、どうしても君の傍にいたくて……」

　もうノエリオはなんて返せばいいのか分からない。思わずクラエスの背中の獣毛を掴んでしまう。掴んでしまい、慌ててほどいて、荒れた毛並みを整える。

　傍にいたい。

　魔女の呪いのせいでほとんど表に出られないクラエスが、ノエリオと親しくなりたいと思ったなら、荒っぽいがこの方法くらいしかなかったかもしれない。

　自分の屋敷に来てもらうしかない。それには、滞在してもらう理由が要る。

「あ、あの、どうしてあの時の狼だって、言って下さらなかったんですか……？」

　あまりの羞恥にノエリオは慌てて話題を変えようとする。どのみちこのなんとも気恥ずかしい空気を変えられないが、気が動転していた。

「そ、それは……それは、卑怯じゃないか。……助けたから求婚を受け入れて欲しいなんて、そんなのは違うだろう……」

　だからヘルムートも口を噤んで、あの突然のプロポーズの時も、弟の奇行に戸惑いながらもとりなしたのか。

　分かってくると何もかもがすっきり片付いてしまう。

「私を好きになって欲しかったんだ。……いや、本当の事をいうと、君が狼嫌いでなくとも、だめだろうと思っていた。急に同性に言い寄られても、君が困るだけだとは分かっていた」

　クラエスは甘えるようにノエリオの膝に鼻先を押しつけ、まるで人間のようにため息をついた。

「君と結婚できなくとも、数日だけでも一緒に過ごせたらと思っていた。誰からも愛されないと諦めていたのに……こんな日が来るなんて、夢にも思っていなかったよ」

　聞いているノエリオの胸は、ぎゅっと締め付けられるようだった。

　再びおずおずと、右手でクラエスのふさふさな獣毛に守られた首を抱きしめる。

「クラエス様が狼でも、人でも、大好きです。……大好きです」

　何度でも伝えたかった。

　クラエスの孤独を癒やすだけではない。好きだという気持ちも言葉も、身体中から溢れ零れ落ちてしまいそうだった。止めようがないくらいに、身体中に満ち溢れている気がしていた。

「……怪我をしたと聞いた。腕と肋骨が折れていると。……守れなくて、すまなかった。いつでも君を守り切れずにいるね」

　ノエリオは静かに目を伏せて、白い獣毛に頬を埋める。

「そんな事はありません。クラエス様がいなければ、僕は今ここにいませんでした。……きっとあの森で死んでいましたよ」

　クラエスが何故、自分をこんなに深く愛してくれているのかずっと分からなかった。

　さして美しくもない。名ばかりの貴族で、その上、引きこもりだ。少しも魅力なんてない。

　出会ったばかりの頃、クラエスが言っていた言葉を思い出す。

『断られてもいいから、どうしても、君に伝えたかったんだ。……君に会えて、私がどれだけ嬉しかったか、きっと君は知らない。君がこうして私の目の前に現れてくれた事は、まるで奇跡のように思えた。だから、もうこの手を離したくなかったんだ』

　あの時は本当に何故、そんな風に想ってもらえるのか分からなかった。

　ノエリオが生きて、元気に暮らしていることが、クラエスはなによりも嬉しかったに違いない。

　嬉しくて幸せなのに、涙がこみ上げてくる。ノエリオは小さく喉を詰まらせる。

『君が私を愛してくれるなら、私は魔女の呪いだって愛せる気がするんだ』

　もしも魔女がクラエスに大狼の呪いをかけなければ、きっと出会う事はなかった。

　こうしてノエリオとディートリントが生きている事もなかっただろう。

　クラエスに理不尽な運命を強いた悪しき呪いのはずなのに、その呪いがふたりを引き合わせてくれた。巡り会わせてくれた。

「クラエス様……。僕は魔女の悪しき呪いを憎む事ができません。もしもクラエス様が呪われていなければ、こうして出会えなかったはずです」

　泣き出したいくらいに切なかった。切なさと、やるせなさと、言葉にできないほどの、愛しさで息ができなくなりそうに思えた。

「クラエス様を苦しめた呪いなのに、ごめんなさい」

　クラエスの大きな前脚がぽん、とノエリオの頬に触れた。ひんやりした肉球は硬いのに、とても優しく穏やかに感じられた。鋭い爪でノエリオを傷付けないように、やんわりと触れる。

「あの日まで、この身を憎み、恨み続けていた。けれど、今は……君を守れる力を持てた事を、喜ばすにはいられない。君と巡り会えた。君たち姉弟を助ける事ができた。……けれど」

　頬に触れていた前脚が離れ、ノエリオの膝へと落ちる。数度膝を叩き、それからクラエスはノエリオを真っ直ぐに見据えた。

「獣の腕では君を抱きしめる事もできない。……私は決して、諦めないよ。いつかこの呪いを、君の為に解く」


九　昏き楡の森へ・再び







　子供の頃にディートリントが読んでくれたおとぎ話では、悪い魔法使いの呪いなんて、必ず解けていた。

　醜い獣の姿に変えられた王子は、王子を愛する娘の真心で呪いが解け、眠り続ける呪いをかけられたお姫様も、王子のキスで目覚めていた。

　中にはカエルに姿を変えられた王子が、王女を怒らせ壁に叩き付けられたら呪いが解けた、などという乱暴な話もあったが、それでもちゃんと元の姿を取り戻していた。

　では、クラエスの呪いはどうやったら解けるのか。

　キスもした。愛していると告白もした。

　ノエリオはクラエスの書斎机に向かってペンを握ったまま、考え込む。

　何が足りないというのか。愛なんかでは呪いは解けないという事か。そもそも純白の魔女は許す気なぞ毛頭ないのか。

　結局、呪いを解く方法もノエリオを狙う何者かも手がかりがないままだ。どうすればいいのか、手をこまねくばかりだと苛立たずにはいられない。

「ありがとう、ノエリオ。君のおかげで人に戻れなくとも仕事が続けられて、助かるよ」

　声をかけられて慌ててノエリオは我に返った。

　相変わらず狼のままのクラエスは、ノエリオの足元に伏せ、前脚で本のページを押さえながら見上げていた。

　クラエスは姿が安定していなかった。時折、人に戻れるが、またすぐに狼に戻ってしまう。ノエリオとまた一緒に暮らせるようになって浮ついてしまうんだ、とクラエスは困ったように言っていた。

「す、すみません。ぼんやりしていました。……ええと、続きは」

　狼のままではペンが握れない。翻訳の仕事はたまっているのにまるで進まず困っていたクラエスに、ノエリオが口述筆記をすると提案した。

　そもそも狼の姿で本が読み上げられるのか、と思ったが、できるらしい。視界が人と狼では違うので読みにくいが、できなくもないそうだ。

　異国の言葉で書かれた本をクラエスが読み、訳してノエリオに伝え、紙に記していたのだが、うっかり考え込んでいたノエリオを見て、慣れない口述こうじゅつ筆記で疲れたとクラエスは思ったようだ。

「そろそろ休憩にしよう。大分進んで助かったよ。ありがとう、ノエリオ」

　クラエスに気を遣わせてしまった。慌ててノエリオは立ち上がる。

「まだ大丈夫です、すみません、うっかりしていて」

「こまめに休憩を入れた方が疲れにくいよ。私もこの姿のままだと、普段のように効率よくは読めないし、疲れやすいんだ。だからちょうどよかった。お茶でも淹れてもらって、休憩にしよう」

　クラエスは器用に本を閉じて立ち上がった。立派な体躯の狼なので、体高もなかなかのものだ。ノエリオの腰の辺りまである。

　以前のノエリオなら声もなく気絶しただろうが、今はもう恐れてはいない。まだクラエスは少々遠慮がちだが、するっとノエリオの足元を通り抜けて、ドアの前へと向かった。

「ノエリオ、ドアを開けてくれないかな。多分、外でテオたちが待ちくたびれてる」

　ノエリオがドアを開くと、クラエスの言う通り、三頭の犬が仲良くドアが開くのを待っていた。

「お待たせ、休憩の時間だ。ノエリオ、ちょっとテオたちと庭で運動してくるよ。エノーラにお茶を頼んでおいてくれるかい？」

「はい。いってらっしゃいませ、クラエス様」

　四つ足のクラエスは、意外な事にこの巨体でも優美だ。人のクラエスと同じように優雅な軽い足取りで、三頭を引き連れて廊下を抜け庭へのポーチを降りていく。

　犬たちは、クラエスが狼であろうと人であろうと同じ接し方だ。甘えてじゃれて、まとわりつく。

　違うのは遊び方か。

　狼のクラエスは、犬たち以上に身体能力が高い。走るのも飛ぶのも、そして力も、全てが彼らを上回っている。

　だから遊び方も、大胆でちょっぴり乱暴だ。

　いつも三頭の犬たちが遊んでいるのと同じ、駆け回ったり体当たりでじゃれあったりと、これはこれでとても楽しそうだ。

　ポーチに佇んで少しの間見守っていたノエリオも、思わず和んでしまう。そんな風にじゃれあっているうちに、クラエスは感情の振れが落ち着いたのか、すっと狼から人へと戻っていた。

　狼から人へと変わるのを見るのは、初めてだった。

　白い獣毛に覆われた身体が、ごく自然に変化していく。まるでそれが自然の摂理せつりであるかのように、緩やかに穏やかに獣毛が消えていき、鋭い爪を持つ前脚は人の指へと変わってゆく。

　純白の魔女は、恐ろしい呪いをかけた。

　そのはずなのに、彼女は自分の通り名と同じ純白の獣を産みだした。

　醜い化け物にもできたはずだ。それなのに、真白ましろの雪のように輝く獣に作り替えたのは、何故なのだろうか。







「お茶の時間までに人に戻れたのはいいけれど、なんとかもう少し、気持ちを落ち着けられるようにならないとね」

　エノーラが淹れてくれたお茶を飲みながら、クラエスは真剣に考え込んでいた。

「どうしても、君の一言や表情で気持ちが高ぶってしまう。……だって、そんな綺麗な瞳で見つめられたら」

　ノエリオの方がそう言いたい。

　クラエスはあまりに無防備に無邪気に素直に、ノエリオへの深い思いを口にする。聞いているノエリオだって、心臓がばくばく脈打ってしまうし、頬も熱くなってしまう。

「クラエス様、ノエリオ様。以前に頼んでおきました衣装が納品されました。まだ全部ではありませんが、でき次第届けるように手配しております」

　それまでまるで空気のように黙々と給仕に徹していたエノーラが口を開いた。

「ノエリオ様のお部屋にお届けしてありますので、後ほどご確認頂けますようお願い致します」

「それは楽しみだね。最近ノエリオは顔色もいいし、背がとても伸びたね。元々可愛かったけれど、健康的になったせいか、とても綺麗だ。ディートリント嬢によく似ているよね」

　とても綺麗。ディートリントによく似ている。

　未だかつて言われた事がなかった言葉だ。

　稀に人に会っても、華やかで美しい姉と比べると見劣りする地味な雰囲気だと陰口を叩かれていたので、それもあってノエリオはますます引きこもるようになった。

　クラエスの欲目ではないのか。いわゆる『恋は盲目』とか『あばたもえくぼ』みたいなものではないのかと、ノエリオはクッキーを齧りながら考えていた。とても自分の事を言われているとは思えない。

　二切れ目のケーキの載った皿をノエリオの前に置いたエノーラは、ゆっくりと頷いている。

「失礼ながらノエリオ様はお越しになったばかりの頃は、顔色も悪く不健康でした。今はきちんと食事をなさって運動もなさっているので、見違えるように姿勢もよくなって、とても明るく元気そうです。この間いらしたお姉様によく似てきました」

　確かにこの屋敷に来たばかりの頃は、引きこもってろくに運動もしていない上に常に食べ足りない生活のおかげで、ぱさぱさと水気もなく貧相に痩せて、地味だったと思う。

「エノーラもそう思うだろう？　ノエリオはとても綺麗で可愛いよね。ディートリント嬢と並ぶとまるで天使の姉弟のようで……ノエリオの絵を描いてもらいたいなあ。画家を呼びたいけれど、難しいかな」

　クッキーを齧っている間に、話がどんどん膨らんでいる。

　相変わらずノエリオは自分の事を言われているとは思えないのだが、そういえばマティアスに『貧乏貴族が姉弟揃って、綺麗な顔だけで王族を誑かして取り入って、卑しい』と蔑まれた事があった。

　姉は誰もが認める美貌の持ち主だが、ノエリオは間違っても美貌ではないだろうと、その時は思っていた。

　そういえば、最初に昏き楡の森でノエリオを拉致しようとした男たちも、『可愛い顔をしている』と言っていた。

　今までぱっとしないと言われ続けていたので、急にそんな風に誉められてもピンとこない。

「やはり健康というのは大事だね。ノエリオ、何か習い事でもするかい？　私が習っていたものなら、この屋敷に先生を呼ぶことができるよ」

　健康は確かに大事だ。ひ弱なままではクラエスどころか自分の身も守れない。

「それなら、何かこう、身を守る方法を身につけたいです。できれば自分で自分の身くらい守りたいです」

「武術か」

　クラエスは少し考え込んでいた。

「私も剣は習っていたけれど、教えて下さった先生はもう老齢で地方に隠居なさってしまったんだよ。……護身術は誰か教えられる人がいたかな」

　クラエスは考え事をしながら、ノエリオに右手を差し出した。

「ノエリオ、手を」

　ノエリオはいいなりにクラエスの掌に自分の左手を預ける。

「誰でもできて簡単な護身術をひとつ教えよう。非力なご婦人でも子供でも簡単にできるんだ」

　今のところノエリオもご婦人並みに非力だ。ちょっと運動したくらいでは、たいした体力はつかない。反省しながら成り行きを見守っていると、クラエスはノエリオの小指を摘まんだ。

「指は掌側にしか曲がらないようにできている」

　クラエスは摘まんだノエリオの小指を、手の甲側にぎゅっと引っ張った。

「痛っ！」

　あまりに突然力を入れられて無理な方向に曲げられたので、思わず声が出てしまった。すぐにクラエスは離してくれたが、こんな小指一本、少し曲げられただけなのに、思わぬ痛みがあった。

「指は少し切っただけでも痛むだろう？　感覚が鋭い場所なんだ。そして、どんな屈強な男でも小指は鍛えられない」

　クラエスは自分の右手で、自分の左の小指を掴んだ。

「もしまた誰かに襲われた時は、躊躇せず相手の小指を掴んで、逆方向に曲げるんだ。簡単に折れるし、おまけにものすごい激痛だ。逃げ出すチャンスが生まれる」

　確かにそれなら非力なご婦人も子供もノエリオも、可能だ。ノエリオは感心しながら自分の手を広げて、小指を眺める。

　相手の手を引き剥がせずとも、小指だけなら掴めるかもしれない。

「もうノエリオを危険な目には遭わせたくないけれど……。誰を信じていいのか分からない……」

　クラエスもマティアスを疑っているのかもしれない。だがそれをノエリオが口にできるはずもない。

「ありがとうございます、クラエス様。無責任かもしれませんけれど、きっと、大丈夫です。悪い事を考えていると本当になってしまうって聞いた事があります。だから、いい方に考えましょう。もちろん、用心は忘れませんけどね！」

　不思議と、怖いとは思わなかった。いや、恐れは多少ある。いつどこで狙われるのか分からないのだ。

　それでも、立ち向かっていく。逃げ出さないと、そう強く思えた。

　クラエスが大切だった。この人を失いたくないと、傍にいたいと思う気持ちは、ノエリオに不思議なくらい、勇気を与えてくれる。







　手をこまねくばかりだと苛立っていたものの、ノエリオは左手を骨折した上に肋骨にヒビという怪我人で、クラエスはなかなか姿が安定しなかった為に仕事が終わらず、結局一ヶ月ほどは屋敷に籠もって何の打つ手もなく過ごしてしまった。

　ノエリオもクラエスの仕事を手伝っていたが、なにしろ怪我をしていて手は右手のみ、胸の痛みで長い時間は座っていられない。急ぎの物だけはなんとか片付けたが、滞っていた分を終わらせるまでに一ヶ月が過ぎていた。

　おかげでノエリオの怪我はよくなったし、クラエスと一緒に過ごす時間も増え、クラエスもそう簡単には狼にならないようにはなったが、恋愛的な意味では全く進展していない。そもそも暇がなかった。書斎にふたりで籠もっている時は、ひたすら仕事だ。

「ノエリオのおかげで、仕事がとても捗ったよ。ありがとう。……今夜からはゆっくり眠れる」

　そう笑顔を見せるクラエスも、すっかりやつれている。目の下にうっすらクマを作りながら、長椅子に座って書類の枚数を確認していた。

「……五十、五十一……五十二……」

　数える口調は明らかに眠たげで疲れている。ノエリオは傍のティーテーブルでお茶を淹れながら、クラエスの疲れた横顔を見つめていた。

　数え終えたクラエスは丁寧に書類を整えてサイドテーブルに置き、長椅子の背もたれにもたれて、深いため息をついた。

「こんなに切羽詰まったのは初めてだったよ。けれど、ノエリオがいてくれたから本当に助かった」

　むしろノエリオがいない方が、すぐに気持ちが落ち着いて人に戻れたのではないかとは思うが、そんな正論は野暮やぼだ。

　せっかく心を通じ合わせて、狼のクラエスにも慣れた。傍にいたいとクラエスもノエリオも思っている。

　一緒にいてもひたすら書類を書き、読み、整頓し、ノエリオは休む時間があっても、重要な機密書類はクラエスがひとりでやらなければならない。ノエリオが休んだ後にクラエスが夜通し机に向かっていた事も、ノエリオはよく知っている。

「クラエス様、おつかれさまでした。お茶が入りましたよ。エノーラさんが、アーモンドとバタークリームのケーキを作ってくれました。これはクラエス様が子供の頃から大好きなお菓子だって……」

　お茶を淹れ終え、ケーキの皿を並べて振り返ると、クラエスは背もたれにもたれかかったまま、うとうとしていた。

「クラエス様、無理せずもうお休みになった方が」

「ああ、うん……。少しここで休んでから……」

　長椅子のクラエスに歩み寄り、そっと肩に触れるが、クラエスは生返事だ。

　長く濃い金色の睫が、目元に小さな影を作っている。美しい人は目を閉じても美しいのかと、ノエリオはしみじみと感心していた。

　隣に座って、ノエリオはついクラエスの寝顔を覗き込んでしまう。

　思えば寝顔なんて見た事がなかった。穏やかで優しく、純白の魔女が『王が作り出した最も美しいもの』に選ぶだけの美貌だとよく知っていたが、こう間近で見ると、優美なだけではないと気付く。

　美しい顔は姉の顔でよく見慣れているが、趣おもむきが全く違う。なめらかな額も頬も、端麗たんれいでありながら男性らしい凜々りりしさがあった。

　ノエリオは思わず見とれてため息をついてしまう。

　人のクラエスも美しいが、狼のクラエスも気高く美しかった。

　狼のクラエスに初めて触れた時は恐る恐るだったが、こうして長い時間一緒に過ごすうちに、恐れることはなくなった。最初から恐れる必要もなかったのだが、長い間、ボタンを掛け違ったままだった。

　テオやヨハン、ディーターたちとはまた違っていた。それは犬と狼の違いだけではない。まるで雪のような純白の狼は、クラエスの高潔さ、清廉せいれんさを体現しているかのようにさえ、思えた。

　純白の魔女の呪いは、元々不自然だった。

　何故、醜い化け物へと変貌する呪いではなかったのか。理性をなくした化け物へと変じる呪いではなかったのか。

　未だ呪いを解く手がかりは何もないけれど、また昏き楡の森の、魔女の店に行ってみようかとノエリオは考えていた。

　他に何も彼女へ繋がる手がかりはない。

　あの店にもう何もないとしても、他に何の手がかりもないのだ。あの場所から何かを探し出すしかない。彼女へと繋がる道を辿るしかない。

　長椅子の背もたれにもたれていたクラエスが、もぞもぞとノエリオの肩に寄りかかった。よほど疲れているのだろう、ぐったりと身を預けている。

　クラエスの微かな吐息が、ノエリオの首筋に触れた。

　途端に、かーっと顔が熱くなり、心臓がばくばくと脈打ち始めた。

「く、クラエスさま……」

　起きて下さい、と言いたいけれど、あまりに緊張しすぎて声にならない。自分からキスした事もあったのに、今、ものすごくノエリオは動揺していた。

　自分からキスをした。

　今それを思い出し、余計にノエリオはうろたえる。クラエスとキスをしたのは、あのバラの生け垣越しの一回だけだ。

　狼のクラエスと触れ合えるようになってからは、仕事に忙殺されてそんな余裕がまるでなかった。書斎にふたりきりでも、必死に作業をしていて、そんなのんきな事を思いつきもしなかった。

　眠るクラエスの唇が、声にならない言葉を呟いた。

　この綺麗に整った唇に、触れたんだ。クラエス様と、キスしたんだ。もうずっと前の事だけれど。

　途端に、ノエリオの唇にクラエスの唇の感触が蘇った。

　柔らかでなめらかだった。とても甘やかな感触だった。思い返すだけで、胸の奥がなんだか甘酸っぱく、気恥ずかしく、ドキドキする。

　思えばノエリオも年頃の健康な男性だ。そしてクラエスが大好きだ。あわよくばという気持ちは、ない振りをしていても当然、心の中で溢れている。

　そして更に、クラエスもノエリオも、引きこもっていてろくに恋愛経験はない。どちらも全く慣れていない。

　いくら忙しくとも書斎にふたりでこもっていれば、あんな事やそんな事が起きても不思議はないのだが、どちらも恋愛経験に乏しいせいで、年頃の男性としては不甲斐ないくらい、何も起きなかった。起きて然しかるべきなのに全く何も起きなかった。まさに不甲斐ないとしか言いようがない。

　今なら、キスしてもいいだろうか。

　ノエリオは安らかな寝息を立てるクラエスの伏せた睫まつげを見つめながら考える。

　クラエスがしないならノエリオがすればいいのではないか。いや、いくら婚約者でも、眠っている相手に了承なく、してはいけないのではないか。

　では、キスをしたかったなら、どうすればいいのか。

　ノエリオは真剣に考える。

　初めてキスした時は、勢いだけだった。正直何も考えていなかった。ただ夢中だった。

　じゃあ、今これからキスしたいなら、どうしたら。

　キスしたいです、と主張すればいいのか？　いやそんな恥ずかしい事を、言えない。

　他人からみればバカじゃないのかという悩みだが、ノエリオはあまりに社交性がなかった。引きこもりすぎた。

　初めてクラエスにキスした時のように、雰囲気を読んで、もしくは勢いですればいいのに、難しく考えすぎていた。

　もしかしたらこんなに大変な状況で、クラエスは疲れ果てているというのに、こんな事ばかり考えるとは不届きなのではないか。

　分かっていても胸にはクラエスが大好きだという気持ちと、甘酸っぱい気持ちが激しくわき上がっている。

　少しだけならいいだろうか。

　唇ではなく、頬や額なら許されるだろうか。

　心臓をばくばくさせながら、ノエリオは恐る恐る、眠るクラエスの頬に唇を寄せる。

「クラエス様、起きて下さい」

　そう囁きながら、このまま目を覚まさないで、とも願う。

「……クラエス様」

　そっと頬に唇を押し当てた瞬間、書斎の重い扉が激しい音を立てて開かれた。

「クラエス、大変だ！　大変な事が……！」

　書斎に駆け込んできたのは、ヘルムートだった。慌てているのか、外出用のクロークを羽織ったままだった。

「昏き楡の森が……、あ！？　あ、す、すまない、ノックもしないで！」

　クラエスもその物音で飛び起きたが、端から見れば長椅子でイチャイチャしているように見えたかもしれない。ヘルムートは慌てて片手で顔を覆い、背ける。

「何があったんですか、ヘルムート！」

　クラエスはノエリオの肩を抱いて長椅子から身を乗り出すが、ヘルムートは激しくうろたえていた。

「すまない、まさか取り込み中だったとは。あ、いや責めているわけではないんだ、婚約者ならそれくらい普通で」

「いいえ！　ヘルムート殿下、何もしてません！　何も！　まだ何も！」

「どうしたんだ、ノエリオ、落ち着いて。いやヘルムートも。ふたりとも落ち着いて下さい。一体何があったんですか？」

　ひとり冷静なクラエスに諭されて、ヘルムートはやっと我に返った。

「ああ、そうだ！　大変だ、昏き楡の森で火災があったんだ！　魔女の店が何者かに焼き払われた！」







　靄もやに包まれた森は、辺り一面、焼け焦こげた匂いが充満していた。

　真っ黒に燃え落ち、無残な残骸になった魔女の店の前で、ノエリオとクラエス、そしてヘルムートは呆然と立ち竦むだけだった。

「……これはひどい……」

　呆然としながらも、ヘルムートは焼け残った柱にそっと手を触れる。

「ヘルムート殿下、まだ中が燻くすぶっているかもしれません。お手を触れないでください、危険です」

　兵士に止められて、ヘルムートは慌てて手を引っ込めた。

　店は昨日未明に放火された。

　見回りの兵士が気付いた時にはもう火の海で、為なす術すべがなかった。火の勢いは周りにまで及び、付近の木々にも燃え移った。

　幸いな事に乾燥した時期ではなく、生木なまきにはそう燃え広がらなかった。深刻な森林火災にはならずにすんだのだけが、不幸中の幸いだ。もしも冬の乾燥した時期なら、あっという間に森は火の海になっただろう。

　最も近い街に駐屯していた兵士たちを招集してなんとか火を消し止め、今はふたりほどの兵士が見張りをしている。消し止めた兵士たちは夜通し水を運び消火作業をし、疲れ果てて引き上げていった。

　魔女の店は古く、小さかった。あっという間に燃え尽きてしまった事だろう。

　クラエスは放心したように、ただ立ちすくんで、消し炭のようになった店の残骸を見つめるだけだった。言葉ひとつ、発さない。

　この店だけが、純白の魔女に繋がるたったひとつのものだった。呪いを解く鍵も、最早ここにしかなかったと言っても過言ではない。

　ノエリオはぎり、と唇を噛む。

　絶対にマティアスの仕業だ。誰がなんと言おうと、マティアスが最も疑わしい。ノエリオはそう思っている。

　もしかしたらクラエスも疑わしく思っているかもしれないが、一切そんな事を口にしない。

　あんなにひどい事を言われても、クラエスはずっとマティアスを庇っていた。クラエスは、信じたいのかもしれない。実の兄がそんな事をするはずがないと、そんな憎しみを持っていると、信じたくないのかもしれない。

　だが、最も疑わしい立場にいるのはマティアスだ。

　ノエリオはこみ上げる怒りを堪えながら、燃え落ちた店の周りを歩き始める。

　いくつかの柱や壁、床の一部が燃え残っているだけで、ひどい有様だった。崩れ、焼け落ちた屋根や壁の残骸で、埋もれたようになっている。

「ノエリオくん、気をつけて。まだ残骸に火が残っているかもしれないから」

「はい。ありがとうございます、ヘルムート殿下」

　怒りで声が震える。なんとか感情を押し殺しながら、ノエリオは残骸の中から探し続ける。

　彼女が大切にしていたあの二組だけのティーセットや、たったひとつの贅沢な品だった鏡。あれが残っていないか、探していた。

　欠片でもいい。残骸でもいい。

　せめて、それだけでも見つけ出したかった。いつか彼女がこの国へ帰ってきたなら。いつか彼女に会う事が叶うなら、返したかった。

　彼女の店を守れなかった。せめて、彼女が大切にしていたティーセットと鏡だけでも、無事であって欲しかった。

　こんなひどい状態だ。火災で真っ先に壊されるのは、ティーセットや鏡のように割れやすいものだろう。

　日が差し、靄は消え始めていた。

　明るくなれば探しやすくなるかもしれない。ノエリオは夢中で黒焦げの残骸に足を踏み入れる。

　つま先が触れた先で、かちゃん、と陶器の触れるような音がした。ノエリオは慌ててしゃがみこみ、炭になった燃え屑を除け、探す。

　無事であって欲しい、という願いは潰ついえた。触れたのは、割れたティーカップの欠片だった。

　彼女が大切にしていたであろう、華奢で可愛らしいティーカップの、欠片。ノエリオはそっと拾い上げ、掌に載せる。

　クラエスの呪いを解く鍵を失った事だけではない。彼女がこの国で生きたしるしが、彼女の大切な宝物が、失われてしまった。

　愛した王に拒絶され、この国に居場所をなくして、この店から、この森から去るしかなかった彼女が残していった宝物を、守れなかった。

　この国を、王を守った彼女に対して、この国は、自分たちは何をしてやれたのか。彼女が残した大切なものすら、守れなかった。

　切なくて悲しくて、やりきれなかった。

　視界が涙で滲む。ノエリオは片手で眦を拭い、そして、気付いた。

　真っ黒に焼け落ちた柱の下に、蔓草の縁飾りが見えた。

　ノエリオは夢中で柱を除け、消し炭になった残骸を両手でかき分ける。爪が割れ、血が滲んだが、そんな痛みなんか、気にならなかった。

　夢中で掘り起こすと、靄から差し込む太陽に照らされ、キラキラと光る。

　蔓草とバラを模した金属の飾り枠に、小さな宝石が散りばめられた鏡。

　ノエリオは目を疑った。

　こんな残骸に押しつぶされていたのに、鏡は無事だった。彼女が大切にしていた、たったひとつの贅沢品であったであろう、鏡。割れる事なく、ヒビひとつなく、傷ひとつなかった。

「クラエス様！　クラエス様、見て下さい！」

　ノエリオは鏡を両手で抱え、立ちすくんだままのクラエスに駆け寄る。

「彼女の鏡、無事でした！　……信じられないけど、割れていないです。ヒビも入っていない！　ほら、綺麗なままです！」

　魂が抜けたようだったクラエスは、差し出された鏡に視線を移した。

　煤けていたが、散りばめられていた宝石も欠けてはいない。ノエリオはポケットからハンカチを取り出し、丁寧に汚れを拭う。傷付けないようにそっと煤を払い、クラエスを見上げた。

「店はなくなってしまったけど……彼女がいつか帰ってきたら、返せます。これだけでも、無事でよかったって……」

　ノエリオは息せき切って話しながら、やっと気付いた。

　クラエスのみどりの瞳から、大粒の涙が溢れ、零れ落ちた。

「……今、何を言ったらいいのか、分からないんだ。……胸が痛くて、苦しくて……どうしたらいいのかさえ、分からない」

　ノエリオの差し出した鏡に触れているクラエスの指先が、静かに変化を始めていた。

　貝殻のように整った爪は、ぐっと伸び、黒く鋭い爪へと変化していく。しなやかで優美な手の甲を、真っ白な、雪のような獣毛が覆い尽くしていく。

「……ノエリオ、心が砕け散ってしまいそうだ」

　鏡ごとノエリオを抱きしめながら、クラエスの身体は獣へと変じていく。獣毛に覆われた背中を抱きしめながら、ノエリオも泣きたかった。

　何もかもが、悲しく、やるせなく、切なかった。







　焼け跡で狼へ変わるクラエスを見てしまった兵士に関しては、私が責任を持って、というヘルムートに任せ、ノエリオはクラエスを抱きかかえるようにして帰宅した。

　屋敷に帰ってきてからも、クラエスは狼の姿のまま、居間の絨毯じゅうたんの上に横たわっていた。

　ぼんやりとしたまま、死んだように伏せている。

　そのクラエスが心配なのか、三頭の犬たちはクラエスに覆い被さるように、まるで暖めるかのように寄り添っていた。

　クラエスがそんな風に沈んでいると、犬たちも悲しいのだろう。普段お調子者のヨハンも、甘えたのテオも、そんな素振りを見せない。鳴き声さえ洩らさず、ただ静かに寄り添うだけだ。

　ノエリオもそのクラエスのすぐ傍に座り、鏡を磨いていた。

　鏡面も飾り枠も、煤すすと燃えかすでひどく汚れていた。丁寧に磨き粉と柔らかい布で拭いながら、ノエリオもやるせなく、悲しい気持ちでいっぱいだった。

　ノエリオが実家から屋敷に戻る時、マティアスに会ったが、あの時、マティアスはこの屋敷から帰る途中だった。それはエノーラに確認した。

　クラエスが狼の姿のまま塞ぎ込み、ノエリオが実家に帰っている上に、鼻が利いてクラエスに忠実な三頭の犬もいない状態なら、『魔女の店の鍵』を奪えると考えたからではないのか。

　ノエリオはそう思っている。

　店の鍵はノエリオの部屋の、鍵のかかる引き出しに入れてあった。引き出しの鍵はノエリオが常に持ち歩いている。王に預かった大切な鍵で、なくすわけにはいかない。そう慎重に扱っていた。

　マティアスがノエリオの部屋に入り込んだかどうかまでは、エノーラも分からないと言っていた。マティアスではなく、マティアスの従者の可能性もあるが、疑わしいだけで証拠はどこにもない。

　今、ノエリオがマティアスに詰め寄ったところで、鼻で笑われるだけだ。確固たる証拠を突きつけない限り、どうにもならない。

　では、どうしたらいいのか。

　マティアスの事だけではない。クラエスの呪いを解くのも、諦められるはずがない。

　鏡を磨くノエリオの手に、クラエスの前脚が触れた。

　大きな肉球だ。人間でいうところの掌の部分は、ノエリオの掌くらいある。以前のノエリオなら震え上がったが、今ではクラエスの手だ、と自然に思える。

「……クラエス様、どうしました？」

　大きな前脚を掌に載せ、ノエリオは話しかける。

　狼のままのクラエスはノエリオの膝に顎を乗せ、見上げた。

「噂を流そうと思う」

　唐突にそんな事を言われ、ノエリオは面食らっていた。

「……噂？」

「そう。呪いを解く方法を見つけたと、噂を流す」

　ノエリオの掌にあった冷たい肉球は、そっと人の指へと変化を始めていた。手の甲を覆い尽くしていた獣毛が、まるで雪が溶けるかのように、消えていく。

「魔女の店の焼け跡から、呪いを解く方法を見つけたってね。噂を流すのは……そうだね、ヘルムートに頼もう」

　大きく分厚い耳と毛足の長い獣毛に覆われていた頭は、金色の髪へと変わっていく。不思議なくらいにそれは自然だ。そうあるものだとでもいうかのように、なめらかに変化していく。

　わけが分からないが、クラエスが今はすっかり落ち着き、立ち直っている。人の姿に戻ったクラエスは起き上がり、ノエリオの手から鏡を受け取った。

「ノエリオ、不思議に思わないかい？」

「何が、ですか？」

「この鏡が無事だった事。……真っ先に割れたはずだよ。あんな柱の下敷きになっていたら」

　クラエスは鏡を覗き込み、笑みを見せた。

　その通りだ。この鏡が無事だったのは、奇跡だとノエリオは思っていた。

「私は、この鏡が彼女から私への伝言だったのではないかと思えるんだ。……彼女のたったひとつの宝物が、私の進むべき道を教えてくれている気がするんだ」







　兵士たちの口止めを済ませたヘルムートがクラエスの屋敷を訪れたのは、翌日だった。

　ノエリオはディーターを連れて、日課にしている体力作りの為の走り込みをしていたので、ヘルムートが来ていた事に気付いていなかった。仕事の手伝いをしようとノエリオがクラエスの書斎に向かうと、ちょうどヘルムートが帰るところだった。

「あ、ノエリオくん。昨日の兵士たちは口外しないと約束してくれたから、安心して……ああ、ヨハン、テオ、そんなに引っ張らないでいいんだよ」

　犬たちはヘルムートが好きらしい。まとわりついて見送りをするつもりなのか、ヨハンとテオははしゃぎ回ってヘルムートのクロークに噛み付き、引っ張っている。奥ゆかしいディーターは慎ましく先導をしているが、尻尾がぐるぐる回っている。皆楽しそうで賑やかだ。

「仕方ないなあ、少し遊んだら帰るからね。……じゃあ、クラエスをよろしく頼むよ、ごきげんよう、ノエリオくん」

「殿下もお気を付けて。姉をよろしくお願い致します」

　どうやら見送りではなく、遊びをせがまれていたようだ。先導するディーターも、エントランスではなく中庭へ向かっていた。ヘルムートはノエリオに手を振りながら、犬たちにまとわりつかれつつ中庭へ消えていった。

　ヘルムートは見た目はクラエスにあまり似ていないが、おおらかでおっとりしたところはとてもよく似ている。犬たちも、だから彼が大好きなのかもしれない。

「クラエス様、入っていいですか？」

「ああ、大丈夫だよ。……ヘルムートはやっぱり、庭に連れて行かれたか」

　クラエスは笑いながら窓辺に立ち、庭を眺めていた。

「おいで、ノエリオ。ああみえて、ヘルムートは運動が得意なんだよ」

　ごく自然に、クラエスは右手をノエリオに差し出す。ノエリオはそのしなやかで優美な手に触れる時、とても緊張すると同時に、なんだか甘酸っぱいような、切ないような気持ちにもなる。

「ヘルムートによく頼んでおいたから、そのうち噂が広まるんじゃないかな」

　窓の外では、ヘルムートが木の棒を投げると犬たちが追いかけ、奪い合って拾い、またヘルムートに投げてくれとせがんでいて、楽しそうだ。ヘルムートは意外にも強肩で、遠くまで何度も投げてやっていた。

　窓の外に目をやっては、クラエスは楽しそうに笑う。

「私ではあんなに投げられないよ。だから彼らはヘルムートが来ると、これが楽しみで仕方ないんだろうね」

　思ったよりもクラエスが落ち込んでおらず、ノエリオは安堵していた。

　クラエスは再び書斎机に向かい、置いてあった魔女の鏡に片手で触れる。

「あんなに煤だらけだったのに。綺麗に磨いてくれてありがとう、ノエリオ。……彼女にいつか会えたなら、これを返せたらいいね」

　クラエスはそっと鏡の枠をなぞり、小さな貴石を指先で撫でる。

「……彼女は他人に思えないんだ。まるで自分の事のようにさえ、思える。……恐れられ、拒まれて、どこにも行き場がなかっただろう彼女を思うと、彼女が何故、私にこんな呪いをかけたのか、少し分かるような気がしている」

　クラエスが純白の魔女の孤独を理解できるように、ノエリオはアルブレヒト王の恐れが少なからず理解できるような気がしていた。

　真実を知らずにいた頃、クラエスを恐れずにいられなかった。

　一緒に過ごした幸せな時間が嘘ではないと分かっていても、大狼に姿を変えたクラエスが、恐ろしくて仕方がなかった。

　あの晩夏の森での真実に気付かずにいたら、かつて王が魔女を拒み傷付けたように、ノエリオもクラエスを傷付け逃げ出したかもしれない。

「彼女の孤独を本当に理解した時が、呪いが解ける時かもしれないね」

　陽に照らされるクラエスの横顔を見つめながら、ノエリオは思う。

　あまりに複雑に絡み合った糸に、純白の魔女を、アルブレヒト王を、憎む事もできない。それはきっとクラエスも同じだろう。

　クラエスの感情が激しく揺さぶられるように、ノエリオの心も激しく乱れる。ただひとつ確かな事は、クラエスが愛しいという事だけだ。

　ノエリオはあまりに無力だ。クラエスを守る力も、知恵もない。クラエスを呪いから解き放つ事さえできない。

「……クラエス様」

　語りかける言葉が浮かばなかった。ただひたすらに、クラエスが愛おしかった。両手を伸ばし、クラエスの頬に触れる。

「呪いが解けても解けなくても、狼のあなたも人のあなたも、愛しています。……愛しています。どうしたら、僕の気持ちを言葉にできるか、分からないです。……でも、あなたが好きです。あなたが、大好きです」

　好きだと伝えるのが、こんなに難しいとノエリオは知らなかった。どれだけ言葉を尽くしても、この気持ちを伝えられないような気がしていた。

　目の前のみどりの瞳が、静かに瞬く。穏やかに囁かれる言葉が、激しく脈打つ自分の鼓動でかき消されそうに思えた。

「君と出会えなかったら、私はどうしていただろう。……生きて、ここにいる事はなかったかもしれない」

「クラエス様があの時守って下さらなかったら、僕もここにはいません。……狼でも、人でも、クラエス様はクラエス様です」

　ノエリオはクラエスの頬に触れたままだった両手で引き寄せ、唇と唇が触れそうな距離で、囁く。

「あなたが好きです。……狼であり、人である、あなたが好きです」

　クラエスの唇が微かに震えた気がした。ノエリオは微笑み、その震える唇に唇を押し当てた。

　幾度か口付け、唇が離れたその隙間から、クラエスの穏やかな声が零れ落ちる。

「どうしたら君にこの気持ちを伝えられるだろう。……ノエリオ、君がいてくれて、よかった。出会えて、よかった。ずっと君が好きだった。君を抱きしめたかった」

　クラエスの両手がノエリオの腰を、背中を抱きしめる。こんな当たり前の事が、ふたりにとってとても難しい事だった。

　今、触れているクラエスの頬を、穏やかに獣毛が這い、覆い尽くす。なめらかだった唇は、柔らかさを失い、鼻梁は緩やかに伸び、鋭い牙を持つ口吻こうふんへと変化していく。

　マティアスが吐き捨てた言葉を、ふと思い出す。

『獣に犯されてでも、金と身分が欲しいか』

　獣だとは思わない。人でも狼でも、クラエスはクラエスだ。狼と交わるとも思わない。クラエスと交わるなら、それは幸せな事だ。愛した人と結ばれたいと、誰もがそう願うように、ノエリオも願っているだけだ。

　ノエリオは夢中で獣毛に覆われた背中を抱きしめ、頬を埋める。書斎机の上に倒れ込み、大狼に覆い被さられながら、目を閉じた。

　あれほど人に見られる事を恐れていた身体の傷の事さえ、忘れていた。ただクラエスが愛しかった。もっと近くに、もっと傍に、感じたかった。

　濡れた鼻先がノエリオの眦に触れた。鋭い爪を持つ大きな前脚はノエリオを傷付けないように机の上にあった。

　ノエリオの頬に触れていた鼻先が、すっと離れた。

「クラエス様……？」

　閉じていた瞳を開き、覆い被さるクラエスを見上げると、クラエスは身体を離そうとしていた。

「……君と抱き合いたくとも、人の姿を保てない」

　離れる身体を引き留めるように、ノエリオは両手で獣毛に覆われた背中を抱きしめる。

「構いません。言ったはずです。狼でも、人でも、クラエス様はクラエス様です」

「だめだ！」

　こんな鋭く激しい口調のクラエスは、初めてだった。思わずノエリオは息をのんだ。

「……人とは違う生き物だよ。君の身体をこんな獣が穢けがしていいはずがない」

「獣だなんて、思っていません！」

「獣だよ。……人とは違う生き物だ。人と交わる事が許される生き物ではないよ」

　力の抜けたノエリオの腕からするりと抜けだすと、クラエスは書斎机に乗り出していた前脚を下ろし、床に座り込んだ。

「前にも言った。……この前脚では君を抱きしめられない。この牙の生えた口では、口づけさえできない」

「できます！」

　ノエリオは書斎机から跳ね起き、身を乗り出す。

「僕はそれでもクラエス様が好きです。好きな人と抱き合いたいのは、普通の事です！」

「私が獣でも？　……生殖の構造さえ違う生き物だよ。本当に抱き合ったなら、君は私を嫌いになるかもしれない。幻滅するかもしれない」

　ノエリオは泣き出したかった。

　こんなはずではなかった。こんなにクラエスを傷付けるつもりではなかった。

　クラエスが好きで、愛し合いたかっただけだ。他の人々が当たり前のように愛する人と結ばれるように、そうなりたかっただけだ。

　クラエスは、狼の身である事を恥じている。こんな身体ではノエリオと愛し合う資格がないと思っている。

　獣と交わる事がどんな事なのか、そんな思いをノエリオにさせたくないと思っている。

「……クラエス様……」

　声は震え、涙声になる。どんなに堪えようとしても、できなかった。

「ごめんなさい。……傷付けるつもりでは、なかったんです。……ただ、僕は」

　何故、誰もが当たり前のように愛し合えるのに、それが許されないのか。誰に許されなくとも、それが背徳であったとしても、道から外れた事だとしても、それでよかった。後悔なんかしないと思えた。

「……あなたが大好きで、もっと近くに、もっと傍にいてほしかったんです」

　耐えきれなかった。ノエリオは子供のように声を上げて、泣き出す。







　どれくらい時間が経っただろうか。泣き疲れて寝入ってしまったノエリオが目を覚ますと、もう日が陰り始めていた。

　頬に触れているのは、しなやかで張りのある真白の獣毛だ。クラエスの背中にしがみついて泣きじゃくっていたのは覚えている。そのまま眠ってしまったノエリオを、クラエスは丸くなるように蹲って暖めてくれていた。

「……目が覚めたかい？　ノエリオ」

　鋭い牙のある口は、人のクラエスと同じ穏やかで優しい声で語る。

「すまないね。狼のままでは、君を抱いてベッドや長椅子に運んであげられないから」

　ノエリオは獣毛に頬を埋めたまま、両手できゅっとクラエスの身体を抱きしめる。言葉はなかなか出てこない。

「もう少し、ここにいるかい？　……寒くないかな」

　ふさふさした尾が、ノエリオの背中を撫でる。ますますノエリオは言葉が出てこない。クラエスの優しさが嬉しくもあり、切なくもある。

「君が私に好意を持ってくれるなんて、思ってもいなかったから。先の事まで何も考えていなかったよ。ただ君の傍にいられたらと、自分の事しか考えていなかった。ノエリオにばかりつらい思いをさせてしまって、すまないと思っている」

　ノエリオはクラエスの背に頬を押しつけたまま、首を振る。こんな時に何を言えばいいのか、自分の事ばかり考えていたのはノエリオの方だとも思う。

「君の事が大切なのは本当だ。だからこそ、なんとしてでも呪いを解く。……もう少しだけ、待ってもらえないかな。呪いを解いて、それから改めてプロポーズしたいんだ」

　自分の気持ちを押しつけ、わがままばかりを言うノエリオに、何故こんなにクラエスは優しいのか。ノエリオはますます泣きたくなってきていた。

「クラエス様、好きです。……大好きです。あなたの傍にいられるだけでいいはずなのに、困らせてごめんなさい」

「困ってはいないよ。むしろ嬉しいくらいだ。ノエリオが私を好きになってくれるなんて、まるで夢のようで。だから大事にしたいんだ。ああ、でも」

　クラエスは身をよじり、ノエリオのうつ伏せた背中に顎を乗せ、笑う。

「人に戻れないのだけが、困るかな。幸せすぎて、人に戻れそうにない」







「ヘルムートに噂を流してもらう、という話をしていただろう？」

　やっと人の姿に戻ったクラエスは、書斎の扉を開けて犬たちを招き入れた。ヘルムートと遊び疲れた犬たちはいつもより大人しく、長椅子に座るクラエスの足元やノエリオの膝に甘えて頭を置いて、寛いでいた。

「彼らは私の呪いが解かれるのを阻止したいはずだ。これからしばらくの間、なんとしてでも邪魔をしようとするか、『呪いを解く方法』が一体どんなものなのか、探ろうとするはずだ」

　クラエスは、ノエリオの膝に顎を乗せて幸せそうに尻尾を振っているテオの頭にそっと撫でる。

「これは危険な賭けでもある。また君に危害を加えようとする者が現れる可能性が高い。……どこに行くにも犬たちと一緒に居て欲しい。特に夜は暗闇に乗じて賊も動く。寝る時も誰か一頭だけでもいいから一緒に休んで欲しいんだ」

　テオはクラエスの話が分かったのか、がばっと顔を上げてノエリオを見上げ『一緒に寝ていいの？』と嬉しそうに尻尾を振り回している。テオだけではない、クラエスの足元にいたヨハンも尻尾をぶんぶん回して期待に満ちあふれている。そしていつも通り奥ゆかしいディーターは行儀良くクラエスの足元にいるが、尻尾はぱたぱたしている。

　一緒に寝るのは構わないが、どの犬を連れて行けばいいのか悩ましいところだ。ノエリオは真剣に考え込む。テオを連れて行けばヨハンがやきもちを焼き、そしていつも慎ましく遠慮がちなディーターに申し訳ない気もする。

「私が同じ部屋で休めればいいんだけれど、それは、ちょっと……」

　クラエスは生まれた時からこの呪いと戦って生きてきた。だからこその精神力だが、それでもノエリオと一夜を過ごすとなれば尋常ではない自制心を要する。

　皆まで言わずともノエリオも察した。ノエリオももし同じ呪いをかけられていたら、間違いなく狼になる自信がある。好きな人と一緒の部屋で休むなんて、平常心でいられるはずがない。

　思わずノエリオはかーっと頬が火照ってしまう。クラエスも同じなのか、また狼に変じてしまう前に慌てて話題を変えようとしていた。

「と、とにかく、油断は禁物だ。私は狼になってしまえば特に護衛はいらないし、三頭ともノエリオと一緒に休んでもいいと思うけれど、ディーターはさておき、テオとヨハンははしゃぎ回るだろうから、あまり進められない。……ヨハン、テオ、ディーター。頼んだよ。君たちがノエリオを守るんだ」

　クラエスにそう命じられると、三頭は分かった、とでも言うかのように短く吠えた。

　はっきり言ってしまえばノエリオの戦闘能力なぞ、犬にも遠く及ばない。そもそも犬自体が生き物として高いポテンシャルがある上に、日々クラエスと行動を共にし、戦う事も辞さない彼らの能力はずば抜けて高い。

　だが彼らにばかり頼れない。自分でも身を守る努力をしなければならない。







「……付け焼き刃でどうにかなるものでもないとは思うけれど、ないよりは。これは私が子供の頃に使っていた剣で、これなら軽いから、使えるかな……」

　従者に頼んで物置から引っ張り出された細身の剣は、華麗な装飾を施され、可愛らしい赤い下げ緒を結ばれている。確かに細く華奢な作りだ。これなら男としては残念なくらい非力な引きこもりのノエリオも振り回せそうだ。

「何もないよりはあった方がいいと思うので、助かります。ありがとうございます」

　ノエリオも使いこなせるとは毛頭思っていない。ないよりはまし、くらいだ。生活態度を改めて体力作りをしているとはいえ、何の訓練もした事がないノエリオが使いこなせるほど、甘くはないだろう。

　クラエスから手渡された美しい文様もんようが刻まれた鞘は、ずしりと重い。細身でも鋼はがねだ。重いに決まっている。

「鞘から引き抜けばそれほどは重くないはずだけど……くれぐれも無理はしないようにね」

　そんな心底不安そうな顔をされると、ノエリオも不安になってくる。だが弱気ではいけない。気迫は大事だ。

「はい。……ああ、本当だ。軽い」

　鞘から引き抜かれた剣は、華奢な作りだ。軽い。子供が使えるくらいの重さにちゃんと作られている。

　軽く素振りをし、ノエリオは真剣に剣の刃を見つめる。

　いざとなったら最低限自分の身は守りたい。自分も守れないようでは周りに迷惑をかけるだけだ。

「邪魔にならない程度には頑張りたいです。……クラエス様をお守りします、と言い切れないのがかっこ悪いけれど……テオたちに頼ってばかりいられないです」

　熱意はある。体力は残念だが、気力と精神力と前向きさは大事だ。ノエリオは鞘に剣を収め、鞘ごと振って重さを確かめる。

　クラエスを守れるような強さはないが、それでも叶うならクラエスを守れるようになりたかった。

「君は十分、私を守ってくれているよ。君がいてくれるから、こうして立ち向かう勇気を持てるんだ。……君を巻き込んでしまったようなものだけれどね」

「巻き込んでなんかいませんよ。クラエス様の問題は僕の問題でもあります。だ、だって、こ、婚約者なんですから。ふたりの問題で、い、いつか結婚するわけです、し……」

　思わず語尾が小さくなっていってしまう。言ってしまってから、ノエリオは羞恥のあまりうろたえはじめる。

「な、なんだか東の空の雲行きが怪しいですよ、クラエス様！　今夜は月のない夜になりそうですね！」

　慌てて話をそらそうとして、持ち慣れない剣につまずいてよろける。そのよろけたノエリオを素早くクラエスが抱き留めた。

「失礼致します。クラエス様、ノエリオ様、お夕食の支度が調いました。……今夜から明け方にかけて、嵐になりそうですよ」

　いつものように書斎の扉を二回ノックしてから開いたエノーラは、抱き合うふたりと目が合った。

「大変失礼致しました。申し訳ございませんが、嵐の前に料理長を帰宅させなければなりません。そちらはお食事の後にして頂けますか」

　いつものように、エノーラは冷静沈着だ。落ち着いて頭を垂れる。

「ちちち違います！　エノーラさん、違うんです！　今つまずいて、それでクラエス様が！」

「エノーラ、誤解だ！　違う、ほら狼になっていないだろう！」

「仲がおよろしいのはとても良い事です。……ではお夕食の席に。これ、テオ、ヨハン。お前たちの食事も用意してありますから、落ち着いて」

　犬たちはエノーラについてはしゃいで出て行ってしまったが、後に残されたふたりは余計に気恥ずかしい。

　ヘルムートといいエノーラといい、書斎は何かと気まずく、気恥ずかしく、何より人目につきすぎる。

　こんなところであんな事をしようとした事を、ひとりノエリオは赤面しながら反省する。


十　嵐の夜







「本日は警備兵ふたりとメイドひとり、そして私だけになります。自宅が近いものは帰宅させました。彼らも家や家族を守らなければなりません。この屋敷は高台にございますし、堅牢けんろうな作りなのでそう心配はないと思います。嵐だというのにご不便をおかけ致しますがご了承下さい」

　食後のお茶と小さな砂糖菓子を給仕した後、エノーラは今夜の嵐について話し始めた。

「庭の管理を任せている農夫によりますと、嵐は今夜半から明け方までで、明日の昼には天気が回復するだろうとのことです」

　スミレの砂糖漬けを齧りながら、ノエリオは神妙な顔で聞いていた。

　珍しく大きな嵐だ。既にもう低く唸る風の音が聞こえているし、屋敷を囲む森の木々も軋みを上げている。

「民家だけでなく果樹や畑も心配だね。あまり被害がないといいけれど」

　クラエスも心配そうだ。こんな大きな嵐がこの地方にやってくるのはとても珍しい事で、どれくらいの被害が出るか予想もつかない。

「テオたちも怖がっているかな」

　ノエリオが窓辺に座っている三頭を振り返ると、恐れるどころかテオとヨハンは尻尾がぶんぶん回っていた。間違いなくテンションが上がっている。

「ディーターは繊細だからぬかるみや雨が嫌いだけれど、テオとヨハンは全く気にしないんだ。特にヨハンはよく狩りをするので、湿地に入り込んで泥だらけで帰ってくる事もあるよ」

　期待を裏切らない『らしさ』だ。確かにディーターは綺麗好きで水たまりなんか避けて歩くが、テオは好んで飛び込むし、ヨハンは全く気にせず、ずかずか踏み込む。思わずノエリオは声をあげて笑ってしまった。

　ディーターは雨が心底嫌いらしい。すっと立ち上がってクラエスの足元に移動し、蹲ってしまった。テオとヨハンはいい子でお座りしているが、はしゃぎ回りたくて仕方ないのか、尻尾と尻がむずむずしている。

「テオ、ヨハン。大騒ぎしてはだめだよ。まあ君たちが騒いだところで、風と雨の音で消されてしまうとは思うけれど。エノーラとメイドさんの仕事を増やしてはいけないよ」

　きゅん、と甘えた声で鳴いた二頭は、もっと騒ぎたいのを控えながら窓を打つ雨粒を前脚の肉球でぺちぺち叩いている。このテンションうなぎ登りのテオやヨハンと一緒の部屋で休むのは難しそうだ。多分眠らせてもらえない。

「ノエリオ、今夜はディーターを連れていくといいよ。見ての通り、テオとヨハンは寝静まったらはしゃぎ回るだろうから」

「はい。……ディーター、ごめんね。クラエス様の傍がいいだろうけれど、今夜だけは我慢して一緒にいてくれるかな？」

　ディーターはすぐに立ち上がり、ノエリオの足元へやってくると、改めて座り直した。怯えてはいないようだが、雨が心底、嫌なのだろう。ディーターにしては珍しく、しきりにノエリオにすり寄るような態度だ。

「賊も命が惜しいだろうから、こんな嵐の夜に押し入る事はないとは思うけれど……今日は従者も少ない。何かあってはならないからね。ディーター、大変だと思うけれど、頼んだよ」

　賊にも嵐にも気を配らなければならないし、クラエスにばかり心労をかけるわけにはいかない。少しでも役にたちたいとノエリオも思う。

　ないとは思いたいが、裏をかかれる可能性もある。ノエリオはディーターを連れて部屋に戻ると、まず窓辺の確認を始めた。

　鎧戸はもう閉めてある。窓に当たりそうな木の枝も始末しておいた。この鎧戸を破壊しなければ賊も入れないし、嵐で何かが飛んできても、部屋にいきなり飛び込んでくる事はないだろう。

　それからクラエスに借りた剣を枕元に置く。すぐに掴める位置に置いてから、寝支度を始める。着替えて寝台に上がったノエリオのすぐ傍、寝台の足元で、ディーターは蹲り、丸くなって寝るような素振りを見せているが、ノエリオはそのディーターをじっと見つめていた。

　もしかしたら、ディーターは嵐が怖いのではないだろうか。

　いつも通り落ち着いているように見えて、そわそわしているようにも感じられた。ディーターはクラエスにそんな姿を見せたくなくて、精一杯『汚れるのや雨が嫌いなんですよ』という態度を取っていたのかもしれない。

　平静を装っているが、普段とどこか違うように感じられて、ノエリオは身を乗り出してディーターに話しかけてみた。

「ディーター、一緒に寝てくれないかな？　風と雨の音がすごくて、怖いんだよ」

　ディーターはノエリオの顔を見上げ、何か考えこんでいるような素振りをみせた。ディーターのプライドを決して傷付けてはならない。ノエリオは毛布をめくりあげ、ぽんぽんとシーツを叩く。

「一緒に眠ってくれたら、僕も安心なんだけれどな。だめかな？　子供みたいだって笑う？」

　ディーターはぱっと立ち上がり、素早く寝台に上がると、嵐の吹き付ける窓辺とノエリオの間に割り込み、ぺたりと伏せた。

　怖いだろうに、それでもまるで嵐から守るかのように窓辺を選んだディーターに、ノエリオはきゅっと胸が痛んだ。

　伏せたディーターを撫でながら、ノエリオは語りかける。

「こんなに君たちは優しいのに、どうしてあんなに怖かったんだろうね。……ごめんよ、ディーター。守ってくれてありがとう」

　ディーターは気持ちよさそうに撫でられながら、珍しく、くん、と甘えたような鳴き声をあげた。

「一緒にいれば嵐も怖くないね。……おやすみ、ディーター」

　ディーターの黒いベルベットのような被毛に頬を押しつけながら、ノエリオは目を閉じる。

　クラエスと比べると、ディーターの被毛はとてもなめらかだ。クラエスはふさふさの獣毛だが張りがあり、指を梳き入れて触れる皮下は、犬とは比べものにならないくらいの筋肉の躍動を感じさせた。

　大柄なディーターよりもクラエスは大きく、厳いかつい。けれどふたりとも、とても優しい。

　小さなあくびを洩らし、ノエリオはディーターを抱きかかえて、ゆるやかな眠りに落ちていく。







　抱いていたディーターが素早く跳ね起きた。その勢いでノエリオも慌てて目を覚ます。

「……どうしたの、ディーター」

　ディーターはノエリオと窓辺の間に立ち塞がり、低くうなり声を上げる。外は変わらず暴風が吹き荒れている。激しい雨音が打ち付ける音に混ざりこんだ異音に、ノエリオも気付いた。

　みし、と軋む音がする。

「誰かいるの？」

　ノエリオは枕元に置いた剣に手を伸ばす。柄つかを握る指先が、知らぬうちに震えていた。ディーターはかつて見た事がないほど、警戒を見せている。ノエリオは枕元に置いておいたオイルランプを取り上げた。

　火は付けたままで、まだ消えてはいない。十分な明かりとは言えないが、辺りをぼんやりと照らす事はできる。

　ばき、と明らかに鎧戸を打ち壊す音が響いた。ディーターは寝台から飛び降り、鎧戸に向かって激しく吠え立てる。外の嵐は勢いを増し、ディーターの鳴き声をかき消しそうに荒れ狂っていた。

「ディーター、だめだ。僕たちだけでは、敵かなわ……！」

　吠え猛るディーターに手を伸ばした瞬間だった。鎧戸を突き破り、巨大な斧おのが窓を突き破った。

「ディーター！」

　咄嗟にディーターの首輪を掴み、引き寄せる。降り注ぐ硝子がらすの破片はなんとか避けたが、窓を破った斧は、再び振り上げられた。

　オイルランプの薄明かりだけでは見渡せない。ノエリオは夢中で鞘ごと剣を振り回した。

　斧を振り上げた何者かに、ディーターが飛びかかった。だが、すぐさまディーターは跳ね飛ばされた。どこかに打ち付けたのか、怪我をしたのか、ディーターの短い鳴き声が聞こえた。

　こんな嵐の夜に押し入るなんて、どうかしている。それくらいに、後先がないと必死なのか？

　ノエリオは掴み掛かってくる腕めがけて、鞘に入ったままの剣を振り下ろす。必死すぎて鞘を抜き去っていない事すら、気付かなかった。いや、そんな余裕はなかった。

「ディーター、逃げるんだ！　クラエス様に……」

　賊はひとりではなかった。ノエリオを捕らえようと伸ばされる手に、必死で抗あらがう。暴れるうちに、斧の切っ先が頬を掠めた。思わず声をあげてしまう。

「よせ！　殺すな、人質にするんだ！」

　誰かがそう叫んだ。何人いるか分からない。落ち着こうとするが、こんな状況で冷静さを保てなかった。

　捕まるわけにはいかない。どうにかしなければ、そう思った瞬間、暗がりから飛び出したディーターが、ノエリオを捕らえる腕に躍りかかった。

「ディーター！」

　聞いた事がない音が、短く響いた。鋭いディーターの悲鳴が響く。辺りにはすぐに火薬の匂いが充満し、細い煙が漂った。それが短銃の発砲音と硝煙しょうえんだと、ノエリオはすぐには分からなかった。

「やめろ、撃つな！　シュトラウスの息子を死なせたら、人質にならないだろ！」

　ふらふらと数歩歩いたディーターの黒い身体が、まるでノエリオを守るように立ち塞がり、一声、吠えた。

「……ディーター……？」

　ノエリオの手から、剣が滑り落ちる。足元に倒れ込んだディーターの身体から、生暖かい何かが滴り、ノエリオの裸足のつま先を濡らした。

　ノエリオは叫び声を上げながら、ディーターを抱きかかえる。この暗がりではどこを撃たれたのか分からない。ノエリオの身体を、じっとりとディーターの血が染めていく。

「早く捕まえろ！　あの狼王子が来るぞ！」

「離せ！　触るな！　よくもディーターを、こんなひどいことを……！」

　片手でディーターを抱えたまま、ノエリオは剣の柄を掴む。仄明かりの中、目の前のディーターの頭に、短銃が突きつけられた。

「騒ぐな、剣を捨てろ。この犬がどうなってもいいのか？　今なら助かるかもしれないぞ。……ここで俺が引き金を引かなければな」

　叫び出したかった。ディーターを抱えたまま、ノエリオは唇を噛みしめ、剣を投げ捨てる。

「……卑怯者！」

　それだけ吐き捨てるのが精一杯だった。

　男はノエリオの投げた剣を蹴り飛ばし、遠ざけると、ノエリオの肩を掴んで引き寄せた。両手を後ろ手に掴まれながら、ノエリオはやっと薄闇に慣れてきた目で辺りを見回す。

　短銃はディーターの頭に突きつけられたままだ。賊の数は三人。外にもいるかは、この激しい暴風雨の轟音では分からない。ノエリオは冷静になろうと必死で考える。

　短銃はまだまだ高価なものだ。庶民や中流以下の貴族の手には入らない。魔力のない人間が使う最高峰の武器で、生産にも時間がかかる高級品だ。

　絶対にマティアスだ。

　ノエリオは唇を噛みしめる。こんな高級なものを支給できるのは、王族か一部の上流貴族だけだ。

「鏡はどこだ」

　ヘルムートがばらまいた噂は巧妙だ。鏡だなんて彼は言っていない。『呪いを解く方法を見つけた』とだけ噂を流した。

　クラエスが焼け跡の店から持ち去ったのが鏡だと知っているのは、あの場にいたノエリオたち三人と、警備の兵士ふたりだけだ。

「……鏡って、何のこと？」

「とぼけるな！」

　男のひとりがディーターの首輪を掴み、引き上げ、短銃を見せつける。

「犬一匹の命なんか、惜しくないか？」

　短銃は一発しか発射できない。次の弾を撃つ準備には数分かかる。ノエリオは以前、興味を持って読んだ銃の歴史の本を必死で思い返す。

　マッチロック式からフリントロック式になり、火縄への点火が不要になった。それでも装薬と弾丸を込め、点火用の火薬を火皿に込め、撃げき鉄てつを起こして発砲する為、素早く二発目を撃つことはできない。

　この男たちが、いくつ短銃を持っているかだ。ひとつだけならもう撃たれない。ひとりひとつなら、まだあと二発もある。

「……クラエス様が持っている。僕は見せて頂いただけで、保管場所までは教えてもらっていない」

「犬の命が惜しくないようだな」

　男はぐっとディーターの頭を銃口で突く。

「やめろ！　ディーターにそれ以上触れるな！」

　ノエリオがそう叫んだ瞬間、激しい獣の咆哮が響いた。締め切られた扉に何かがぶつかる激しい音が響く。

「クラエス様！」

　みし、と重い扉が軋む音がした。狼の姿のままでは扉を開けられない。クラエスは信じられない力で扉に体当たりをしている。激しいうなり声を上げながら扉を蹴破ったクラエスは、暗闇に真っ白なその姿を現した。

「ノエリオにもディーターにも手を出すな。……何が望みだ」

　こんなに怒りをたたえたクラエスを見た事がなかった。仄白く輝く身体は、まるで怒りで燃え上がる白い焔ほむらのように思えた。

「鏡だ。魔女の店から持ち去った鏡を寄越せ」

「誰の差し金だ、と聞いたところで口を割るはずがないな」

　テオとヨハンの吠え猛る声と、エノーラの細い叫び声が聞こえた。クラエスは背後を振り返り、後方にいるらしいエノーラに声を掛けた。

「エノーラ。書斎の鍵を預けてあるだろう。鏡を持ってきてくれ。私の書斎机の左引き出しにある。急いでくれ」

　テオとヨハンは血の匂いにすぐに気付いたようだった。まるで悲しむように小さく吠え、そして低く唸りながら、クラエスの足元に伏せた。

「クラエス様、ごめんなさい。ディーターが、ディーターが僕を庇って」

　ディーターが死んでしまったら。ノエリオはこみ上げる涙を必死で堪える。

「落ち着いて、ノエリオ。ディーターは大丈夫だ。腿を撃たれたようだけれど、今なら助けられる」

　エノーラは素早く鏡を運んできた。クラエスは布に包まれたまま差し出された鏡の、包みの結び目を銜え、鏡を持ち上げる。

　短銃を構えた男は、片手で指図した。

「持ってこい。……そこで止まれ。そこに置いて、部屋の外まで下がれ。犬も下がらせろ」

　もどかしかった。この鏡を渡してしまったら、純白の魔女へ繋がる最後の道を絶たれてしまう。そうなったら、クラエスはどうなってしまうのか。

　死ぬまで呪われたまま、生きていかなければならないのか。

　鏡を渡さないで下さい。

　ディーターの命を握られていなければ、そう叫びたかった。自分の命だけなら躊躇わずに捧げられる。クラエスが呪いから解放されるなら、命なんか惜しくないと思えた。

　クラエスがあの時、ノエリオとディートリントを守って戦ってくれたからこそ、今ある命だ。クラエスはノエリオの願いを叶えてくれた。大好きな姉を守ってくれた。姉に傷ひとつつけず、守り通してくれた。

　助けられてばかりだ。

　ノエリオを守ってくれたディーターに重傷を負わせ、こうして鏡まで奪われようとしている。無力な自分が情けなかった。

　クラエスが置いた鏡を、男のひとりが拾い上げ、布を解いた。中身を確かめ、包み直す。

「……蔓草と貴石の飾り。……よし、引き上げるぞ」

　男たちはノエリオを捕らえたまま、窓辺へと後退あとずさる。

「このシュトラウスの小僧は連れて行く。お前が追ってこなければ途中で解放する。いいか。追うな。追うなら、この小僧を撃つ」

　ノエリオは激しい風雨が叩き付けるベランダに引きずりだされた。刺すように冷たい雨が頬を打つ。このまま連れて行かれるわけにはいかない。これ以上、クラエスの足手まといにはなれない。

　この部屋は二階の隅だ。鏡を懐に縛り付けた男がベランダの柵に手を掛け、ひらりと地上へ降り立った。手慣れて身が軽い。

　ノエリオの両手を後ろ手に掴んでいた男も、ノエリオを抱えながらここから飛び降りるつもりだ。

　男が片手でノエリオを抱え上げようと、掴んでいたノエリオの両手のうち、左手だけを解放した。この隙を、ノエリオは待っていた。

　クラエスの言葉が頭の中で響く。

『指は少し切っただけでも痛むだろう？　感覚が鋭い場所なんだ。そして、どんな屈強な男でも小指は鍛えられない』

　躊躇はなかった。自由になった左手で、ノエリオを捕らえる男の右手、無防備な小指を掴んだ。迷わず力を込め、逆方向に思い切り捻り上げ、へし折った。

　男の悲鳴が響く。ノエリオを捕らえていた手は、折られた右手へと伸びた。ノエリオは男の襟首を掴み、まだベランダに残り、短銃を構えていた男に向かって力任せに突き飛ばした。

　マッチロック式でも豪雨の中で点火できると聞いた事がある。それなら燧石すいせきで点火するフリントロック式も発砲が可能だろう。

　一発だけなら、急所を外れるかもしれない。大丈夫だ。きっと大丈夫。

　ノエリオはそう祈りながら、駆け出した。

「こいつ……！」

　豪雨に紛れ、撃鉄を上げる音が響いた。次に来るのは弾丸だ。ノエリオはそれでも躊躇わず走る。

　ふっ、と真っ白な影がノエリオの真横をすり抜け、跳んだ。大きな身体は重量を感じさせないくらいに、優美に、力強く、軽やかに、跳ぶ。

　短い銃声が響いた。何かがノエリオの頬を掠かすめたが、痛みは感じなかった。ぬる、と頬を生暖かいものが伝う。

「クラエス様！」

　男の短い悲鳴と、何かが地面に叩き付けられる激しい水音が聞こえた。男たちの叫び声が聞こえる。クラエスが男たちをベランダから叩き落としたのだと、ノエリオも気付いた。

「テオ、ヨハン！　待て！」

　男たちを追ってベランダから飛び降りようとした二頭を止めると、クラエスは素早くディーターの許へ駆け寄る。

「エノーラ、止血を。……ノエリオ、血が」

　ぐったりと伏したディーターへノエリオも駆け寄る。クラエスにそう言われ、ノエリオはやっと頬を伝う血に気付いた。弾丸はノエリオの頬を掠め、逸れた。

「いえ、痛みはないです。大丈夫です。それより、ディーターが。……ディーターは、僕を守ろうとして。ごめんなさい。……ごめんなさい」

　横たわったままのディーターは目を開けて、目の前のノエリオの手を、ぺろ、と舐めた。弱々しく一舐めすると、再び目を閉じ、ぐったりと身を投げす。

　まるで、無事で良かった、とでもいうかのようだった。

　傷付いてなおノエリオを気遣うディーターに、ノエリオは泣き出しそうなのを堪えるのに必死だった。

「……クラエス様、ノエリオ様。大丈夫です。弾は貫通したようです。確かに大怪我ですが、助かります。死なせはしません」

　エノーラは自分のスカートを裂き、ディーターの腿を縛りあげ、傷口を押さえる。

「エノーラは医術の心得もあるんだ。だからディーターの事は大丈夫。任せよう」

　王子の養育係はこの国の女性の、最高峰の役職だが、まさかそこまで優秀なのかとノエリオは驚かずにいられない。エノーラは万能過ぎる。

　クラエスは素早く立ち上がり、ベランダへと向かう。

「私は彼らの後を追う。……ディーターを任せたよ、ノエリオ、エノーラ。それからテオ、ヨハン。君たちはだめだ。こんな暴風雨、危険すぎる」

　危険なのはクラエスだって同じだ。膝をついてディーターを撫でていたノエリオは、慌てて立ち上がり、クラエスを追う。

「クラエス様、連れて行って下さい！」

　言ってしまってから、足手まといだと気付く。それでもこんな暴風雨で、そして賊とひとりで戦おうとするクラエスを、黙って見送る事はできなかった。

「あ、足手まといかもしれないけど、お役に立てないかもしれないけど」

　声が震える。それでも今ここで、言わなければならない。伝えなければならない。

「これが最後になるかもしれないなんて、思いたくはないです。けれど、もしもクラエス様がお帰りにならなかったら、一生後悔します。自分を許せないです。……連れて行って下さい。あなたのお傍に、いたいです」

　賊に投げ出された剣を拾い上げ、ノエリオは風雨のベランダに立ち尽くす。

　クラエスは土砂降りの中、ノエリオを見上げた。数度、みどりの瞳が瞬く。まるで泣き出しそうに、微笑んだように、見えた。

「……行こう。この嵐だ。彼らは馬車も使えない。雨で匂いを消せると思っているだろうね」

　クラエスはベランダに伏せ、ノエリオを促す。

「乗って。振り落とされないようにね。……純白の魔女が作り出した呪いの狼が、ただの狼ではないなんて、きっと思いも寄らないだろう」

　促されるままクラエスの背に乗ると、ノエリオの重みを少しも感じないかのように、クラエスはさっと立ち上がった。

「ノエリオ、首に両手を回して。そう、伏せるようにしがみついて。……跳ぶよ」

　ふっさりとした獣毛に包まれた首に、ノエリオは言われるままに両手を回し、しがみつく。ノエリオがしっかりと両手を回したのを確かめると、クラエスは数歩下がり、ベランダに向かって駆け出した。

　まさか、ここから？　そうノエリオが尋ねる前に、真白の獣はベランダの手すりを軽々と飛び越えた。まるで翼でも生えているかのように、人を乗せているとは思えない身軽さで、ふわりと跳んだ。

　あまりに一瞬で、驚く暇もない。ノエリオの体重すら感じないとでもいうのか、しがみつくノエリオを振り落とす事なく、クラエスは地上に舞い降りた。

　着地の衝撃なんか、ない。ノエリオは驚きのあまり、クラエスの首にしがみついたまま、呆然としていた。

「ノエリオ様、これを！」

　頭上から、エノーラの声が響いた。次の瞬間、ノエリオの身体に、紺色のクロークが降ってきた。

「ひどい暴風雨です。お気を付けて。お帰りは明け方でしょうか。温かいスープと焼きたてのパンと、それから湯浴ゆあみの準備をしておきます。……お帰りを、お待ちしております。ディーターと、ヨハンとテオも、私も。全員で、おふたりが揃ってお帰りになるのを、お待ちしております」

　激しい雨風にかき消される事なく、エノーラの凜とした声はふたりの耳に届いた。クラエスとノエリオはエノーラを見上げ、微笑む。

「……はい！　エノーラさんのスープ、大好きです！　それから、ディーターをお願いします！　必ず、クラエス様と一緒に戻ります！」

「ありがとう、エノーラ。必ずふたりで帰るから。テオ、ヨハン。ディーターを頼んだよ」

　ノエリオはクロークをしっかりと纏まとい、クラエスの首に再び両手を回す。

「ノエリオ、足に怪我をしているね」

　クラエスに言われるまで気付かなかった。ノエリオの裸足の足裏に、血が滲んでいた。思えば破られた窓の硝子が散乱していたのに、走り回っていた。あれで欠片を踏んだのだろう。

「大丈夫です。痛みはありません。それより、早く追いかけないと、見失ってしまいます」

「帰ってきたら手当をしよう。……ひどい嵐だ。何が飛んでくるか分からないよ。気をつけて。できるだけ伏せて、しがみついていて。走るよ」

　クラエスは黒く鋭い爪の生えた前脚で、一歩踏みだす。

「彼らはこの風雨で匂いが消されると思っているんだろうね。匂いも、足跡も、物音さえ消し去れると思っているだろうけれど」

　ベランダを飛び越えた時のように、クラエスの身体は軽い。ノエリオを乗せたまま、駆け出した。ノエリオの重みさえ、彼の足枷にはならない。巨大な身体を持つ真白の獣は、吹き荒れる嵐の中を、風のように駆ける。

「聞こえるんだ。……どんな豪雨でも、嵐が吹き荒れても。あの時、あの森で幼かった君の悲痛な祈りが聞こえたように、彼らの逃げる足音も聞こえる。魔女は、狼になる呪いではなく、魔物になる呪いをかけたんだよ。この巨大な身体と牙から分かるように、普通の狼ではかった」

　叩き付けるような豪雨は冷たい。クロークを纏うノエリオの身体も、冷たく凍えていくように思えていた。ノエリオはクラエスの純白の獣毛に額を押しつけ、温めるように抱きしめる。

「狼のあなたも、人のあなたも、何も変わりません。僕の大切な、クラエス様です」

　それだけ言うのが精一杯だった。言葉は溢れそうなくらいに湧き上がる。あなたが好きです、という言葉だけが、ノエリオの心を埋め尽くしている。

「君が、私を勇気づけてくれたんだよ。君たち姉弟と出会わなければ、どうなっていただろう。君たちに、君に出会えたからこそ、狼である私も私なんだと、受け入れて生きていけるようになれたんだ」

　クラエスの首に回されていたノエリオの右手に、濡れた鼻先が触れた。鋭い牙のある口が、口づけたのだと気付く。胸が痛い。痛くて切なくて、愛しさだけが溢れてしまいそうだった。ノエリオも頬を埋めた白い獣毛に口付けを返す。

　獣毛に包まれた身体から、躍動やくどうする鼓動が聞こえる。

「決着をつけよう、ノエリオ。君と一緒に生きていく未来のために」

　この暴風雨だ。馬は嵐に怯え、使えない。魔女の鏡を奪った賊たちは、徒歩で逃げたはずだ。

　クラエスは本人が言う通り、純白の魔女が生み出した魔狼でもある。巨大な身体は普通の狼とは比べものにならないくらい屈強で、ノエリオを乗せて走っても、走る速度は衰えず、微塵みじんも疲れを感じないようだった。

　賊たちに簡単に追いつけるはずだが、クラエスは明らかに速度を落として駆けている。ノエリオを乗せているせいかと考えていたが、そうではなさそうだった。

「クラエス様、追いつけなくなってしまいませんか？」

　森の街道で足を止めたクラエスにそう声を掛けると、クラエスは小さく頷いた。濡れた被毛から、雫が滴り落ちる。

「彼らには帰り着いてもらうよ。追いつく前に、雇い主のところまで辿り着いてもらわなければね」

　クラエスは彼らがマティアスの許へ帰ると、最初から分かっていたのではないか。

　一連の事件はマティアスの仕業だと最初から分かっていて、クラエスは気付かないふりをしていた。それはノエリオも気付いていた。

　この兄弟にどんな過去があるのか、ノエリオには分からない。ノエリオとディートリントのように、幸せな思い出を共有する信頼しあった間柄ではなかったことは、マティアスの態度から予想できていた。

　それでもクラエスは、マティアスを嫌ってはいなかった。どんなにひどい言葉を投げかけられても、疑わしい時も、兄を庇っていた。

　それが切なく悲しく思えた。マティアスはクラエスを憎んでいるのに、クラエスはマティアスを憎めずにいる。

　マティアスを今まで許し続けたクラエスを、安易に責める気にはなれなかった。そこにノエリオが知らない、深い愛憎がある。

　クラエスは森の奥へと続く街道を、頭を上げてじっと見つめる。

「彼らの足音なんか聞こえなくても、彼らがどこへ行こうとしているのか、ここまで来ればもう分かるんだ。……この先に、かつて母上が所有していた別荘がある。嫁ぐ前に母上が自分の父親から贈られた、小さな別荘だ」

　ノエリオを乗せたまま、クラエスはゆっくりと、一歩ずつ踏みしめるように歩いて行く。

「獣の子に姿を変えたり赤子に戻ったりと、姿が安定しない生まれたばかりの私を隠す為に、母上はこの別荘に移り住んでいた。建前は産後に体調を崩して、療養をする為だったけれどね」

　気付けば激しかった暴風雨は、落ち着き始めていた。雨は小雨になり、風も勢いが衰え始めていた。森の街道には折れた木や倒木もあったが、クラエスは軽々と踏み越えて進んでいく。

「あまりに私が小さかったので、私がここでの出来事を覚えているとは、誰も気付いていないと思うよ。……私は覚えていたんだ。生まれてすぐ、揺籃ようらんの中から、人々の話し声を聞いていた」

　それだけでノエリオは胸が激しく痛んでいた。獣の姿になる赤子に、人々がどんな言葉を投げかけたか。赤子には分からないと思っていたに違いない。容易に想像できた。

「優しい言葉だけではなかったよ。それを責めようとは思わない。……誰だって、こんな獣に変じる赤子なんて、気味が悪いと思うだろう。……中には殺してしまえばいい、と言っている大人たちもいた」

　本来は王が受けるべきだった呪いだ。そうでなくとも、兄弟の中の誰かが受けるはずだった呪いだ。クラエスには何の罪もないというのに、大人たちは無責任で身勝手で、残酷だ。

　ノエリオはクラエスの真白の獣毛に顔を伏せ、こみ上げる嗚咽おえつを必死で堪える。

「そんな時に、いつも守ってくれたのはマティアスだった」

　意外な言葉に、ノエリオは思わず顔を上げる。

「華やかで賑やかな王宮よりも、母上や弟がいるこの別荘がいいと、マティアスとヘルムートはよく遊びにきてくれた。兄上たちだってまだ幼く小さかった。母上と引き離されて寂しかったはずなのに、母上に寂しいと訴える事は一度もなかった」

　クラエスは淡々と語り続ける。

「ある日、母上が席を外した隙に、大人たちが私を連れ去ろうとした。……おそらくは、父上の側近のうち、誰かの差し金だ。私を始末しようとしたのだろうね。それを止めてくれたのは、マティアスだ。弟を返せと、大人たちに掴み掛かった」

　あんなにクラエスに対して厳しく、敵意を隠さないマティアスが。ノエリオはにわかには信じられなかった。

「私が覚えているなんて、マティアスは知らないだろうね。マティアスは必死で大人たちに立ち向かい、私を奪い取って、逃げた。まだ子供だったマティアスは泣きながら走って、抱きかかえた私に言ったんだ」

　ノエリオはクラエスを抱きしめたまま、ただ黙って聞き続けるしかなかった。

「『狼でも人でも、お前は俺とヘルムートの弟だ。だから絶対に俺が守ってやる。俺とヘルムートが、お前とお母様を守ってやる』……兄上は、そうはっきり私に言ってくれたんだ」

　見えない絆があった。それが今こじれてしまっているけれど、確かに彼らは兄弟で、絆があったのだ。

　重い雲はいつの間にか途切れ途切れに晴れ間を見せ始めた。激しい風雨で荒れ果てた森の街道に、細く頼りない光が差し、クラエスとノエリオが行く先を照らし始めていた。

「今、この母上の別荘は、マティアスが譲り受けて、狩りをする時の宿にしている」

　今、どんな気持ちでクラエスは、この道を歩いているのだろう。ノエリオはただクラエスをぎゅっと抱きしめる事しかできなかった。

　どうしてこんな風に、この兄弟はすれ違ってしまったのだろう。

　ノエリオがディートリントを守ろうとしていたように、マティアスもクラエスを守ろうとしていた。

　マティアスをかばい続けたクラエスも気持ちを考えると、ただただ、胸が苦しかった。

「……決着をつけなければね。私と君だけではなく、彼の為にも」







　クラエスは今、どんな気持ちで、この道を歩いているのだろう。

　ノエリオはクラエスの真白の獣毛に頬を埋めながら、考えずにはいられなかった。

　マティアスが今までクラエスに向けてきた言動は、決して正しい事だけではない。けれどマティアスをそこまで追い詰めたのは、他でもない、無責任な周りの人々ではないのか。

　仲のいい兄弟だったはずだ。小さな弟と母を守ろうとする、愛情深く勇敢な兄だったはずだ。

　社交界に全く顔を出さないノエリオでも、人々が王子たちをどんな風に噂していたか、よく知っている。

　気難しい世継ぎの君よりも、穏やかで思い遣りのある第三王子の方が、王にふさわしい。

　純白の魔女に呪われてさえいなければ、王位に就いたのは美貌で聡明で、優しく思慮深い第三王子だっただろう。そんな風に人々は影で囁いていた。

　マティアスだけではない。ヘルムートもクラエスも、そうやって周りの人々に値踏みされ、比べられ続けてきた。それが王族という地位に生まれた宿命だったとしても、それに傷付かずにいられるはずがなかった。

　そんな無情な人々を責める資格は、ノエリオにもない。ノエリオも彼らのように、そう思っていた。マティアスがどんな気持ちでいたのか慮おもんばからず、人々と同じように、クラエスこそが王にふさわしい人柄だと思っていた。

　この兄弟を歪ませたのは、周りの人々なのかもしれない。

　無責任な周りの人々の言葉が、あったはずの絆をこじれさせてしまったのかもしれない。

　マティアスが努力をしていないはずがなかった。世継ぎの君として、重い責務を果たしていた事は誰もが知っている事だった。気難しいと言われるのは、責任を果たそうと気負い続けたせいではなかったのか。

「見えてきた。あの煉瓦れんがと漆喰しっくいの建物。あれがそうだよ。……まずは様子を見てから、かな」

　そう声をかけられ、ノエリオは慌てて前方を見上げた。

　昔ながらのハーフティンバー様式の、瀟洒しょうしゃな屋敷が目の前にあった。王妃はプラナハで最も古い公爵家の末娘だった。屋敷は小規模ながらも豪奢で、その屋敷を囲むように塀代わりに植えられた木々と鉄柵も大きく立派で、公爵家の名に恥じない佇まいだ、

　門は嵐で壊されたのか、歪んで閉まらなくなっていた。それでも見張りはいない。嵐は過ぎ去りつつあるが、敷地に人気はないように思える。

「……ノエリオ、足は大丈夫かい？　少しの間、ここの茂みに隠れていてくれるかな。見張りがいないか確かめてくる」

　そう促されても、ノエリオはクラエスの首に両手でしがみついたままだ。

「ノエリオ」

　少し困ったようにクラエスに呼びかけられ、ノエリオは獣毛に顔を埋めたまま、首を振る。

「絶対に、ひとりで行かないで下さい。約束して下さい」

　クラエスは言葉に詰まったように見えた。ノエリオを置いて、ひとりで行こうとしていたのは間違いない。ノエリオもその方がいいと分かっていた。いくら剣を持っていても、足手まといになるのは分かりきっていた。

　それでも、怖かった。

　もしもクラエスが戻ってこなかったら。これがもう二度と会えない別れになってしまったら。

「もしも戻ってこなかったら、僕も後を追って行きます。ひとりででも、クラエス様を探しに行きます」

　クラエスは、困ったな、と呟いてから、小さな笑い声を洩らし、頷いてくれた。

「約束するよ。ひとりでは行かないから」

　その言葉を聞いて、ノエリオは半分疑いながらも両手を離して、クラエスの背中から降りる。傷付いた足裏は冷えていたが、血も止まっているようだった。数歩、歩いてみる。

「足は大丈夫かな。……無理はしないで」

「クラエス様もですよ」

「ノエリオは意外と疑り深いね。エノーラみたいだ」

　一応はクラエスを信用して素直に見送った。それほど時間が経たないうちに、クラエスは約束通りに戻ってきてくれた。

「大丈夫、見張りはいない。……あの嵐だったし、秘密裏に事を運びたいなら、少人数の方が都合が良かったんだろう。人が増えれば洩れる危険は増える。彼らの居場所も分かった。これから踏み込むけど、ノエリオ。私はちゃんと、君との約束を守って戻ってきたよ。だから、君も約束して欲しい」

　剣を握るノエリオの左手にクラエスは鼻先を押しつけた。

「万が一の時は、躊躇ためらわずひとりで逃げるんだ。……前に言っただろう。狼の状態なら、私に護衛はいらない。大丈夫だから、君はひとりで逃げるんだ」

　ノエリオをみどりの瞳が見上げた。人のクラエスも、狼のクラエスも、変わらずにこの美しいみどりの瞳をしていた。その瞳が、射いすくめるように見つめている。

「自分の命だけを守ってくれ。そう約束してくれるかい？」

　自分ひとりで逃げるなんて、死んでも嫌だ。けれどここで頷うなずかなければ、クラエスはノエリオを連れて行ってはくれないだろう。もしかしたら、追い返されるかもしれない。

　ノエリオは、頷きたくないと思いつつも、しぶしぶ約束する。

「約束します」

「絶対だよ。……足は本当に大丈夫？　無理はしていない？　いざという時に走れなかったら」

　クラエスがノエリオの足を覗き込むが、ノエリオは傷付いた足を見せないようにさっと足を引いた。

「たいした事ありません。ほら、歩けますから」

　数歩歩いて見せたが、クラエスは心配そうだ。

「帰ったら手当をしよう。……ノエリオ、ちょっと屈んでくれるかな」

「はい？」

　軽く膝を折って屈もうとすると、クラエスがぐっと首を上げて、ノエリオの頬に鼻先を押しつけた。これはクラエスからの口づけだと、ノエリオも気付いた。ぎこちなくも優しい感触だった。

「……狼のままだと、キスもままならないな」

　そう笑うクラエスの、牙の生えた口吻に、ノエリオは素早く口づけを返した。クラエスは驚いたようで、一瞬、何が起きたのか分からないような顔をしていた。もしかしたら、こんな風に狼のクラエスにノエリオが口づけたのは、これが初めてかもしれない。

「……人のクラエス様にも、帰ったら」

　もしもクラエスに被毛がなければ、きっと頬が真っ赤に染まっていた事だろう。思えば、初めてキスした時も、ノエリオからだった。あの時を思い出すと、ノエリオも気恥ずかしい。その首筋まで赤くなったノエリオの足に、クラエスはするりとすり寄りながら、笑う。

「きっと、君には一生勝てないんだろうな。……大好きだよ、ノエリオ」







　クラエスの後について、足音を忍ばせて嵐の後の荒れた庭を進んでいくと、すぐに人の話し声らしきものが聞こえてきた。言い争うような話し声だ。

「ここから中庭へ抜けられる。……こっちだよ」

　クラエスが小さく囁く。剣の鞘を握りしめ、ノエリオは頷きながら続く。

　クラエスの屋敷から逃げた賊は三人。魔女の鏡を奪った一人は無傷でベランダを降りたが、二人はクラエスに体当たりでベランダから叩き落とされた。怪我をしているだろうが、おそらくは鍛えられた軍人だ。二階から落ちた程度では、受け身を取ってそう大怪我は負っていないかもしれない。

　マティアスとその三人の他に、あと何人がこの屋敷にいるのか。数があまりに多ければ、いくら人より屈強で身軽なクラエスでも、ただではすまないのではないか。

　不安にならずにいられなかった。クラエスが魔女の呪いが作り出した魔ま狼ろうでも、短銃には為す術がないのではないか。

　銃を持つ人間が何人いるのか。不安は尽きなかった。

　荒れた庭に吹き溜まる枝を踏まないように、慎重に庭草を踏み分ける。

「これ以上俺に指図するな！」

　はっきりと、怒鳴り声が聞こえた。ノエリオは思わず息をのむ。マティアスの声だ。その一声の後、叩き付けるようにドアを閉める音が響いた。

　クラエスはノエリオを振り返り、ここで待つように目配せをした。ノエリオは手近な茂みに潜みながら頷き、クラエスを見送る。クラエスは足音を忍ばせ、掃はき出し窓のあるポーチへと歩み寄る。

　ポーチと部屋を仕切る大きな掃き出し窓は高価な硝子作りだが、ノエリオが潜んでいる茂みからは、室内全てを見渡せない。かろうじて、豪奢な部屋に人影が見えるくらいだ。

　クラエスは低く這うように進み、壁伝いに掃き出し窓に近付く。耳をそばだて、人の気配を探っているようだった。

　クラエスはマティアスをどうするつもりなのだろう。

　不安に思いながらも、今、ノエリオにできることは、剣を抱きしめながら、息を詰めてなりゆきを見守ることだけだ。

　クラエスは壁際に潜み部屋の中を窺っていたが、確認ができたのか、振り返った。

　安心させるかのように小さく頷き、それからノエリオに背を向け、微かに身震いしたように見えた。

　ポーチの床の上にあった鋭い爪と純白の獣毛に覆われた前脚が、緩やかに変化を始める。何度見ても不思議で、それでいて自然な変化だ。大きな牙を持つ口吻は、なだらかな口元へと形を変えていく。それと共に、そこにあったはずの白い被毛もまるで雪が溶けるかのように、消えていく。時間にすればそれはきっと、数分にもならない。美しい純白の魔狼から、穏やかで優しい人の姿へと還って行く。

　人の姿に戻ったクラエスは再びノエリオを振り返り、いつものように笑顔を見せ、そして、一歩踏みだした。

　クラエスは真正面から、マティアスに相対するつもりだ。

　真っ直ぐなクラエスらしい。ノエリオは固唾をのんで見守っているが、心配でならなかった。

　クラエスは閉ざされた硝子の掃き出し窓を、軽く叩いた。

　ノエリオのいる場所からは把握できないが、中に居るのはマティアスだけだと思われる。クラエスは掃き出し窓を開け放った。施錠せじょうはされていなかったようだ。

「おはようございます、兄上。どんな用件で私がやって来たのかは、お話しするまでもないでしょう」

　クラエスはいつものように穏やかだ。怒りはない。悲しみさえもないのかもしれない。気味が悪いほどに、いつもの優しいクラエスのままだ。

「鏡を返して頂きに参りました。返して頂ければ、それ以上何も求めません」

　これがクラエスの本音なのかもしれない。

　マティアスと争いたくないのだ。

　今、こんな風にこじれてしまっても、クラエスにとっては、赤子の頃から変わらずに兄なのだ。母親と弟を想う優しい兄のままだと信じたいのかもしれない。

「……何の事かさっぱり分からないな」

　はっきりと、ノエリオのところまでマティアスの声が届いた。ポーチに立つクラエスから、そう離れていないところにマティアスはいる。

　ノエリオの不安はますます増していく。クラエスはあまりに無防備ではないのか。マティアスが危害を加えないと信じているのかもしれないが、ノエリオはそう思えない。敵はマティアスだけではない。

　ノエリオはそっと茂みから這いだし、嵐で荒れたトピアリーの影へとにじり寄りながら、クラエスたちとの距離を縮めていく。

　誰かが庭へ来ないとも限らない。ノエリオは慎重に辺りを窺い続ける。

「兄上。私は兄上と争いたくはありません。鏡を返して頂き、それから」

　クラエスの語気が初めて強くなった。

「ノエリオに危害を加えないと約束して頂ければ、私はこれからも変わらずに兄上を愛し、忠誠を誓います」

　不意に笑い声が聞こえた。おかしくて仕方がない、とでも言いたげな、自暴自棄になっているとも思えるような、そんな皮肉な笑い方だった。

「お前がそう思っていても、周りはそうは思っていない」

　マティアスはまだ笑っている。

「お前はいつだってそうだ。父上も母上も、重臣たちも、群れることしか知らないような愚かな貴族どもも、皆お前を褒め称えていたな」

　やっとマティアスは笑うのをやめたようだった。クラエスはまだポーチに佇んだまま、黙って話を聞いている。

「魔女に呪われてさえいなければ、次の王にふさわしいのは第三王子だ。そう言われているのを、お前だって知っているだろう」

「私はそうは思いません。兄上は誰よりも努力なさっていた。私のように自由を許された身ではありませんでした。それがどれほど兄上を……」

「黙れ、クラエス！」

　マティアスの怒鳴り声に、ノエリオの方が驚き、竦んでいた。ノエリオの潜んでいるトピアリーからは、クラエスの後ろ姿しか見えない。今、クラエスがどんな顔をしているのか、全く分からなかった。

「いつだってお前はそうだ！　魔女の呪いを受けても、恨み言も言わない！　自棄になる事もない！　そうだ！　父上も母上も、だからお前ばかりを愛した！」

　違う！　ノエリオは叫びたかった。

　クラエスがどれだけ絶望していたか。ノエリオたち姉弟とあの森で出会うまで、どんなに苦しんでいたか。

　ただそれを誰にも見せなかっただけだ。ひとりで抱え込んでいただけだ。

「俺はお前が大嫌いだ！　いい子のお前が、大嫌いだった！　そうやって父上や母上だけでなく、エノーラまでも奪っていった！　お前が憎かった！　誰からも愛されて褒めそやされて、俺にないものを何もかも持っているくせに、俺から何もかも奪い去っていく！」

　エノーラは最初、兄王子たちの教育係だと言っていたのを、ノエリオは思い出した。この別荘で王妃と赤子のクラエスが暮らしている間、マティアスたちの母親代わりになっていたのはエノーラだったはずだ。そしてクラエスが今の屋敷に移り住む時に、エノーラもクラエスを守る為にやってきた。

　クラエスは今、どんな気持ちでいるのだろう。あまりに辛かった。どれもクラエスのせいではなかった。クラエスが望んだ事でもなかった。

「今もそうやって、俺に情けをかけたつもりか？　お前はそういうやつだ。小さい頃からそうだった。そういう善人ぶったところに反吐が出る！」

　その時、ノエリオは気付いた。人の気配だ。庭草を踏み分け、足音を忍ばせ、近付いてくる。激高げっこうしたマティアスの声が、従者たちに聞こえても不思議はなかった。

「クラエス様！」

　ノエリオは剣を握りしめ、駆け出す。夕べの賊と同じ人物か、そんな事を考える暇もなかった。クラエスと賊の間に立ち塞がったノエリオは剣の鞘と柄を握り、振り下ろされる剣を受け止めた。

　腕が痺れるような衝撃があった。どうにか踏みとどまり、一撃目を防ぐことができたが、素早く二撃目の剣が襲いかかった。両手は痺れたままだ。柄を握る動けないままのノエリオの右手ごと、クラエスが掴んだ。

「避けて！」

　そうクラエスが叫んだ。反射的にノエリオは顔を背け、身をよじる。クラエスは一瞬でノエリオの手から剣をもぎ取り、賊の顔面を躊躇なく殴打した。

　重い一撃だった。鈍い音と共に、賊は声もなく崩れ落ち、ポーチに倒れ込んだ。

「マティアス殿下！」

　今の騒ぎで他の従者たちも気付いた。部屋の中に銃や剣を構えた数人の男たちがなだれ込む。あっという間にノエリオを抱えて立ち竦むクラエスを、男たちが取り囲んだ。

「あの嵐の中追ってきたというのか……。マティアス殿下、見られたからには最早躊躇していられません。……始末を」

　分かっていた事だ。マティアスの臣下たちは、クラエスをマティアス以上に邪魔に思っている。

　マティアスが王になる最大の障害は、クラエスだ。

　クラエスの呪いが解かれるかもしれない。呪いから解放されたクラエスを王に、ともくろむ一派は今もいるだろう。クラエスが生きている限り、マティアスの地位を脅かす。一生そんな不安を抱えるくらいなら、クラエスを今のうちに始末したいのだろう。

「殿下、ご命令を。知られたからには生かしておくことはできません。それに、今、始末しておかなければ」

　ノエリオは今ここで死ぬかもしれない恐怖よりも、耐えられないような深い悲しみを感じていた。

　クラエスは、ずっとこんな世界で生きていた。

　マティアスやクラエスを取り囲む、こんな醜い人々の思惑を、知らなかったはずがない。こんな風にどす黒い欲望を抱く大人たちの囁きに晒されながら、クラエスもマティアスも生きてきた。

　悲しかった。泣きたくなるくらいに、この世に何もかもが空しくなるくらいに、悲しかった。

　クラエスの悲しみが、どれだけ深いのか。どれだけ苦しんできたのか。

　クラエスだけではない。マティアスをこんな風に歪め、苦しめ、あったはずの兄弟の絆を、誰がこんな風に壊してしまったのか。

　マティアスを心から敬愛し、守ってくれる人はいなかったのか。この男たちはマティアスに忠誠を誓いながら、マティアスの苦悩を少しも理解していなかったのではないのか。

　クラエスを殺せばマティアスの心が救われると思っているなら、こんな男たちからマティアスを守らなければならない。

　今ここでクラエスが殺されたなら、マティアスはどうなってしまうのか。

　本当は、ノエリオは何も分かっていないのかもしれない。

　ほんの少し、この兄弟の過去を垣間見ただけだ。クラエスの思い出を聞いただけだ。マティアスの真意なんて、分かるはずがない。

　マティアスが子供の頃のままの、母親と弟を愛する優しい兄のままでいるかなんて、ノエリオに分かるはずがない。クラエスにだって、分からない事かもしれない。

　それでも、これだけは分かる。

　ここでクラエスが死んでも、マティアスは救われない。

「マティアス殿下。ご決断を。ここにいる者は皆、あなたの為に手を汚すことも罪人になることも恐れません」

　取り囲む男たちは六人。それにマティアスを加えて七人。もし全員が短銃を持っているなら、絶望的な状況だ。

　いくらクラエスが屈強な魔狼でも、短銃には勝てない。そしてクラエスを倒してしまえば、ノエリオなぞ話にならないくらいの雑魚だ。口封じに殺すくらい、造作もない。

　ノエリオを抱えたままのクラエスの指先に、変化の兆しはない。見上げると、クラエスはただじっとマティアスを見つめている。今、クラエスはどんな気持ちでいるのだろう。

　怒りか、悲しみか、憎しみか。そんな感情すら押し殺し、人の姿を保っている。こんな時ですら、感情を露わにする事が許されない。

　ここでクラエスに、マティアスに、どんな言葉をかければいいというのか。分からない。どんな言葉も救いになりはしないと思うと、ノエリオは泣き出しそうになるのを必死に堪えるしかなかった。

「……殺す必要はない」

「殿下！」

　マティアスは数歩歩き、テーブルの上の包みを取り上げた。

「魔女の鏡とそのシュトラウスの息子を始末するだけでいい。……呪いさえ解けなければ、どうせ王位には就けない」

　包みを解くと、中から鏡が現れた。間違いなく夕べ奪われた、純白の魔女の鏡だ。

「兄上！　ノエリオには何の罪もない！　無関係なノエリオを巻き込まないで下さい！」

「無関係？」

　マティアスの手から、鏡を包んでいた布が滑り落ちた。鏡は無傷だった。奪われた時のままの姿だ。

「その貧乏貴族の息子がいなければ、お前は呪いを解く必要もなくなるだろう？　……この鏡以外にも呪いを解く方法があるかもしれないが、獣と交わろうとするような者は、早々出てこないだろう」

　ノエリオの腕に、鋭い何かが触れた。微かに皮膚に食い込むのは、黒い獣の爪だ。

　死の危機に晒されても、兄の憎しみを叩き付けられても、感情を殺し続けたクラエスの変化が始まろうとしていた。

「……クラエスさま…っ…」

　きっと、生きて帰れない。

　狼に変身したクラエスを、この男たちは逃がさないだろう。

　マティアスを守るという大義名分で、クラエスを殺せる。

　一瞬も躊躇わなかった。ノエリオは純白の獣毛に覆われ始めたクラエスの前に立ち塞がる。

　あの森でクラエスに救われた命だ。クラエスが魔女に呪われていなければ、彼が死に場所を求めて晩夏の森をさまよっていなければ、とっくになかった命だ。

　マティアスを含めて七人。短銃は人数分あったとして七丁。二発目を込める前に、狼のクラエスなら全員倒せるだろう。

　短銃の命中率は決して高くないと、何かで読んだ。七発全てでなくてもいい。数発でもいい。耐えられるだけ耐えればいい。

　かちり、と金属音が幾つも響く。撃鉄を上げる音だ。

「自分の命だけを守ってくれと言ったのに、君はやっぱり」

　クラエスが耳元で囁いたと同時に、そのまま力尽くで、床へと押し倒された。

「クラエス様、だめです！」

　純白の大狼に姿を変えたクラエスは、自分の身体の下に抱き込むようにノエリオを抱え、床に伏した。

「やめろ！　クラエスを撃つな！　クラエスに」

　確かにはっきりと、そうマティアスは叫んだ。マティアスが何を叫んでいるのか、続きは銃声にかき消された。

「嫌だ、クラエス様！　クラエス様！」

　ノエリオに覆い被さる大きな身体に、鉛なまりの弾が撃ち込まれる鈍い音が響いた。衝撃は下敷きに抱えられているノエリオにも伝わる。銃弾を撃ち込まれたクラエスの身体は、衝撃に耐えられないのか数度、大きく跳ねた。

「クラエス様……！　嫌だ！　嫌だ！」

　パン、と何かが砕ける音が響いた。泣き叫ぶノエリオの目の前に、硝子の欠片が降り注ぎ、そして血飛沫が飛び散った。

「兄上！」

　クラエスはそう叫ぶと、素早く立ち上がり、男たちに飛びかかった。

　クラエスは、撃たれたはずでは？　混乱しながら起き上がろうとしたノエリオの前に、マティアスが崩れるように座り込んだ。肩口を押さえ、マティアスは低く呻く。

　何故、マティアスが撃たれて？　わけが分からない。まさかクラエスを庇ったのか？　何故？　クラエスを憎んでいるのでは？

　純白の大狼は、逃げる隙も与えずに六人の男たちを次々となぎ倒した。素早く男たちの腕に牙を突き立て、容赦なく噛み潰す。手足さえ潰してしまえば、もう彼らはどうにもならない。骨を砕く生々しい音は、一瞬だった。狼のクラエスは素早く全員を始末すると、マティアスとノエリオに駆け寄った。

「兄上！　ノエリオ、兄上の肩を押さえて止血をしてくれ。兄上、撃たれたのは肩だけですか」

「うるさい！　本当は死ねば良かったと思っているんだろう？　いっそ、今ここで殺せばいいだろう！」

　戸惑いながらもノエリオは着ていた寝間着の裾を裂いて、マティアスの肩口を押さえ、クラエスの指示通りに腕の付け根を縛る。ざっと確認したが、肩以外は撃たれていないようだった。

　マティアスよりもクラエスだ。ノエリオを庇って覆い被さり、銃弾の雨に晒されていた。

「クラエス様、怪我は？　撃たれたはずでは」

「怪我はないよ。……ない」

　確かに撃たれたはずだ。銃声と共に、クラエスの身体は大きく跳ねた。銃弾はクラエスの身体に当たっていたはずだ。

「……言っただろう。狼の姿の間は、護衛はいらないって」

　クラエスは何を言っているのか。あれだけ撃たれたはずなのに？　確かにクラエスの身体のどこにも銃弾の痕はない。噛み潰した男たちの返り血を浴びているが、クラエスの身体から流れ出ている血はなかった。

　立て続けに起こる出来事に、ノエリオは混乱したままだ。ますます何をどうしたらいいのか、何を言えばいいのか、何をするべきなのか、分からない。

　痛みの為か、マティアスは短い悲鳴のようなうめき声を上げた。

「兄上。……何故、私を庇ったのですか」

　座り込むマティアスの足元に近寄り、クラエスは真っ直ぐに問う。

「……呪いが解けないお前なんか、敵じゃない」

　マティアスは傍らに落ちていた鏡を手に取る。

「魔女の鏡なら割れた。さっきの銃弾が当たったんだ」

　鏡は蔓草と小さな宝石の枠だけを残し、砕け散っていた。あっけなく、呪いを解く最後の鍵が、純白の魔女への道が、消え去った。

「殺せ。クラエス、俺が憎くて仕方ないんだろう？　殺せばいい。今ここでこの兵士どもと俺を殺しても、誰にもお前は疑われない。始末していけばいいだろう」

　クラエスは少しだけ悲しそうに、きゅん、と鳴き声を上げた。ヨハンたちのように、こんな風に鳴く事は今までもあったが、今こうして聞くと、たまらなく悲しい声に聞こえた。

「ノエリオ、止血は終わったかい？　……兄上、馬には乗れますか。無理そうなら、私が家に帰り着くまで待っていて下さい。すぐに医者と馬車を寄越しますから」

「バカじゃないのか！　何を言っているんだ！　お前を殺そうとしたんだぞ？　お前もその婚約者も！　何故助けようとするんだ！」

　マティアスは怪我も忘れて怒鳴ったが、すぐに痛みを思い出したのか、肩を押さえて短い叫び声をあげた。

「怪我はひどいようですが、今すぐ死ぬほどではありません。すぐに治療を受ければ大丈夫です」

　怒鳴られてもクラエスは全く気にしていない。

「クラエス！」

　マティアスは苛立っている。端で聞いているノエリオもどうしたらいいのか分からない。言われるままに手当をし、おろおろするばかりだ。

「兄上は庇って下さった。今だけではありません。私は覚えています。この別荘で、赤子の私の為に男たちに掴み掛かって、戦って下さった事を」

「な……、何を」

　マティアスは驚きのあまり言葉が出てこないようだった。赤子だったクラエスが覚えているとは思いも寄らないのは、当然だ。

「覚えていますよ。兄上は、獣なのか人なのかさえ分からないような私に、弟だと言って下さった。狼でも人でも、弟だと。……だから私は、兄上を信じます。愛情深く、勇気を持って戦える兄上こそが、誰よりも王にふさわしいと、私は子供の頃から思っています」

「呪いを解く邪魔をしたんだぞ。お前も、お前の婚約者も殺そうとしたんだ。何故、憎まない。恨まないんだ？」

「ノエリオの事だけは、見過ごせません。もう二度と、ノエリオに手出しはしないで下さい。私は兄上と争いたくはありませんが、ノエリオに危害を及ぼすというなら、私は戦わなければならなくなります。……兄上。他には何もいりません。王位も、財産も、何もいりません。どうか、ノエリオだけは奪わないで下さい。……兄上から何もかも奪っておきながら、こんなわがままを言える立場ではないと重々承知しております。それでもどうか、ノエリオだけは奪わないで下さい」

　長い沈黙があった。

「……これで呪いも解けなくなった」

　マティアスは無残な姿になった鏡を取り、クラエスに差し出す。

「呪いが解けても解けなくても、私は何もいりません……。ノエリオさえ傍にいてくれるなら、それでいい」

「お前はバカだ。……バカだ」

　マティアスの声が震えているのは、ノエリオの気のせいではないはずだ。

　憎くて憎くて、愛しい弟。

　どんなに憎んでも、クラエスを愛さずにいられないからこその苦悩ではないのか。

　見えない絆は、まだそこにあった。

　どんな事をしても断ち切れない絆が、まだ残されていた。


十一　狼でも、人でも







　離れにいた馬番と女中にマティアスと男たちを任せ、狼のままのクラエスとノエリオは、別荘を後にした。

　ノエリオは割れてしまった魔女の鏡を抱いたまま、クラエスの後をとぼとぼと歩いていた。

　マティアスが何故クラエスを庇ったのか、クラエスが何故マティアスを許すのか、なんとなく分かるような気がしていた。

　マティアスはクラエスを憎みながらも、愛さずにいられない。そしてクラエスも、マティアスを憎む事ができない。

　複雑な感情がそこにはある。

　何があっても守ろうと思っていた大切な弟は、誰よりも優秀で、誰からも愛された。魔女の呪いにも屈せず、明るく穏やかに振る舞っていた。

　マティアスはどれだけ努力をしても、呪われた不遇な身でありながら優秀な弟を越えられなかった。そして、無責任な周りの人間は、この兄弟を比べ続ける。

　もしもそんな周りの無神経な言葉さえなければ、呪われた弟を守ろうとする兄でいられたのではないだろうか。そこには確かに絆があった。

　どんなに憎んでも、愛さずにいられなかった弟。だから、殺せない。

「……ああ、すまなかった、ノエリオ」

　クラエスは足を止め、ノエリオを振り返った。

「足は？　裸足のままでは、足裏の傷に触れる」

　寝間着に裸足にクロークと、ノエリオの格好は飛び出してきた時そのままだ。裸足に嵐で荒れた道は痛かったが、今は心が塞いでいてそれどころではなかった。傷のことなぞ忘れ去っていた。

「痛くないです、大丈夫ですから」

「だめだよ、見せて」

　鼻先でしつこくふくらはぎの辺りをつつかれて、ノエリオはしぶしぶ足裏を見せる。

「傷だらけじゃないか。……乗って。この先に、森番の小屋があったはずだ。狩りの時期に使われるものだけど、薬箱やちょっとした生活用品ならあるはずだから」

「クラエス様だって疲れているじゃないですか。それに、撃たれてた」

「いいから乗って」

　強引に後ろからぐいぐい押されて、背に乗せられてしまう。傷を思い出してしまうと、確かに痛かった。大人しくクラエスの背に乗って揺られながら、ノエリオは思い出した疑問を尋ねる。

「クラエス様。確かにクラエス様は撃たれていましたよね。怪我がないのは、どうして」

「ああ」

　クラエスは往路と同じようにノエリオを乗せても身軽なままだ。すたすた歩きながら、頷く。

「それが魔女の呪いだよ。狼の姿では、どんな傷も瞬時に治るし、人の姿なら致命傷でも、狼の姿になってしまえば治ってしまう。不死の呪いがかけられていた」

　それが『狼のクラエスに護衛はいらない』という本当の意味か。

　呪いで狼に姿を変えてしまう事よりも、不死の狼になってしまう事が問題だったのではないか。知られてはならなかったのではないか。

　無敵の、不死の魔物。

　狼に姿を変えるだけではなく、不死身の身体を持つ大型の肉食獣へと姿を変える王子。

　ノエリオは両手でクラエスの首にしがみつき、抱きしめる。

　あの晩夏の森で、死に場所を求めてさまよっていたクラエスは、それを知っていたのだろうか。知らずにさまよっていたのだろうか。

　狼である限り死ねないと知った時、クラエスはどんな気持ちだったのだろう。

「……許して欲しい」

　ぽつん、とクラエスは呟く。

「君の為に呪いを解くと約束したのに、果たせそうにない」

　純白の魔女へと繋がるたったひとつの道が、絶たれてしまった。

　クラエスの呪いを解く事も、彼女のたったひとつの宝物をいつか彼女へ返す事も、叶わなくなってしまった。

　ノエリオは懐にしまい込んだ、鏡の無残な姿を思い出す。

「いいえ」

　真白の獣毛に頬を埋めながら、ノエリオはゆるゆると首を振る。

「いいえ。狼でも、人でも、クラエス様はクラエス様です。僕の大切なクラエス様です」

　抱いたクラエスの身体は温かった。そのぬくもりに、余計に切なくなった。

「僕の大好きな、クラエス様です」

　何度告げたなら、この溢れ出しそうなくらいの愛しさを伝えられるだろう。







　クラエスが言っていた森番の小屋は、ノエリオの想像していたものより数段小綺麗だった。

　鍵はかかっていたが、少々乱暴にクラエスが壊していた。

「これは迷惑料。マティアスに迷惑かけられた分は、ここで回収しよう」

　そんな風にクラエスは笑っていた。

　思えばクラエスもノエリオも、嵐の中を駆けてきた。途中から嵐は収まってきたが、ずぶ濡れのままだ。

　ノエリオは隅の暖炉に薪をくべて、火打ひうち金がねで火を付ける。クラエスが言っていた通り、薪に薬箱に毛布に火打金に、何でも揃っていた。ないのは食料くらいか。すぐ傍の井戸から水を汲んで、湯を沸かすくらいしかできない。

「ずぶ濡れで帰るよりはいいだろう。休みながら服を乾かして、それから足の手当をしないと」

　クラエスはずっと狼の姿のままだ。人に戻る気配がかった。

　クラエスがどれほど傷付き、悲しんでいるのか。人に戻れない理由くらい、ノエリオにも分かる。

　クラエスはこれからマティアスを、あの男たちをどうするのか。それを今、問いただす気にはなれなかった。これ以上、傷付いた彼を追い詰めたくはなかった。

　鍋に水を汲んで暖炉にかけて、それからノエリオは桶に汲んだ水で手足を洗う。傷は深くはないが、水がしみる痛みに思わず声が出た。

「手当をしてあげたいけれど、人に戻れそうにない。……本当にすまない」

　クラエスは心底申し訳なさそうだ。むしろ、ノエリオの方が辛い。こんな時に、クラエスをどんな風に慰めたらいいのかさえ、分からない。

「これくらい、自分でできますよ。それより、クラエス様もずぶ濡れです。風邪引いちゃいますよ。暖炉でよく温まって下さい」

　薬箱には傷薬と油紙あぶらがみ、包帯もあった。もう血は止まっているし、縫合が必要なほどではない。手早く足の手当を終えると、ノエリオは暖炉の傍の棚を漁りはじめた。

　何か食べられそうなものは、と探していると、茶ちゃ葉ばの包みが出てきた。包みは真新しい。飲めないほど古い茶葉ではなさそうだ。これでお茶が淹れられるが、狼のクラエスはお茶を飲めるだろうか。そんな事を考えながら、ノエリオは棚からカップと皿、ポットを取り出し、テーブルに並べる。

「ノエリオも冷えているだろう？　身体を温めた方がいい」

「はい。お茶の用意がもう終わるので」

　お茶の用意を終え、背中を向けたままのクラエスの背後で、寝間着を脱ぐ。濡れている上にマティアスの手当の為に裂いてしまった。

　ノエリオの身体には、狼の襲われた時の醜く攣れた傷跡があるが、毛布を被ってしまえば分からないだろう。素早く毛布を被って、椅子の背もたれに濡れた寝間着を広げて掛けると、ノエリオはクラエスの隣に座った。

　クラエスは暖炉の前の絨毯にぺったりと伏せ、爆ぜる炎を眺めていた。ノエリオも毛布に潜ったまま、何を話す事なく、同じように暖炉の火を眺める。

　伏せたクラエスの傍らには、割れた魔女の鏡が置かれていた。

　どれくらいの時間が過ぎただろうか。暖炉にかけられた鍋の湯が沸いても、ノエリオはぼんやりと眺めているだけだった。そのノエリオの膝に、クラエスの冷たい鼻先が触れた。

「……少し、こうしてもらっていてもいいかな」

　遠慮がちにノエリオの膝に、クラエスの顎と片方の前脚が乗せられた。甘える仕草はヨハンたちとそう変わらない。ノエリオは犬たちにするように、クラエスの耳と耳の間に掌で触れ、ゆっくりと撫でてみた。

　クラエスは目を閉じて、されるがままだ。

「彼女は、この鏡を見たらどんなに悲しむだろう」

　純白の魔女の、たったひとつの宝物。いつかこれを彼女に返したいと思っていたのは、ノエリオも同じだ。もしも彼女に会うことが叶うなら、この大切な鏡を返したかった。

「彼女へ繋がるたったひとつの道しるべだった。これが壊れてしまった今、もう彼女は永遠に手が届かないところに行ってしまったように思える」

　この鏡を失って、クラエスの呪いをどうやって解いたらいいのか。もう何も、手がかりはない。一生クラエスはこの呪いと生きていかなければならないのか。もしくは、死ぬ事さえできないかもしれない。

　死するその瞬間まで、人の姿を保てなければ、死ねない。

　純白の魔女は、何故こんなむごい呪いをかけたのか。クラエスには何の罪もなかったのに。

　少しの沈黙の後、クラエスは躊躇うように口を開いた。

「……呪いが解けなくとも、傍にいてくれるかい？」

　目を閉じ、ノエリオの膝に伏したまま、尋ねる。いや、これは尋ねたのではない。いて欲しい、というクラエスの切なる願いだ。

「ずっとお側において下さい。……あなたが好きです。あなたが大好きです」

　他にどんな言葉をかけたなら、クラエスの絶望を、傷付いた心を慰められるだろう。何も思い浮かばなかった。

「あなたが好きです。……クラエス様。あなたを愛しています。狼でも、人でも、クラエス様を愛しています」

　両手で獣毛に覆われたクラエスの頬に触れ、その鼻先に口づける。

「どうしたら、僕の気持ちを伝えられるのか、分かりません。……あなたが、大好きです。大好きです」







　何度も鼻先に口づけ、両手を伸ばし、抱きしめる。クラエスの身体はとても温かい。獣でも人でも、クラエスと抱き合える事が嬉しかった。

「君と抱き合いたくとも、人の姿を保てない」

「何度でも言います。狼でも人でも、クラエス様はクラエス様です。何も変わりません」

　クラエスの冷たい鼻先が頬に触れた。頬に触れ、そして唇にも触れる。

「人のようにキスもできない。両手で君を抱きしめる事もできない」

　ノエリオは笑って牙のある口吻に口づける。音を立てて口づけ、そして両手でクラエスの獣毛に覆われた背中を抱きしめる。

「できますよ。キスなんか、いくらでも。それから、クラエス様が抱きしめられないなら、僕が抱きしめればいいんです。……そうでしょう？」

　クラエスの前脚が、毛布の上からノエリオの胸元に触れた。もしかしたら、毛布越しにも伝わるかもしれない。ノエリオの心臓は、今、破裂しそうなくらいに激しく脈打っていた。

「……一生獣のままかもしれない。それでも？」

　いつか、クラエスに拒まれた事をノエリオは思い出していた。あの時も、同じ事を言った。あの時から、気持ちは変わっていない。

「獣でも人でも、クラエス様です。何も変わりません」

　ノエリオの頬に、何かが触れた。

　それがクラエスの涙だと、すぐには気付かなかった。クラエスの首に埋めていた顔をあげ、見つめる。

　クラエスはいつでも、笑みを見せてくれていた。どんな時でも、前向きに明るく振る舞っていた。彼の涙なんて、見た事がなかった。

　目の前の、澄んだみどりの瞳から大粒の涙が溢れ、零れ落ちた。







　冷たい鼻先が素肌に触れ、胸元を遠慮がちに辿る。ノエリオの晒された肌に、恐る恐る、という風情で、クラエスの舌先が触れた。

「あ、あの、あんまり綺麗な身体じゃないから……その」

　毛布をおずおずとはだけながら、ノエリオは口ごもる。

　クラエスはきっと、この醜い傷跡だらけの身体を見ても、何も言わないでくれると信じている。それでも、少し怖かった。

「傷跡がたくさん残っています。抉れた痕もあって、きっと、気持ち悪いって」

　思わず手が震えてしまう。そのノエリオが掴んでいる毛布の端に、クラエスは軽く噛み付いた。噛み付いて、少し引っ張る真似をする。

「私なんか、獣だよ。獣のままでは君の服を脱がそうとしても、どうにもならない」

「ふ、服なんて自分で脱げばいいし、い、今は毛布の下は、はだ……い、いえ、もう、その……」

　あまりに必死な自分の言葉に、ノエリオは急に恥ずかしくなった。まるで、抱いて欲しい、とねだっているようではないか。その通りなのだが、我に返ると恥ずかしい。

　身体の傷をクラエスに見せるのは、勇気が要った。それでも、そんな恐れよりも、クラエスと、もっと近く、深く抱き合いたいと願う気持ちの方が、遥かに強かった。

　胸元にあったクラエスの口元から、笑い声が聞こえる。小さな忍び笑いだ。

「気持ち悪いはずがない。この傷は、君が大切な姉上を守り切ったしるしだ」

　なめらかな舌が、肋骨の下辺りにあった傷跡に触れた。優しく舐められて、ノエリオは思わず高い声を上げてしまう。

　クラエスの舌先は、ノエリオの身体に残る傷跡をひとつずつ、触れ、舐めて、辿っていく。下腹まで柔らかに辿ったそれが、不意に、それに触れた。

「あ、あっ…！　や、だめです、クラエス様！　そこ、あ、んんっ……！」

　傷跡を辿られる甘やかな刺激に誘われて、緩く立ち上がっていたそれに、長く柔らかな舌が触れた。丁寧に根元から舐め上げられて、ノエリオは毛布を掴んで身震いする。目眩がしそうなくらいに、気持ちが良かった。溢れ出る声が抑えられない。

「触ってあげられないから、ごめん」

　鋭い爪を持つ前脚はノエリオの素肌を傷付けないように、行儀よく毛布を掴んでいる。舌先だけで身体中を辿られて、ノエリオは羞恥に震えながらも、優しくも狂おしい刺激に喘がずにいられなかった。

「……こ、こんなの、あ、あ……っ！」

　自分でも分かるくらい、濡れている。耐えきれずにたらたらと蜜を滴らせるそれをクラエスに舐められていると思うと、身の置き所がないくらいに恥ずかしいはずなのに、余計に感じてしまう。

「多分、とても負担が大きいから。……せめて、よく濡らしておかないと」

　ノエリオの硬く張り詰めたそれを舐めていた舌先が、滑り落ち、足の付け根を辿り、両足の奥に触れた。

「…く、あ、んっ……！」

　そこにクラエスを迎え入れるのだ、とはっきりと意識した。柔らかな舌先が触れ、丁寧に舐め上げる。羞恥はあった。足を閉じたい、と一瞬思ったが、ノエリオは震える足をおずおずと開く。拒むような仕草をしたくなかった。クラエスが躊躇い、この行為をやめてしまうのが怖かった。

　細く甘い吐息を洩らしながら羞恥と快楽に耐え、どれくらいの時間が経ったのか。クラエスの顎がノエリオの肩に触れた。

「ノエリオ、本当に後悔はしない？」

　荒く切なげに乱れた声が囁く。それまで毛布を掴んで震えていたノエリオは、両手で目の前のクラエスの首を抱いて、純白の獣毛に口づけた。幾度も口づけ、そして、笑みを見せる。

「もう、たくさん待ちました。ずっと、待っていました」

　獣どころか人とも交わった事はない。どんな痛みがあるのか、全く見当もつかない。それでもクラエスが欲しかった。

　誰もが当然のように愛する人と結ばれる。今までそれが羨ましくて仕方なかった。それがやっと叶うのに、後悔なんかするはずがない。

　熱く硬く、そして濡れた何かが、内腿に触れた。それが何なのか、よく分かっている。

「……力を抜いて」

　クラエスの舌先で柔らかく開かれたそこに、熱く硬いものが触れた。ゆっくりと狭く硬いそこを割り開くように、それが押し入れられる。

「……は……っ……」

　痛みはあった。こじ開けられるような圧迫感と、硬く熱いものが押し入る生々しい感触。これがクラエスだと思うと、胸が痛かった。息が詰まりそうなくらいに切なく、甘く、狂おしく思えた。

「…あ、くっ……！」

　声をあげたら、クラエスがやめてしまうかもしれない。そう思えて、ノエリオは必死だった。声を殺そうと、硬く口を結ぶ。

「ノエリオ、息をして。詰めると苦しい」

　荒い息の囁きが聞こえ、濡れた舌先が頬に触れた。その舌先に宥なだめられるように、ノエリオは唇を開く。

「は、く…っ…、クラエスさ、まっ……」

　肉の擦れる生々しい音が、はっきりと、聞こえた。目の前にあるクラエスの舌先に、夢中で唇を寄せ、吸い付く。

「あ、あ……っ……！」

　皮膚の薄い下腹に、くすぐるように獣毛が触れた。下腹を獣毛に撫でられながら、身体の中にゆっくりと脈打つ熱いものが沈み込んでいく。

「……く、……っ」

　ノエリオの耳朶に、クラエスの吐息が触れる。抱いていたクラエスの身体が、ふる、と身震いし、切なげに乱れた声がノエリオの耳に響いた。

　痛みはあまりないように思えた。痛みの代わりに、今、クラエスがいる下腹の奥が、熱くとろけそうだった。狭い場所をこじあけられた圧迫感はあった。だが、熱く硬いそれが、不思議なくらい、甘やかに感じられた。

「ぼ、僕は、大丈夫です、から……クラエスさ、ま」

　そう告げた瞬間に、身体の中で、ぐっ、とそれが質量を増したような気がした。

「う、動いて、くだ……さい……」

「……痛みは？　苦しく、ない？」

「い、痛く、ない、です」

　中に押し込まれていたそれが、ゆっくりと動いた。柔らかな内壁を幾度か擦り上げられて、ノエリオのつま先が跳ねる。

「あ、あっ！」

　甘く高い声だった。その声に安堵したのか、クラエスはゆっくりと腰を揺すり上げる。

「……は、あ、あ……っ！　や、あ、あっ！」

　止めようがなかった。甘くとろけた声は唇から溢れ、零れ落ちた。そのノエリオの声に誘われるように、突き上げる激しさが増していく。

「あ、あっ、クラエスさま、あ、んんぅ」

　クラエスにしがみつき、夢中だったノエリオは、今繋がっているそこが、ぐっと膨れ上がった事に気付いた。

　繋がったそこに、瘤こぶのような何かがあった。その瘤は揺すり上げられる度に硬く熱く膨れ上がり、繋がったそこを硬く塞ぐ。クラエスが動く度にその瘤が膨ふくれ、ごりごりと押し込まれた。

「あ、あ！　く、んん」

　人間にはこんなもの、ない。狼だからなのか。その瘤が狭いそこ一杯に膨れ上がった瞬間、身体の奥深くの、自分さえ知らなかった柔らかな場所に、硬く尖ったものが押し付けられ、じっくりと擦り上げた。

「く、あぁあ……っ…！」

　全身が痺れるような快感だった。ぞくぞくと背筋を何かが這い上がる。頭が真っ白になりそうなくらいの快楽に、耐えられなかった。ノエリオは背をしならせ、達した。

「……ノエリオ……っ……」

　激しく収縮する中に締め付けられ、クラエスが息を詰まらせる。きつく締め上げるノエリオの最奥に、熱く滾った何かが溢れた。

　やっと、愛し合えた。他の恋人たちのように、抱き合う事ができた。

　ノエリオは泣き出したいくらいに、嬉しかった。嬉しくて幸せなはずなのに、胸が痛いくらいに苦しかった。

「……クラエスさ、ま……。……愛しています。あなたが獣でも人でも、変わらず愛しています……」

　荒い息のまま、囁く。クラエスが愛しくて仕方なかった。どれほど愛しているかを、伝えたかった。

　しがみついた両手で、しなやかな獣毛を撫でたはずだった。硬く目を閉じていたノエリオは、掌の感触に目を見開く。

　獣の被毛ではなかった。触れたのは、柔らかでなめらかな、絹の感触だ。

「……クラエス様？」

　ノエリオの頬に押し当てられているのは、冷たい鼻先ではなかった。鋭い牙のある、長い口吻でもなかった。温かで穏やかな唇の感触だ。

　覆い被さるクラエスを見上げると、そこにいたのは、狼のクラエスではなかった。純白の獣毛ではなく、絹のシャツを纏った、クラエスだった。

　クラエスも自分の姿に気付いたようだった。

　ノエリオを傷付けないように毛布の上にあった前脚は、人の指だ。しなやかで優美な、貝殻のように整った爪を持つ、人のクラエスの指だった。

　クラエスは何が起きたか分からない、とでも言うように、戸惑いながら自分の身体を見下ろしていた。

「……人に、戻って……？」

　激しく興奮した状態から、こんな一瞬で人に戻れるはずがない。

　ノエリオの身体の中にあったはずの、硬い瘤の生々しい感触はもうなかった。そして今までノエリオの中にあったものとは、形も大きさも違うように思えた。

「まさか、呪いが……」

　クラエスはノエリオの身体を傷付けないようにそっと腰を引き、身体を起こす。ノエリオも起き上がろうとしたが、身体がいう事をきかなかった。腰が抜けたようにとろけたまま、全く力が入らない。

　クラエスは暫くの間、呆然と自分の身体を、両手を見つめていた。

　こんな突然、呪いが解けた？　暫くの間、ふたりはこの現実が理解できなかった。

　呆然と座り込んだまま、ふたりで顔を見合わせる。嬉しいよりも、あまりに突然すぎて理解が追いついていなかった。

「……あの、ノエリオ」

　恐らく同じ事を考えている。ノエリオはこくこく頷きながらクラエスの言葉を待つ。

「興奮するような事をしても、いいだろうか……」

　今まさに、そんな事をした後で、改めてそう尋ねられるのもなんだかおかしいような気がするが、これが一番、手っ取り早く呪いが解けたのか確認できる方法だ。

「……か、構いませんよ。……構いませんというか、その」

　ノエリオは思わず毛布に包まりながら、口ごもる。

「う、嬉しいです……」

　クラエスもノエリオと同じように、耳まで赤い。そしてまるで子供のように、ふにゃり、と照れくさそうに笑った。その笑顔に、ノエリオもつられて微笑む。

　クラエスの両手がノエリオを抱き寄せ、宝石のように澄んだみどりの瞳が近付いてくる。唇に、クラエスのなめらかな唇が触れ、幾度か啄ついばまれ、思わずノエリオは喘ぐような吐息を洩らした。ノエリオの心臓が破裂しそうなくらいに脈打つように、クラエスの鼓動もノエリオに伝わっていた。

　幾度か口づけたクラエスの舌先が、ノエリオの唇をなぞり、誘う。誘い出されたノエリオの舌先に甘く噛み付きながら、クラエスは再びノエリオにのし掛かる。

　初めて、深く口づけた。深く唇を合わせながら、クラエスの優美な指が、ノエリオの素肌を辿る。狼のクラエスが舌先で傷跡を辿ったように、優しい指が攣れた傷跡に触れ、辿っていく。

　お互いが両手を伸ばし、抱き合う。今までできなかった事が、こうして当たり前のようにできる事が、言葉にできないほど嬉しかった。こんな幸せな事は他にないように思えた。

　深く絡め合った唇を引き離し、再び見つめ合う。

　人の姿のままだった。

　どんなにときめいても、高揚しても、変わらない。抱き合っても、深く口づけても、変わらない。

「クラエス様！」

　ノエリオはクラエスに抱きついて、髪に頬を押しつける。

「ノエリオ、ありがとう。……君のおかげだよ。君がいてくれたから、君が私をこんなにも愛してくれたから」

　ふたりとも、涙声だった。暫く抱き合って、こみ上げる涙を堪えていたが、抱きしめたノエリオの肩越しに、クラエスは何かを見つめているようだった。

「……クラエス様、どうかしましたか？」

　クラエスの視線に気付いて、ノエリオは顔を上げる。

「……鏡が」

　ノエリオを抱いたまま、クラエスは片手を伸ばし、暖炉の前に置いてあった魔女の鏡を取り上げた。

「鏡が、光っている」

　ノエリオも身体を離して、鏡を覗き込む。

　鉛の弾丸を受け砕け散り、鏡面きょうめんを失ったはずだ。蔓草と小さな貴石でできた枠と台だけしか残っていない。その、鏡面があったはずの台が仄ほのかに光っていた。

「……文字が見える」

　クラエスはそう言うが、ノエリオには何も見えない。

「僕には何も見えません。……何が書いてあるんですか？」

「待って、今読み上げるから……」

　クラエスは片手にノエリオを抱いたまま、鏡に記された文字を読み始めた。







『このメッセージを読めたという事は、あなたは私の呪いから解放されたという事です。

おめでとう。

もう二度と呪いに苦しめられる事はありません。

呪いが解けたあなたは、きっと私が欲しかったものを手に入れたのでしょう。

それがとても羨ましいです。

この鏡にまで辿り着いたあなたは、きっととても優しい人なのでしょうね。




あなたに呪いをかけたのは、誰かに私の気持ちを知って欲しかったからです。

ただそれだけの理由で、あなたに苦しみを与えました。

私が欲しかったものは、名誉でもなく財宝でもなく、王妃という称号でもなく、彼の妻の座でもなく、「愛している」という言葉だけでした。

「魔女でも人でも、愛している」その言葉だけが欲しかったのです。

それを誰かに、知って欲しかった。

私が欲しかったものが何だったのか、誰かに知って欲しかった。それだけの理由で、あなたに理不尽な運命を背負わせました。

私を許す必要はありません。憎み続けて下さい。それだけの罪を犯しました。




彼の子供であるあなたに呪いをかけたのは、私のエゴです。

私にとって、彼の子であるあなたは、得られない未来の幸せや希望そのものでした。




どうか、幸せに。

全ての呪いは解かれ、これからのあなたの人生に、幸いと祝福と、そして繁栄を約束します』







　署名はなかった。

　読み上げた後、暫くの間、クラエスは無言だった。押し黙ったまま、仄白く光り、そして輝きを失っていく魔女の鏡を見つめていた。

「……ノエリオ、私はとっくに気付いていたんだ」

　鏡を見つめたまま、クラエスはぽつりと呟く。

「彼女はもう、亡くなっていると」

　ノエリオもそんな気がしていた。彼女はもうこの世のどこにもいないのではないかと、そう心のどこかで思っていた。

「彼女は何の代償もなく、大魔法を使っていただろう？　あれは」

　クラエスは何かを堪えるように、息を詰めた。息を詰め、再び口を開く。

「あれは、自分の命を代償にして、大魔法を使っていたんだ。……あの時、疲弊しきったこの国の国庫には、もう財宝などなかった。だから彼女は、何もいらないと言ったんだ。最初から、自分の命をかけて、この国を、父上を守るつもりだったんだ」

　クラエスの膝の上の鏡に、ぽたり、と雫が落ちた。ひとつ、ふたつと、小さな雫が光を失った鏡を濡らしていく。

「敗戦国の王や国民がどうなるか、分かるだろう。彼女は自分の命を捨ててでも、国民と父上を悲惨な運命から守ろうとした。何の代償も支払わずに大魔法を使い続ける。そんな無理な戦い方を続けて、彼女はもうすぐ自分が死んでしまうと分かっていた。いや、死んでもいいと思っていた。……最後に」

　堪えきれない嗚咽がクラエスの唇から零れ落ちた。ノエリオはただ言葉もなく、クラエスを抱きしめる事しかできなかった。

「最後に、嘘でもいいから愛していると言って欲しかったんだろう。どんなに強く恐ろしい魔女であったとしても、愛していると。……死んでいく彼女の最後の望みは、それだけだったんだ」

　クラエスは両手でノエリオを抱きしめ、嗚咽を堪える。

　何の罪もないクラエスに残酷な呪いをかけた、悪い魔女だったはずだ。

　どんな事をしても、誰かに知って欲しかった彼女の孤独を思うと、胸が潰れそうだった。こんな事でしか最後の望みを叶えられなかった彼女の一生が、ただひたすらに、やるせなく悲しかった。







「おかえりなさいませ。お食事も、湯浴みの準備もできておりますよ」

　出迎えたエノーラは、涙声だった。寝ずにふたりの帰宅を待ち、ディーターの看病をしていたに違いない。ひどくやつれていた。

　こんな泣きそうな顔のエノーラを見た事がなかった。無事に帰ってきたふたりの姿を見て、感極まったのだろう。

「ただいま、エノーラ。ちゃんとふたりで帰ってきたよ。ディーターはどこに？」

「南の角部屋におりますよ。日当たりもよく静かで、掃き出し窓がなく安静にしやすいのであの部屋にしました」

「食事の前にディーターの様子を見てくるよ。……ノエリオ、大丈夫？」

　足取りがあやしいノエリオを抱いてクラエスが数歩歩くと、エノーラが慌てて声をかけた。

「ノエリオ様はお怪我を？」

　怪我ではなく、初めての経験で腰が抜けそうなだけなのだが、まさかいくら相手がエノーラでも、そんな本当の事は言いにくい。

「いや、怪我ではないよ。ね、ノエリオ」

　慌てて取り繕うつくろうクラエスの言葉に、ノエリオも平静を装いながらこくこくと頷く。

「は、はい。怪我じゃないです、ちょっと疲れただけです！」

　確かに疲れている。主に下半身が。妙に納得しながらノエリオはクラエスに抱えられるようにして、南の角部屋に向かう。

　そっとドアを開けると、すぐにディーターは気付いた。柔らかなクッションの上に横たわったまま動けないようだったが、ふたりに心配をかけまいと思ったのか、一声わん、と鳴く。ディーターの周りには、ヨハンとテオもいた。はしゃぎ回るのが大好きな二頭なのに、ずっとディーターの傍について、守っていたようだ。

「ディーター、無理に起きようとしたらだめだよ」

　それでも起き上がろうとするディーターを見て、ノエリオは危うい足取りながらも、慌てて駆け寄る。ディーターは弱々しく尻尾を振り、差し出されたノエリオの手に鼻先を押しつけた。

「ノエリオを守ってくれてありがとう、ディーター。……今はゆっくり休むんだ。まずは身体を治さないとね」

　クラエスもかがみ込み、ディーターの黒いベルベットのような背中を撫でる。

「ヨハンもテオも、ディーターについていてくれてありがとう」

　そうクラエスが労うと、二頭は甘えるようにクラエスの膝にすり寄った。彼らもふたりの無事の帰宅に、とても安堵しているようだった。寝ずにディーターを守りながら、帰りを待っていたのかもしれない。

　まずは、みんな無事だった事を、無事に帰れた事を喜ぼう。

　諸々の問題は、まだ、これからだけれど。

　今は呪いが解けた事を喜びたかった。

　純白の魔女の悲しい記憶も、マティアスの苦悩も、クラエスの悲しみも。今は何も考えずに、ただ、幸せな事だけを噛みしめたかった。


十二　埋め尽くす花を







　文字通り嵐のような一夜が過ぎ去った。

　一夜にしてあまりにも色々な事が起こりすぎて、ノエリオもクラエスも疲れ切っていた。考えなければならない事も山ほどある。

　エノーラの勧めもあって数日の間は身体を休め、落ち着いて考える時間に充てた。ノエリオはともかく、クラエスは慎重に考えなければならない事ばかりだ。

　ノエリオは諸々の問題に口を出そうとは思わなかった。マティアスや配下の者が行った事は、ノエリオにも深く関わりがある。命を狙われていたのだ。だがそれに関しては、クラエスがマティアスに要求していたように、もう二度と危害を加えないというなら、それでよかった。

　マティアスとクラエスが抱える複雑な兄弟関係も、これからは歩み寄れるのではないかと思えた。いつかこの兄弟が何のしがらみもなく、子供の頃ように戻れると、信じたかった。そう願わずにいられなかった。

　だからこそ、あらゆる問題を慎重に処理していかなければならない。

　この屋敷の数少ない従者たちとエノーラにだけ、クラエスの呪いが解けた事を告げたが、この後の問題があった。

「王位継承で内乱を起こすような真似はしたくないし、そもそも私は王にふさわしい器ではないよ」

　ポーチで一緒に午後のお茶を飲みながら、クラエスは初めてこの問題に関して、自分の意見を口にした。色々な事への気持ちが固まったのかもしれない。

「マティアスは他人にも厳しいが、自分にはもっと厳しい。そうして人一倍努力してきた人だ。それはいつか、つまらない事を口にする人たちにも分かる日がくるはずだ」

　クラエスがマティアスを信じる気持ちは変わらないようだ。心からマティアスこそがふさわしいと心から思っているのは、ノエリオもよく分かった。

「それに……せっかく呪いが解けたんだ。今までできなかった事をしたい。私は王宮とこの屋敷と、首都くらいしか知らないからね。この国の地方都市にも行ってみたいし、できれば他の国へも行ってみたい」

　いつどこで狼に変じてしまうか分からないクラエスは、狭い世界に閉じこもるしかなかった。呪いから解放された今、初めて人目を気にせず、自由に行動できるようになったのだ。

　やりたい事、見たいものは山ほどあるに違いない。

　ノエリオも同じだ。もしもクラエスに出会わなければ、あのまま、身体の傷を気にしてずっと引きこもっていたかもしれない。

「僕もクラエス様と出会うまで、ずっと引きこもったままでした。クラエス様さえよければ、一緒に連れて行って頂きたいです」

　クラエスはそのノエリオの返事を聞いて、とても嬉しそうだ。子供のように無邪気に晴れやかに、笑顔を見せた。

「君が一緒にいてくれるなら、きっとどこへ行っても楽しい。……いつか他の国も旅してみたい。その時は、ノエリオ。君も一緒に来てくれるかい？」

「もちろんです、クラエス様」

　クラエスの足元で丸くなっていたディーターが、顔をあげ、わん、と一声鳴いた。クラエスは笑ってディーターの首を撫でてやる。

「ディーターも来てくれるのかい？　じゃあ、ヨハンやテオも連れて行かないとね」

「まずはディーターが元気になったら、皆でピクニックかな。クラエス様、昏き楡の森に、連れて行ってもらえませんか？」

　今はもう焼け跡になってしまった彼女の小さな家に、花を手向けたかった。どんな事をすれば彼女の魂を慰められるのか、見当もつかない。ただの自己満足だとしても、ひとりぼっちでこの国を去った彼女に、花を贈りたかった。彼女を埋め尽くすような花を。仄暗い森に、千の花を贈りたかった。

「そうだね。彼女の為に、持てる限りの花を持って行こう」

　クラエスは、迷い悩んだ末に、アルブレヒト王に彼女の最後のメッセージを話していなかった。未だ決着がつかないのだと言っていた。

　彼女が何も告げずにこの国を去って行ったのは、王に知られたくなかったからではないのか。

　拒絶されても、受け入れられなくても、彼女はそれでも最後まで王を愛していたのではないのか。

　もしも王に自分の気持ちを知って欲しかったなら、『王が作り出す最も美しいもの』に呪いをかける必要はなかった。

　アルブレヒト王本人に、呪いをかければよかった。

　それでも彼女は王を愛し続けていたと思うと、王に真実を告げるのは、彼女の遺言を、願いを無視する事かもしれない。

　ノエリオも、どれが正しいのか、分からなかった。

　ただ、思う事があった。

　純白の魔女は、彼女にとってクラエスは『得られない未来の幸せや希望そのもの』だと言っていた。

　彼女にとって、会う事すらないクラエスは、他人ではなかったのではないか。そしてクラエスにとっても、純白の魔女は他人ではない。

　顔も、名前すらも知らない他人のふたりの間に、血よりも濃い繋がりがあるのではないかとノエリオには思えていた。

　クラエスの膝に甘えるように顎を乗せていたディーターが、再び一声鳴いた。森に遊びに行っていたテオとヨハンが帰ってきたようだ。

「おかえり、テオ、ヨハン。わっ、すごいね、こんなにとってきたの？」

　ノエリオがポーチを降りて出迎えると、二頭は泥だらけだ。はしゃいでノエリオの周りをクルクル回った後、やっと落ち着いた。また鴨をとってきたようで、二頭は自慢げにポーチにとってきた鴨を並べ始めた。

　くわえていた鴨を並べ終えた二頭は、また嬉しそうに飛び跳ね始めた。狩りの成果を誉めて欲しいのだろう。

「すごいな、五羽も獲ってきたのか！　ああ、私たちにだけでなく、ディーターにも食べさせたかったのか」

　クラエスは泥だらけの二頭の耳と耳の間を撫でてやると、大興奮だ。尻尾をぶんぶん振り回して、二頭は子犬のようにはしゃいでいる。

「すごい、こんなに獲ってこられるものなんだ。ヨハンもテオも、ありがとう。エノーラさんにお願いしてこなきゃ」

「私も昔はよく彼らと鴨やうさぎをとりに行ったなあ。……本当はよくないけれど、狼の姿で。正直にいうと、弓が下手で、狼で狩りをした方が、早かった」

　人のクラエスが弓で狩りをしているところより、狼のクラエスが犬たちと狩りをしている姿の方が、ノエリオもしっくりと想像できた。

「もう狼になる事もないと思うと、不思議だ。……寂しいような気もする。それが自然な事だったからね。困る事も苦しむ事もあったけれど、ノエリオ、君が言うように、狼の私も、私だったんだ」

　生まれた時から人であり、狼であった。文字通りの呪いであったけれど、それでもクラエスにとっては、それが当たり前の事で、自然な事だったのは不思議ではない。

「どちらも大好きですよ、クラエス様」

　ノエリオにとっても、同じだ。狼でも人でも、クラエスはクラエスだ。どちらも変わらずに、愛していた。

　その言葉を聞いて、クラエスはまた嬉しそうに微笑む。クラエスの優美な指先が、ノエリオの頬を撫でた。

　目の前の、笑みの形の唇が近付いて、唇に触れる。

　どんなに触れ合っても、抱きしめあっても、もう狼に変わる事はない。







　処罰を受けた騎士の話を聞いたのは、それから暫く経ってからの事だった。

　嵐の夜が明け、数日後にクラエスは王宮へ行っていた。何回か通っていたようだが、ノエリオはやはり、クラエスが何も言わない限り、口を挟むつもりはなかった。

　クラエスがマティアスや国王と話し合いを続けているのは、聞かずとも分かる。

　夜遅くに帰宅し、ノエリオの部屋を訪れたクラエスは、少し疲れた顔をしていた。

「君にとって、あまり気分のいい事ではないかもしれないけれど……マティアスの事を許してやって欲しいんだ。無理なお願いを言っていると、重々承知している。君の気持ちを決して蔑ないがしろにするつもりではないんだ。……それでも、許してやって欲しい」

　確かに命を狙われていたし、正直に言えば、クラエスにつらく当たるマティアスが大嫌いだったノエリオだが、今となっては、マティアスをそう憎めなかった。

「マティアス殿下の事でしたら、気になさらないで下さい。悪い人だなんて、思っていません」

「君にはもう一切危害を加えないし、干渉もしないと約束して下さった。それから、あの男たちは……マティアスの近衛騎士たちだったが、処罰を受けた。理由はともあれ、マティアスと私に銃を向けたからね。死罪は免れない」

　後味がいいとはあまり言えないが、彼らがマティアスを煽り立て、こんな事件を起こしたのは間違いない。マティアスを守る立場でありながら害悪しかならなかったなら、マティアスの孤独を理解できなかったなら、その処罰もやむをえない。

「対外的には、呪いが解けた事を公表しないつもりだ。王族とこの屋敷の従者と、君だけの秘密という事になるかな。……私の呪いが解けていない事にした方が、くだらない事を考えるものたちも出てこないだろう。……元々、どんな呪いなのか、知られていないしね」

「クラエス様は、それでいいんですか？」

　クラエスはほんの少し、恥ずかしそうな素振りを見せた。少し口籠もってから、口を開く。

「……君の為に呪いを解きたかっただけだから、それでいいんだ……。……その、君と、人のまま、触れ合えるようになれたら、それだけの為に呪いを解きたかったんだ……」

　予想していなかった答えに、思わずノエリオも赤面する。

　そうだ。思えば最初から、クラエスはそう言っていた。『君の為に、呪いを解く』そう明言していた。

「……そ、それから、呪いが解けた事も父上に話したけれど、彼女の最後の言葉は伝えていない。彼女の気持ちを考えると、伝えられなかった……」

　ノエリオもそれに関しては、複雑な心境だった。

　アルブレヒト王を責めたい気持ちもあった。けれど、それを純白の魔女が望むだろうか。

　彼女が全てを捨て、命を捧げてでも守りたかった人なのだと思うと、真実を告げる事が彼女の望みなのか、躊躇わずにはいられなかった。

　言葉の代わりに、クラエスの背中に両手を伸ばし、抱きしめる。

　ただただ、クラエスが愛おしかった。

　暫くそうして長椅子の上で抱き合っていた。あまりに幸せで、このままでいたかった。誰もが当たり前のように愛する人と抱き合っていたのを、もう羨まなくともいいのだ。

　目を閉じてクラエスの背を抱き、頬を肩に押し付けていたノエリオの額に、遠慮がちにクラエスの唇が触れた。

「……その、ノエリオ」

　いつも落ち着いているクラエスの、少し恥ずかしそうな声だ。この声を聞くと、ノエリオはたまらなく甘酸っぱい気持ちになる。

「君に触れても、いいだろうか……」

　恥ずかしそうに聞かれて、思わずノエリオも微笑んでしまう。

「はい。……僕もクラエス様に触れたいです」

　ほっとしたようにクラエスが微笑む。こんな生真面目なところも愛しい。

　ノエリオの背に触れる手に、黒く鋭い爪はない。頬に触れる唇にも、牙はない。少しぎこちなくボタンを外し、ノエリオの素肌に触れる手に、ひんやりした肉球も、しなやかで張りのある獣毛もない。

　かたちの整った綺麗な爪を持つ指先が胸元を滑り、攣れた傷跡を辿っていくのをノエリオは小さな吐息を洩らしながら見つめる。

　気恥ずかしくあったが、嬉しかった。人のクラエスの手が初めて触れたと思うと、胸が痛いくらい、切ない。

　ほんのりと熱を帯びたクラエスの吐息が耳朶に触れた。

「ずっと触れてみたかったんだ。……こんな風に君に触れられる日がくるなんて、まるで夢のようで、信じられないくらいに、嬉しい」

　その言葉に、ノエリオは泣きそうになる。

　いつかクラエスが言っていた。『人とは違う生き物だ。人と交わる事が許される生き物ではない』そう言って、ノエリオを拒んだ。

「本当に、夢みたいです」

　素直に身体を預けながら、ノエリオも頷く。

　こんな風に抱き合うのが、当たり前の事になっていく。嬉しくて幸せで、仕方なかった。







「ノエリオ、大好きだよ。……大好きだ」

　シーツにしがみついたままのノエリオの背に、クラエスの唇が幾度も触れる。

　しなやかで優美な手は、ノエリオの胸の辺りから離れてくれない。ノエリオは堪えきれずに甘く喘ぎ続けているが、優しい指先は執拗だ。

　最初はくすぐったいだけだったのに、撫でられるうちになんだかむずむずと落ち着かなくなってしまった。そのままクラエスがしたいように身を任せていたら、硬く張り詰めた胸の突起は、クラエスの愛撫をすぐに甘く感じるようになってしまった。

「クラエスさま、も…っ……」

　胸を弄られているだけなのに、下腹のそれが熱くなり始めているのが自分でも分かる。羞恥のあまり膝を閉じすり寄せるが、クラエスは気付いていないようだった。

「痛くないかな？　……ノエリオ、声がとても甘くなってる」

　クラエスは本当に、ノエリオに触れたかったのだろう。それはノエリオもよく分かった。優しく穏やかでありながら、ノエリオの手はとても意地悪で、執拗だ。

「君があんまりにも可愛くて、どうしていいか分からなくなる」

　そう囁きながら、硬く尖った胸を、優しく撫で、摘み、擦る。なめらかな掌に胸を包まれ、撫でられて、ノエリオはもう泣き出しそうだった。

　こんな風に感じるなんて、知らなかった。胸が熱く火照るだけではなかった。身体の奥の深いところが、クラエスを迎え入れた感触を思い出している。弄られているのは胸なのに、下腹の奥まで熱くなっている。

「クラエスさ、ま、も、もう、だめ、です」

　喘ぎながら切れ切れに、やっと、言えた。

「だめ、です……っ。む、胸ばかり、触らな、いでくだ、さい……っ」

　泣きそうなノエリオにやっと気付いたのか、クラエスは慌ててノエリオの頬に触れた。

「痛いのか、ノエリオ。す、すまない、加減が分からなくて」

　確かに分かっていない。こんなに胸ばかり弄られて、感じすぎて泣きそうなノエリオの下腹に、全く気付いていない。

「ち、ちが……あ、あの、あの……」

　ノエリオもどう伝えたらいいのか分からない。思えばふたりとも、そういう経験が全くなかった。あの嵐の朝の一回だけで、ちゃんとした行為は、これが初めてだ。

　クラエスもノエリオの涙に慌てているが、やっと気付いたようだった。宥めるように頬に口づけながら、胸を撫でていた手で、ノエリオのなめらかな胸元を、下腹を辿っていく。

「……手際が悪くて、申し訳ない」

　神妙にそう詫びられて、泣きそうだったノエリオも、思わず笑ってしまった。

「ち、違います。……あ、あの、あんまり、胸ばかり触られていると」

　なだらかな下腹を撫で、硬く張り詰めたノエリオのそれに、クラエスの指先が触れた。思わずノエリオの身体が、ひくん、と震える。

「そ、その、きもちよくて」

「……うん」

　クラエスの唇が涙の滲む眦に触れたと同時に、じわりと雫を滲ませるそこにも優しく掌が触れた。たまらずに、ノエリオは小さく息を飲む。

「あ、あっ！　……あ、クラエス様、んん……っ……！」

　くびれたところをきゅっと握りこまれ、ノエリオはクラエスにしがみつく。

「気持ちいいなら、よかった。……こっちかな」

「や、あ、あ！　だめ、クラエスさまっ……！」

　しなやかな指が絡みつき、硬く熱を持ったそれを、擦り上げた。自分ではない誰かにそんなところを触られるのがこんなに気持ちいいと、ノエリオは知らなかった。我慢なんてできるはずがなかった。

「くぅ……っ！」

　押し殺した声を上げて、ノエリオは滾った熱をクラエスの掌に吐き出してしまう。耐えられなかった。目眩がするような快楽だった。

「ご、ごめんなさい……。クラエス様の手が」

　我に返り、ノエリオは慌てて濡れたクラエスの手に手を伸ばす。クラエスは少し照れくさそうにしながらも、嬉しそうな笑みを見せた。

「ああ、いいんだ。……こんなにノエリオが感じてくれたと思うと、とても嬉しい」

　王子様は素直すぎる。言われたノエリオの方が恥ずかしい。かーっと赤くなっていると、濡れたクラエスの指先が、火照った内腿に触れた。

　再びクラエスの唇が、眦に触れた。眦に幾度が口づけ、頬を辿っていく。

「力を抜いて。……息を深く吸って、吐いて」

　濡れた指先は、内腿から足の付け根へと撫で、這い上がっていく。どこに触れようとしているのか、ノエリオにも分かる。

　羞恥はあったが、身体が覚えている。狼のクラエスを迎え入れた時の事を、まざまざと思い出していた。

　身体の奥を、硬く尖ったものが擦り上げていく生々しい感触を思い出したと同時に、濡れた指先が身体の中に入り込んできた。

「痛みはない？」

　そう囁きながら、クラエスはノエリオの身体を傷付けないように、ゆっくりと指を挿入していく。

　身体はすぐに思い出した。生々しいくらいにクラエスと繋がった感触が蘇り、今、中に沈み込んだクラエスの指を、ぎゅうぎゅうと締め付けている。

「……あぁあっ……」

　思わず声が震える。圧迫感はあったが、痛みはない。身体はすぐに交わる快楽を思い出し、熱くなり始めている。

「可愛い。もっと聞かせて」

　ぐっ、と奥まで指を突き入れられ、ノエリオのつま先が震え、シーツを掻く。

「あ、あ！　クラエスさ、ま、そんなに、しな、あ、あぁあ！」

　指はすぐに増やされた。ノエリオの甘い声をもっと引き出そうとするように、クラエスの指は奥まで入り込む。

「……ここかな？　それとも、ここ？」

　指の腹で柔らかなところを探られ、擦り上げられる。羞恥はあったが、声を抑えられなかった。

「く、あ、あ！　あ、そこ、あ、あっ！」

「ここ？　……声が高くなったね」

　探り当てた場所を、優しい指がじっくりと撫でた。激しく収縮する襞を捏ねるように愛撫されて、ノエリオは背をしならせて喘ぐ。

「クラエスさ、ま、あ、あっ……！」

　奥まで入り込んだクラエスの指を激しく締め付けながら、ノエリオは身悶える。達しそうなのに、いけない。身体の中を荒れ狂う熱と快楽で、どうにかなってしまいそうだった。

　狭く柔らかな場所を執拗に愛撫していた指が抜き去られた。それでも熱は冷めない。

「……ノエリオ、息を詰めたらだめだよ」

　激しく収縮するそこに、熱く硬いものが押し当てられた。狼の時よりも、大きく硬い。思わずノエリオは上擦った声を上げてしまう。

　クラエスの左手がノエリオの腰骨の辺りを掴み、引き寄せられたのと同時に、硬く膨れ上がった先端が押し入った。

「く、あっ……！」

　狼の時よりも圧迫感があった。痛みは微かにあったが、硬く膨れたそれがじっくりと狭い場所を割り開き、押し入ってくる息苦しさの方が強かった。

「クラエスさま……っ……！」

　狼の時と全く違う。予想していなかった質量に、息が詰まる。震える両手を伸ばすと、すぐにクラエスが覆い被さり、ノエリオの震える唇に触れた。

「……っ、ノエリオ、力を抜いて。……入らない」

「あ、あ！」

　硬く張った先端が、狭い内壁を擦りながら、奥まで押し入ってくる。ノエリオは夢中で覆い被さるクラエスの背中にしがみつく。

　荒く切なげなクラエスの吐息が耳に触れる。時間をかけてゆっくりと奥までそれが突き入れられていく。

　きつく目を閉じて震えていたノエリオの瞼に、クラエスの唇が触れる。

「ノエリオ、目を開けて」

　おずおずと目を開き、クラエスを見上げる。切なげな吐息を紡ぐクラエスが、目の前にあった。

「……全部入った」

　クラエスの背を抱いていたノエリオの右手をとり、下腹へと導く。なだらかな下腹に触れさせて、クラエスは恥ずかしそうに微笑む。

「君のここに、私がいる」

　胸が痛くなる。ノエリオも同じように、微笑む。

「……はい。……嬉しい、です」

　下腹を撫で、目の前の唇に口づける。

「人のあなたも、狼のあなたも、ここに」

　触れていた唇が微笑みの形に綻び、舌先が触れた。中で激しく脈打つそれが、ゆっくりと動き、身体の奥まで沈み込む。

　まるで夢のようだと、クラエスが言っていたけれど、それはノエリオもだ。

　身も心もとろけるような夢を、ふたり抱き合いながら見る事ができる。これから、ずっと。







「ディーター、無理に走ったらだめだよ。足が痛むようなら、背負っていくから。ああ、テオ、ヨハン、そんなにじゃれついたら、ノエリオが歩きにくいよ」

　約束通り、抱えきれないほどの花を持って、クラエスとノエリオは昏き楡の森にやってきた。犬たちも一緒だ。

　最初はお行儀良くバスケットを背負って歩いていたテオとヨハンだったが、すぐにはしゃぎはじめた。ノエリオの周りを子犬のように飛び跳ねている。

「ディーターが真似したくなるから、だめだよ、ふたりとも。……クラエス様、見えてきましたよ」

　仄暗い森の小道を抜け目の前に現れたのは、かつて彼女の小さな店だった焼け跡だ。

　あれから暫くの間、調査のためにそのままになっていた。

　クラエスのたっての願いで、この場所はこのまま埋められ、森の一部へと還って行くことになっている。

　彼女の墓標とは言いたくなかった。彼女の還る場所であって欲しかった。

「テオ、ありがとう。こっちへおいで」

　テオが背負っていたハスケットから、ノエリオは包みを取り出す。

　純白の魔女の、たったひとつの宝物だったあの鏡だ。

「クラエス様の呪いを解いて下さって、ありがとうございます。……これは、お返しします」

　ノエリオは焼け跡に膝をつき、鏡を置く。

　その鏡を埋め尽くすように、花々を供そなえる。持てる限りの花を持ってきた。焼け跡全てを覆い尽くすことはできないが、千の花を彼女に手向たむけたかった。

　クラエスも抱えていた花束を供える。

　暫くの間、ふたりは無言で焼け跡に立ち尽くしていた。

「ノエリオ、約束を覚えているかい？」

　そうクラエスに声をかけられて、ノエリオはクラエスを見上げる。

「約束ですか？」

「呪いを解いたらって、約束したじゃないか」

　クラエスはポケットを探り、小さな箱を取り出した。濃紺のベルベットを張られた、綺麗な小箱だ。

　その小箱を掌に載せ、ノエリオへ恭しく差し出す。

「君に出会えて、君がいてくれたから、ここまで生きてくる事ができた。……君がいつでも笑顔でいられるよう、私は君を大切にするよ。だからノエリオ。私と結婚して下さい。誰よりも君を愛しています」

　クラエスは小箱を開き、シルクの台座に収まっていたリングを取り出す。

「ずっと傍にいて欲しい。……もう君なしではいられないんだ」

　ノエリオは初めてクラエスに出会った時の事を思い出していた。

　正確には、初めてではなかった。あの時は初めてだと思い込んでいた。姉のディートリントと、クラエスの兄ヘルムートの婚約式だ。

　あの時、出会って五分でクラエスは十歳も年下のノエリオに跪き、何の前置きもなく、唐突に求婚した。

『毎日、君の笑顔を見ていられたら、きっと幸せに暮らせると思うんだ。もちろん、君がいつでも笑顔でいられるよう、私は君を大切にするよ。だからノエリオ。私と結婚して下さい』

　今でも覚えている。クラエスははっきりと、そう言ってプロポーズしていた。あの時はただただ困惑して、婚約式が終わるまで隠れていたくらいだったのに。

　こんなにクラエスを愛するようになるなんて、思っていなかった。思えば、求婚を受け入れようとあの時何故、思えたのだろう。

「……はい。僕も、クラエス様が大好きです。誰よりも、クラエス様を愛しています。……一生お側に、いさせてください」

　これからも苦しく悲しい事があるかもしれない。けれど、ふたりでいられるなら、どんな事でも乗り越えていける。そう信じられた。

　差し出されたクラエスの手を取ると、クラエスはいつものように穏やかな笑みを見せた。

　笑って、ノエリオの左手の薬指に白金プラチナと蒼玉そうぎょくのリングをつける。

「ノエリオの瞳の色だ。……この石を見た時に、そっくりだと思って」

　宝石もリングも身につけた事がなかったし、本音を言えば興味もあまりなかったが、クラエスのこの嬉しそうな顔を見ていると、ノエリオも思わず頬が緩んでしまう。

「……あ！　こら、ヨハン、テオ！　そんなにはしゃぎまわって、ディーターがつられてしまうだろう！」

　滅多に来られない珍しい場所に、テンションが上がりに上がった二頭は、夢中ではしゃぎ回った挙げ句、木立の中で追いかけっこを始めてしまった。

「以前、ノエリオの護衛を頼んだ時はしっかりやってくれたけれど、仕事がないとなると、ふたりは羽目を外しやすいな」

「はしゃいで騒ぐの、大好きですからね、テオもヨハンも。こんなに走り回って、迷子にならないかな」

「以前は私が狼になって、追いかけて叱ったりもできたんだけれどね。さすがに人の姿では追いつけないな。……今までそれが普通だったから、少し不便になったかもしれない」

「願った時だけ狼になれたら、便利ですよね」

「それは確かに。なんだかんだで、狼で行動するのにも慣れていたからね」

「願ったら狼に……なれませんよね！」

「なったらいいのにね。…………あれ？」

　ノエリオの手と取っていた優美な指先が、静かに変化をし始めていた。見覚えのある変化だ。ぐっと爪が伸び、そして緩やかに純白の獣毛が皮膚を覆い始める。

「え！？」

「え、まさか……」

　クラエスが動揺しはじめると、すっと指先から生えかけた獣毛が消えていった。見間違いではない。確かに、ふたりとも見た。変化が始まっていた。

「……まさか、彼女のメッセージにあった『幸いと祝福と繁栄』って」

　ふたり、黙ったまま顔を見合わせる。

　まさか、自由に狼になれる事が純白の魔女からの『祝福』なのか？

　では、『幸い』や『繁栄』は？

　その答えは、いつか分かるだろうか。

　ふたりは暫く顔を見合わせ、そして小さく笑い合う。

　どんなことでも、ふたりで乗り越えていこう。そう、思い合える。








【牙狼王子の純真・終】




番外編


一　純白の祝福







「……狼になれてしまうね」

　居間には燦々さんさんと午後の日差しが降り注ぎ、とても心地がいい。日向ひなたの絨毯に座るノエリオの膝に、真っ白な大狼が顎を載せているが、当然これはクラエスだ。こんな大きな、しかも純白の大狼が他にいるはずもない。

「うん、なれてしまいますね……」

　ノエリオは膝の上にあるクラエスの、分厚く大きな耳の間を撫でているが、複雑な心境だ。

　そもそもの発端は、ノエリオが犬たちの腹を撫で倒していた時だった。

　ノエリオがひなたぼっこをしながらディーターにブラシをかけていると、テオとヨハンも後からやってきて、我も我もとブラシかけの順番を待っていた。

　犬たちはぎゅうぎゅう押し合いへし合い順番待ちをしつつノエリオにじゃれついて、綺麗にブラシをかけてもらった後はお腹を撫でてもらいながら寛いでいた。

　そこにまたやって来たのがクラエスだった。

　最初は微笑ましく犬たちとノエリオのじゃれ合いを眺めていたが、気付けばクラエスはいつの間にか人の姿から大狼になっていた……。

「やっぱり指輪を頂いた時に見たのは、錯覚じゃなかったんですね」

　クラエスも頭を撫でられると気持ちいいのか、犬たちと同じように目を細め、耳が後ろにぺたっと倒れている。この気持ちよさそうな顔を見ると、ノエリオもついつい撫で続けてしまう。

「やはりこれが彼女の言う『祝福』なんだろうね……。まさか、さすがに不死ではないとは思うけれど」

　さすがに不死かどうか自決して試すわけにはいかない。不死でなかったら大変な事になる。せいぜいどこか傷付けて傷口がすぐ塞がるか、試すくらいか。

「さすがに試すわけにもいかないです」

　犬たちもクラエスの割り込みは仕方ないと思うのか、ノエリオの撫で撫では諦めて、クラエスにぺったり張り付いて寝転んでいる。

　真っ白なクラエスを挟んで、黒、白、クリーム色の大きな毛の塊が寄り集まってぎゅうぎゅう寝そべっているのは、ものすごくもふもふ柔らか暖かそうだ。ノエリオもこの中に混ざりたいと思える。

「なんとなく、これを彼女が『祝福』に選んだ理由が分かる気がするな。……あらゆる意味で、私は彼女に試されているし、望まれているとも感じられる」

　クラエスが言いたい事はノエリオも感じていた。

　彼女は生きて会う事さえないクラエスを『得られない未来の幸せや希望』だと言っていた。

　彼女は、きっと、望んでいる。

　人の身で過ぎた力を持つものが幸せになれないなんて、思いたくないのではないか。それでも幸せに生きられると、信じたいのではないのか。

　それこそが彼女の言う『得られない未来の幸せや希望』そのものかもしれない。

　彼女は『王が作り出す最も美しいもの』に呪いをかけると言っていたが、それはもしかしたら容姿だけではなかったのかもしれない。

　過ぎた力を使いこなせるだけの『身も心も美しいもの』を選んだのではないのか。

　そこまで彼女が考えていたとしたら、当時まだ年若かった彼女の思慮深さと未来を見る目に敬服せざるをえない。

　もうどこにもいない彼女の本心を知る事はできないが、クラエスと彼女が他人ではない、血よりも深い絆で結ばれているように、ノエリオにとっても彼女は他人ではなかった。

「……ところで、どうして急に狼になりたいって思ったんですか？　クラエス様」

「そ、それは……」

　気持ちよく撫でられていたクラエスの耳が、ぴんと立った。

「その……羨ましいなと思えて」

　狼の時でも、うろたえる様子はよく分かる。今、クラエスはとても恥ずかしそうだ。ぴんと立った耳が、へたっと倒れていく。

「ヨハンたちは、好きな時に好きなだけノエリオに甘えて、撫でてもらってブラシもしてもらえて……羨ましいなって……」

　何故こんな風に素直に、きゅんとくるような事をいうのか。ノエリオは身悶えしそうなくらい、甘酸っぱい気持ちになっていた。十歳も年上のクラエスが、たまらなく可愛く思えてしまう。

　言われてみれば、大狼のクラエスの時は、時々鼻筋を撫でたり背中をもふもふしたりしていたが、人のクラエスにした事はない。

『人でも狼でも、クラエス様はクラエス様です』と豪語していたノエリオだったが、確かに待遇に差があったかもしれない……。

　思わずノエリオは我が身を振り返って反省する。

「す、すみません……！　そこまで気がつきませんでした」

　狼のクラエスにこうして膝枕をして撫でるのは何度かしていたが、人のクラエスにした事はなかった。狼の時ならこうして膝枕しつつ撫でられるが、人のクラエスに、と考えた途端、気恥ずかしさが倍増するのは何故だろうか。

　かーっと頬が赤くなったノエリオに気付いたクラエスも、同じ事を考えているのだろう。ふさふさの被毛があるものの、きっとこの毛皮がなければ同じように赤くなっていたに違いない。

「いい大人で、君より年上なのに申し訳ない……」

「い、いえ！　そんな事ないです、ぼ、僕もクラエス様に撫でてもらったり膝枕してもらえたら、すごく嬉しいから、これからはちゃんと人のクラエス様にも狼の時と同じようにします……！」

　とにかく狼にならないよう、スキンシップはほぼなかったし、キスも最近になって少しずつしてもらえるようになったし、思えばノエリオもあまり人のクラエスと親密な接触はなかった気がする。いわゆる営みだって最近だ。それも数えるほどだ。しかもぎこちない。まだまだとてもぎこちない。

「そ、そうだね、私も、ノエリオに膝枕も撫でたりもしていなかったね。気がつかなくて、申し訳なかった」

　ふたりとも嬉しいやら恥ずかしいやらで、もじもじしているが、ヨハンたちは全く気付いていない。『なになに？　撫でてもらえる順番きた？』とばかりに、クラエスにもノエリオにもぐいぐい鼻面を押し付けて甘えてくる。

「あ、そ、そうだね、ヨハンたちも撫でて欲しいよね。ごめんね」

「ノエリオを独占していてすまなかった、交代かな」

　クラエスも慌てて起き上がり、ノエリオの傍らに行儀良く座るが、落ち着かないようだ。尻尾がそわそわもじもじ絨毯の上で跳ねている。

「あ、あの、クラエス様」

　膝上に仰向けに転がり甘えるテオを撫でながら、ノエリオは口を開く。

「その……ふ、ふたりの時はお願いしたいです……。僕も、クラエス様を撫で撫でするので、そ、その、僕にも」

　クラエスの真っ白で大きな耳が、ぴーんと立っている。そのままふたりでもじもじしていると、クラエスが小さく頷いた。

「う、うん……。私も楽しみにしている」

　その返事を聞いて、ノエリオも真っ赤になりながら、にこにこ頷く。

　やっぱり狼でも人でも、クラエスが大好きだ。


二　最後の秘密







「そろそろ婚約式の日取りをきちんと考えないと」

　午前中は語学か経済学の教師がやってくる。その授業を終えて書斎から出てきたクラエスは、真剣な顔でそうノエリオに話しかけた。

「同性との結婚を認める法律については、もう少し話し合いが必要で、今各所で最後の話し合いと調整が行われているところだよ」

　ノエリオはディーターのリハビリを兼ねて、一緒に軽く走ってきたところだった。いい汗を流して、ポーチで運動後の柔軟をやっていたのだが、突然の話に動きが止まる。

　婚約式？

　まさか婚約式までやるとは思っていなかった。婚姻を公的に認めてもらえるだけだと思っていた。そこまできちんとしきたり通りに進めるつもりだったとは、予想していなかった。

　思えばクラエスと出会ったのも、姉ディートリントとクラエスの兄ヘルムートの婚約式だった。昔からのしきたりで妻になる女性の家で指輪を渡す式を行うのだが、ノエリオは真顔で考えこむ。

　王の配偶者は王妃。女王の配偶者は王配おうはい。世継ぎの君である王太子の配偶者は王太子妃。王子の配偶者は妻。王女の配偶者は夫。

　では、王子の同性の配偶者は？

　妻ではないと思うし妃でもないと思う。では、どういう続柄ぞくがらになるのか？　真剣に考えこむ。思いつかない。

「そろそろ色々な事を決めなければね。いつまでも君の立場を曖昧にしておくのは、君のご両親にも姉上にも大変失礼だし、なにより私も嫌なんだ。あまりに不誠実だ」

　クラエス様はやっぱりとても真面目なんだな。

　そうノエリオは考えるのが精一杯で、混乱していた。

　本当に同性同士で結婚できるようになるのか。王族がそれでいいのだろうか。重臣は反対しないのだろうか。前例がない事例を成し遂げることによって、クラエスの立場に影響はないだろうか。

　ノエリオはこのままでもいいと思っていた。クラエスの傍にいられるなら、他に何もいらないと思っていた。むしろ、同性との結婚でクラエスの今後に影響があるかもしれないと、不安に思う事もあった。

「それに、これは私たちだけの問題でもないんだよ」

　ノエリオは頷きながらクラエスの言葉を待つ。確かに色々な問題を孕んでおり、なにより前代未聞だ。

「この間、王宮へ行った時に、父上の近衛騎士に呼び止められたんだ。何度か見かけたくらいで、特に親しくはない人だ」

　マティアスとその配下の者たちの事件で、かつてないほどクラエスは王宮へ出向いていた。今まであまり関わりがない人々とも会う機会が増えているのは、容易に想像できる。

「その騎士は、長く付き合っている同性の恋人がいるそうなんだ。その恋人は街の仕立屋で働いていて一緒に住んでいるが、先々の事を不安に思っていたというんだ。……騎士として働き築き上げた財産を、恋人に残せる法的な保証が何もなかったから」

　結婚していれば、財産は残された配偶者と子供たちに残される。未婚で、かつ両親が健在ならば、両親に。もしも身寄りがなければ、その財産は国に帰属する。そう法律で定められ、役人たちが管理している。

　では、結婚できない同性の恋人同士は？

「恋人が支えてくれたからこそ騎士として務められたのに、その恋人を守る法的なものがないのが辛かったし、世間でも認められない存在だと感じていた時に、私が突然、君と婚約して法律を変えると言い出した。騎士は、とても嬉しいと、感謝していると私に言ったんだ」

　本当に、クラエスとノエリオだけの問題ではなかった。

　クラエスもその騎士と同じように、ノエリオの身分の保障が欲しいといつも口にしていた。

「私が君を大切に思うように、誰だって愛する人を守りたい。私は自分の事ばかり考えていた事を恥じたよ。同性の恋人を守る保証が欲しい人は、私たちだけではない。この騎士のように、他にもいるんだ。だからこそ、この事も真剣にしっかりと父上や重臣たちと話し合わなければならないんだが……君も気付いている通り、父上とあまりうまくいっていない」

　よどみなく語っていたクラエスの口が、途端に重くなる。

「……お気持ちは分かります。僕も何が最良の道なのか、どうしても判断がつきません……」

　クラエスと王の間には、深い溝が生まれていた。

　純白の魔女と王の関係と、彼女の切なる願いが、重くクラエスに影を落としている。

　クラエスが父親に対し、不信感や怒りを持つのは仕方がないともノエリオは思う。そしてノエリオは、王が彼女を恐れた気持ちも理解できた。

　一度は狼であるクラエスを拒んだ。王に咎があるというなら、ノエリオも同じように咎がある。

　王と国民を守る為に戦った彼女を拒んだ王と、ノエリオを守る為に戦ったクラエスを拒んだノエリオは、同じ罪を犯している。

　もしもあの時、晩夏の森で起きた真実に気付かなければ。そう考えると、王を安易に責める事ができなかった。それでも、クラエスと純白の魔女が背負い続けた深い絶望と孤独を身近で感じ、苦悩せずにいられなかった。

「私の意思よりも、彼女の願いを尊重したい。……けれど、私はあまりに未熟だ。父上を憎まずにいられないんだ。……彼女を拒んだ父上を許せない」

「クラエス様……」

　こんな時にどう言葉をかければいいだろう。ノエリオはおずおずと両手を伸ばし、クラエスを抱きしめる。

「僕も同じです。どうすれば彼女の魂を慰められるのか、願いを果たせるのか、考えてしまいます。でも、考えても考えても、分からない」

　ふたりの足元で、ディーターがきゅん、と小さく鳴いた。犬たちは人間の感情に敏感だ。クラエスとノエリオの悲しみに、苦悩に寄り添おうとしてくれている。

「……ありがとう、ディーター、ノエリオ。君たちに甘えてばかりだね」

「僕もディーターもクラエス様に甘えてますよ。……僕はもう家族だと思っていますし、その……け、結婚するなら、支え合っていきたいです……」

　口ごもりながらそう伝えると、目の前のクラエスの唇が、微笑みのかたちに綻んだ。クラエスの笑みに、目も心も奪われてしまう。きっとどれだけ側にいても、この笑顔を見る度に胸が痛くなるくらい、愛しくなるだろう。

「そうだね。君の言う通りだ。……本当に、君にはかなわないっていつも思っているよ」







　あれから数日が過ぎたが、クラエスとアルブレヒト王の関係は、好転したとは言いがたかった。そんなぎくしゃくした雰囲気のまま、昏き楡の森の焼け跡を埋め立てる日が近付いていた。

「これで最後というわけではないけれど、埋められてしまう前に、もう一度彼女に花を贈りたい」

　そうクラエスは言ってきたが、ノエリオも同じ気持ちだ。幾千の花を手向けても、足りないと思えた。

　鏡を返しに来た時と同じように持てるだけの花を抱え、犬たちを連れて、ふたりはまた昏き楡の森の小道を歩いていた。

　クラエスも彼女の魂が寂しくないように、たくさんの花で包みたいのだろう。焼け跡全てを花で覆い尽くせたなら、彼はきっとそうしたに違いない。

　この場所がやがて土へと還っていくなら、そこにたくさんの花を植えたい。彼女の孤独を少しでも癒やせるように、ここが彼女の幸せな思い出の場所であり続けられるように、彼女の孤独が少しでも薄れるように。

　なによりも愛される事を願っていた彼女を、会った事も、名前さえも知らない彼女を、クラエスもノエリオも愛していた。愛さずにいられなかった。

「何度でも、またここに来ましょう。いつかここが森へと還かえっていくなら、草花で埋め尽くせます」

「埋め立てられたら、花を植えにこようか。ヘルムートが植物の研究をしているから、森の生態に影響がない草花を教えてもら……どうした、テオ」

　はしゃいで飛び跳ねるように先を歩いていたテオが、不意に足を止めた。

「テオ、どうしたの？　何か動物でもいた？　熊や猪だと危ないから……」

　ノエリオが小走りにテオに近付こうとすると、テオの隣に並んだヨハンが、突然吠え始めた。

　威嚇するように数度吠えると、ヨハンは駆け出した。そのヨハンのただならぬ気配で、すぐにテオも後を追って走り出した。

「テオ、ヨハン！　待て！　一体何が……」

　慌てて花束を置き、二頭を捕まえようとクラエスも後を追う。ノエリオもまだ体調が万全ではないディーターと共に、遅れて続いた。

　テオもヨハンも風のように小道を抜け飛び出していく。クラエスも追うが、人の姿では追いつけるはずがなかった。

　吠え立てる二頭の声に混じり、人の叫び声が聞こえた。

「クラエス様、誰かいます！」

「テオ、ヨハン！　だめだ、怪我をさせるな！」

　クラエスとノエリオがやっと小道を抜け焼け跡に辿り着くと、フードを目深に被った黒ずくめのマントの男が、テオとヨハンに飛びかかられ、逃げようとあがいているところだった。

「何者だ！　ここに何用があって立ち入った！」

　駆け寄ったクラエスは男のマントを掴み、取り押さえようとして、小さく叫んだ。

「……父上、何故ここに」

　いつも明るく穏やかなクラエスらしくない、怒気を含んだ声音だった。

　父上？　クラエスは、一体何を？

　ノエリオは混乱しながらふたりに近付く。クラエスは乱暴にフードを掴み、引き剥がした。

「供もつけず、何故ここに……」

　見間違えるはずがなかった。間違いない。クラエスによく似た面差しと、まばゆい金色の髪が重いフードから現れた。

　アルブレヒト王は観念したように、がっくりと肩を落とした。だが唇は固く引き結んだままだ。

「……僭越ながら、父上。……父上に、ここへ足を踏み入れる資格があるとお思いですか」

　クラエスの声は、かつて聞いた事がないほど、冷たく響いた。

　怒りだ。

　クラエスは今、静かな怒りを押し殺している。

　クラエスはアルブレヒト王が手にしているものに気付いたようだった。ノエリオも遅れて、気付く。

「父上。あなたはそれに触れる資格すら、ないでしょう。……純白の魔女を突き放し、この国から追い出したのはあなただ。他の誰でもない」

　アルブレヒト王の手にあるのは、蔓草と貴石の鏡だ。純白の魔女のたったひとつの宝物で、クラエスと彼女を結ぶ絆でもある。

「……そうだな。彼女がこれを持って行くはずがなかった」

　王のこの言葉で、ふたりは気付いた。

　質素な部屋に似つかわしくないほど、華やかで贅沢で、高価な鏡だった。彼女はこの鏡を、なによりも大切にしていた。そしてこの大事な宝物を、クラエスと繋がる大切な道しるべに選んでいた。

「これは……父上が、彼女に贈ったものですか」

　二組だけの可愛らしいティーセットと、質素な部屋に不釣り合いな、贅沢な鏡。それを大切にしていた彼女。王の答えを聞くまでもなかった。

「……何故ですか。何故、彼女を恐れ、信じなかったのですか。何故……何故、彼女を突き放して、この国から追い出した……！」

　最後は悲鳴のようだった。王に掴み掛かるクラエスの悲しみとやるせなさが、痛いほどノエリオにも伝わっていた。気持ちは同じだった。

　彼女はどんな気持ちで、この鏡にメッセージを託したのだろう。彼女を裏切った男との、幸せだった思い出がつまった大切な鏡。ノエリオは胸の痛みで息が詰まりそうだった。

「仕方なかった！」

　ずっと口を噤んでいた王は、はっきりとそう怒鳴った。

「仕方なかった！　そう言うしかなかった！　魔女なんか愛せないと言えば、彼女はこの国から出て行く！」

「そんなに彼女が邪魔だったと言うんですか！　父上とこの国の為に戦ったのに！」

「それでよかったんだ！　卑怯な男だと言われても、彼女に憎まれても、彼女がどこか他の国で生きていてくれるなら、それでよかったんだ！」

　王が何を言っているのか、クラエスもノエリオも、一瞬分からなかった。

「憎まれてもよかった。呪われるならそれでよかった！」

　たったひとりで一軍を焼き尽くすような魔法を使う魔女だ。

　自由に落雷を操り、一瞬で森や草原を燃え上がらせ、無慈悲に無数の命を摘み取る、死を司つかさどる魔女。

　純白の魔女を恐れていたのは、敵軍の兵士たちだけではない。味方の兵士や騎士、重臣たちも同じではないのか。

　一瞬で何もかも消し去れる魔女。次に彼女が摘み取る命が自分たちではないと、言い切れるのか。

「どんなに憎まれても恨まれても、どこかで幸せになってくれれば、それでよかった……。お前に呪いが降りかからなければ、私だけが呪われたなら、彼女を探し出そうとも思わなかった。彼女がどこかで静かに暮らせているなら、もう彼女の生活を、命を、脅おびやかしたくはなかった」

　王が嘘を言っているようには思えなかった。今まで口を閉ざしていたのは、言い訳にしかならないと自分でも分かっていたからか。どう言い繕っても自分を許せないまま、今まで生きてきたのかもしれない。

　王が憎まれてでも逃したかった彼女は、最初から死を覚悟して戦っていた。生き残るつもりも、王妃になるつもりもなかった。

　王は、彼女が文字通り命を賭けて王とこの国を守ろうとしていると、知らなかった。彼女が犠牲にしたものが何だったのか知らずに、全てが終わった時、彼女を無事に国外へ逃がす事しか考えていなかった。

　王も彼女も、ただ互いの無事だけを願っていた。空むなしいくらいに、やるせないくらいに、愛した人を守る事だけを考えていた。

　王も彼女も、まだ若かった。幼かった。あまりにも未熟で、不器用で、純粋だった。

　クラエスは奪い取った鏡を、王に差し出した。

「……父上。無から有は生み出せません。魔法も同じです。大きな力を使うには、代償が、犠牲が必要なのです。……いつか、そうお話ししたでしょう」

　王は無言のまま、差し出された鏡を受け取った。受け取り、鏡面の失われた鏡をじっと見つめる。

「彼女も同じです。貴石は必要ないと言ったのは、この国に、もうそんな財宝も力もないと分かっていたからです。……わずかな貴石で大魔法を行使できるほどの魔力は、彼女にはありませんでした」

　アルブレヒト王は瞬きを忘れたように、鏡を見つめ続けていた。

「この国と父上を守る為に、彼女が何を犠牲にしたのか……私は父上に告げるつもりはありませんでした。彼女が望んでいないと思えたからです」

　クラエスは王に背を向け、一歩踏みだした。

「申し訳ございません。黙っていられませんでした。……あまりに悲しすぎる。父上も、彼女も、あまりに悲しい。どうしてこんな事になってしまったんだ。……何を恨めばいいのか、何を憎めばいいのか、分からない……！」

　クラエスは立ち竦んだままだったノエリオの手を取り、焼け跡と王に背を向け、歩き出した。

　背後の焼け跡も王も振り返らず、クラエスは唇を噛みしめたまま、歩き続ける。

「……ナターリエ……」

　遠く微かな呟きが、ノエリオの耳に届いた。肩越しに振り返ると、崩れるように座り込む小さな人影だけが、見えた。

「憎めたなら、恨めたなら、きっと楽になれるだろうに」

　嗚咽を押し殺すような、やるせない声だった。

「彼女もそうだったのかな。それでも彼女は、父上を、この国を愛していたのかな……」

　耐えられなかった。ノエリオは両手を伸ばし、クラエスを抱きしめる。

「こんな時に何を言えばいいのか、どうしたらいいのか、分かりません。ごめんなさい。……ずっと、傍にいます。クラエス様の傍に、います。クラエス様がつらい時も、悲しい時も、ずっと傍にいます。……何もできなくても、傍にいさせて下さい」

　クラエスの両手が、ノエリオの頬に触れた。なめらかな唇が額に触れ、そしてぎゅっと抱きすくめられた。

　ただ言葉もなく、抱き合うだけだった。言葉なんて、何も浮かばなかった。


三　牙狼王子の婚約







　昏き楡の森でとうとう父親と対峙したクラエスは、数日の間、落ち込んでいるようだった。

　あまりにも残酷な苦痛を伴ったが、これで純白の魔女と王、そしてクラエスの、親子二世代に渡る因縁は一応の区切りがついたと言える。

　王は追いたくとも追えなかった彼女の最後と真意を知り、クラエスは父親への不信感と複雑な愛憎の答えを得られた。

　クラエスは『純白の魔女は、愛した男に真実を知られたくなかったのではないか』というためらいを最後まで持っていたが、ノエリオはこれでよかったのではないかと思っていた。

　どれが正しいかなんて、誰にも分からない。

　それでも、生きていかなければならない。

　正しい道を選べなくとも、過ちを後悔し続けても、それでも生きていかなければならない。

「彼女が私を『得られない未来の幸せや希望そのもの』だと言うなら、私は彼女の願いを裏切らないように生きていかなければね」

　そうノエリオに告げたクラエスは、いつものクラエスだった。常に前向きで、明るく穏やかな、ノエリオの大好きなクラエスだ。

「彼女はクラエス様の幸せを、誰より願っていると思いますよ。……不思議ですね。彼女に一度も会った事がないのに、とても身近に感じます。……とても愛しく思えます」

　そうノエリオが答えると、クラエスはとても嬉しそうに、目を細めて笑った。

「そうだね。私もそうなんだ。……私が生まれる前にいなくなってしまった人なのに、まだ生きて、どこかにいてくれるような気がしているよ」







「……過去に例がない事なので少々話し合いが難航しておりましたが、王子・王女の同性の配偶者は『王子配おうじはい』『王女配おうじょはい』と呼ばれる事になりました」

　クラエスの名代として会議に出席していたエノーラは、珍しくティーテーブルについた。

　普段は給仕に徹して席につくことはないが、今回は会議の内容を詳細に説明するために、腰を落ち着けて話すつもりのようだ。

「なるほど、色々ややこしい事になっているんだね。……面倒をかけてすまないね、エノーラ」

　あくまでクラエスは『呪われた王子』のままだ。故に重臣や地方の領主などが集まる重要な会議は『呪いの為に』出席できない事になっている。

　最低でもマティアスが即位し、しっかりと地盤を固めてからでないと、呪いが解けた事を公にしたくないとクラエスは言い張っていた。

　無駄な揉め事や継承者争いで内乱を起こしたくないからだ、とクラエスは言っているが、ノエリオは知っている。

　やっと自由に、人並みに外に出られるようになったからだ。

　好きな事をしたい、とクラエスは思っている。今までできなかった国内外を旅してみたいのだ。自由に歩いてみたいのだ。

　それには『呪われていて自由な身ではない』ふりをするのが一番だ。今まで通り『呪いの為に屋敷に引きこもっている』事にして、出歩くチャンスを無駄にしたくないのだ。

「恐れ入ります。……女王の配偶者が王配ですから、これが最も自然だと決議されました。異性の配偶者と同等に権利・地位を有します。こちらは一般庶民にも適用されます。王族だけの法律ではなく、国全体のものですから、そちらもよく話し合われました。クラエス様が懸念なさっていたような、王族だけの都合のいいものではございません。広く庶民にも適用されますので、ご安心下さい」

　エノーラは会議で配られた書類をクラエス、ノエリオの手許にも配る。

　王子の乳母・教育係は女性の官職としてこの国では最高峰だが、それだけの能力がエノーラにはある。料理から裁縫、従者や屋敷内の采配から、医術、王子の名代まで務める。

「で、いつからその法律は施行しこうされることに？　いくつか案があったようだけれど」

「そちらですが」

　エノーラは一枚の書類を取り、クラエスに差し出す。

「クラエス様とノエリオ様のご婚姻が成立した時からになりました」

「待って。まだ婚約式の日取りさえ決まっていないよ、エノーラ」

「この法律が成立したのは、クラエス様のご意向とご尽力あっての事です。もちろん、国王陛下のお力添えもございましたが、一番はクラエス様のご意向ですから。クラエス様が同性の配偶者をお迎えになり、それによって法が整うのですから、この法の恩恵に与あずかる者たちは、まずクラエス殿下のご成婚を、と考えておりますよ」

　以前、クラエスを呼び止めて感謝を述べた騎士がいた事を、ノエリオもクラエスも思い出していた。

　彼らが考えている以上に、この法律を待ち望んでいた人々がいる。忘れてはならない事だ。

　思った以上の余波に、クラエスもノエリオも戸惑いを隠せない。こんな大事になるとは思わず、軽く考えていたところは多々あった。

「クラエス様がご提出なさった法改正の意見書で、難色を示していた重臣たちも首を縦に振らざるをえませんでした。……もっとご自分に誇りを持って下さいませ、クラエス様」

「あれは……あれは、私だけの力ではないよ。この法を必要としている者たちの力添えがあっての事だ」

　エノーラは珍しく、満面の笑みを見せた。普段、常に平静で表情を崩さない彼女の笑みに、クラエスもノエリオも驚いていた。

「僭越ながら、私がお仕えした若君がこんなにご立派になられた事、嬉しく思っております。クラエス殿下は、私の誇りでございます」







　そこからは、ものすごい早さでクラエスはあらゆる準備を進めていた。とにかく急いでいた。本当に、自分たちだけの問題ではなくなった。少しでも早く、一刻も早くこの法律を施行しなければならない。

　まず婚約式だ。

　まず、クラエスは『呪われた王子』なので大々的には行わず、シュトラウス家に出向きお互いの家族だけで婚約式を執り行った。

　驚くことに、この式に自ら進んで、マティアスが出席した。婚約式の立会人はヘルムートでもよかったのだが、ヘルムートはノエリオの姉ディートリントの婚約者で、シュトラウス家の身内でもある。『婚約式に出席する王家側の立会人』にはふさわしくないとマティアスが意見し、マティアス本人が出席する事になった。

　これにはクラエスもノエリオも驚いていたが、世継ぎの君が弟王子の『同性同士の婚約式』に出席するというのは国内外に大変な影響がある。完全に認められた制度だと知らしめる事になる。

　マティアスはそこまで考えて出席してくれたわけだ。

　散々マティアスに罵倒されていたノエリオだったが、心から嬉しく思った。この兄弟が歩み寄った事も、あれだけ嫌悪していたのにマティアスが認めてくれた事も、嬉しい。まあ相変わらず無愛想だったが、きちんと祝辞まで述べてくれた。

　こじれにこじれていた兄弟が、これだけ歩み寄ったのだ。感謝せずにいられなかった。

　そしてエノーラも、ふたりが知らないうちに恐ろしいほど暗躍していた。

　クラエスが婚約式をすぐにも行う、と言い出した時には、既に婚約式用の衣装ができていた。正確には八割ほど完成しており、あとはクラエスとノエリオの意向を聞いて装飾を施すだけだった。

　この時まさか、と思い、結婚式の衣装の事を尋ねると、エノーラはまた満面の笑みで『あとはおふたりのご意向通りに仕上げるだけの状態になっております』と言っていた。

　その間にヘルムートとディートリントの結婚式もある。恐ろしい勢いで月日が流れていくので、落ち着いてふたりで過ごす時間なぞ、全くなかった。とにかく常に何かに追われているような日々だった。

　ようやく落ち着いたのは、結婚式の三日前だった。

　暫くの間、ノエリオは自分の婚約式やディートリントの結婚式の手伝い、準備の為に、シュトラウス家に帰っていた。自分たちの結婚式の三日前になってようやくクラエスの屋敷に戻れたのだが、クラエスにも犬たちにも会いたくて仕方がなかった。

　屋敷に横付けされた馬車からノエリオが降り立つと、すぐに犬たちが飛びついてきた。テオやヨハンだけではなく、ディーターまで尻尾が千切れそうなくらいに振っていた。久しぶりの大歓迎だ。

　犬たちにもみくちゃにされていると、すぐにしなやかな両手がノエリオの背中を抱いた。

「おかえり、ノエリオ」

　一番聞きたかった声が、穏やかに囁いた。

「ただいま帰りました、クラエス様」

　ここが家になるのだと、強く思えていた。

　姉や両親と暮らした家から、このクラエスの屋敷が、ノエリオの居場所になった。いや、クラエスがいるところが、ノエリオの居場所になった。

「クラエス様にとても会いたかったので、急いで帰ってきました」

「私も会いたかったよ。ご両親から攫いに行こうかと思ったくらい」

　目の前で笑った唇が、ノエリオの額に触れた。くすぐったさだけではなかった。こうして触れる度に、クラエスの声を聞く度に、きゅっと胸が痛むように疼く。それは甘酸っぱく、切なく、息苦しいくらいに思える。

「今夜からはずっと一緒ですよ」

「そうだね。……やっぱり、夢みたいだ」

「夢じゃありませんよ。ほら、テオたちが、構って欲しいって」

　抱き合っているふたりに、犬たちは飛びついてじゃれている。ノエリオが帰ってきて、犬たちも嬉しくて仕方ないようだ。

「ああ、今日くらいはノエリオを独り占めさせてくれたらいいのに。……少しだけだよ」

　みどりの瞳を見上げると、再び唇が触れた。今度は、唇にやんわりと触れ、離れる。

　ノエリオは笑って、大好きです、と囁いた。


四　牙狼王子の婚約・おまけ







　久しぶりにふたりで夕食を食べ、湯浴みも済ませ、やらなければならない事も、特にない。

　ヘルムートとディートリントの結婚式や自分たちの婚約式で慌ただしくて、ふたりきりで過ごすのは実に数ヶ月ぶりだ。

　当然、こうしてベッドの上で向かい合うのも数ヶ月ぶりだ。

　こういう時、どうしたらいいんだっけ。

　緊張と興奮のあまり、ノエリオの心臓は今にも破裂しそうなくらい、ばくばくと脈打っている。目の前のクラエスも間違いなく同じくらい緊張しているのだが、今ノエリオはそこまで気が回っていなかった。

　ランプの仄明かりに照らされるクラエスは、いつものように優美で穏やかで繊細に美しいが、頬から顎のラインはシャープで、男性的だ。当たり前なのだが、それが妙に艶めかしく扇情的に見えて、ノエリオは顔が上げられなかった。

　ノエリオも不慣れな未熟者だが、クラエスも同じようなものだ。年齢だけは上だが、経験はまさにノエリオと互角だ。どちらもろくな恋愛経験がなく、そしてお互いが初めてだった。

　こういう時も何も、そんなにした事がない。思えば、あの嵐の朝に狼とクラエスと、それから人のクラエスと、そのあと一回くらいしか。

　思い出すと余計に落ち着かなく恥ずかしく、ますますどうしたらいいのか分からない。ノエリオはうろたえるだけだった。

　だがクラエスはさすが大人で、生まれた時から呪いと戦い続けてきただけあって、精神力と忍耐力だけは高い。

「ええと、ノエリオ。……久しぶりだから、顔をよく見せて欲しいな」

　クラエスはそう穏やかに囁くと、ノエリオの両頬を包むように両手で触れた。触れた掌の優しい温もりに促されて、ノエリオはおずおずと顔を上げる。目の前に、少し恥ずかしそうに笑うみどりの瞳があった。

「結婚式までは我慢しようと思っていたけれど、無理だった。ノエリオが傍にいてくれるなら、触れたい」

　クラエスは甘え上手だ。こんな甘やかに求められたら、抱きしめたくなってしまう。この囁きだけで、ノエリオは頭の中まで痺れてしまいそうに思えていた。

「ノエリオと離れているのがこんなに辛いとは、思わなかった。……会いたくて、抱きしめたくて、触れたくて仕方なかった」

　微笑みのかたちに綻んでいた唇が、柔らかに触れた。クラエスの唇だ、と思った瞬間に、つま先まで甘い痺れが走った。

「クラエスさ、ま……っ……」

　自分の吐息が熱い。熱く、甘く、胸が痛い。

　触れていた唇から、柔らかな舌先が滑り込んできた。なめらかに歯列を撫で、震える舌先に甘く噛み付き、口蓋の奥をなぞられ、ノエリオは声にならない声を洩らす。

　シーツの上に引き倒されながら、身体は一瞬でクラエスを思い出した。

　触れられてもいない下腹の奥に、深く穿たれた感触が蘇る。熱く甘く、切なくなるような甘い痺れだ。

「……ノエリオ」

　合わせたままの唇が名前を呼んだ。ノエリオは夢中でクラエスの背中にしがみつく。

「……クラエスさま、も、どうしたら、いいか、わからな……っ……」

　頭の中が真っ白になりそうだった。いや、クラエスの事で埋め尽くされていくようだった。目眩のような高揚に夢中になっていると、いつの間にか纏っていた寝間着の中に、クラエスの指先が入り込んでいた。

　ひんやりとしたノエリオの素肌に、クラエスの温かな掌が触れる。じんわりと伝わる温もりに、何故か余計に切なくなった。

「うん。……私もどうしたらいいか分からないくらい、君に触れたくて仕方ない」

　いつも優しく穏やかな声が、こんなに切なげに焦れったげに聞こえた事はなかった。

　この人もこんな切なそうな声をするんだ。そう思うと、ますます身体の中が騒ぎたててしまう。

「ノエリオ、会いたかったよ。……離れていると、君の事ばかり考えてしまう」

　僕もです、と伝えたいのに、言葉は声にならなかった。クラエスのしなやかな指先が、ノエリオの胸の小さな突起に触れ、やんわりと撫でた。

「あ、あっ！」

　優しくそっと撫でられただけで、背筋まで震えるくらいに感じてしまい、抑えきれずに声が溢れ出る。

　こめかみにクラエスの唇が音を立てて触れた。甘く吸いながら唇は丸い頬を滑り、再びノエリオの唇に辿り着いた。軽く唇を噛まれながら、なだらかな胸を撫で、摘ままれて、ノエリオは喉を反らして震える。

　少しでも気を許すと、高く甘い声が零れ落ちてしまう。唇を噛みしめようとしても、クラエスの甘い舌先がそれを邪魔する。短く荒い息を吐く唇を甘く吸われながら、硬く張り詰め始めた胸を摘み擦られて、ノエリオは堪えきれずに甘い悲鳴を上げた。

「……あ、あ……っ……く、んん」

　弄られているのは胸なのに、身体の奥が甘く疼いて仕方なかった。クラエスの温もりを、指先を、匂いを感じるだけで、クラエスが欲しいと身体が激しく訴える。

　胸を撫でていた手が滑り落ち、寝間着の紐を緩め下着の中に入り込んだ。夢中でクラエスの唇に溺れていて、張り詰めて雫を滲ませるそれに触れられるまで、ノエリオは気付かなかった。

「……気持ちがいい？　よかった」

　触れたままの唇がそう囁きながら、ノエリオの濡れたそれに、熱く硬いものが押し当てられた。クラエスのそれだ、とノエリオも気付いた。熱く脈打ち、張り詰め、同じように雫を滲ませている。

　この穏やかな人がこんな激しく猛々しい欲望を持っていると思うと、不思議な気がしていた。身体の深いところにこれを迎え入れたのに、これが齎もたらす、眩むような快楽も知っているのに、何故かクラエスと結びつかなかった。

　思わず羞恥も忘れて覆い被さるクラエスを見上げてしまう。

　ノエリオの驚いたような顔を見て、クラエスは少し恥ずかしそうに目を伏せた。

「……あ、あんな君を見ていたら、私だって」

　押し付けられた熱く滾ったそれが、更に質量を増したような気がしていた。ノエリオは慌てて手を伸ばし、クラエスの唇に指先で触れた。

「い、いえ、嬉しいです。……あの、僕だけじゃないって、嬉しいです……」

　唇に触れた指先にベルベットのような舌が触れ、甘く噛んだ。噛み付いた唇は、ノエリオの目の前で笑みのかたちに綻ぶ。

　重なり合っていたそれに、クラエスの掌が触れた。束ねるように掴み、じっくりと擦り合わされて、ノエリオのつま先が跳ねた。

　濡れて擦られる音が生々しく響く。互いの熱が、欲望がはっきりと伝わる。

「あ、あぁあっ……！　クラエスさま、あ、あ！」

「……ノエリオ、舌を出して」

　いいなりに舌を差し出すと、甘く歯を立てられ、食まれ、吸い付かれる。甘い唇ときつく締め上げ、擦り合わされる強い刺激に、ノエリオは喘ぐばかりだった。

「ん、あ、あっ！」

　激しくせき立てられるままに、ノエリオは互いの下腹とクラエスの手を濡らして、達した。遅れてクラエスも、ノエリオのそれと下腹を濡らし、熱を吐き出す。

　荒い息のまま、唇を啄み合う。ノエリオの濡れた下腹を撫でていた手が、柔らかな足の付け根を撫で、両足の奥へと辿る。

　濡れた指先が、閉じた場所に触れた。ノエリオは足を閉じようとは思わなかった。もう身体はクラエスを欲しがっている。もどかしいとさえ、思えた。

　その閉じた場所を濡れた指が撫で、くすぐり、押し入ろうとしている。

「……クラエス様、んんっ……」

　くすぐっていたそこがゆっくりと口を開き始めると、クラエスの指先が入り込んでくる。まずは一本だけ。その一本が、狭く硬い場所に入り込み、探っていく。

「あ、あっ、んん」

　たった数回の行為でも、身体はクラエスを覚えていた。深いところを抉られ、擦り上げられ、愛される快楽を、すぐに思い出した。

　舌先を絡め合い、食み、吸い取られながら、ノエリオの身体の中に入り込んだ指が、ノエリオの感じる場所を探り当てていく。

「ノエリオ、ここ？　もっと奥？」

　とん、と敏感なところを叩かれ、ノエリオの喉が小さく震える。

「あ、あ……っ！　は、んんっ……！」

　返事をしたくとも、声にならなかった。そこに触れられた途端、身体の中からとけてしまいそうに思えた。

「ここ、でいいのかな」

　クラエスのしなやかな指が、その敏感な場所を軽く叩き、ぐり、と擦った。

「あ、あっ！　あぁあっ……っ！」

　唇の端から、飲み下しきれない体液が溢れ、伝い落ちた。その雫にも気付かない。

「気持ちよさそう。……ノエリオ、可愛いね。大好きだよ」

　クラエスは溢れた体液を舐め取り、甘く囁く。ノエリオの甘くとろけた声をもっと引き出そうと、指は容赦なく弱いところを苛める。

「あ、あ、だめ、そこ、おかしく、な、あ、あっ！」

「いいよ、おかしくなって。もっともっと、可愛い声を聞かせて」

　舌先を食みながら、クラエスの指は増やされ、激しくなっていく。丁寧な愛撫でとろけた襞が、奥まで入れられた指を締め付け、絡みつき、粘った水音を立てていた。

「やめ、もっ……クラエスさま、だめっ……」

　ノエリオは必死で訴える。

「だめ、です……っ！　そんな、したら」

「いきそう？　いいよ、我慢しないで」

　更に奥まで指を突き入れられ、ノエリオの内腿がびくびくと震える。

「あ、あっ……！　い、いっしょに、クラエスさまっ……」

　息も絶え絶えにしがみつき、これ以上揺さぶられないよう、足を閉じようとあがく。

「い、いっしょが、いいんです……っ……」

　喘ぐばかりでなかなか言葉にならなかった。なんとか絞り出すと、激しく苛んでいた指がやっと抜き去られた。

「……その、あまり我慢ができそうにないんだけれど」

　恥ずかしそうなクラエスの声が聞こえた。クラエスの指でこれ以上はないほどとろけたそこに、硬く張り詰めたものが押し当てられる。

「ぼ、僕も、です……」

　クラエスの唇が、ノエリオの汗ばんだ額に触れた。とろけ、小さく口を開いたそこに、熱く滾ったそれが押し入れられた。

「クラエスさま……あ、あっ……！」

「くっ……」

　クラエスの詰めた息が額に触れた。切なげなその吐息に煽られ、下腹はもっと熱くとけそうに思えた。

　生々しく硬い肉の感触に、声が上擦る。

「クラエスさま、あ、あっ、くぅっ……」

　硬く熱いものが、狭いそこを割り開き、入ってくる。脈打つものが中の襞をきつく擦り上げながら、奥まで入り込んでくる。

「………はっ…」

　最初の頃は痛みがあった。圧迫感は今でもあるが、それは快楽へと繋がる。奥まで貫かれた瞬間、ノエリオは声もなく達した。

　内腿からつま先まで、びくびくと痙攣する。その激しい締め付けにクラエスは息を詰めながら、囁いた。

「ごめん、ノエリオ。……無理だ」

　クラエスの膨れ上がったそれが、びくびくと脈打った。次にくるのは熱く滾った体液だと、ノエリオはそう思っていた。

　奥まで突き入れられたそれが、ゆっくりと引いていく。そう思った瞬間、再び奥まで一息に突き上げられた。

「く、あ、あぁああっ……！」

　達したばかりのところを突き上げられ、ノエリオは息が詰まる。小さく噎せ、荒く短く息をつく。

「いき、が、あ、あぅっ…！」

　力の入らないノエリオの腰骨の辺りを掴んだ手が、ぐっと腰を引き寄せた。硬く膨れ上がったものに身体の奥を抉られ、ノエリオのつま先が派手に跳ね上がった。

「ノエリオ、好きだよ。……大好きだ。もう離さない」

　この切なげで優しい声とは裏腹に、ノエリオの中のクラエスは、熱く硬く膨れ上がり、容赦なく奥深くを貫く。深く繋がるように腰を押し付けられたまま揺すり上げられ、ノエリオは声にならない声で喘ぐ。

　ベッドが激しく軋む音が聞こえた。ノエリオはされるがままだ。こんなにクラエスが激しいとは、知らなかった。

　時折触れる唇は優しい。けれど、ノエリオの柔らかな身体の中を突き上げるそれは、普段のクラエスからは考えられない猛々しさだ。

「クラエスさ、ま、あ、あ！　く、んんぅ」

　とろけて熱くなった内壁を、激しく脈打つそれが擦り上げ、奥深くを突き上げる。息もつけない激しさと快楽に、ノエリオはされるがまま喘ぎ続ける。

　身体の奥に、熱く滾った熱が吐き出される。それなのに、すぐにそれは再び硬く膨れ上がった。狭い中でびくびくと脈打ち、ノエリオを甘く苛む。

　クラエス様が、こんな激しいなんて、知らなかった。

　こんな綺麗な顔でいつも穏やかなのに、激しすぎる。

「クラエスさま、ま、あ、あっ、あ！　あ、くぅっ……！」

　頭の中どころか目の前まで真っ白で、ちかちかと星が散っているように思えた。身体も頭も、溶けてとろけて、なくなってしまうのでは。

　意識も身体も、濃く甘い何かに絡め取られ、沈んでいくように思えた。







「本当に、申し訳なかった」

　ノエリオが目を覚ますと、朝食を載せたトレイを用意したクラエスが、神妙な顔でベッド傍の椅子に座っていた。

「…………」

　おはようございます、と言ったつもりだった。だが、掠れた吐息しか出てこない。

「ずっと会えなかったから……その、大人なのに、こらえ性がなくて申し訳なかった……」

　ベッドから起き上がろうとしたが、力が入らなかった。よろよろとピローに沈み込むと、クラエスは慌ててノエリオを抱き起こし、ベッドボードにピローとクッションを重ねてもたれさせてくれた。

「まずは喉を潤した方がいい。……エノーラが甘いライム水を作ってくれたから」

　クラエスはかいがいしく立ち回り、ライム水の冷たいグラスを手渡してくれた。一口含むと、忘れていた喉の渇きと痛みを思い出す。ノエリオは一息に飲み干した。

「痛いところは？　……いやむしろどこもかしこも痛いかな。本当にすまなかった」

　ノエリオは二杯目のライム水を飲みながら、うろたえるクラエスをじっと見つめていた。

「……やはり、怒っているかい？」

　そんな叱られた子犬みたいな顔をされたら、可愛くてなんでも許してしまいたくなる。そもそもノエリオは怒ってはいない。

　怒ってはいないが、驚いては、いた。

「怒っていないですよ」

　喉が潤って、やっと声が出せた。ひどく掠れた声を聞いて、クラエスはますますしょんぼりとしていた。

「……大人なのに、って、呆れているだろう？」

「呆れてもいませんよ。大丈夫です。今日もクラエス様が大好きですよ」

　そんな事を言われると思っていなかったのか、クラエスは恥ずかしそうに目をそらした。

「もうこんな無茶はしないから。……もう少し落ち着くよう、気をつける」

「……しないんですか？　それはちょっと、残念かもしれないです」

　少しくらい意地悪をしてもいいはずだ。腰が抜けそうだし、声もガラガラだ。少しくらいいじめても、いいはずだ。そうノエリオは思う。

　そんな事を言われるとは思わなかったのか、クラエスは真っ赤になってうろたえている。どう答えたらいいのか分からず、混乱しているのだろう。ノエリオは思わずにやにやと笑ってしまう。

「ノエリオにからかわれるとは、思ってなかったよ……」

　クラエスは耳まで赤くなったまま、ノエリオに朝食のトレイから苺の皿を取り、手渡す。

　割と本音なんだけれどな。

　優しいクラエス様も、激しく求めてくるクラエス様も、どっちも大好きなんだけれど。

　苺を摘まみながら、ノエリオはにこにこクラエスを眺める。


五　純白の魔女と三つの約束







　大惨事になってしまった。

　泥まみれのブーツを脱ぎながら、ノエリオは途方に暮れていた。

　事の発端は『結婚式のケーキにふたりで探してきた食材を飾ると、幸せになれる』というジンクスがあるのを、結婚式の前日に知った事だった。

　明日の結婚式の準備を手伝いに来たディートリントからその話を聞いたノエリオとクラエスは、それに飛びついた。

　生真面目なふたりは『それは絶対やらなければ！』と、あとの準備をディートリントとエノーラに任せて屋敷の周りを囲む森にやって来たが、季節は初夏だ。初夏に結実する果樹は、少ない。

「食材というからには、やはり食べられないとですよね。木の実なんかは秋頃になるものじゃないのかなあ」

　ノエリオは夏草の茂みをかき分けながら探しているが、食材になりそうなものはなかなか見つからない。

「そうだね。この時期だと難しいね。せめて、ハーブとか、食べられる花や草かな。クレソンなら水辺に生えているけれど、ケーキにはちょっと」

「あ！　前に読んだ野草の本で、木苺は初夏から夏にかけて旬だって読んだ事があります！」

「そういえば、子供の頃にエノーラとピクニックに来て摘んだことがある。探してみよう」

「はい！」

　そう言いながらノエリオが振り返ると、いつの間にかクラエスは狼へと姿を変えていた。

「広い森から木苺を探すなら、断然こっちの方が効率がいいからね」

「そうですね。姉上やエノーラさんに準備を押し付けてしまったから、早く見つけて戻らないと」

　狼のクラエスの後をついて、小一時間歩いた頃だった。ふっとノエリオが顔を上げると、小さな沼の向こうに、赤い実をつけた茂みがあった。

「クラエス様、あそこに木苺っぽい茂みがありますよ！」

　そう言いながら沼地の方へ数歩歩いた時だった。

「あ、ノエリオ、気をつけて。そこは湿地で、足場が悪いか……」

　最後までクラエスの警告を聞き終わる前に、ノエリオは派手に足を滑らせた。森なんかろくに歩いた事がない引きこもりだ。沼の周りは水分を含んだ湿地で、滑りやすいなんて知らなかった。

　見事に湿地に尻餅をついたノエリオは、泥まみれだ。びしゃびしゃの泥は跳ね上がり、ノエリオの頭にまで飛び散った。

「あぁあ！　ノエリオ、大丈夫かい！？　怪我は！？」

　クラエスはノエリオの首根っこの辺りを咥えて、沼地から引きずり出す。ノエリオはその間、呆然としたままだった。無事、引き上げられてやっと我に返った。

「怪我はないです！　……す、すみません！　クラエス様にまで泥が」

　見ればクラエスの純白の獣毛にまで泥が跳ねている。ノエリオは自分の失敗に大慌てだ。

「ああ、大丈夫だよ。泥なんて洗えば落ちる。それより、君に怪我がなくてよかった」

　クラエスはノエリオの頬をぺろっと舐めると、本当に怪我がないか、真剣に確認していた。

「ごめんなさい。……せっかく木苺を見つけたのに」

　子供みたいな失敗をして、ノエリオは羞恥のあまり思わず小声になってしまう。だがクラエスは少しも気にしていない。声には笑いが含まれているくらいだ。

「私もよくテオたちと狩りをして泥だらけで帰って、エノーラに叱られていたよ。そうだ、そこの小川で泥汚れだけでも落としていこうか。でないと、エノーラに子供みたいに叱られるよ」







　というのが、ここまでの流れだ。

　ノエリオは脱いだブーツを置いて、戸惑っていた。

　クラエスはもう小川に入って泥を流しているが、ノエリオは服を脱げずおろおろしていた。脱ぐのが恥ずかしいだけではない。自分の身体の傷を晒すのが躊躇われていた。

　今まで明るいところでクラエスに裸を見せた事はなかった。初めての時もその後も、仄明かりの中だった。

　こんな明るい日差しの中で、醜い傷跡を見られるのは躊躇われていた。

　クラエスを信じていないわけではない。けれど大好きなクラエスに、傷だらけの醜い身体をはっきり見られるのは、嬉しい事ではなかった。綺麗ではない、というのは、ノエリオの負い目でもあった。

「ノエリオ、どうしたの？」

「あ。……いえ、なんでもないです」

　そのノエリオの様子に、クラエスは慌てて背中を向けた。

「気遣いが足りなくて、すまなかった！　大丈夫、背中を向けているから。決して見たりしないから」

　ノエリオが恥じらっていると思ったのかもしれない。クラエスの気遣いに、思わずノエリオはほっと安堵のため息をつく。

「す、すみません、クラエス様」

　もそもそと服のまま小川に浸かり泥を落としながら、クラエスの背中に詫びる。

「だいぶ気温も上がってきたけれど、まだ水浴びするには早いから、あまり浸かりすぎないようにね。私はほら、毛皮があるからそれほど冷たく感じないけれどね」

　泥を落とし、ずぶ濡れの服を脱ぎながら、ノエリオは改めて、自分の素肌を眺める。こんな明るい日差しの下で見るのは久しぶりだ。

　自分でも目を背けたくなるような傷跡だ。狼に食いちぎられた場所は、肉が抉れたままの生々しい傷跡になっている。この醜い傷跡に、クラエスは人の時でも狼の時でも、ひとつずつ口づけ、まるで癒やそうとするかのように触れてくれた。

　そのクラエスの優しさが、嬉しくて切なくて、胸が痛い。触れるクラエスの指先や唇の穏やかな温もりを思い出し、そしてこの傷跡に直面すると、泣き出したくなった。

　クラエスが大好きで、クラエスの優しさが切なくて、涙がこみ上げる。こんな醜い傷跡さえ慈しんでくれるクラエスが愛しかった。

「え！？　え、ノエリオ、泣いているのかい！？」

　啜り上げるノエリオに気付いて、振り返らないと約束したはずのクラエスは、じゃぶじゃぶと水音を立ててノエリオに近づき、そして我に返った。

「……あ。す、すまない！　見ないと約束したのに、つい！」

　こんなわたわた慌てているクラエスを見たのは、初めてだ。

「決して下心ではなくて、君が泣いているのかと思って、いや、ごめん！」

　クラエスは慌てて背中を向ける。その真っ白な獣毛の後ろ姿を見ながら、ノエリオは眦を拭い、笑ってしまった。

「いえ、大丈夫です。すみません、泣いていませんよ。……あの、ちょっと」

　片手を伸ばし、水を含んでぺったりと寝てしまった被毛に触れる。

「あの、その、あんまり綺麗な身体ではないから。クラエス様は気になさらないって分かっているけれど、やっぱり、傷だらけの身体が恥ずかしかったんです」

　正直に、自分の気持ちを伝える。言ってしまってから、クラエスに気を遣わせてしまうと気付いた。慌ててノエリオは続ける。

「あ、あ！　クラエス様を信じていないわけではないです！　その、やっぱり、自分でも醜いって思ってしまって、僕の勝手な……」

　言いかけて、思わずノエリオは息をのむ。クラエスの優美な隆線を描く口吻と、みどりの瞳が目の前にあった。

　瞬きもせずにじっとみどりの瞳がノエリオを見つめている。

「人でも狼でも、私は私だと君は言ってくれたじゃないか。……君も同じだよ。傷があろうとなかろうと、ノエリオはノエリオで、私の大切な人だ」

　みどりの瞳に吸い込まれそうだった。ノエリオはじっと見つめたまま、言葉が出てこない。

「君がその傷を愛せなくとも、私が愛しているよ。無理に受け入れる必要はない。……君の全てを私が愛しているよ。……だから何も怖がらなくていい。何にも迷わないでいい」

　冷たい鼻先がノエリオの唇に触れた。触れた大きな口は、首筋にも口づけ、二の腕に残る傷跡にも触れる。

　ノエリオは泣き出しそうなのを必死で堪えながら、両手を伸ばす。水を含み冷たい獣毛に包まれた背中を抱きしめると、クラエスの小さな囁きが聞こえた。

　誰よりも君を愛している。

　ノエリオも、同じ言葉をクラエスに囁く。







　柔らかく長い舌が、丁寧に傷跡を舐めていく。身体中にある傷跡を、ひとつずつ、まるで癒いやそうとするかのように辿られて、ノエリオは溶け落ちそうな身体で水辺の草むらにしがみつく。

　背中の傷跡をなぞるクラエスは、狼のままだ。ノエリオの腿に、熱く滾ったままのそれが触れているが、無性にそれが欲しかった。早くクラエスと繋がりたかった。

「あ、あ、クラエスさま、もっ……」

　もどかしさに吐息が阻まれる。水に浸かったままのつま先がびくびくと震えているのは、クラエスにも伝わっているだろう。

「待って、まだ獣のままで」

　身体を離そうとするクラエスを、身をよじって手を伸ばし、引き留める。

「狼のクラエスさまも、クラエスさまですっ……」

　羞恥も忘れてノエリオは囁く。舌先まで甘く痺れ、声が上擦ってしまう。

「そのままで、クラエスさ、ま…っ……」

　喘ぐばかりで言葉はなかなか出てこない。早くクラエスが欲しかった。人でも、獣でも、クラエスはクラエスだ。何も変わらない。

　クラエスは少しの間躊躇ったようだった。だが、ノエリオの願いを聞き入れてくれた。ノエリオの柔らかな尻臀に、濡れた獣毛が触れる。

「ノエリオ、力を抜いて、ちゃんと息をして」

　首筋に冷たい鼻先が触れたと同時に、両足の奥の閉じた場所に、熱く硬いそれが押し入ってきた。

「は、あ……あぁあっ……！」

　人と狼の生殖器は違う。人のものよりなめらかな形状で、狭く、まだ硬いノエリオの中を傷付けるような感触ではなかった。少しの痛みと押し広げられる圧迫感はあったが、ノエリオは細く息をつきながら、クラエスを迎え入れる。

「……熱くてきつい」

　そう囁き、甘く首筋に歯を立てられて、ノエリオは高く喘いでしまう。

「く、は、あ、あっ……！　クラエスさ、まっ……！」

　ゆっくりと中を擦り上げ、奥まで進んでいく。小川で冷えた身体の中で、狂おしいくらいに熱く、硬く、存在を主張する。ノエリオは下腹を甘く犯す感触に身震いする。

「ノエリオ、声、聞かせて」

　長い舌が耳朶に触れ、頬をなぞった。奥まで貫かれながら、ノエリオは耐えきれずに甘い悲鳴をあげた。

「…あぁあ……っ！　あ、くぅっ……！」

　沈み込んだそれの尖った先端が、最奥を突き上げた。目眩がしそうなくらいの、甘やかさだった。圧迫感も痛みも、もう感じなかった。奥深くを擦りながら、それは質量を増していく。

　下腹が壊れそうなくらいに膨れ上がったそれを擦りつけるように揺すり上げられ、ノエリオは背をしならせ、喘ぐ。

　クラエスの両前脚は、ノエリオを傷付けないよう、ノエリオが突っ伏す水辺の草むらを掴んでいる。ノエリオはその前脚に手を伸ばし、握りしめる。

「クラエスさま、奥、だめで、す、そ、そんなに、された、あ、あ！」

　クラエスを受け入れるそこを、硬く膨れ上がった瘤が塞ぐ。それまで腰を押し付け、激しく揺さぶっていたクラエスは、ノエリオの背中に顎を押し付け、大きく息をついた。

　苦しいくらいに瘤が膨れ上がり、最奥に熱い体液が[image: u+8ff8]った。

　奥深くを叩いた熱に、ノエリオは声もなく達した。クラエスの荒い息を耳元に感じながら、奥深くに激しく吐き出されるそれに、息を詰める。

「……ノエリオ、愛しているよ」

　そう囁かれ、ノエリオも身震いしながら応える。下腹の奥を犯すそれが、びくびくと脈打ち、跳ねた。人の時とは違う。こんな長い時間、吐き出される事はない。

　クラエスは荒い息を吐きながら、何度も冷たい鼻先でノエリオの頬や首筋、背中に口づけ、慈しむ。

　下腹が熱に侵され、溶け落ちてしまいそうだった。ノエリオは目を閉じ、その熱に溺れる。







「ノエリオ様がふらふらでおかえりになった時は、どうなる事かと思いました。無事によいお式が終わって、私も安堵しております」

　エノーラはティーテーブルについて、プラムの皮をせっせと剥きながら話している。

「あ、ああ……。そうだね。でもまあ、無事に木苺をケーキに飾れたし、参列した方々にも喜んでもらえてよかった」

　式の準備も忘れて心ゆくまで睦み合い、ふたりが我に返ったのは夕方だった。すっかり腰が立たなくなったノエリオは、木苺を集めるどころではなかった。

　クラエスが大急ぎで木苺を集め、ノエリオを背負って帰ってきたが、翌日ノエリオは式の間中、なんともあやうい足取りで、ふらふらしていた。無事に終わった今は笑い話だが、少々節度が足りなかった。

　ノエリオはさっきから、エノーラが切ってくれるプラムを食べ続けている。クラエスが居間に顔を出した時にはもう何個か食べていたが、今、クラエスが見ている間に、ノエリオは更に三つも平らげていた。

「ノエリオ様、もっとお召し上がりになりますか？」

　四つ目のプラムを食べながら、ノエリオはこくこくと頷く。返事をする間もないくらいに、次々口に押し込んで食べ続けている。

「最近ずっと食欲がなさそうで心配していたけど……そんなにプラムばかり食べて、胸焼けしないかい？　酸っぱいだろう？」

　ノエリオは四つ目を食べ終え、やっと満足した。

「なんだか甘酸っぱいものがおいしいんです。ここ暫く胃がムカムカしていたんですけど、エノーラさんにプラムを切ってもらったら、止まらなくて」

　エノーラはノエリオのお茶を注ぎ足すと、プラムの後片付けを始めた。そしてふと、思いついたようだ。

「……そういえばブリギッテ様もクラエス様をご懐妊なさった時に、プラムばかり召し上がっておりましたよ。それでよくマティアス様とヘルムート様が、ブリギッテ様の為に王宮の果樹園でプラム採りをしていらっしゃいました。懐かしいです」

　プラムの皮や種を満載した皿を持ってエノーラが居間を出ると、クラエスとノエリオは顔を見合わせてしまう。

「ノエリオ、ちょっと前まで気持ちが悪いって、もどす事があったね。胃が荒れているのかと思っていたけど」

「……そうですね。パンの焼ける匂いを嗅ぐと、なんだか気持ち悪くなって。でもプラムはおいしかったです。さっぱりしていて、いくらでも食べられる気がします」

　暫くの沈黙があった。真剣な表情で考えこんでいたクラエスは、少々躊躇うように口を開いた。

「まさかとは思うんだ。でも、まさか、純白の魔女が言っていた『繁栄』って……」

　ノエリオは何を言われたのか、一瞬、意味が分からなかった。少しの間考え、それから、思い至る。

「……え。あ、でも、僕は男ですよ……？」

「そうだよね。……考えすぎだとは思うんだけれど」

　再び、顔を見合わせてしまう。

　純白の魔女は、『祝福』と『幸い』と『繁栄』の、三つの約束を残した。

『祝福』は狼への変化で、『幸い』は文字通りの幸福だろう。三つ目の『繁栄』だが、彼女もまさかクラエスが同性と結婚するとは思っていなかっただろう。故に、これは異性との結婚を想定した約束だ。

　そう、ふたりは思っていた。

　だが、異性との間でも、子供ができない事はある。

　まさか？　彼女はそんな時でも『繁栄』ができるよう、考えていたのか？　それがたとえ同性でも、まさか、影響を及ぼすのだろうか。

　クラエスもノエリオも、顔を見合わせたまま、思わず笑ってしまった。

　そんなはずがない。いくら彼女が魔女でも、そんな自然の理から外れる事はできないだろう。

「……まあ、でも食べ過ぎも食べないのもよくない。身体には気をつけないとね。エノーラだけでなく、王宮の医者にも診てもらっておこうね」

「はい。多分、疲れがでたんですよ。結婚式までずーっと落ち着きませんでしたしね」

「君の体調が戻ったら、どこか旅行に行こうか。……地方都市に行ってみたかったんだよ」

「わあ！　楽しみにしていますね！」

　この時、ふたりは思ってもみなかっただろう。

　思ってもみなかったのは、おそらくは、純白の魔女もだと思われるが。








【牙狼王子の純真　番外編　終】
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